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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 総合教養講座 ナンバリング 1100

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 白戸　力弥、松岡　審爾、大森　圭、小塚　美由記、渡部　俊弘

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、大学での学習から生活、さらに課外活動や大学祭、建学の理念など広範な分野を理解を深める。本科目の履修によ
り、今後4年間の大学生活がより有意義なものになるよう、新入生を導く道標を示す授業である。
国際教養学科のディプロマ・ポリシー（DP）の「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思
考や判断をする能力を身につけている。」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えてい
る。」と関連する。国際コミュニケーション学科のDPの「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批
判的な思考や判断をする能力を身につけている。」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で
前向きなコミュニケーション能力を備えている。」と関連する。地域未来学科のDPの「地域社会における教育の役割を理解し、教育学に関する専
門的知識・技能を身につけ、生涯にわたり学び続ける素養を有している」と関連する。看護学科のDPの「医療・看護に関わる社会や時代の変化
の本質を考究でき、豊かな人間性と高い倫理観、社会的責任を持ち、時代の変化に合わせて主体的に社会を支えることができる。」と関連する
。リハビリテーション学科理学療法学専攻のDPの「グローバル化の進展を視野に入れつつ、生涯にわたり医療・保健の質の向上に貢献すること
ができる。」、「幅広く教養を深め、豊かな人間性と高い倫理観、社会変化への適応力を持ち、理学療法学の持続的な発展に貢献して社会をさ
せることができる。」と特に関連する。また作業療法学専攻のDPの「地域医療を支える多職種連携を理解し、主体的に協力関係を築くことができ
る。」、「幅広く教養を高める向上心を持ち、作業療法学の持続的な発展に貢献するという使命感を持っている。」、「科学的根拠に基づいた作
業療法の実践のために必要な問題探求力と問題解決思考を身につけている。」と特に関連する。

この科目は、初年次教育として本学の学生としての所属意識を育み、学生生活をどう有意義に過ごすかを意識化してもらうためのものである。ま
た、これからの社会の変化に対応できる学際的で教養豊かな人間性を養い、本質的な物の見方、捉え方をより豊かなものとし、不確実な時代を
自分らしく生きるための柔軟性と自立性を養うことを目的とした科目である。さらに、SDGsの本質を理解し、地球規模の視野で持続可能につい
て考え、地域創生の視点で行動できるグローカルな思想を兼ね備えた人材を育成することを目的としている。

・本学の建学の理念、宗教と食事制限、SDGｓの取り組みの重要性を理解できること。
・4年間を通して、しっかりとした履修計画を立てられること。
・大学生活を快適に送るために必要な規則を理解し、それに沿った行動を取れること。
・Google Classroomの利用ができること。
・図書館を利用し、学習に必要な図書を借りることができること。
・充実した大学生活を送るため、勉学、課外活動を含めた効率の良い１日の行動計画を立案・実行出来ること。
・大学を盛り上げるための具体的な提案が出来ること。

パワーポイントを用いた授業を行う。また、学内Wi-Fiを用いたICTを用いた授業を行う。さらに、えこりん村でSDGs研修を行う。

図書館の利用方法など、一部の授業回で、提示したURLにアクセスし、操作を行ってもらう予定である。また、グーグルフォームなどを使用する

ゲスト講師として、恵庭市職員による恵庭市の紹介、警察官とIT企業の職員によるインターネット上の脅威と防御方法を予定している。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

グーグルフォームを用いた授業の感想等を述べてもらい、フィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

北海道文教大学建学の理念
鶴岡夫妻が遺した灯火
学訓「清く 正しく 雄々しく進め」に込められた、真理を探求
する明晰な頭脳、誠実な精神、チャレンジ精神を目指す理
念を共有する。

本学の創設者である鶴岡夫妻
について調べておく。（90分）

各自の目指す職業で鶴岡夫妻
の建学理念を実現する方法に
ついてまとめる。（90分）

第2回

この時代、君はどう生きるか
これからの社会、不確実な時代を自分らしく生きるための、
本質的な物の見方、捉え方を学ぶ。

これまで読んだ本の中から、自
分の生き方に影響を与えたと思
える本をもう一度読んでおく。
（90分）

これからの自分の進路を見据え
ながら、事前学習で読んだ本を
精読する。授業の感想を提出す
る。（90分）

第3回

授業を受講するには①
履修方法・登録方法について、具体的に説明する。（教務
課）

学生便覧の「履修ガイド」を読ん
でおく。（90分）

各自、ユニバーサルパスポート
を使用して履修科目を登録する
。（90分）

第4回

授業を受講するには②
履修要件、進級基準や卒業要件について説明する。（教
務課）

学生便覧の「履修ガイド」を読ん
でおく。（90分）

各自、ユニバーサルパスポート
を使用して履修科目を登録する
。（90分）

第5回

遠隔授業の受講方法について
本学で遠隔授業のツールとして使用しているGoogle 
Classroomの使用方法について学び、遠隔授業を受講でき
るようになる。

本学から付与されるGoogleアカ
ントでログインする。（90分）

各科目のClassroomに参加する
。（90分）

- 5 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 白戸　力弥

担当教員 小塚　美由記

担当教員 松岡　審爾

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

第6回

授業に役立つ図書館の利用法
本学図書館の概要と利用方法について説明する。
レポート作成や発表資料作成で必要になる資料について
、蔵書検索機（OPAC）を含めた探し方の方法を習得する。
（図書館）

学生便覧の「図書館」の部分を
読んでおく。（90分）

実際に図書館を訪れ、蔵書検
索で興味のある本を探してみる
。また、インターネット経由で蔵
書を検索してみる。（90分）

第7回

グローバル化に対応した食知識
グローバル化が進んでいる現代において、外国の食文化
や知識を得ることは、どの職業においても円滑なコミュニケ
ーションをとるための一助となる。

宗教によって禁忌とされている
食べ物（あるいは食べることが許
されている食べ物）について調
べておく。（90分）

食事に対する宗教上の戒律の
理由についてまとめる。（90分）

第8回

サイバーセキュリティについて
スマートフォンやパソコン等が普及し誰でも気軽にインター
ネットを利用できるようになっている一方で、インターネット
にまつわるトラブルが増加している。本学では全館Wi-Fiが
利用できるためインターネットを安全に使用するためには、
より注意が必要である。そこで、無線LANにおいてどのよう
な脅威がありどのように対処すればよいのか、また、無線
LANを利用するにあたっての注意事項をゲスト講師を招い
て学ぶ。
（NTT東日本、北海道警察サイバーセキュリティ対策本部）

インターネット使用にあたってど
のような脅威があるかを調べて
おく。（90分）

セキュリティ対策や身につけるべ
き情報モラルを復習しておく。
（90分）

第9回

学友会・課外活動団体紹介
中央執行委員会の役割と位置付けについて知り、学生とし
ての自覚を持ち、自ら積極的に大学生活をより有意義にす
るため、各自が出来ることを考える一助とする。（学友会） 
各団体の活動内容と団体所属学生の大学生活を紹介し、
勉学と課外活動の両立を図るための具体的な方法を把握
する。（各団体）

学生便覧で、学友会に関する項
目に目を通しておく。また、大学
ホームページなどで、本学所属
の課外活動団体について調べ
ておく。（90分）

自らの大学生活を有意義なもの
にするための目標と計画を立て
る。また、勉学時間、課外活動、
アルバイトなど各自の1日の行動
を見直し、有意義な時間を過ご
せるよう計画を立てる。（90分）

第10回

大学祭実行委員会紹介
大学祭実行委員会の役割と位置付けと、大学祭の歴史に
ついて紹介する。

各大学の大学祭内容について
分かる範囲で調べておく。（90分
）

各大学の大学祭内容について
分かる範囲で調べておく。（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

担当教員 白戸　力弥

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

SNSの利用上の注意について
大学生活におけるSNSの利用上の注意点について理解を
深め、良識あるSNSの利用ができるようになる。

現在までのSNSのトラブルで社
会的問題となった内容を調べる
。（90分）

大学生活で節度のあるSNSの利
用法について復習する。（90分）

第12回

恵庭市の歴史と特徴
恵庭市役所からゲスト講師を招き、これからの4年間のほと
んどの時間を過ごす恵庭市について理解を深め、地域社
会との連携を深める。
（恵庭市企画課）

恵庭市のホームページなどから
、恵庭市の概要、特長について
調べておく。（90分）

各自の目指す職業で、恵庭市
の未来に貢献する施策を考える
。（90分）

第13回

えこりん村SDGs研修①
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。（90分）

第14回

えこりん村SDGs研修②
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。研修を受けた
感想を提出する。（90分）

第15回

えこりん村SDGs研修③
（1）肉生産、（2）米生産、（3）資材、（4）再生可能エネルギ
ーのテーマを通して、持続可能なエコロジーの取り組みを
学ぶ。

SDGsの17の目標、およびえこり
ん村の取り組みをインターネット
等で調べておく。（90分）

共有した他のグループの情報を
もとに、研修の復習をおこなう。
年間パスポートにより、再度えこ
りん村を訪れる。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

0

その他 0

教科書

なし。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

渡部俊弘／人とつながる「笑いと涙」の40年―恵庭で描く地方大学のプラットフォーム構想／丸善プラネット
渡部俊弘／トシさんが行く！～北海道の食の礎を築いた鶴岡トシのパワフル人生記～／北海道文教大学出版会

ゲスト講師等の都合により、授業計画の順序通りの内容とならないため、決定次第、別紙で連絡する。合理的な理由による欠席は点数を考慮す
るので欠席届を出すこと。13~15回の授業は、えこりん村での日帰り研修を行う。日程は別途、連絡する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 日本国憲法 ナンバリング 1120

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 池田　杏奈

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

人間社会のルールの1つである日本国憲法を学ぶことにより、幅広く教養を身につける科目である。

民主主義（国民主義）と基本的人権の相関関係を明確にするとともに、なぜ「憲法」が国家の最高法規とされるかを理解することを目指す。次い
で、日常生活の場面で生じる様々な紛争解決する手段としての裁判の意義、システムを学び、同時に法解釈の手法を考察する。以上の基本的
な知識を修得した上で、日本国憲法の精神と構造を（明治憲法との比較を含め）大枠で理解するよう努める。

１．日本国憲法を最高法規とする我が国の法体系について説明できる。
２．様々な基本的人権について概要を述べることができる。
３．法というルールを介して、社会人としての関係形成、問題解決の方法、変化する社会への対応など、我が国において生きていく上で生じ得る
問題について自ら考え、論じることができる。

パワーポイント及び配布印刷物を活用しながら講義形式で進める。
各講義中に毎回コメント（授業についての振り返り、思ったこと、疑問等を記述したもの）をGoogleフォーム、クラスルーム等に提出する。
確認テストをGoogleフォーム等を利用して時間内に行う（全15回）。

Google フォームのテスト作成機能を用いて練習問題を提供し自主学習を促す。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度確認テストを実施後、解答の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【ガイダンス・裁判制度】
担当教員の自己紹介、授業の概要、予習と復習の方法、
成績評価についての説明を行う。
日本の裁判制度の概要、法の基礎知識について学ぶ。

事前に教科書を購入し、「読者
のみなさんへ」の部分を読んで
おく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第2回

【子どもの人権】
校則を題材にして「子どもの人権」について解説する。

授業前に教科書を購入し、
「Theme１ ブラック校則──子ど
もの人権」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、コメ
ントシートで記入した内容につ
いて改めて考える（90分）。

第3回

【外国人の権利】
法律上「国民」とは誰を指すのかを知り、「外国人」との権利
の違いについて学ぶ。

「Theme２ 欲しいのはまず選挙
権──外国人の権利」を読んで
おく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第4回

【プライバシー権】
プライバシーとはどういうものとして、法律上どのように保護
されているかを学ぶ。

「Theme３ わたしの秘密──プ
ライバシー権」を読んでおく（90
分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第5回

【自己決定権】
自己決定権は憲法によってどのように保障されているのか
を学ぶ。

「Theme４ 何の自己決定か？─
─自己決定権」を読んでおく（90
分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【法の下の平等】
以前の民法や刑法の条文等を題材に、「法の下の平等」に
ついて学ぶ。

「Theme５ 再婚は100日後──
法の下の平等（1）」「Theme６ む
かし親殺しありき──法の下の
平等（2）」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第7回

【信教の自由】
「信教の自由」を保障している条文の構造を理解し、保障
の限界について判例を基に学ぶ。

「Theme７ 法廷の宗教戦争──
信教の自由」を読んでおく（90分
）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第8回

【表現の自由】
「表現の自由」が日本国憲法の保障する人権の中でもとり
わけ重要度の高いものといわれる理由を考察し、どのような
表現の自由であっても保障されるのかということについて考
える。

「Theme８ ポルノの権利──表
現の自由（1）」「Theme９ 人殺し
教えます──表現の自由（2）」
を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第9回

【営業の自由】
営業の自由はどのように保障されているかを学び、どのよう
な場合に制限されるかについて考える。

「Theme10 銭湯の楽しみ──営
業の自由」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第10回

【生存権】
憲法25条が保障する「健康で文化的な最低限度の生活」と
はどのような生活を指すのかについて考える。

「Theme11 クーラーのない生活
──生存権」を読んでおく（90分
）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【教育権】
学校で子どもたちに教えられる教育の内容を決定できるの
は誰であるかについて、判例を基に学ぶ。

「Theme12 教科書はつらいよ─
─教育権」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第12回

【死刑制度】
死刑制度の是非について憲法の視点から考える。

「Theme13 罪と罰のはて──死
刑制度」を読んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第13回

【国会・内閣・裁判所】
日本国憲法が採用する「二院制」について学び、「国会」の
役割について考える。
内閣総理大臣はどのようにして選ばれるのかについて学ぶ
。
裁判に関する諸権利について学び、裁判員裁判について
考える。

「Theme16 両院は車の両輪─
─国会（1）」「Theme17 民の声
vox Dei？──国会（2）」
「Theme18 首相の選び方──
内閣」「Theme19 裁判はだれの
ために──裁判所」を読んでお
く（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第14回

【天皇・平和主義】
明治憲法下での天皇と現行憲法の天皇の違いについて学
ぶ。
憲法9条と自衛隊の関係について考える。

「Theme14 皇室外交？──天
皇」「Theme15 人権の条件──
平和主義」を読んでおく（90分）
。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。

第15回

【地方自治・憲法改正・まとめ】
地方自治とは何かについて学ぶ。
憲法改正の手続きと憲法改正の限界について学ぶ。

「Theme21 住民投票で決着を！
──地方自治」「Theme22 憲法
の変身──改憲の可能性」を読
んでおく（90分）。

講義内容について復習し、フォ
ーム等に記入した内容について
改めて考える（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

0

その他 0

教科書

いちばんやさしい憲法入門〔第６版〕／初宿正典、高橋正俊、米沢広一、棟居快行／有斐閣

参考文献

講義中に適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

特になし。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 ナンバリング 1196

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

生涯スポーツⅠ（2組）

1年 2024年度前期

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。
ディプロマポリシーの「地域社会における意欲的かつ主体性のある個人や企業の学習活動を引き出し、支援することで、生涯学習社会の実現
に貢献できる（関心・意欲・態度）」ことと関係がある科目である。

体育としてのスポーツ、楽しみ実践するスポーツ、レクリエーションとスポーツ、競技としてのスポーツ等々について概念を明確にする。また、健
康的で楽しい生活を送るためのスポーツ活動の意義を理解し、具体的な実技を通して、個々の身体的･精神的な健康レベルを向上させながら、
生涯学習とは何か、生涯学習に果たすスポーツの役割について考察し、生涯にわたってスポーツを継続していくための基礎知識を習得する。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス  授業内容の説明、受講上
の注意事項、評価等についての解説する。

シラバスで授業の内容を確認す
る。（20分）

受講に関しての注意事項等を確
認する。（25分）

第2回

ソフトバレーボール⑴
基礎的なパス練習・アタック練習を行う。

ソフトバレーボールとはどのよう
な競技なのかを調べておく。（20
分）

基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第3回

ソフトバレーボール⑵
練習した技術をゲームの中で活用する

戦術・コンビネーションプレーを
考える。（20分）

実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第4回

バドミントン・卓球⑴ 
基礎・応用練習ーサーブ・様々なストローク・ショットの練習
を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基本技術・ルールの確認。（25
分）

第5回

バレーボール⑴ 
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第7回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第8回

バレーボール④
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第9回

バスケットボール⑴
基礎・応用練習ーパス・シュート練習、２人・３人のプレーの
練習を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第10回

バスケットボール⑵
ゲーム（技術の活用）ーパス・シュートをゲームの中で活用
する。

簡単なルールを調べる。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

アウトドアスポーツ⑴
ソフトボールー基本練習（キャッチ・スロー・バッティング）を
行う。
テニスー基本練習（フォアハンド・バックハンド）を行う。

屋外スポーツの重要性・注意事
項を考える。（20分）

学習・実施した内容を今後どの
ように生かすか考える。（25分）

第12回

アウトドアスポーツ⑵ 
ソフトボールーゲーム（キャッチ・スロー・バッティング技術を
活用）を行う。
テニスーラリー（フォアハンド・バックハンド技術を活用）を行
う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第13回

バドミントン⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第14回

バスケットボール⑶
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーをゲームで
活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第15回

バスケットボール⑷
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考えをまとめる（25分）

- 17 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

平常点80％（準備・片付け・受講態度など）、レポート等課題提出による評価20％

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 ナンバリング 1196

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

生涯スポーツⅠ（1組）

1年 2024年度前期

体育としてのスポーツ、楽しみ実践するスポーツ、レクリエーションとスポーツ、競技としてのスポーツ等々について概念を明確にする。また、健
康的で楽しい生活を送るためのスポーツ活動の意義を理解し、具体的な実技を通して、個々の身体的･精神的な健康レベルを向上させながら、
生涯学習とは何か、生涯学習に果たすスポーツの役割について考察し、生涯にわたってスポーツを継続していくための基礎知識を習得する。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス  授業内容の説明、受講上
の注意事項、評価等についての解説する。

シラバスで授業の内容を確認す
る。（20分）

受講に関しての注意事項等を確
認する。（25分）

第2回

ソフトバレーボール⑴
基礎的なパス練習・アタック練習を行う。

ソフトバレーボールとはどのよう
な競技なのかを調べておく。（20
分）

基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第3回

ソフトバレーボール⑵
練習した技術をゲームの中で活用する

戦術・コンビネーションプレーを
考える。（20分）

実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第4回

バドミントン・卓球⑴ 
基礎・応用練習ーサーブ・様々なストローク・ショットの練習
を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基本技術・ルールの確認。（25
分）

第5回

バレーボール⑴ 
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第7回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第8回

バレーボール④
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第9回

バスケットボール⑴
基礎・応用練習ーパス・シュート練習、２人・３人のプレーの
練習を行う。

簡単なルールを調べる。（20分） 基礎技術・ルールを確認する。（
25分）

第10回

バスケットボール⑵
ゲーム（技術の活用）ーパス・シュートをゲームの中で活用
する。

簡単なルールを調べる。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

アウトドアスポーツ⑴
ソフトボールー基本練習（キャッチ・スロー・バッティング）を
行う。
テニスー基本練習（フォアハンド・バックハンド）を行う。

屋外スポーツの重要性・注意事
項を考える。（20分）

学習・実施した内容を今後どの
ように生かすか考える。（25分）

第12回

アウトドアスポーツ⑵ 
ソフトボールーゲーム（キャッチ・スロー・バッティング技術を
活用）を行う。
テニスーラリー（フォアハンド・バックハンド技術を活用）を行
う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第13回

バドミントン⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第14回

バスケットボール⑶
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーをゲームで
活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめて
おく。（25分）

第15回

バスケットボール⑷
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考えをまとめる（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

平常点80％（準備・片付け・受講態度など）、レポート等課題提出による評価20％

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 生涯スポーツⅡ ナンバリング 1197

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 平岡　英樹

授業の位置づけ

様々なスポーツについての理解と実践方法を学ぶための科目である。

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

参加者のレベルに応じて展開するスポーツ及び軽スポーツの方法論について、個々の学生がすでに修得しているスポーツの技術・技能レベル
を基礎として、設備・用具等を含め、実践を通して考察する。とりわけ、北海道の自然環境を活かしたスポーツ活動を実際に行いながら、生活の
中に運動に親しむ活動時間を定着させ、生涯にわたって、仲間とともにスポーツを継続できる知識と実践法を学ぶ。

①スポーツ・運動することの楽しさや重要性を理解することができるようになる。
②ルールやマナーを理解し、ゲームを通して仲間を尊重するこころを育てることができるようになる。
③日常生活において健康への意識を高め、体力の維持・増進を目指せるようになる。
④生涯を通じて積極的に且つ楽しく、スポーツや運動に親しむ意識を持ち、それを習慣化できるようになる。

チーム（グループ）分けをし、ゲームを中心として進める。
ゲーム内容や勝敗をもとに、技術の習得やチームワーク等を確認する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとしては、ゲームによる個人技術の確認と評価

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

授業内容についてのガイダンス
授業内容の説明、受講上の注意事項、評価等について解
説する。

シラバスで授業内容を確認する
。（20分）

受講にあたっての注意事項等を
確認する。（25分）

第2回

バドミントン・卓球⑴
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。 
（25分）

第3回

バドミントン・卓球⑵
ゲーム（技術の応用・コンビネーションプレー）ーシングルス
・ダブルスによるゲームを行う。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第4回

バレーボール⑴
ゲーム（チームプレー）ー２人・３人のプレーを応用したチ
ームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第5回

バレーボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

バレーボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー６人のプレーを応用したチームプ
レー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第7回

バスケットボール⑴
ゲーム（技術の応用）ー個人・２人・３人のプレーがゲーム
で活用する。

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第8回

バスケットボール⑵
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第9回

バスケットボール⑶
ゲーム（チームプレー）ー個人・２人・３人・４人・５人のプレ
ーを応用したチームプレー（攻撃・守備）でゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第10回

ニュースポーツ⑴
基礎技術を活用しゲームを行う

ニュースポーツにはどのような競
技があるかかを調べる。（20分）

基本技術・ルールの確認。（25
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

ニュースポーツ⑵
基礎技術・コンピプレーを活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第12回

ニュースポーツ⑶
基礎・応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第13回

ニュースポーツ⑷
基礎・応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第14回

ニュースポーツ⑸
応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 実施の内容と感想を書きとめる。
（25分）

第15回

ニュースポーツ⑹
応用技術を活用しゲームを行う

技術・戦術の確認。（20分） 15回の授業を通し、生涯スポー
ツの意義や重要性についての
考え、今後どのように生涯スポ
ーツと関わっていくかをまとめる（
25分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

特になし、必要に応じて資料を配付

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

平常点80％（準備・片付け・受講態度など）、レポート等課題提出による評価20％

ジャージ等の運動・スポーツに適した服装・スポーツシューズ（屋内用）を着用して受講すること
屋外で行う場合は屋外用のスポーツシューズを着用して受講すること
天候その他状況により種目が変更となる場合がある
積極的にプレーに参加すること
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 情報処理 ナンバリング 1158

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

初年次教育の一環として、大学の学修や社会で必要なスキルである情報リテラシーを修得する科目である。また、国際教養学科と国際コミュニ
ケーション学科のディプロマ・ポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判
断をする能力を身につけている。」と特に関係がある科目である。地域未来学科の「地域社会のデジタル化等の変化に適応しながら、地域の特
性を踏まえた教育の在り方について考究し、地域の未来を担う人づくりに貢献できる」と特に関係があり、「幅広い視点から地域課題を発見し、
課題解決に向けて主体的に行動でき、かつ、地域において協働できる人的資源の開発や組織体制の構築に貢献できる」とも関係がある科目で
ある。

本科目では、コンピュータを用いて文書作成、表計算、プレゼンテーションを行うために必要な基本操作を学ぶ。また、コンピュータのセキュリテ
ィ対策方法、情報モラルにもとづくインターネットの利用について習得する。コンピュータを使うためのスキルを身に付けるだけでなく、コンピュー
タに関する諸問題についても学ぶ。

１．ワープロソフトWordを用いて表、図なども挿入されたドキュメント作成を行なうことにより情報のアウトプットができる。
２．表計算ソフトExcelを用いて基本的な計算や関数の使用、グラフ作成、データベースの操作を行うことができる。
３．ウェブサイトからデータを取得し、Excelを用いて情報の加工や分析ができる。
４、プレゼンテーションソフトPowerPointを用いて、広く情報を伝えるためのプレゼンテーションを作成できる。
５．コンピュータ等のセキュリティおよび情報モラルを念頭において情報を運用することができる。

Wordを用いたレポート等作成、Powerpointを用いたプレゼンテーション技法、Excelを用いた分析については各人がパソコンを操作して習得す
る。情報の探索、データの分析法、セキュリティと情報モラルに関する内容はパワーポイントを用いて講義形式で行う。これらのOfficeソフトによる
操作やセキュリティと情報モラルに関する内容の理解については初回と試験時を除いて教科書会社が提供するeラーニ
ングシステム（NESS）により各自が主体的に確認テスト問題を行う。

教科書に付属してアカウントを得られるe-ラーニングシステム（NESS）を用いて練習問題を提供し、授業時間外における自主学習を促す。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

eラーニングシステム（NESS）により確認テストの結果がすぐに表示されフィードバックされる。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【情報のアウトプット・レポート等作成技術】≪Word≫Word
の起動、画面構成を概観し、文書の新規作成や保存方法
を習得する（§2-STEP1の Lesson1）。文字の変換や記号、
特殊文字、読みが不明の漢字の入力方法を再確認する（
§2-STEP1のLesson2）

シラバスを読み、教科書のp30～
p35とp42～p47, p49～p50を読
んでおく。p53～p58は授業では
行わないが読んでおいてくださ
い。(90分)

教科書のp51練習５を行う。タッ
チタイピングの練習を行う。(90
分)

第2回

【情報のアウトプット・レポート等作成技術】≪Word≫チラシ
作成を例として文字書式の設定方法、インデント、タブ設定
を習得する（§2-STEP2のLesson1）。
【セキュリティと情報モラル】コンピュータウィルス感染予防
技術についての知識を得る（§5-STEP1のLesson1）。

教科書のp60～p67上半分と
p250～p252を読んでおく。p80
練習7の各問が教科書のどこに
対応するかを調べておく。(90分)

NESSの§2Word-STEP2-確認
テスト1～3、§5セキュリティ-
STEP1ｰ確認テスト1～3の問題
を解く。(90分)

第3回

【情報のアウトプット・レポート等作成技術】≪Word≫チラシ
作成を例として、均等割り付け、表の作成方法、ワードアー
トの挿入方法を習得する（§2-STEP2のLesson1）。【セキュ
リティと情報モラル】コンピュータウィルス感染予防の心構え
とスパイウェアについての知識を得る（§5-STEP1の
Lesson1,2）。

教科書のp67下半分～p75上半
分とp253～p257を読み、p255練
習25を行っておく。(90分)

教科書のp80練習7を行う。NESS
の§2Word-STEP2-確認テスト1
～3、§5セキュリティ-STEP1-確
認テスト1～4の問題を解く。(90
分)

第4回

【情報のアウトプット・レポート等作成技術】≪Word≫チラシ
作成を例として、画像や図形の挿入、ページ罫線の作成、
印刷の方法を習得する（§2-STEP2のLesson1）。レポート
作成に必要なページ設定、表紙の作成法、ぺージ番
号、Excelグラフ、図表番号の挿入について習得する（§2-
STEP2のLesson2）【セキュリティと情報モラル】不正アクセス
を防ぐ技術を習得する。（§5-STEP1のLesson3）。

教科書のp75下半分～p90と
p258～p262上半分を読んでおく
。p98練習8の各問が教科書のど
こに対応するかを調べておく。
(90分)

NESSの§2Word-STEP2-確認
テスト4～6,§5セキュリティ-
STEP1-確認テスト5～7の問題を
解く。(90分)

第5回

【情報のアウトプット・レポート等作成技術】≪Word≫レポー
ト作成に必要な、脚注の挿入、見出し作成、文章校正機能
について習得する（§2-STEP2のLesson2）。
【情報の分析評価】≪Excel≫表計算ソフトの概略を理解し
Excelのファイル操作を習得する（§3-STEP1のLesson1）【
セキュリティと情報モラル】cookie, パスワードの管理を習得
する（§5-STEP1のLesson3）。

教科書のp92～p97, p100～
p106とp262下半分～p264(90分)

教科書のp98練習8を行う。NESS
の§2Word-STEP2-確認テスト4
～6,§3Excel-STEP2-同1～
3,§5セキュリティ-STEP1-同5～
7の問題を解く。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【情報の分析評価】≪Excel≫データ入力および効率的な
数値入力（オートフィル）を習得する（§3-STEP2の
Lesson1）。データの表示設定（文字・表示形式）（§3-
STEP2のLesson1）を習得する。【セキュリティと情報モラル】
ソーシャルエンジニアリングとフィッシング詐欺の知識を得
る（§5-STEP1のLesson3）。

教科書のp107～p118の上と
p265～p267を読んでおく。(90分
)

NESSの§3Excel-STEP2-確認
テスト1～3、§5セキュリティ-
STEP1ｰ確認テスト5～7の問題
を解く。(90分)

第7回

【情報の分析評価】≪Excel≫データの表示設定（罫線の
設定、行の高さ・列幅の変更）を習得する（§3-STEP2の
Lesson1）。印刷手法（改ページプレビュー、基本的な印刷
、印刷イメージの確認、印刷タイトル)を習得する（§3-
STEP2のLesson2）。【セキュリティと情報モラル】著作権・知
的財産権とはなにかについて知る（§5-STEP2の
Lesson1,2）。§2Word-Section2の試験(20問)を行います。

教科書のp118～p129とp268～
p270(90分)

教科書のp122練習9を行
う。NESSの§3Excel-STEP2-確
認テスト4～7、§5情報モラル-
STEP2-確認テスト1～3の問題を
解く。(90分)

第8回

【情報の分析評価】≪Excel≫数式の入力方法・コピー、合
計の計算、相対参照と絶対参照の使い分け、よく使用する
関数の利用法、数学／三角関数を習得する。（§3-STEP2
のLesson3）。【セキュリティと情報モラル】著作権に違反しな
いための注意点について学修する（§5-STEP2の
Lesson2）。

教科書のp130～148とp271～
p273を読んでおく。(90分)。

教科書のp137練習12を行
う。NESSの§3Excel-STEP2-確
認テスト5～7、§5情報モラル-
STEP2-確認テスト2～3の問題を
解く。(90分)

第9回

【情報の分析評価】≪Excel≫条件に応じて処理を変えるIF
関数,ネストを習得する（§3-STEP2のLesson3）。あるデー
タに別のデータ列を結合するVLOOKUP関数を習得する
(教科書にはない)。グラフの要素、縦棒グラフの作成法を
習得する（§3-STEP3のLesson1）。【セキュリティと情報モラ
ル】個人情報の保護について学修する（§5-STEP2の
Lesson3）。

教科書のp149～p163とp274～
p275を読んでおく。VLOOKUP
関数について調べておく。(90分
)

教科書のp152練習16を行
う。NESSの§3Excel-STEP3-確
認テスト2、§5情報モラル-
STEP2-確認テスト4～6の問題を
解く。(90分)

第10回

【情報の分析評価】≪Excel≫円グラフの作成法、レーダー
チャートの作成、グラフの編集、複合グラフの作成、グラフ
の印刷方法を習得する（§3-STEP3のLesson1,2）。【セキュ
リティと情報モラル】ネットの危険性、ネチケットについて学
修する電子メール利用のマナーについて学修する。（§5-
STEP2のLesson4）。

教科書のp164～p176を読んで
おく。教科書のp276～p279上半
分を読んでおく。(90分)

教科書のp163練習17, p169練
習18, p173練習20を行う。NESS
の§3Excel-STEP3-確認テスト1
と3、§5情報モラル-STEP2-確
認テスト5～6の問題を解く。(90
分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【データの分析演習】≪Excel≫ウェブサイトからデータを取
得する方法を学ぶ。また、そこで得られたデータを加工し
データを分析する方法を学ぶ。【セキュリティと情報モラル】
暗号化、インターネット利用のマナーについて学修する
（§5-STEP2のLesson4）。§3 Excel-
Section3(STEP2,STEP3合同20問)の試験を行います。

教科書のp279下半分～p282を
読んでおく。NESSの§3-
STEP2,STEP3確認テストを解く。
(90分)

NESSの§5情報モラル-STEP2-
確認テスト5～6の問題を解く。
(90分)

第12回

【情報の分析】≪Excel≫データベース機能を理解し、基本
的な操作である並べ替え、抽出等を修得する。データベー
スから集計表を作成できるピボットテーブル機能を修得す
る。【セキュリティと情報モラル】ネットコミュニケーションにつ
いて学修する（§5-STEP2のLesson5）。

データベース、ピボットテーブル
について調べておく。教科書の
p283～p287を読んでおく。自身
が使用しているネットコミュニケ
ーションツールの特徴を調べて
おく。(90分)

NESSの§5情報モラル-STEP2-
確認テスト7の問題を解く。(90分
)

第13回

【情報のアウトプット・プレゼンテーション技
法】≪PowerPoint≫プレゼンテーションの基本とPowerPoint
の画面構成（§4-STEP1）、スライドの作成、コピーや移動
方法、編集方法を習得する。また、ワードアートの作成法、
図解を用いた説明に適したSmartArtの作成法、画像の挿
入方法を習得する（§4-STEP2のLesson1）。§5 セキュリテ
ィと情報モラルSection5の試験(STEP1, STEP2合同20問）
を行います。

NESSの§5情報モラル-STEP2-
確認テスト1～7の問題を解く。教
科書のp178, p181, p186～p210
を読んでおく。(90分)

NESSの§4Powerpoint-STEP2-
確認テスト1～5の問題を解く。
(90分)

第14回

【情報のアウトプット・プレゼンテーション技
法】≪PowerPoint≫Excelの表やグラフを挿入し編集する方
法を習得する。図形の作成方法を習得する。（§4-STEP2
のLesson1）。スライドショーにおける画面切り替え効果、文
字に対するアニメーション効果の設定を習得する。（§4-
STEP2のLesson2）SmartArtと図形に対するアニメーション
効果の設定を習得する。スライドショーの実行操作を習得
する（§4-STEP2のLesson2）。

教科書のp211～p234を読んで
おく。(90分)

教科書のp220練習22, p234練
習23を行う。NESSの
§4Powerpoint-STEP2-確認テ
スト4～5の問題を解く。(90分)

第15回

【情報のアウトプット・プレゼンテーション技
法】≪PowerPoint≫発表の準備に関する機能として、ノート
の入力、スライド印刷、リハーサル機能の操作方法を習得
する（§4-STEP3のLesson1）。発表時の服装、態度、話し
方について学ぶ（§4-STEP3のLesson2）。
§4 PowerPiont-STEP2の試験（10問）を行います。

NESSの§4 Powerpoint-STEP2-
確認テスト1～5の問題を解く。教
科書のp235～p248を読んでおく
。(90分)

これまでの操作を復習し教科書
のp182～p185を読んでおく。(90
分)
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100 授業内で実施する試験と各回の学習状況により評価する。

その他 0 なし

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

イチからしっかり学ぶ！Office基礎と情報モラルMicrosoft365・Ofice2021対応／ﾉｱ出版

教科書は必ず北海道文教大学のキャンパスショップで購入してください（キャンパスショップのネット販売もしくは学内の売場）。ネット通販では購
入しないでください。また、メルカリ等中古品の購入および未購入の場合は試験サイトへのアクセス権を発行できず試験を受験できないため単
位は取得できません。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 全学共通科目　基礎科目

科目名 統計の基礎 ナンバリング 1156

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 武田　裕康

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

「統計と社会調査法」（健康栄養学科、リハビリテーション学科理学療法学専攻・作業療法学専攻、地域未来学科）、「医療統計学」「理学療法研
究」（リハビリテーション学科理学療法学専攻）と連携している教養科目である。

主としてネイマン-ピアソン理論に基づき、個々の数量的現象の変動や差異と有意性、および集団の特性と変化の推移を理解する手段として統
計学の基本的な知識を身につける。さらに統計手法を利用して様々な自然現象や社会現象を把握する際の留意点を十分に理解したうえで、
代表値の求め方や分散の取り扱い、相関関係の検討法、各種検定法の特性などを学び、コンピュータを利用して統計処理するための基本理
論を学ぶ。

１．データをもとにして統計的な記述を行いその特徴を見出すことができる。
２．統計的推定の考え方を説明することができる。
３．統計的検定の考え方を説明することができる。
４．各種検定法の特性を理解し、データに適した方法を選択できる。
５．統計検定を正しく行い、適切な検定結果から正しい結論を導くことができる。

パワーポイントと配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。
理解度確認テストを実施するとともに、宿題を課す（全１５回）。第６回以降の後半は問題解決を通じて能動的に学ぶアクティブ・ラーニング型と
なる。
フィードバックとして理解度確認テスト・宿題を実施後、解答の解説を行う。

Google Classroomの小テスト機能を用いて練習問題を提供し自主学習を促す。
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課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして、理解度確認テスト・宿題を実施後、解答の解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【記述統計①】データの整理と視覚化をおこなうための度
数分布表とヒストグラム、また、データを代表する値である
平均値と中央値、最頻値について高校までに学習した内
容を確認する。また、統計処理の対象となるデータが４つの
尺度（比例尺度、間隔尺度、順序尺度、名義尺度）に分類
されることを学ぶ。

教科書１のp14〜p27を読んでお
くこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第2回

【記述統計②】データのばらつきを表す指標（散布度）であ
る分散、標準偏差、四分位偏差について高校までに学習
した内容を確認し、データの代表値と散布度の表し方を学
ぶ。また、確率分布を理解し、二項分布および代表的な分
布である正規分布の性質を理解する。

教科書１のp28〜p31、p42〜
p48、p60〜p67を読んでおくこと
。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第3回

【推測統計①】統計的調査を母集団全体に行うことは実用
的ではないので、標本を抽出して母集団の性質を推測す
る。まず母集団が正規分布することを仮定して標本から母
数を推定する考え方を学んだのち、正規母集団の分散が
既知のときに母平均を区間推定する方法を学ぶ。

教科書１のp84〜p89、p96~p98、
p100〜p102、p106〜
p109、p112〜p117を読んでおく
こと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第4回

【推測統計②】正規分布する母集団から標本抽出し、母分
散を区間推定する方法を学ぶ。また、正規分布するが分散
が未知の母集団、さらには分布も分散も未知の母集団から
標本抽出し、母平均を区間推定する方法を学ぶ。これらの
理解に必要な自由度、中心極限定理、ｔ分布、カイ二乗分
布を学ぶ。

教科書１のp94、p133〜
136、p71〜p73、p96〜
p98、p118〜p128、p68〜p70を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第5回

【推測統計③】統計的検定の基本的手順を習得し、検定に
おける「帰無仮説」「危険率」「棄却」等の考え方を理解する
。あわせて、片側検定、両側検定の使い分けや判定の誤り
（第1種の過誤、第２種の過誤）を学ぶ。

教科書１のp138〜p154を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【実践編①】関連２群の差の検定法として「対応あるｔ検定」
「ウィルコクソン符号付順位和検定」を学ぶ。これは同じ個
体内での変化など、関連のある２つの量に差があるかどう
かを判定できる。２つの検定のうちどれを用いるかは正規
性の有無で判断するので、正規性の検定も習得する。

教科書２のp48〜p51、p101〜
p110を読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第7回

【実践編②】独立２群の差の検定法として「スチューデント
のｔ検定」「ウェルチのｔ検定」「マン・ホイットニー検定」を学
ぶ。これらの検定のうちどれを用いるかは正規性の検定、
等分散性の検定により判断する。なお、等分散性の検定に
必要なＦ分布についても紹介する。

教科書１のp74〜p76、p167〜
p170 教科書２のp81〜99を読ん
でおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第8回

【実践編③】独立な多群（３群以上）の差を検定する方法と
して「一元配置分散分析」を分散分析の原理の基本ととも
に学ぶ。また、正規性や多群の等分散性がないときに用い
る「クラスカル・ワーリス検定」、多群の等分散性の検定であ
る「バートレット検定」を学ぶ。

教科書１のp192〜p206 教科書
２のp111〜p124 を読んでおくこ
と。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第9回

【実践編④】関連ある多群の差を検定する「重複（または反
復）測定一元配置分散分析」を紹介する。また、２要因を同
時に分析する「二元配置分散分析」を学ぶ。ここでは２要因
の組合せに対してデータが１つの場合に用いる「繰り返し
のない二元配置分散分析」「フリードマン検定」を学ぶ。

教科書１のp207〜p213 教科書
２のp125〜p130、p139〜p148を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第10回

【実践編⑤】分散分析では多群のどこかに差があるかを検
定するが、どの群とどの群に差があるかはわからない。これ
を明らかにする検定が多重比較である。ここではその概念
を学び様々な多重比較法を紹介する。

教科書２のp165〜p195が範囲
だが、このうちp165、p168〜
p172を読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

【実践編⑥】２要因の組合せに対してデータが複数存在す
る場合に用いる「繰り返しのある二元配置分散分析」につ
いて学ぶ。またここで得られる２要因の絡みあいの指標＝「
交互作用」の解釈も学ぶ。さらに、「重複測定二元配置分
散分析」についても紹介する。

教科書１のp218〜p226 教科書
２のp149〜p163を読んでおくこと
。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第12回

【実践編⑦】２つの変量の間に相関関係があるかどうかを調
べる「ピアソンの相関係数の検定」「スピアマンの順位相関
係数検定」を学び、ここで得られる相関係数の意味を学ぶ
。また、回帰分析のうち単回帰分析について学ぶ。

教科書１のp34〜p40、p172〜
p184 教科書２のp197〜p218を
読んでおくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第13回

【実践編⑧】「２×２分割表」について学ぶ。これは２つの名
義尺度の変数があり、各変数が２つの値しかとらないとき、
変数間の関連の有無を調べる検定法である。ここでは、「カ
イ２乗独立性の検定」、「フィッシャーの直接確率計算法」、
「マクニマー法」について学ぶ。

教科書２のp239〜p253を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第14回

【実践編⑨】「ｍ×ｎ分割表」について学ぶ。これは２つの名
義尺度か順序尺度の変数があり、少なくとも１つの変数が３
つ以上の値をとるとき、変数間の関連の有無を調べる検定
法である。ここでは「カイ２乗独立性の検定」等について学
ぶ。

教科書２のp259〜p276を読んで
おくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)

第15回

【実践編⑩】実践編の総まとめとして、調査したいデータに
対してどの検定を選択したらよいかを習得する。
【番外編】統計的検定の問題点について考察する。効果の
大きさをあらわす統計的指標である効果量について簡単に
紹介する。

教科書２でこれまで行った検定
法を復習しておくこと。(90分)

配布プリントを復習し宿題プリン
トを行うこと。(90分)
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0

その他 0

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

特になし

備考欄

特記事項なし

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

１．統計解析がわかる／涌井良幸，涌井貞美／技術評論社
２．4steps エクセル統計(第5版)／柳井久江／オーエムエス出版

- 38 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 English Ⅰ(Speaking & Listening) ナンバリング 1211

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 Todd Robert Enslen

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

This course comes with resources on the English Portal and the Practice English App. Students must access both to extend their leaning.

実務経験のある教員の教育内容

N/A

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身
につけている。（知識・技能）

この授業は、日常の基本的な場面における英語での口頭による基礎的なコミュニケーション能力の育成を目的とする。授業では、日常場面に即
したさまざまなトピックのコミュニケーション活動を提供し、教員と学生の間だけではなく学生同士でのインタラクションを通して、自信をもって英
語でのやり取りができるようになることを目標とする。

By the end of this course, the students will be able to: 1) take part in simple English conversations and discussions with both native and non-
native speakers of English; 2) use new vocabulary and proper pronunciation to express themselves correctly in given situations; 3) confidently 
engage in discussions with both their teacher and other students.

There will be activities in class for students to use vocabulary, expressions, grammar and pronunciation from the lessons. It will enhance 
listening and speaking skills. This will be an active learning class.
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課題に対するフィードバックの方法

Teacher will give feedback by commenting on common errors related to vocabulary, pronunciation, grammar, conversation and listening.

授業計画 学習内容

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Introduction to the course. Activity to get to know each 
other.

Familiarize yourself with the 
textbook. Read page iv to ix. 
(90 minutes)

Review the Welcome Unit
(90 minutes)

第2回

Unit 1, How’s it going?
Introduce yourself and others
Talk about things in an office

Read Unit 1, and prepare to 
introduce yourself. Go over the 
vocabulary.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第3回

Unit 2, Who are they?
Talk about friends and family
Talk about where people live and work

Read Unit 2, and prepare to talk 
about friends and family. Go 
over the vocabulary.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第4回

Unit 3, What a beautiful home!
Talk about things in the home

Read Lesson 1 of Unit 3, and 
prepare to describe your home.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第5回

Unit 3, What a beautiful home!
Lesson 2, Describe your neighborhood

Read Lesson 2 of Unit 3, and 
prepare to describe your 
neighborhood.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)
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担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

第6回

Unit 4 Where are you now?
Lesson 1,  Ask about an event

Read Unit 4, and prepare to talk 
about an event. Go over the 
vocabulary.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第7回

Unit 4, Where are you now?
Lesson 2, Make plans with someone

Read Unit 4, and prepare to 
make plans with someone. Go 
over the vocabulary.
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第8回

Unit 5, Do I need an umbrella?                      
Ask about prices            
Talk about weather

Read Unit 5, Prepare to ask 
about prices and talk about 
weather
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第9回

Unit 6, What do you like to do?                        
Lesson 1,  Talk about music

Read Unit 6,  Lesson 1,   
Prepare to talk about music
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第10回

Unit 6, What do you like to do?
Lesson 2, Talk about free-time activities

Read Unit 6,  Lesson 2,  
Prepare to talk about free-time 
activities
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

- 41 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

担当教員 Todd Robert Enslen

Review the final test and wrap-up of the course

担当教員 Todd Robert Enslen

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 60

第11回

Unit 7, Are you ready to order?
Talk about food              
Order in a restaurant

Read Unit 7,  Prepare to talk 
about food
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第12回

Unit 8, Do you have a reservation?
Talk about future plans
Discuss goals

Read Unit 8, Prepare to answer 
questions about future plans. 
(90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第13回

Unit 9, Is everything OK?                  
Talk about what you are doing                          
Talk about daily activities

Read Unit 9, Prepare to talk 
about daily activities. (90 
minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第14回

Unit 10, How was your weekend?
Final Test

Read Unit 10, Prepare to talk 
about your weekend and past 
vacation. Review the previous 
chapters in preparation for the 
test. (90 minutes)

Review “Vocabulary” and 
"Conversation." (90 minutes)

第15回

Check your answers from the 
quiz by reviewing each section 
in the textbook. (90 minutes)

After Class: Students should do 
a self-evaluation of how well 
they have learned the material 
covered in class. (90 minutes)

30% Unit Quizzes
30% Final Test
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40

その他 0 該当なし

教科書

StartUp – Book 1 / 2019 / Sharon Goldstein, Kimberly Russell, Daria Ruzicka, Jenni Currie Santamaria, and Kathleen Thompson / Pearson

参考文献

None

履修条件・留意事項等

This class will be conducted entirely in English.

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

20% Homework Assignments
20% Participation in class discussions
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 English Ⅱ(Reading & Writing)[E2-1] ナンバリング 1212

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

Text analysis, vocabulary building, group discussions, sentence writing activities, and peer editing will be the main components of this course

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

The teacher has extensive teaching experience and training, including an MA in English Education.

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本講座の方針は、北海道や日本、そして世界各地の問題に対処するために、情報を処理・分析し、論理的・批判的に思考・判断する能力を養う
ことである。(思考力・判断力・表現力)

この授業は、基礎的な英 テクストにおける読解能 の育成、および英 ライティングの基礎の習得を 的 とする。読解においては、さまざまジ⽂ ⼒ ⽂ ⽬
ャンルの英 テクストを通して構 把握能 と基本的な読解 略の習得を 指す。そしてライティングにおいては、 が意図した意味の の⽂ ⽂ ⼒ ⽅ ⽬ ⾃⾝ ⽂

成をすること、そして と のつながり（結束性）を意識して複数の をつなげ、まとまり（ 尾 貫性）のある 章を作ることができ、最終的に⽣ ⽂ ⽂ ⽂ ⾸ ⼀ ⽂
パラグラフライティングの基礎を習得することを 標とする。⽬

The aim of this course is to improve students’ reading comprehension skills in basic English texts and to acquire the basics of English writing 
in an English-only class environment.

The class will make use of Google Classroom to provide access to course material. Video content will also be shown to students at certain 
points in the course.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

Explanation of the syllabus and introduction to the course.

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

There will be regular oral feedback during class time. In addition, answers to vocabulary tests will be given after the tests have been 
completed and individual and class feedback will be provided on the midterm writing assignment.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Read the syllabus and notedown 
any questions you want to ask. 
90分

Review the content of the 
syllabus and reflect on the 
themes and goals. 90 分

第2回

Discuss the themes of population and cell phone usage. 
Focus on the “A Day on Planet Earth” reading and 
completing the writing assignment associated with the 
reading.

Read pages 2 to 7 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第3回

Practice the skimming for gist skill and then complete 
activities to prepare for the “A Day in a Life” reading. 
Begin practicing your writing skills by producing sentences 
using the simple present tense.

Read pages 8 to 15 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第4回

Explore the writing process by thinking about 
brainstorming, planning, drafting, and revising. 
Consolidate these skills with writing tasks linked to 
drafting and revising.

Read pages 15 to 20 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第5回

Discuss the theme of global literacy and focus on key 
vocabulary related to this theme. Read through and test 
your understanding of the “The World’s
Oldest First Grader” reading and practice making 
inferences from the content.

Read pages 21 to 27 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分
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担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

第6回

Build vocabulary and practice the reading skill of 
understanding main ideas, and then apply that skill to the 
“Global Education” reading along with the skills of 
understanding the gist and inferring.

Read pages 28 to 34 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第7回

Continue developing the ability to go through the writing 
process of brainstorming, planning, drafting, and revising 
by focusing on a more challenging, technical topic.

Read pages 35 to 40 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第8回

Review of the first half of the course, midterm test, and 
midterm writing assignment.

Prepare by studying the 
vocabulary and writing skills 
from the first half of the 
course.90分

Reflect on the test and writing 
assignment, try to identify your 
weaknesses and the gaps in your 
knowledge, and work on 
addressing them.

第9回

Discuss the theme of family history and study the related 
key vocabulary. Go through the “The Story of Us” and 
“From Africa to Astoria” readings and test your 
understanding and of the texts through comprehension and 
critical thinking writing activities.

Read pages 41 to 47 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第10回

Practice looking up difficult words and paying attention to 
context to find the right meaning. Apply this skill to the 
reading “Our Family Journey” and discuss in your groups 
your thoughts about the text.

Read pages 48 and 54 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

- 46 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Continue to develop key writing skills by focusing on how 
to write factual and speculative statements related to the 
theme of family members. Practice using peer evaluation 
to further revise and edit your work.

Read pages 55 and 60 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第12回

Explore the theme of recycling and making money from 
stuff people throw away. Go through the reading “Garbage 
Island” and try to come up with solutions for some of the 
problems raised in the text. In addition, practice finding 
supporting ideas in the reading.

Read pages 62 and 69 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第13回

Study the “Art of Recycling” reading and test your 
understanding with activities related to the skills of 
understanding the gist, scanning for key details, and 
identifying supporting ideas. Practice writing with a focus 
on giving advice and making suggestions.

Read pages 70 and 75 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第14回

Continue the writing practice with a focus on modals like 
should and could and the skill of using details to clarify 
ideas. Go through the “Toaster Project” reading and test 
your understanding by practicing the skill of scanning and 
identifying key details.

Read pages 76 and 80 and pages 
84 to 87 in the textbook and 
check any words you don’t 
understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第15回

Review of the course, final test, and final writing 
assignment.

Prepare by studying the 
vocabulary and writing skills 
from the first half of the 
course.90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分
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100

その他 0

教科書

参考文献

It may be useful to have a dictionary.

履修条件・留意事項等

Please bring textbook, paper, writing utensil, and dictionary to every class.

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm and final exams 40
Attendance and participation 30
writing assignments and other classwork 30

Pathways 1A, Reading, Writing, and Critical Thinking
 by Mari Vargo and Laurie Blass. 
Publisher: National Geographic Learning.
2020
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 English Ⅱ(Reading & Writing)[E2-2] ナンバリング 1212

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 及川　陽子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

Text analysis, vocabulary building, group discussions, sentence writing activities, and peer editing will be the main components of this course

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

The teacher has extensive teaching experience and training, including an MA in English Education.

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本講座の方針は、北海道や日本、そして世界各地の問題に対処するために、情報を処理・分析し、論理的・批判的に思考・判断する能力を養う
ことである。(思考力・判断力・表現力)

この授業は、基礎的な英 テクストにおける読解能 の育成、および英 ライティングの基礎の習得を 的とする。読解においては、さまざまジ⽂ ⼒ ⽂ ⽬
ャンルの英 テクストを通して構 把握能 と基本的な読解 略の習得 を  指す。そしてライティングにおいては、 が意図した意味の⽂ ⽂ ⼒ ⽅ ⽬ ⾃⾝ ⽂
の 成をすること、そして と のつながり（結束性）を意識して複数の をつなげ、まとまり（ 尾 貫性）のある 章を作ることができ、最終的⽣ ⽂ ⽂ ⽂ ⾸ ⼀ ⽂
にパラグラフライティングの基礎を習得することを 標とする。⽬

The aim of this course is to improve students’ reading comprehension skills in basic English texts and to acquire the basics of English writing 
in an English-only class environment.

The class will make use of Google Classroom to provide access to course material. Video content will also be shown to students at certain 
points in the course.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

Explanation of the syllabus and introduction to the course.

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

There will be regular oral feedback during class time. In addition, answers to vocabulary tests will be given after the tests have been 
completed and individual and class feedback will be provided on the midterm writing assignment.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Read the syllabus and notedown 
any questions you want to ask. 
90分

Review the content of the 
syllabus and reflect on the 
themes and goals. 90 分

第2回

Discuss the themes of population and cell phone usage. 
Focus on the “A Day on Planet Earth” reading and 
completing the writing assignment associated with the 
reading.

Read pages 2 to 7 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第3回

Practice the skimming for gist skill and then complete 
activities to prepare for the “A Day in a Life” reading. 
Begin practicing your writing skills by producing sentences 
using the simple present tense.

Read pages 8 to 15 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第4回

Explore the writing process by thinking about 
brainstorming, planning, drafting, and revising. 
Consolidate these skills with writing tasks linked to 
drafting and revising.

Read pages 15 to 20 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第5回

Discuss the theme of global literacy and focus on key 
vocabulary related to this theme. Read through and test 
your understanding of the “The World’s
Oldest First Grader” reading and practice making 
inferences from the content.

Read pages 21 to 27 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分
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担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

第6回

Build vocabulary and practice the reading skill of 
understanding main ideas, and then apply that skill to the 
“Global Education” reading along with the skills of 
understanding the gist and inferring.

Read pages 28 to 34 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第7回

Continue developing the ability to go through the writing 
process of brainstorming, planning, drafting, and revising 
by focusing on a more challenging, technical topic.

Read pages 35 to 40 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第8回

Review of the first half of the course, midterm test, and 
midterm writing assignment.

Prepare by studying the 
vocabulary and writing skills 
from the first half of the 
course.90分

Reflect on the test and writing 
assignment, try to identify your 
weaknesses and the gaps in your 
knowledge, and work on 
addressing them.

第9回

Discuss the theme of family history and study the related 
key vocabulary. Go through the “The Story of Us” and 
“From Africa to Astoria” readings and test your 
understanding and of the texts through comprehension and 
critical thinking writing activities.

Read pages 41 to 47 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第10回

Practice looking up difficult words and paying attention to 
context to find the right meaning. Apply this skill to the 
reading “Our Family Journey” and discuss in your groups 
your thoughts about the text.

Read pages 48 and 54 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分
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担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

担当教員 及川　陽子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Continue to develop key writing skills by focusing on how 
to write factual and speculative statements related to the 
theme of family members. Practice using peer evaluation 
to further revise and edit your work.

Read pages 55 and 60 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第12回

Explore the theme of recycling and making money from 
stuff people throw away. Go through the reading “Garbage 
Island” and try to come up with solutions for some of the 
problems raised in the text. In addition, practice finding 
supporting ideas in the reading.

Read pages 62 and 69 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第13回

Study the “Art of Recycling” reading and test your 
understanding with activities related to the skills of 
understanding the gist, scanning for key details, and 
identifying supporting ideas. Practice writing with a focus 
on giving advice and making suggestions.

Read pages 70 and 75 in the 
textbook and check any words 
you don’t understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第14回

Continue the writing practice with a focus on modals like 
should and could and the skill of using details to clarify 
ideas. Go through the “Toaster Project” reading and test 
your understanding by practicing the skill of scanning and 
identifying key details.

Read pages 76 and 80 and pages 
84 to 87 in the textbook and 
check any words you don’t 
understand.  90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分

第15回

Review of the course, final test, and final writing 
assignment.

Prepare by studying the 
vocabulary and writing skills 
from the first half of the 
course.90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary 90分
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100

その他 0

教科書

参考文献

It may be useful to have a dictionary.

履修条件・留意事項等

Please bring textbook, paper, writing utensil, and dictionary to every class.

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm and final exams 40
Attendance and participation 30
writing assignments and other classwork 30

Pathways 1A, Reading, Writing, and Critical Thinking
 by Mari Vargo and Laurie Blass. 
Publisher: National Geographic Learning.
2020
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1200

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 釣　晴彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

ことばと心理(外国語学習法入門)

1年 2024年度前期

この講義は、ディプロマポリシーの「世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけている。（思考・判断・表現
）」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を備えている。（関
心・意欲・態度）」、「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。(関心・意欲・態度）」と
関連している。また、理論に基づいた外国語学習法を身につけることで、大学での外国語学習計画を設定することを目的とした科目で、英語の
専門科目や中国語科目、その他の外国語科目の基礎となる科目である。

この授業は、外国語学習を本格的に始めるにあたり、認知心理学の視点から、効果的な外国語学習法を第二言語習得論の知見を通して学ぶ
ことを目的とする。学生たちは高校までの英語学習を振り返り、本講義で学んだことを通して、スピーキング、リスニング、リーディング、ライティン
グそれぞれの技能についてどのように学習に取り組んでいくかを考え、大学での外国語学習の目標を設定することを最終目標とする。

・第二言語習得論の知見をもとに、語彙学習や文法、そしてリスニング、リーディング、ライティングそれぞれの技能の効果的な学習法を考えるこ
とができる。
・講義を通して学習した内容をもとに、大学での外国語学習計画を設定することができる。

基本的には、板書及び、プレゼンテーションソフトや授業支援用のwebアプリ、ハンドアウトを活用してアクティブラーニング形式で進める。今まで
の英語学習の方法を振り返り、自分の不十分であった部分を考える。その上で理論に基づいた外国語学習方法を学んでいき、合計12回の授
業後のレポートを通して、理解を深める。そして、最後にまとめとして、4年間の外国語学習計画を立てて、それについてのプレゼンテーションを
行う。

WebアプリのPear Deckを用いて意見を出してもらいながら授業を進めていく。

小学校・中学校・高等学校・大学と40年以上現場で様々な実践教育を行ってきたことを取り入れていく。

- 54 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

適宜、課題の形式に応じたフィードバックを講義やGoogle classroom等を通じて行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

"オリエンテーション
・高校までの英語学習を評価し、改善が必要な点を考える
。"

シラバスを読み、教科書を準備
する。(90分)

講義の復習をし、次回の授業の
準備を行う。(90分)

第2回

"「第二言語習得」から英語の学び方を考える。
・世間一般で言われている英語(外国語)学習についての
通説について、「第二言語習得理論」 の観点から正しいか
考える。"

教科書の第１章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第3回

"「第二言語」として目指す英語力とは？
・英語が世界の共通語として地位を確立している時代に、
どのように英語に向き合っていけばいいのか考える。"

教科書の第2章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第4回

"英語を学ぶモチベーションのメカニズム
・英語を学ぶモチベーションはどのように生まれ、どうすれ
ば長期間に渡って維持できるのか考える。"

教科書の第3章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第5回

"英語学習のプリンシプル
・全ての英語（外国語）の学びの基盤となる「6つのプリンシ
パル（原則）」について学ぶ。"

教科書の第4章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

"効果的なボキャブラリーの学び方について考える。
・覚えるべき語彙の目安や効果的な語彙の学習方法を学
ぶ。"

教科書の第5章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第7回

"効果的な文法の学び方について考える。
・なぜ英文法を学ぶ必要があるのか、まだどのように学習す
れば使える英文法を身につけることができるのかを学ぶ。"

教科書の第6章を読み、事前に
内容を把握しておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第8回

"効果的なリスニングの学び方について考える。
・インプットが頭の中でどのように処理されるか学ぶ。
・リスニングの効果的な学習方法を学ぶ。"

教科書の第7章の該当箇所を読
み、事前に内容を把握しておく
。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第9回

"効果的なリーディングの学び方について考える。
・学習者のリーディングのプロセスについて学び、効果的な
学習方法を考える。"

教科書の第7章の該当箇所を読
み、事前に内容を把握しておく
。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第10回

"効果的なスピーキングの学び方について考える。
・スピーキングがなぜ困難なのか考え、効果的な学習方法
について学ぶ。"

教科書の第8章の該当箇所を読
み、事前に内容を把握しておく
。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

- 56 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

第11回

"効果的なライティングの学び方について考える。
・ライティング力の重要さについて学ぶ。
・効果的なライティングの学習方法について学ぶ。"

教科書の第9章の該当箇所を読
み、事前に内容を把握しておく
。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第12回

"効果的な海外留学について考える。
・英語（外国語）の4技能の能力が伸び、かつ学習者の満
足・充実度が高くなる留学はどのようなものか学ぶ。"

事前にどのような留学形態があ
るか調べ、留学をすることでどの
ような効果があるかを考えてくる
。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。(90分)

第13回

"スマホアプリやオンライン教材を用いた効果的な外国語
学習について考える。
・外国語学習に用いることができる、スマホアプリやオンライ
ン教材にはどのようなものがあるが学ぶ。
・アプリやオンライン教材をどのように用いると効果的かを
考える。"

外国語学習に用いることができ
るスマホアプリやオンライン教材
にはどのようなものがあるか事前
に調べておく。(90分)

講義内容の復習を行い、小レポ
ート課題に取り組む。また、次の
授業でのプレゼンテーションの
準備を行う。(90分)

第14回

"自分の大学での外国語学習計画についてのプレゼンテ
ーションを行う。
・1週目から13週目までの学習を基に今後の大学で外国語
をどのように学ぶのかについてのプレゼンテーションを行う
。"

自分のプレゼンテーションのスラ
イドや発表原稿を準備し、確認
を行う。(90分）

他の学生の発表と自分の計画を
照らし合わせ、足りない部分をま
とめ、自分の計画の見直しを行
う。(90分)

第15回

"講義の振り返り
・1週目から14週目の内容を振り返る。"

これまでの講義内容を振り返る。
(90分)

講義内容を復習する。(90分)
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100

その他 0 なし

教科書

参考文献

講義内で適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

講義には積極的に参加すること。また、課題の提出期限は厳守すること。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

"授業後の小レポート課題 60% (5%×12) 
プレゼンテーション 40%"

新多了著 「英語の学び方」入門 (研究社, 2019)
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 English for Study abroad ナンバリング 1214

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

There will be a lot of multi-media in the class. Students may be able to use their own devices for certain activities, depending on the lesson.

実務経験のある教員の教育内容

Not Applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

HBUの方針に従い、北海道や日本、世界各地の問題に対処するために、情報を処理・分析し、論理的・批判的に思考・判断する能力を身につ
けることを目的としています。(思考力・判断力・表現力)

この授業は、語学研修の参加に必要な英語のスキルと同時に空港での 続や現地での 活といったプログラムの参加に必要な関連知識を⼿ ⽣ ⾝
にけることを 的とする。授業では、出発前から帰国までの場 別に遭遇する 出来事に関連するトピックでスピーキング、リスニング、リーディン⽬ ⾯
グ、ライティングの4技能のうち、複数の技能を統合した 語活動を通して、どの技能もバランスよく習得し、語学研修に必要な英語能 を に⾔ ⼒ ⾝
付けることを 標とする⽬

Students will learn to better understand and express pragmatic daily English, for situations in airports, restaurants, banks, hospitals, etc. as 
well as learning vernacular “common” English used by their foreign peers in more informal social settings.

The basis of the class is lecture, with many examples from movies and TV shows, for both listening practice and better cultural understanding. 
Students will also do pair work to practice dialogs, role-plays, and information exchange activities.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

Section Review 1 90min

担当教員

担当教員

担当教員

Students will receive constant feedback on pronunciation and other oral issues in class activities, as well as written feedback on quizzes, tests, 
and presentations.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Class introduction. Rules. Expecations. Syllabus.
Topic 1: Here you are!

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第2回

Getting to know you—meeting people, greetings .Students 
will learn and practice basics for interacting with strangers 
in initial meeting.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第3回

Money and Money Culture . Students will read about US 
currencies, and practice shopping and questioning skills.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第4回

(Vocab Quiz 1) Relaxation and Culture Shock --learn how 
to avoid culture shock and loneliness in foreign 
environment.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第5回

Home life—Domesticity --examine differences in typical 
American home life compared to Japan and other 
countries.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.
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Section Review 2 90min

担当教員

担当教員

担当教員

Section Review 3 90min

担当教員

担当教員

第6回

Emergencies “Send Help!” Students will learn how to 
handle an emergency situation, calling 911,describing 
problems.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第7回

(Vocab Quiz 2) Food Culture --Learn how to order food, 
learn about American eating habits

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Practice describing local foods. 
How do they differ from western 
popular foods? Where do they 
overlap?

第8回

“Give yourself some Credit” Learn how to order, use, and 
avoid debt with US credit cards and banking.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Review vocabulary and reading. 
90 Min.

第9回

More Help is on the way! Emergency situations, talking to 
doctors about medical problems.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第10回

Shopping, Consumer culture --Students will contrast US 
spending patterns with Japanese norms.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Do writing questionnaire and 
homework.
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担当教員

担当教員

担当教員

Prep for final exam.

担当教員

Final exam Review materials covered.

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Schools and teaching US vs Japanese approaches Students 
will describe differences in various countries' education 
systems

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Go over chat worksheet for 
international "chat time."

第12回

Health and Safety -- Rules and laws will be explained for 
staying out of trouble and avoiding injury

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Prep for vocabulary quiz! 90 
Min

第13回

(Vocab Quiz 3) Fun activities Students will learn rules of 
American football, and various outdoor activities.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Look at safety check sheet. 
Answer questions. Please use 
full sentences!

第14回

“Who are these people?” Students will learn about various 
culture and ethnic groups in the U.S.

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

第15回

Prep final response paper. Due 
one week from last class!
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70 Tests and quizzes 70

その他 30 Presentations and participation 30

教科書

参考文献

A good dictionary would be very useful.

履修条件・留意事項等

Please come to class on time, with textbook, notebook, and pen. Be ready to start class when class-time starts.

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

College the American Way: A Fun ESL Guide to English Language and Campus Life in the U.S. (English theAmerican Way: Fun ESL 
Learning) Paperback – Illustrated, 
November 15, 2016
by Sheila Mackechnie Murtha (著), Jane Airey O'connor (著)
ISBN-10 : 0738612138
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1231

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 胡　耀光

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅰ[C2-1]

1年 2024年度前期

本科目はディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている」ことと関
係がある科目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、「中国語入門Ⅱ」とリンクしている。後期の「中国語入門
Ⅲ」は、この科目の延長である。

この授業は、中国語修得の中で、外国人が最も苦労すると言われる中国語の発音をマスターする（ローマ字を見て発音でき、発音を聞いてロー
マ字に直せるようになる）。これは中国語の基礎をマスターすることに等しい。この授業では、日本人の習慣を考慮した学習法により、効率的に
中国語の発音をマスターすることを目指す。また、それと同時に、基本的な語彙や、すぐに役に立つ会話句をも紹介し、中国語学習に対する興
味を養うことも目指す。

中国語の学習を継続的に進めていくために、中国語学習の基礎であるピンインの読み方や表記の方法を理解し、正確に発音することができる
。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、印刷物の配布や関連動画の視聴など多様な方法を用いて、
講義形式で授業を進める。聞き取りテストや単語テストは2回目の授業から毎回行う。なお、受講者の学習状況に合わせて、各回の講義内容を
調整する場合がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にアドバイ
スする。また、聞き取りや単語テスト後に関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業についてのガイダンス、②中国語について紹介、③
発音：中国語の音節、声調、軽声、第三声と「不」の変調

学習予定の部分（pp.2-7）を予
習する（90分）。

授業のガイダンスの内容を理解
し、中国語についての概要、音
声、声調について復習する（90
分）。

第2回

①単母音の発音、②複母音の発音、③eの発音の変化をメ
インに学習する。

学習予定の部分（pp.8-11）を予
習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第3回

子音の全体像を把握し、子音（1～14）について学習する。
特に無気音と有気音について発音練習を行う。

学習予定の部分（pp.12-15）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第4回

子音（15～21）を学習し、そり舌音、鼻音を伴う母音、r化の
発音練習を行う。

学習予定の部分（pp.16-19）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第5回

名前のいい方、たずね方、人称代名詞について学習する。
自分自身の名前とクラスメートの名前を中国語で呼ぶ発音
練習を行う。

学習予定の部分（pp.20-21）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、自分の名前のいい方や他人
の名前のたずね方をマスターし
、練習の録音を次回の授業まで
に提出する（90分）。
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担当教員 胡　耀光

動詞“是”と助詞“的”の使い方を学習する。

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

第6回

第5課の本文を学習し、初対面の人との会話に関連する表
現を発音練習する。

学習予定の部分（pp.22-25）を
予習する（90分）。

第5課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第7回

学習予定の部分（pp.26-27）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動詞“是”と助詞“的”の使い
方をマスターする。練習の録音
を次回の授業までに提出する
（90分）。

第8回

第6課の本文を学習し、自己紹介に関連する表現を発音練
習する。

学習予定の部分（pp.28-31）を
予習する（90分）。

第6課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第9回

中国語の基本語順SVO、二つ以上の動詞からなる連動文
について学習する。

学習予定の部分（pp.32-33）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、中国語の基本語順と二つ以
上の動詞からなる連動文をマス
ターする。練習の録音を次回の
授業までに提出する（90分）。

第10回

第7課の本文を学習し、自身の行動についての簡単な表現
を発音練習する。

学習予定の部分（pp.34-36）を
予習する（90分）。

第7課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。
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助動詞“想”と動詞“有”の使い方について学習する。

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

担当教員 胡　耀光

学習した内容を復習し、小テストを受ける。

担当教員 胡　耀光

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

学習予定の部分（pp.38-39）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、助動詞“想”と動詞“有”の使
い方をマスターする。練習の録
音を次回の授業までに提出する
（90分）。

第12回

第８課の本文を学習し、宿泊に関連する表現を発音練習
する。

学習予定の部分（pp.40-43）を
予習する（90分）。

第8課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第13回

動詞“在”、前置詞“从”、“往”、方位詞、場所指示代名詞
の使い方について学習する。

学習予定の部分（pp.44-45）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動詞“在”、前置詞“从”、“往
”、方位詞、場所指示代名詞の
使い方をマスターする。練習の
録音を次回の授業までに提出
する（90分）。

第14回

第9課の本文を学習し、道順に関連する表現を発音練習す
る。

学習予定の部分（pp.46-49）を
予習する（90分）。

第9課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第15回

学習した内容（第1課～第9課）
を復習する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

授業参加度と予習、復習を重視する。無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題の完成度および授業への参加度、授業態度（30％）
聞き取り・単語テスト30％
小テスト40％

『改訂版 しゃべっていいとも中国語』陳淑梅・劉光赤著、朝日出版社、2024年。

- 68 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1231

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

中国語の学習を継続的に進めていくための基礎であるピンインの読み方や表記の方法を理解し、正確に発音することができる。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅰ[C2-2]

1年 2024年度前期

本科目はディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている」ことと関
係がある科目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、「中国語入門Ⅱ」とリンクしている。後期の「中国語入門
Ⅲ」は、この科目の延長である。

この授業は、中国語修得の中で、外国人が最も苦労すると言われる中国語の発音をマスターする（ローマ字を見て発音でき、発音を聞いてロー
マ字に直せるようになる）。これは中国語の基礎をマスターすることに等しい。この授業では、日本人の習慣を考慮した学習法により、効率的に
中国語の発音をマスターすることを目指す。また、それと同時に、基本的な語彙や、すぐに役に立つ会話句をも紹介し、中国語学習に対する興
味を養うことも目指す。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、印刷物の配布や関連動画の視聴など多様な方法を用いて、
講義形式で授業を進める。聞き取りテストや単語テストは2回目の授業から毎回行う。なお、受講者の学習状況に合わせて、各回の講義内容を
調整する場合がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にアドバイ
スする。また、聞き取りや単語テスト後に関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業についてのガイダンス、②中国語について紹介、③
発音：中国語の音節、声調、軽声、第三声と「不」の変調

学習予定の部分（pp.2-7）を予
習する（90分）。

授業のガイダンスの内容を理解
し、中国語についての概要、音
声、声調について復習する（90
分）。

第2回

①単母音の発音、②複母音の発音、③eの発音の変化をメ
インに学習する。

学習予定の部分（pp.8-11）を予
習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第3回

子音の全体像を把握し、子音（1～14）について学習する。
特に無気音と有気音について発音練習を行う。

学習予定の部分（pp.12-15）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第4回

子音（15～21）を学習し、そり舌音、鼻音を伴う母音、r化の
発音練習を行う。

学習予定の部分（pp.16-19）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、耳で聞いて区別できるまで
練習する。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第5回

名前のいい方、たずね方、人称代名詞について学習する。
自分自身の名前とクラスメートの名前を中国語で呼ぶ発音
練習を行う。

学習予定の部分（pp.20-21）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、自分の名前のいい方や他人
の名前のたずね方をマスターし
、練習の録音を次回の授業まで
に提出する（90分）。
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担当教員 巫　靚

動詞“是”と助詞“的”の使い方を学習する。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

第5課の本文を学習し、初対面の人との会話に関連する表
現を発音練習する。

学習予定の部分（pp.22-25）を
予習する（90分）。

第5課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第7回

学習予定の部分（pp.26-27）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動詞“是”と助詞“的”の使い
方をマスターする。練習の録音
を次回の授業までに提出する
（90分）。

第8回

第6課の本文を学習し、自己紹介に関連する表現を発音練
習する。

学習予定の部分（pp.28-31）を
予習する（90分）。

第6課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第9回

中国語の基本語順SVO、二つ以上の動詞からなる連動文
について学習する。

学習予定の部分（pp.32-33）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、中国語の基本語順と二つ以
上の動詞からなる連動文をマス
ターする。練習の録音を次回の
授業までに提出する（90分）。

第10回

第7課の本文を学習し、自身の行動についての簡単な表現
を発音練習する。

学習予定の部分（pp.34-36）を
予習する（90分）。

第7課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

助動詞“想”と動詞“有”の使い方について学習する。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

学習した内容を復習し、小テストを受ける。

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

学習予定の部分（pp.38-39）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、助動詞“想”と動詞“有”の使
い方をマスターする。練習の録
音を次回の授業までに提出する
（90分）。

第12回

第８課の本文を学習し、宿泊に関連する表現を発音練習
する。

学習予定の部分（pp.40-43）を
予習する（90分）。

第8課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第13回

動詞“在”、前置詞“从”、“往”、方位詞、場所指示代名詞
の使い方について学習する。

学習予定の部分（pp.44-45）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動詞“在”、前置詞“从”、“往
”、方位詞、場所指示代名詞の
使い方をマスターする。練習の
録音を次回の授業までに提出
する（90分）。

第14回

第9課の本文を学習し、道順に関連する表現を発音練習す
る。

学習予定の部分（pp.46-49）を
予習する（90分）。

第9課の本文を何度も発音練習
し、次回の授業までに本文の録
音を提出する。また新出単語を
暗記する（90分）。

第15回

学習した内容（第1課～第9課）
を復習する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

授業参加度と予習、復習を重視する。無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題の完成度および授業への参加度、授業態度（30％）
聞き取り・単語テスト30％
小テスト40％

『改訂版 しゃべっていいとも中国語』陳淑梅・劉光赤著、朝日出版社、2024年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1232

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

中国語の発音と基本文型を理解し、日常生活に必要な単語を応用して、身近な場面で使う表現を習得する。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅱ[C2-1]

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際政治や柔軟で前向きなコミュニケーション能
力を備える」ことと特に関係がある科目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、「中国語入門Ⅰ」とリンクしてい
る。

この授業は、入門レベルの文法、基本会話と表現に関する基礎的事項を総合的に学習することによって、入門レベルの中国語の外観を把握し
、特に、文法事項や発音のポイントを把握できるようにする。中国語の発音の学習で重要なことは、発音符号であるピンインの読み方とその表記
の方法を理解することであるため、発音表記であるピンインとその表記の関係を理解することに力を入れ、その関係を把握できるようにする。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、印刷物の配布や関連動画の視聴など、多様な方法を用いて
、講義形式で授業を進める。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

オリエンテーション（授業の進め方や評価の方法など）。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にアドバイ
スする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

中国語に関する知識を復習する
（90分）。

理解度確認テストを完成する
（90分）。

第2回

発音プロローグA（声調、日本人にとって難しい中国語の発
音について学習する）。

学習予定の部分(p.2-p.5)を予
習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第3回

発音プロローグB（-n,-ng,そり舌音、iの特別な発音、iuにつ
いて学習する）。

学習予定の部分(p.6-p.9)を予
習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第4回

発音プロローグC（日本語にない子音の発音を練習する）。 学習予定の部分(p.10-p.13)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第5回

発音プロローグD（書き換え規則、二重・三重母音、隠れる
ローマ字などについて発音練習する）。

学習予定の部分(p.14-p.17)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

（第1課）指示代名詞や形容詞述語文などについて学習す
る。

学習予定の部分(p.20-p.23)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第7回

（第2課）正反疑問文や選択疑問文などについて学習する
。

学習予定の部分(p.24-p.27)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第8回

（第3課）親族名称や年齢の聞き方などについて学習する。 学習予定の部分(p.28-p.31)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第9回

（第4課）助動詞“想”や日付、曜日などについて学習する。 学習予定の部分(p.34-p.37)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第10回

（第5課）月や時刻のいい方について学習する。 学習予定の部分(p.38-p.41)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はなし。

第11回

（第6課）お金や100以上の数の数え方について学習する。 学習予定の部分(p.42-p.45)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第12回

（第7課）助動詞“在”や“要”について学習する。 学習予定の部分(p.48-p.51)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第13回

（第8課）助動詞“能”や二重目的語について学習する。 学習予定の部分(p.52-p.55)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第14回

（第9課）助動詞“会”や連動文について学習する。 学習予定の部分(p.56-p.59)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第15回

（第10課）助動詞“可以”や比較のいい方について学習す
る。

学習予定の部分(p.60-p.63)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

予習、復習、授業への参加度 30％
単語テスト         30％
小テスト   40％

『ともだち・朋友―スリム版１―』董燕・遠藤光暁、朝日出版社、2010年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1232

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 大沼　尚子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

中国語の発音と基本文型を理解し、日常生活に必要な単語を応用して、身近な場面で使う表現を習得できるようになる。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅱ[C2-2]

1年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際政治や柔軟で前向きなコミュニケーション能
力を備える」ことと特に関係がある科目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、「中国語入門Ⅰ」とリンクしてい
る。

この授業は、入門レベルの文法、基本会話と表現に関する基礎的事項を総合的に学習することによって、入門レベルの中国語の外観を把握し
、特に、文法事項や発音のポイントを把握できるようにする。中国語の発音の学習で重要なことは、発音符号であるピンインの読み方とその表記
の方法を理解することであるため、発音表記であるピンインとその表記の関係を理解することに力を入れ、その関係を把握できるようにする。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、印刷物の配布や関連ビデオの視聴など、多様な方法を用い
て、講義形式で授業を進める。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

オリエンテーション（授業の進め方や評価の方法など）。

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にアドバイ
スする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

中国語に関する知識を復習する
（90分）。

理解度確認テストを完成する
（90分）。

第2回

発音プロローグA（声調、日本人にとって難しい中国語の発
音について学習する）。

学習予定の部分(p.2-p.5)を予
習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第3回

発音プロローグB（-n,-ng,そり舌音、iの特別な発音、iuにつ
いて学習する）。

学習予定の部分(p.6-p.9)を予
習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第4回

発音プロローグC（日本語にない子音の発音を練習する）。 学習予定の部分(p.10-p.13)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第5回

発音プロローグD（書き換え規則、二重・三重母音、隠れる
ローマ字などについて発音練習する）。

学習予定の部分(p.14-p.17)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

第6回

（第1課）指示代名詞や形容詞述語文などについて学習す
る。

学習予定の部分(p.20-p.23)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第7回

（第2課）正反疑問文や選択疑問文などについて学習する
。

学習予定の部分(p.24-p.27)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第8回

（第3課）親族名称や年齢の聞き方などについて学習する。 学習予定の部分(p.28-p.31)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第9回

（第4課）助動詞“想”や日付、曜日などについて学習する。 学習予定の部分(p.34-p.37)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第10回

（第5課）月や時刻のいい方について学習する。 学習予定の部分(p.38-p.41)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

担当教員 大沼　尚子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

（第6課）お金や100以上の数の数え方について学習する。 学習予定の部分(p.42-p.45)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第12回

（第7課）助動詞“在”や“要”について学習する。 学習予定の部分(p.48-p.51)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第13回

（第8課）助動詞“能”や二重目的語について学習する。 学習予定の部分(p.52-p.55)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第14回

（第9課）助動詞“会”や連動文について学習する。 学習予定の部分(p.56-p.59)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。

第15回

（第10課）助動詞“可以”や比較のいい方について学習す
る。

学習予定の部分(p.60-p.63)を
予習する（90分）。

学習した内容を復習し、本文と
練習部分の音声を繰り返し聞き
、音読する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

予習、復習、授業への参加度 30％
単語テスト         30％
小テスト   40％

『ともだち・朋友―スリム版１―』董燕・遠藤光暁、朝日出版社、2010年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1233

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 胡　慧君

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅲ[C2-2]

1年 2024年度後期

ディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている」ことと関係がある科
目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、前期の中国語入門Ⅰ・Ⅱより、更に高いレベルの語学力を修得す
るための科目である。

この授業は、「中国語入門Ⅰ・Ⅱ」に連動し、引き続き発音の基礎と初歩的文法事項及び表現方法を学び、基礎的な「語法と表現」を使って日
常場面でのコミュニケーションができるようにする。同時に発音習得に欠かせない、発音符号とピンインの読み方とその表記、さらに声調を結び
つけ、中国語の発音表記について完全にマスターできるようにする。発音を完全にマスターすることで、中国語の基礎を固める。

1．ピンインの読み方や表記方法を習得し、正確に発音することができる。
2．基礎的な日常会話が応用できる。
3．中国や中国文化に関する理解が深まる。

読む、聞く、話す、書くの４方面を中心とした総合的な語学能力を育成するために、配布印刷物など多様な方法を用いて、講義形式で授業を進
める。単語テストは２回目の授業から毎回行う（全13回）。毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、授業の内容を微調整する場合があ
る。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

数のいい方、形容詞が述語になる文について学習する。

担当教員

担当教員

年月日、曜日のいい方、年齢のいい方について学習する。

担当教員

担当教員

量詞、動詞の重ね型について学習する。

担当教員

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。提出された音声宿題の完成度・問題点について、学生にアド
バイスする。また、単語テスト後にも関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

学習予定の部分（pp.50-51）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、数のいい方、形容詞が述語
になる文の使い方をマスターす
る。練習の録音を次回の授業ま
でに提出する（90分）。

第2回

第10課の本文を学習し、お店でものを購入する場合の表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.52-55）を
予習する（90分）。

第10課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第3回

学習予定の部分（pp.56-57）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、年月日、曜日のいい方、年
齢のいい方の使い方をマスター
する。練習の録音を次回の授業
までに提出する（90分）。

第4回

第11課の本文を学習し、年齢や誕生日、家族構成に関連
する表現を練習する。

学習予定の部分（pp.58-61）を
予習する（90分）。

第11課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第5回

学習予定の部分（pp.62-63）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、量詞、動詞の重ね型の使い
方をマスターする。練習の録音
を次回の授業までに提出する
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第12課の本文を学習し、レストランで料理の注文に関連す
る表現を練習する。

学習予定の部分（pp.64-67）を
予習する（90分）。

第12課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第7回

時刻のいい方、状態の変化を表す文末の“了”について学
習する。

学習予定の部分（pp.68-69）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、時刻のいい方、状態の変化
を表す文末の“了”の使い方を
マスターする。練習の録音を次
回の授業までに提出する（90分
）。

第8回

第13課の本文を学習し、試合のチケットを購入する際の表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.70-73）を
予習する（90分）。

第13課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第9回

時間の長さのいい方、動作行為の完了を表す助詞“了”に
ついて学習する。

学習予定の部分（pp.74-75）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、時間の長さのいい方、動作
行為の完了を表す助詞“了”の
使い方をマスターする。練習の
録音を次回の授業までに提出
する（90分）。

第10回

第14課の本文を学習し、お店でサービスを受ける際の表現
を練習する。

学習予定の部分（pp.76-79）を
予習する（90分）。

第14課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

- 86 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

学習した内容を復習、小テストを受ける。

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

動作の対象を表す前置詞“ ”、助動詞“可以”、“能”につ给
いて学習する。

学習予定の部分（pp.80-81）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動作の対象を表す前置詞“
”、助動詞“可以”、“能”の使给

い方をマスターする。練習の録
音を次回の授業までに提出する
（90分）。

第12回

第15課の本文を学習し、ホテルに宿泊する際の表現を練
習する。

学習予定の部分（pp.82-85）を
予習する（90分）。

第15課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第13回

動作行為の進行を表す表現、助動詞“会”について学習す
る。

学習予定の部分（pp.86-87）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動作行為の進行を表す表現
、助動詞“会”の使い方をマスタ
ーする。練習の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第14回

第16課の本文を学習し、電話に関連する表現を練習する。 学習予定の部分（pp.88-91）を
予習する（90分）。

第16課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第15回

学習した内容（第10課～第16課
）を復習する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『改訂版 しゃべっていいとも』陳淑梅・劉光赤、朝日出版社、2024年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ナンバリング 1233

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

中国語入門Ⅲ[C2-1]

1年 2024年度後期

ディプロマポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている」ことと関係がある科
目である。学部共通科目に位置づけられた入門レベルの外国語科目であり、前期の中国語入門Ⅰ・Ⅱより、更に高いレベルの語学力を修得す
るための科目である。

この授業は、「中国語入門Ⅰ・Ⅱ」に連動し、引き続き発音の基礎と初歩的文法事項及び表現方法を学び、基礎的な「語法と表現」を使って日
常場面でのコミュニケーションができるようにする。同時に発音習得に欠かせない、発音符号とピンインの読み方とその表記、さらに声調を結び
つけ、中国語の発音表記について完全にマスターできるようにする。発音を完全にマスターすることで、中国語の基礎を固める。

1．ピンインの読み方や表記方法を習得し、正確に発音することができる。
2．基礎的な日常会話が応用できる。
3．中国や中国文化に関する理解が深まる。

読む、聞く、話す、書くの４方面を中心とした総合的な語学能力を育成するために、配布印刷物など多様な方法を用いて、講義形式で授業を進
める。単語テストは２回目の授業から毎回行う（全13回）。毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、授業の内容を微調整する場合があ
る。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

数のいい方、形容詞が述語になる文について学習する。

担当教員

担当教員

年月日、曜日のいい方、年齢のいい方について学習する。

担当教員

担当教員

量詞、動詞の重ね型について学習する。

担当教員

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。提出された音声宿題の完成度・問題点について、学生にアド
バイスする。また、単語テスト後にも関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

学習予定の部分（pp.50-51）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、数のいい方、形容詞が述語
になる文の使い方をマスターす
る。練習の録音を次回の授業ま
でに提出する（90分）。

第2回

第10課の本文を学習し、お店でものを購入する場合の表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.52-55）を
予習する（90分）。

第10課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第3回

学習予定の部分（pp.56-57）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、年月日、曜日のいい方、年
齢のいい方の使い方をマスター
する。練習の録音を次回の授業
までに提出する（90分）。

第4回

第11課の本文を学習し、年齢や誕生日、家族構成に関連
する表現を練習する。

学習予定の部分（pp.58-61）を
予習する（90分）。

第11課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第5回

学習予定の部分（pp.62-63）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、量詞、動詞の重ね型の使い
方をマスターする。練習の録音
を次回の授業までに提出する
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第12課の本文を学習し、レストランで料理の注文に関連す
る表現を練習する。

学習予定の部分（pp.64-67）を
予習する（90分）。

第12課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第7回

時刻のいい方、状態の変化を表す文末の“了”について学
習する。

学習予定の部分（pp.68-69）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、時刻のいい方、状態の変化
を表す文末の“了”の使い方を
マスターする。練習の録音を次
回の授業までに提出する（90分
）。

第8回

第13課の本文を学習し、試合のチケットを購入する際の表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.70-73）を
予習する（90分）。

第13課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第9回

時間の長さのいい方、動作行為の完了を表す助詞“了”に
ついて学習する。

学習予定の部分（pp.74-75）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、時間の長さのいい方、動作
行為の完了を表す助詞“了”の
使い方をマスターする。練習の
録音を次回の授業までに提出
する（90分）。

第10回

第14課の本文を学習し、お店でサービスを受ける際の表現
を練習する。

学習予定の部分（pp.76-79）を
予習する（90分）。

第14課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

学習した内容を復習、小テストを受ける。

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

動作の対象を表す前置詞“ ”、助動詞“可以”、“能”につ给
いて学習する。

学習予定の部分（pp.80-81）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動作の対象を表す前置詞“

”、助動詞“可以”、“能”の使给
い方をマスターする。練習の録
音を次回の授業までに提出する
（90分）。

第12回

第15課の本文を学習し、ホテルに宿泊する際の表現を練
習する。

学習予定の部分（pp.82-85）を
予習する（90分）。

第15課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第13回

動作行為の進行を表す表現、助動詞“会”について学習す
る。

学習予定の部分（pp.86-87）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動作行為の進行を表す表現
、助動詞“会”の使い方をマスタ
ーする。練習の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第14回

第16課の本文を学習し、電話に関連する表現を練習する。 学習予定の部分（pp.88-91）を
予習する（90分）。

第16課の本文を何度も発音練
習し、次回の授業までに本文の
録音を提出する。また新出単語
を暗記する（90分）。

第15回

学習した内容（第10課～第16課
）を復習する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『改訂版 しゃべっていいとも』陳淑梅・劉光赤、朝日出版社、2024年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 日本語Ⅰ ナンバリング 1251

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 阿部　仁美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅱ・Ⅲ」と
並行して授業を進め、かつ１年次後期科目「アカデミックジャパニーズⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の基礎科目となる。

この授業は､外国人留学生のための科目で、中級レベルの日本語の４技能を総合的に学ぶ。留学生が学生生活および日本での社会生活を送
る上で、日本語で情報が入手でき、対人関係が築けるようにするために、ここでは主に文章表現と口頭表現力を伸ばすためにピアラーニングで
教室活動していく。まず受講生がこれまでに学習した初中級レベルの文法項目が定着しているか確認・復習の上、中級から上級レベルへの移
行を図る。読み漢字1,500字程度､語彙8,000語程度を習得し、相手や場面に合わせた日本語コミュニケーション能力を修得する。

日本での学生生活、および社会生活を送る上で、必要な文法・表現・ストラテジーを学び、４つのスキルを身につけることができる。
１）自分の意見を論理的にまとめることができる。
２）まとめたことを読み手がわかるように書くことができる
３）様々な場面で必要な話し方ができる。
４）日常会話やスピーチを聞いて、質問に答えることができる。
５）クリティカル・リーデイングの力を身に付けることができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストや作文の解説を行う。

授業計画 学習内容

文法復習② 助詞・動詞の活用と文型

担当教員 阿部　仁美

文法復習⑤ 可能表現

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

前回の復習をしておくこと。(30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

前回の復習をしておくこと。(30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

L1 日本語で世界の友をつくる 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L2 勇気を出して 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L3 山道でクマに出合ったら 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

第6回

L4 面接は何で決まる？ 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L5 「とりあえず」の力 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L6 異文化適応プロセス 新出語彙の確認をしておくこと（
30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

L7 頭が良くなる勉強法 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L8 擬態語の楽しさ、奥深さ 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L9  13歳のハローワーク 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

L10 間違いだらけの職業選び 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L11 自分は自分だからよい 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L12 希望のキャンプ 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

L13 １の励ましが・・・ 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

このコースで学んだことを復習し
ておくこと。（30分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度などを含む）30%、課題50%、小テスト20％

出席率70％以上を評価対象とする。

『小論文への12のステップ』スリーエーネットワーク 
『読む力 初中級』くろしお出版
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 日本語Ⅱ ナンバリング 1252

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 今井　史子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅰ・Ⅲ」と
並行して授業を進め、かつ１年次後期科目「アカデミックジャパニーズⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の基礎科目となる。

この授業は､「日本語Ⅰ」を併せて学び、中級レベルの日本語の４技能を総合的に学ぶ。外国人留学生が学生生活および日本での社会生活を
送る上で、日本語を用いて対人関係が築けるようにするために、ここでは特に口頭表現力を伸ばすことを目的に、会話と聴解練習の教室活動
が中心となる。受講生がこれまでに学習した初中級レベルの文法や語句・語法項目が定着しているか確認・復習しながら、中級レベルの日本語
学習項目の定着をはかる。読み漢字1,500字程度､語彙8,000語程度を習得し、相手や場面に合わせた日本語コミュニケーション能力を修得す
る。

日本での学生生活、および社会生活を送る上で、必要な文法・表現・ストラテジーを学び、４つのスキルを身につけることができる。
１）自分の意見を論理的にまとめることができる。
２）まとめたことを読み手がわかるように書くことができる
３）様々な場面で必要な話し方ができる。
４）日常会話やスピーチを聞いて、質問に答えることができる。
５）クリティカル・リーディングの力を身に付けることができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストや作文の解説を行う。

授業計画 学習内容

オリエンテーション、レベルチェック

担当教員 今井　史子

文法復習③ 瞬間動詞・継続動詞

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

初級文法の基礎知識を確認し
ておくこと。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

前回の復習をしておくこと。(30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

L2 文体 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L3 モードチェンジ 話し言葉から書き言葉へ 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L4 正しい構造の文 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

第6回

L5 文のつながり 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L6 小論文によく使われる表現（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L6 小論文によく使われる表現（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

L7 段落 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L8 要約文を書く 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L9  説明文を書く 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

L10 意見文を書く 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L11 事実を示す方法 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L12 小論文のはじめとおわり（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

L13 小論文のはじめとおわり（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

このコースで学んだことを復習し
ておくこと。（30分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度などを含む）30%、課題50%、小テスト20％

出席率70％以上を評価対象とする。

『小論文への12のステップ』スリーエーネットワーク 
『読む力 初中級』くろしお出版
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 日本語Ⅲ ナンバリング 1253

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 今井　史子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅰ・Ⅱ」と
並行して授業を進め、かつ１年次後期科目「アカデミックジャパニーズⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の基礎科目となる。

この授業は､「日本語Ⅰ・Ⅱ」と共に、中級レベルの日本語の４技能を総合的に学ぶ。外国人留学生が学生生活および日本での社会生活を送る
上で、日本語を用いて対人関係が築けるようにするために、ここでは口頭表現力だけでなく文章表現能力を伸ばすことを目的に授業を進めて
いく。受講生の初中級レベルの学習項目定着を確認しつつ、中上級レベルの日本語表現文型や語法と多義語や抽象語彙を使って、敬意表現
や公的なメール文が書けるようになり、日本語の多様な表現を理解する。

日本での学生生活、および社会生活を送る上で、必要な文法・表現・ストラテジーを学び、４つのスキルを身につけることができる。
１）自分の意見を論理的にまとめることができる。
２）まとめたことを読み手がわかるように書くことができる
３）様々な場面で必要な話し方ができる。
４）日常会話やスピーチを聞いて、質問に答えることができる。
５）クリティカル・リーディングの力を身に付けることができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストや作文の解説を行う。

授業計画 学習内容

文法復習①  助詞・動詞の活用と文型

担当教員 今井　史子

文法復習④ 他動詞・自動詞

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

前回の復習をしておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

前回の復習をしておくこと。(30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

L1 表記のしかた（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L1 表記のしかた（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L2 文体 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

第6回

L3 モードチェンジ 話し言葉から書き言葉へ 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L4 正しい構造の文 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L5 文のつながり 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

L7 段落 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L8 要約文を書く（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L8  要約文を書く（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

L10 意見文を書く（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L10 意見文を書く（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L11 事実を示す方法（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

L11 事実を示す方法（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度などを含む）30%、課題50%、小テスト20％

出席率70％以上を評価対象とする。

『小論文への12のステップ』スリーエーネットワーク 
『読む力 初中級』くろしお出版
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 アカデミックジャパニーズⅠ ナンバリング 1255

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 阿部　仁美

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
」の発展科目であり、１年次後期科目「アカデミック・ジャパニーズⅡ・Ⅲ」と並行して授業を進める。

この授業は、外国人留学生が大学で講義を受けるために必要な日本語を総合的に学ぶ。講義を聴くための技術として、1,000字程度の日本語
文献の精読から始め、比較的長い視聴覚教材でタスクリスニング練習を行い、日本語でレポートが書けるようにするためのアカデミック・ジャパニ
ーズの基礎技能を学ぶ。この授業で、受講者には上級前半レベルの日本語文法を修得し、漢字2,000字と語彙1万語程度が定着することを目
指す。また、日本での社会生活を送る上でも、未知の出来事や不明な日本語問題に対して自分で調べたり、日本人に解決方法を相談したりす
るなどの情報収集活動ができ、問題解決できる自律した日本語学習スタイルを身に付けてもらうためタスク型教材を用いる。

大学で講義を受けるために必要な日本語を身につけることができる。
１）アカデミック・スタイルで、わかりやすくまとまりのある文章を書くことができる。
２）自分の文章を見直すための力をつけることができる。
３）幅広いテーマとトピックで知識を深め、論理を組み立てる力をつけることができる。
４）読解を通して、自分の考えをまとめ話し、他者の考えを聞くことができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストやレポートの解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

生教材を読む

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

L1 富士山 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

L2 夢中になる人たち 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

これまでの新出語彙を確認して
おくこと。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L3 和食・日本料理 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L4 怪談 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

生教材を読む

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

生教材を読む

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

第6回

これまでの新出語彙を確認して
おくこと。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L5 遅刻 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L6 東日本震災 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

これまでの新出語彙を確認して
おくこと。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L7 ストレス 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 阿部　仁美

生教材を読む

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

担当教員 阿部　仁美

生教材を読む

担当教員 阿部　仁美

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L8 小学校の英語教育 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

これまでの新出語彙を確認して
おくこと。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L9 出産・子育て 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L10 熟年世代の夫婦事情 新出語彙を調べておくこと。（30
分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

これまでの新出語彙を確認して
おくこと。（30分）

このコースで学んだことを復習し
ておくこと。（30分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 出席率７０％以上を評価対象とする。

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度等を含む）30%、課題50%、小テスト20%

『日本語を学ぶ人のための アカデミック・ライティング講座』アスク出版
『日本語学習者のための読解厳選テーマ10［中級］』凡人社
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 アカデミックジャパニーズⅡ ナンバリング 1256

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 今井　史子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
」の発展科目であり、１年次後期科目「アカデミック・ジャパニーズⅠ・Ⅲ」と並行して授業を進める。

この授業は、「アカデミックジャパニーズⅠ」と連動し、外国人留学生が大学で講義を受けるために必要な日本語を総合的に学ぶ。講義を聴くた
めの技術として、ここでは2,000字程度の日本語文献の読解練習と、比較的長い解説・論説映像の視聴解演習をとおして、日本語で意見交換
やレポートが書けるようにするためのアカデミック・ジャパニーズの技能を学ぶ。この授業で、受講者には上級前半レベルの日本語文法を修得し
、漢字2,000字と語彙1万語程度が定着することを目指す。また、日本での社会生活を送る上でも、未知の出来事や不明な日本語問題に対して
自分で調べたり、日本人に解決方法を相談したりするなどの情報収集活動ができ、問題解決できる自律した日本語学習スタイルを身に付けても
らうためタスク型教材を用いる。

大学で講義を受けるために必要な日本語を身につけることができる。
１）アカデミック・スタイルで、わかりやすくまとまりのある文章を書くことができる。
２）自分の文章を見直すための力をつけることができる。
３）幅広いテーマとトピックで知識を深め、論理を組み立てる力をつけることができる。
４）読解を通して、自分の考えをまとめ話し、他者の考えを聞くことができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストやレポートの解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

L1 アカデミック・ライティングへの準備 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

L2 自分の体験に基づいて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

L2 自分の体験に基づいて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L3 立場を決めて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L3 立場を決めて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

第6回

L4 課題を見つけて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L4 課題を見つけて意見を述べる（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L4 課題を見つけて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

L5 関心のあるニュースを紹介する（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L5 関心のあるニュースを紹介する（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L5 関心のあるニュースを紹介する（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

L6 データに基づいて報告する（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L6 データに基づいて報告する（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L6 データに基づいて報告する（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

L7 学んだことを生かしてレポートを完成させる 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

このコースで学んだことを復習し
ておくこと。（30分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 出席率７０％以上を評価対象とする。

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度等を含む）30%、課題50%、小テスト20%

『日本語を学ぶ人のための アカデミック・ライティング講座』アスク出版
『日本語学習者のための読解厳選テーマ10［中級］』凡人社
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 アカデミックジャパニーズⅢ ナンバリング 1257

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 今井　史子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

課題提出を電子メール、または指定の提出先サイトにワード／スライドで添付送信する。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

日本語の「聞く」「話す」「読む」「書く」の運用能力を高める科目である。この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーシ
ョン能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々
と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を身につける科目である。１年次前期科目「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
」の発展科目であり、１年次後期科目「アカデミック・ジャパニーズⅠ・Ⅱ」と並行して授業を進める。

この授業は、「アカデミックジャパニーズⅠ・Ⅱ」科目に連動し、外国人留学生が大学で講義を受けるために必要な日本語を総合的に学ぶ。講
義を聴くための技術として、ここでは2,000字以上の日本語文献の速読練習を中心に、日本語で建設的な意見やレポートが書けるようにするた
めのアカデミック・ジャパニーズの技能を学ぶ。この授業で、受講者には上級前半レベルの日本語文法を修得し、漢字2,000字と語彙1万語程度
が定着・運用できることを目指す。また、日本での社会生活を送る上でも、未知の出来事や不明な日本語問題に対して自分で調べたり、日本人
に解決方法を相談したりするなどの情報収集活動ができ、問題解決できる自律した日本語学習スタイルを身に付けてもらうため、新聞や論説動
画などを用いタスク型の演習を行う。

大学で講義を受けるために必要な日本語を身につけることができる。
１）アカデミック・スタイルで、わかりやすくまとまりのある文章を書くことができる。
２）自分の文章を見直すための力をつけることができる。
３）幅広いテーマとトピックで知識を深め、論理を組み立てる力をつけることができる。
４）読解を通して、自分の考えをまとめ話し、他者の考えを聞くことができる。

教科書、配布物などを活用しながら、授業を進める。
グループワークやペアワーク活動を取り入れる。
小テストを実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして小テストやレポートの解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

L1 アカデミック・ライティングへの準備 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第2回

L2 自分の体験に基づいて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第3回

L2 自分の体験に基づいて意見を述べる（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第4回

L2 自分の体験に基づいて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第5回

L3 立場を決めて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

第6回

L3 立場を決めて意見を述べる（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第7回

L3 立場を決めて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第8回

L4 課題を見つけて意見を述べる（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第9回

L4 課題を見つけて意見を述べる（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第10回

L5 関心のあるニュースを紹介する（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

担当教員 今井　史子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

L5 関心のあるニュースを紹介する（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第12回

L5 関心のあるニュースを紹介する（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第13回

L6 データに基づいて報告する（前半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第14回

L6 データに基づいて報告する（中間部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）

第15回

L6 データに基づいて報告する（後半部分） 学習内容の説明を読んでおくこ
と。（30分）

授業内容を復習すること。（30分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 出席率７０％以上を評価対象とする。

教科書

参考文献

適宜、紹介する。

履修条件・留意事項等

授業の進捗状況によっては一部内容に変更の可能性がある。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業態度等を含む）30%、課題50%、小テスト20%

『日本語を学ぶ人のための アカデミック・ライティング講座』アスク出版
『日本語学習者のための読解厳選テーマ10［中級］』凡人社
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 総合中国語Ⅰ ナンバリング 2241

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

中国語の学習を継続的に進めていくための初級レベルの文法と表現を実践的に運用できる。

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

読む、聞く、話す、書くの４方面を中心とした総合的な語学能力高めるための科目である。世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュ
ニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニ
ケーション能力および世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につける。「総合中国語Ⅱ」と関連
する科目である。

この授業は、１年次に徹底して取り組んだ中国語の発音（ピンイン）をマスターすることを引き続き継続する。これと同時に、中国語の初級レベル
の基本的な語彙や、すぐに役に立つ会話句をも紹介し、中国語学習に対する興味を養うことも目指す。中国語の発音と基本文型をさらによく理
解し、日常生活に必要な単語を応用して、身近な場面、生活に根差した場面で使う表現を習得できるようになる。中国語検定４級程度の実力を
得ることを目指す。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、印刷物の配布や関連動画の視聴など多様な方法を用いて、
講義形式で授業を進める。履修者の理解度によって、講義の内容と授業の進捗状況を調整する場合がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。単語テスト後に関連語彙などの解説を行う。

授業計画 学習内容

①ガイダンス、②中国語の発音を復習する。

担当教員 巫　靚

数の数え方、四則、曜日と日付の言い方を学習する。

担当教員 巫　靚

時間の言い方を学ぶ。

担当教員 巫　靚

挨拶に関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

買い物に関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

一年次に学んだピンインと日常
会話を復習する（90分）。

授業の内容を復習し、配布した
宿題を完成し次回の授業までに
提出する（90分）。

第2回

学習予定の部分（pp.2-9）を予
習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、中国語で数を数えること、四
則算数の言い方、曜日と日付の
言い方をマスターする。次回の
授業までに発音の録音を提出
する（90分）。

第3回

学習予定の部分（pp.10-17）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、時間の言い方をマスターす
る。次回の授業までに発音の録
音を提出する（90分）。

第4回

学習予定の部分（pp.18-25）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、挨拶表現や人の呼び方をマ
スターする。次回の授業までに
発音の録音を提出する（90分）。

第5回

学習予定の部分（pp.26-33）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、紙幣の言い方、番号、重量
などの言い方をマスターする。
次回の授業までに発音の録音
を提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

動物・植物に関連する表現を学ぶ。

担当教員 巫　靚

趣味・スポーツに関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

動作・ジェスチャーに関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

道案内に関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

第6回

学習予定の部分（pp.34-41）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、干支、各種動物、植物の言
い方をマスターする。次回の授
業までに発音の録音を提出する
（90分）。

第7回

学習予定の部分（pp.42-49）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、スポーツ、趣味の言い方をマ
スターする。次回の授業までに
発音の録音を提出する（90分）。

第8回

第2回から第7回の内容を復習し、小テストを受ける。 第2回から第7回の内容を復習
する（90分）。

小テストの内容を確認し、何度も
発音練習する（90分）。

第9回

学習予定の部分（pp.50-57）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、動作・ジェスチャーの言い方
をマスターする。次回の授業ま
でに発音の録音を提出する（90
分）。

第10回

学習予定の部分（pp.58-65）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、道案内や場所の言い方をマ
スターする。次回の授業までに
発音の録音を提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

電話、中華料理のメニューに関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

色や服装に関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

健康や病気に関連する表現を学ぶ。

担当教員 巫　靚

人物や地名に関連する表現を学習する。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

学習予定の部分（pp.66-73）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、電話、中華料理に関連する
言い方をマスターする。次回の
授業までに発音の録音を提出
する（90分）。

第12回

学習予定の部分（pp.74-81）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、色や服装の言い方をマスタ
ーする。次回の授業までに発音
の録音を提出する（90分）。

第13回

学習予定の部分（pp.82-89）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、健康や病気の言い方をマス
ターする。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第14回

学習予定の部分（pp.90-97）を
予習する（90分）。

学習した内容を何度も発音練習
し、歴史人物や有名なキャラクタ
ー、観光地などの言い方をマス
ターする。次回の授業までに発
音の録音を提出する（90分）。

第15回

第9回から第14回の内容を復習し、小テストを受ける。 第9回から第14回の内容を復習
する（90分）。

小テストの内容を確認し、何度も
発音練習する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

予習、復習など授業への参加度 30％
単語テスト          30％
小テスト           40％

『遊びながら ハピネス中国語』相原茂ほか著、朝日出版社、2010年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 総合中国語Ⅱ ナンバリング 2242

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

中国語の総合的な表現能力を高めるための科目である。世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけると
ともに、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力および世界と繋
がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につける。「総合中国語Ⅰ」と関連する科目である。

この授業は、「聞く、話す、読む、書く」の語学に必要な４要素の中で、「聞く、話す」に主眼をおく。１年間の専門教育で身につけた初級レベルの
コミュニケーション能力、「会話と表現」能力の上に、中級レベルにふさわしい、より高度な表現能力を身につけることができるようにする。中国語
には生活習慣などに起因する、他文化圏の人々には理解しがたい特殊な表現がある。これらの表現は、日本人が苦手とし、理解しがたいもの
が多いが、とても大切な表現となる。授業では、これらの理解しがたい中国語の表現についても触れる。

1．正確で自然な発音と基本的な語彙が応用できる。
2．中国人と簡単な日常的な会話をすることができる。
3．中国に関する特定のトピックについての簡単な情報を収集することができる。

読む、聞く、話す、書くの4技能を中心とした総合的な語学能力を育成するために、視聴覚資料を用いて、講義形式で授業を進める。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。課題に対し、解説を行い、受講生にアドバイスをする。

授業計画 学習内容

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①ガイダンス、②第1課 朝の公園、 公園で運動する習慣
について説明する。

学習予定部分（p.10~13）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第2回

第3課 餃子、中国の餃子と日本の餃子の違いについて紹
介する

学習予定部分（p.18~21）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第3回

第4課 寒くないか、 表現のしたかの違いについて学ぶ。 学習予定部分（p.22~25）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第4回

第6課 お見合いコーナー、 中国の多くの都市の公園にあ
る「お見合いコーナー」の風景を紹介する

学習予定部分（p.30~33）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第5回

第9課 無洗米、「 蜜」とは？ 中国のプレゼント事情闺 学習予定部分（p.42~45）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

第10課 温かいものを食べたい、中国人の「冷たいものを避
ける習慣」について説明する。

学習予定部分（p.46~49）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第7回

第12課 プライバシー、中国のプライバシー観念について
説明する。

学習予定部分（p.54~59）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第8回

第13課 曖昧な日本語、表現の仕方の違い。 学習予定部分（p.60~63）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第9回

第15課 呼び方、中国では人に呼び掛ける時に、どのような
呼び方をするかについて説明する。

学習予定部分（p.68~71）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第10回

第19課 他人行儀、南北の差異について説明する。 学習予定部分（p.84~87）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

復習および小テスト

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

第20課 スイカがショッパイ、果物の食べ方の違いについて
説明する。

学習予定部分（p.88~91）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第12回

第21課 白い花、中国人の色に対するこだわり。 学習予定部分（p.92~95）を予習
する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第13回

第23課 見送り、中国人のおもてなしについて紹介する。 学習予定部分（p.100~103）を予
習する（90分）。

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第14回

第24課 縁起を担ぐ、「縁起の悪い」とされるもの 学習予定部分（p.104~107）を予
習する（90分）

本文を朗読し、次回の授業まで
に音声ファイルを提出する（90
分）。

第15回

これまで学習した内容を復習す
る（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『マンガ   日中いぶこみ劇場』相原茂ほか編著、朝日出版社、2020年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 中国語コミュニケーション ナンバリング 2245

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。1年次科目「中国語入門Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の発展科目であり、2年次科目「中国語リスニング」などと連動
する科目である。

この授業は、中国語の日常会話を修得する。中国の文化・習慣・伝統・流行・中国人の考え方などにも触れ、実生活に即した会話の練習を通し
て，自分の考えや伝えたいことを話せる能力を身につける。各課のポイントに基づく練習問題をこなすことで、基礎を固め応用力を養う。総合中
国語Ⅰ、総合中国語Ⅱの授業に続き、中国語のレベルアップを図る。また、中国語で発想する感覚を身に付け、より踏み込んだレベルの生活
会話の習得を目指す。

①正確で自然な発音、中級レベルの語彙・文法を身につける。
②「聞く」「話す」のトレーニングによって、より円滑に中国語でコミュニケーションができる。
③語学力の鍛錬だけではなく、中国の文化や社会状況についても学び、中国の文化・社会や日本との比較について論じられる。

教科書に沿って授業を進める。会話練習を授業中に取り組み、教員や学習者同士とのやり取りの中から知識の定着を図る。また単語テストやグ
ループ発表などを通して学習成果を確認する。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にアドバイ
スする。また、聞き取りや単語テスト後に関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業についてのガイダンス
②食べ物、飲み物、個人情報、スポーツの好みに関連する
単語を学習する。
③相手の基本情報や好み、することを確かめる表現を練習
する。

学習予定の部分（pp.8-13）を予
習する（90分）。

授業のガイダンスの内容を理解
し、学習した部分の単語を暗記
し、学習した内容を繰り返し音読
し、第1課本文1の録音を次回の
授業までに提出する（90分）。

第2回

①性質や状態の形容詞、助動詞などの単語を学ぶ。
②そうであるかどうか確かめる表現を練習する。

学習予定の部分（pp.14-23）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第1課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第3回

①専攻、趣味、都市や地域に関連する単語を学ぶ。
②自己紹介に関連する表現を練習する。

学習予定の部分（pp.24-29）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第2課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第4回

①姓名や時間を表す言葉、日本料理の中国語読みなどの
単語を学ぶ。
②相手の基本的な情報を聞き出す表現を練習する。

学習予定の部分（pp.30-39）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第2課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第5回

①量詞、副詞、休日の行動に関連する単語を学ぶ。
②今日あったことや休日の出来事などの表現を練習する。

学習予定の部分（pp.40-45）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第3課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

①長期休暇の計画に関連する単語を学ぶ。
②春休みや夏休みにしたこと、大学時代にしてみたいこと
に関連する表現を練習する。

学習予定の部分（pp.46-55）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第3課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第7回

①性質や状態の形容詞、程度を表す副詞などの単語を学
ぶ。
②商品を購入するときや、サービスを利用するときに使う表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.56-61）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第4課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第8回

①支払い方法や、サービス、注文などに関連する単語を学
ぶ。
②レストランやアパレルショップなどで使う表現を練習する。

学習予定の部分（pp.62-71）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第4課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第9回

①交通や交通手段に関連する単語を学ぶ。
②目的地までの交通手段に関連する表現を練習する。

学習予定の部分（pp.72-77）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第5課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第10回

①距離、場所などに関連する単語を学ぶ。
②目的地までの道順、乗り換え案内に関連する表現を練
習する。

学習予定の部分（pp.78-87）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第5課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

学習した内容を復習、小テストを受ける。

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

①動作の結果、状況などに関連する単語を学ぶ。
②行事に参加できない場合、待ち合わせの時間に遅れそ
うな場合の表現を練習する。

学習予定の部分（pp.88-93）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第6課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第12回

①体の部位や体調、健康に関連する単語を学ぶ。
②体調についてたずねたり、気遣ったりする場合の表現を
練習する。

学習予定の部分（pp.94-103）を
予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第6課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第13回

①SNSの基本用語や、データのやりとりに関連する単語を
学ぶ。
②連絡先を交換する際や、オンラインでやりとりする際の表
現を練習する。

学習予定の部分（pp.120-125）
を予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第8課本文1の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第14回

①ネットサービスに関連する単語を学ぶ。
②SNSで返信する際やコメントを残したい際の表現を練習
する。

学習予定の部分（pp.126-135）
を予習する（90分）。

学習した部分の単語を暗記し、
学習した内容を繰り返し音読し、
第8課本文2の録音を次回の授
業までに提出する（90分）。

第15回

学習した内容を復習する（90分）
。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『使って学ぶ！中国語コミュニケーション2―CEFR A1-A2 レベル―』寺西光輝、朝日出版社、2022年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 中国語リスニング ナンバリング 2247

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

実用的な会話とリスニング練習を通して中国語の「耳」と「口」を鍛え、場面に応じて、リスニングと会話を中心として自然に中国語で簡単なコミュ
ニケーションを取るための科目である。グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働を可能とし、世界各地域の活性化につなげるための異
文化コミュニケーション能力を身につける科目であり、１年次の中国語科目の発展科目であるとともに、「中国語コミュニケーション」と関連する科
目である。

この授業は、「話す、聴く、書く、読む」に代表される語学力の中で、「聴く」能力に的を絞り講義を進める。中国語を母語とする人々が話すことば
を聞いて分かるようになるためには、色々な人々の語る色々な内容を正しく認識しなければならない。中国語を日本語に直して聴くのでなく、中
国語をそのまま中国語で聴く練習を通して、「聴く」力の向上に努める。学習者は、中国人の思考方式に合わせて中国語が聴けるようになり、コ
ミュニケーション能力を向上させることができ、スローなスピードで設定された場面において単純な会話を聞き取れるようになる。

1．正確で自然な発音と基本的な語彙および文法を身につける。
2．旅とおもてなし等に役に立つ簡単な日常会話ができるようになる。
3．中国語検定3級、HSK3レベルに達する。

テキストに沿って授業を進める。 単語、本文の発音を学び、軽く文法の学習と練習問題。後は、ペアで発音の練習と応用会話練習を行う。講義
を通して、中国の文化や生活習慣などを紹介し、中国への理解と関心を高めていく。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。課題の完成度・問題点について、学生にアドバイスする。

授業計画 学習内容

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業についてのガイダンス
②（第1課）基礎的な人名、国名、地名、専攻科目名などに
関する語句の聞き取り練習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.1-4）を予習する（90分）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第2回

（第1課）人物を紹介する簡単な文章の聞き取りをする。 音声を利用して学習予定の部
分（pp.5-8）を予習する（90分）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第3回

（第2課）親族の呼び方、職業名などに関する語句の聞き取
り練習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.9-12）を予習する（90分）
。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第4回

（第2課）家族を紹介する簡単な文章の聞き取り練習をする
。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.13-16）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第5回

（第3課）曜日、日常の主な行動などに関する語句の聞き取
り練習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.17-20）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

（第3課）一週間の予定に関する簡単な文章の聞き取り練
習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.21-24）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第7回

（第6課）場所、方角などに関する語句の聞き取り練習をす
る。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.41-44）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第8回

（第6課）所在地を紹介する簡単な文章の聞き取り練習をす
る。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.45-48）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第9回

（第8課）勉強道具、日用品、衣服、お土産、色などに関す
る語句の聞き取り練習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.57-60）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第10回

（第8課）買物に関する簡単な文章の聞き取り練習をする。 音声を利用して学習予定の部
分（pp.61-64）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

学習した内容を復習、小テストを受ける。

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

（第9課）飲食などに関する語句の聞き取り練習をする。 音声を利用して学習予定の部
分（pp.65-68）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第12回

（第9課）食事に関する簡単な文章の聞き取り練習をする。 音声を利用して学習予定の部
分（pp.69-72）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第13回

（第10課）勉強、趣味、スポーツなどに関する語句の聞き取
り練習をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.73-76）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第14回

（第10課）趣味や勉強に関する簡単な文章の聞き取り練習
をする。

音声を利用して学習予定の部
分（pp.77-80）を予習する（90分
）。

音声を利用して学習した内容を
復習し、次回の授業までに課題
を提出する（90分）。

第15回

学習した内容を復習する（90分）
。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題の完成など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『聴力UP‼中国語リスニングトレーニング』胡金定ほか著、朝日出版社、2016年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 総合中国語Ⅲ ナンバリング 3243

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この授業は、中国語を媒介としたコミュニケーション能力を修得する科目である。世界と繋がるために、地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につけ、グローバル社会の中で、世界の人々と共生、協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケー
ション能力を備える。

この授業は、より高度な中国語表現能力取得を目指す。中国語には複雑な表現であっても表現する内容によって決まった文型がある。授業で
はこれらの文型を学習しながら、練習問題を通して定着を目指す。また、それを確実に伝えられるような口頭練習を多用する。よって、２年間で
学んだ学習項目を基礎に、より複雑な表現にふさわしい文型が使えるようになり、学んだ文型を実際のオーラル・コミュニケーションの場で使える
ようにする。これらの表現に必要な文型や単語をマスターする。

①中級レベルの単語や文法を習得し、初級レベルよりも複雑な内容を表現できるようになる。
②中国に関する特定のトピックについての情報を収集できるようになる。
③より自然な中国語を話せるようになる。

原則的に教科書に沿って授業を行う。テキストの文章を参加者が各自で読解し、疑問、不明な点があれば授業時に解説する。スピーキング力を
つけるために、グループ分けして会話練習を実施し、一課ごとの課題に沿って中国語による発表を実施する。リスニング力をつけるために、毎回
教科書の内容をピックアップして、確認テストを行う。中国語による表現力を鍛えるため、中国語で作文をし、それを基に口述テストを実施する。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業の内容の微調整を行う。提出された宿題の完成度・問題点について、学生にア
ドバイスする。また、聞き取りや単語テスト後に関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業についてのガイダンス
②第1課の本文を学習し、龍という伝説の動物が中国人に
とっていかなる意味を持っているかについて検討する。

学習予定の部分（pp.2-4）を予
習する（90分）。

授業のガイダンスの内容を理解
し、第1課の本文を繰り返し音読
し、次回の授業までに録音を提
出する（90分）。

第2回

①“因 …所以…”、“不但…而且…”などの文法ポイント为
を学習する。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.5-7）を予
習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第3回

第2課の本文を学習し、中国史における偉人とされる孔子、
孫文、毛沢東について検討する。

学習予定の部分（pp.8-10）を予
習する（90分）。

第2課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。

第4回

①“除了…以外…”、“不管/无论/不 …都…”などの文法论
ポイントを学習する。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.11-13）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第5回

第3課の本文を学習し、中国人の姓名の歴史を学び、日本
との比較を検討する。

学習予定の部分（pp.14-16）を
予習する（90分）。

第3課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

①“把”構文、“只要…就…”などの文法ポイントを学習する
。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.17-19）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第7回

第4課の本文を学習し、中国の伝統婚姻観について学び、
日本との比較を検討する。

学習予定の部分（pp.20-22）を
予習する（90分）。

第4課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。

第8回

①可能補語や、“即使/就是/即便…也…”などの文法ポイ
ントを学習する。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.23-25）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第9回

第5課の本文を学習し、現代中国の婚姻恋愛観について
学ぶ。日本の現状と比較する。

学習予定の部分（pp.26-28）を
予習する（90分）。

第5課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。

第10回

①“一旦…就…”、“了”などの文法ポイントを学習する。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.29-31）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

今学期に学んだ内容を復習し、小テストを受ける。

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

第6課の本文を学習し、中国社会の格差問題について学
ぶ。また日本と比較して考察する。

学習予定の部分（pp.32-34）を
予習する（90分）。

第6課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。

第12回

①“宁（可）…（也）…”、“越来越…”などの文法ポイントを
学習する。
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.35-37）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第13回

第7課の本文を学習し、インターネットと中国社会の関係に
ついて学ぶ。また日本と比較して考察する。

学習予定の部分（pp.38-40）を
予習する（90分）。

第7課の本文を繰り返し音読し、
次回の授業までに録音を提出
する（90分）。

第14回

①程度補語や“ …也”などの文法ポイントを学習する。连
②練習問題を確認する。

学習予定の部分（pp.41-43）を
予習する（90分）。

文法ポイントを復習し、次回の授
業までに作文を提出する（90分）
。

第15回

今学期に学習した内容を復習
する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題の完成）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『深層理解中国 ひと・くに・こころ』荒屋勸ほか著、朝日出版社、2024年
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 総合中国語Ⅳ ナンバリング 3244

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この授業は、中国語を媒介としたコミュニケーション能力を修得する科目である。世界と繋がるために、地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につけ、グローバル社会の中で、世界の人々と共生、協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケー
ション能力を備える。「総合中国語Ⅲ」と関連する科目である。

この授業は、「聞く、話す、読む、書く」の４要素の中で、「聞く、話す」に主眼をおく。２年間の専門教育で身につけた初級レベルのコミュニケーシ
ョン能力、「会話と表現」のレベルアップした表現能力を身につけることができるようにする。総合的な中国語コミュニケーション能力をアップする
ことができるようになる。つまり、ただ単に読んで理解することができるだけではなく、目的や場面に合わせた聴力・会話能力を身に付ける。

1.より多く単語や文法を習得し、より複雑な内容を表現できるようになる。
2.中国に関する特定のトピックについての情報を収集することができる。
3.より自然な中国語を話せるようになる。

原則として、教科書に沿って授業を行う。テキストの文章を参加者が各自で解読し、疑問、不明な点があれば授業時に解説する。スピーキング
力をつけるために、グループ分けしてたくさんの会話を行い、一課ごとの課題に沿って中国語による発表を行う。リスニング力をつけるために、
毎回教科書の内容をピックアップして、リスニングの確認を行い、中国語による表現力を確認するために、中国語で作文し、口述テストを行う。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

授業についてのガイダンス

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。提出された音声宿題の完成度・問題点について、学生にアド
バイスする。また、単語テスト後にも関連語彙などの解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１年次、２年次で勉強した中国
語の基礎単語や文法を復習す
る（90分）。

授業のガイダンスの内容を理解
し、確認テストを提出する（90分）
。

第2回

（第1課）中国人の呼び名の変遷およびそれに関連する表
現を学習する。

学習予定の部分（pp.8-13）を予
習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第3回

（第2課）中国の大学生の恋愛観およびそれに関連する表
現を学習する。

学習予定の部分（pp.14-19）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第4回

（第3課）中国の飲食文化の変遷およびそれに関連する表
現を学習する。

学習予定の部分（pp.20-25）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第5回

（第4課）中国の女性の社会進出の状況およびそれに関連
する表現を学習する。

学習予定の部分（pp.26-31）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第6回

（第5課）中国の一人っ子政策の終焉およびそれに関連す
る表現を学習する。

学習予定の部分（pp.32-37）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第7回

（第6課）中国の住宅事情およびそれに関連する表現を学
習する。

学習予定の部分（pp.38-43）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第8回

第1課から第6課の内容を復習し、小テストを受ける。 第1課から第6課の内容を復習
する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。

第9回

（第7課）中国若者の婚姻観およびそれに関連する表現を
学習する。

学習予定の部分（pp.44-49）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第10回

（第8課）中国人の海外旅行ブームおよびそれに関連する
表現を学習する。

学習予定の部分（pp.50-55）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第11回

（第9課）中国で広く使われているアプリwechatおよびそれ
に関連する表現を学習する。

学習予定の部分（pp.56-61）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第12回

（第10課）中国人の服装の変遷およびそれに関連する表現
を学習する。

学習予定の部分（pp.62-67）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第13回

（第11課）中国人の海外移民およびそれに関連する表現を
学習する。

学習予定の部分（pp.68-73）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第14回

（第12課）中国の旧正月およびそれに関連する表現を学習
する。

学習予定の部分（pp.74-79）を
予習する（90分）。

学習した内容を繰り返し音読し、
本文の録音を次回の授業まで
に提出する。単語を暗記する
（90分）。

第15回

学習した内容（第7課～第12課）を復習し、小テストを受け
る。

学習した内容（第7課～第12課）
を復習する（90分）。

小テストの内容を確認する（90分
）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（予習、復習、課題など）30％
単語テスト 30％
小テスト 40％

『知ってる？今の中国：衣食住遊』山下輝彦ほか著、朝日出版社、2018年
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 朝鮮語Ⅰ ナンバリング 3271

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 崔　鉉鎭

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次後期科目「朝鮮語Ⅱ」の基礎となる科目である。

この授業は、朝鮮語を初めて学ぶ学生を対象とし、朝鮮語の初歩を習得する。ハングル文字表記を学び、その音韻体系と基本的な音韻規則を
理解し、朝鮮語の基本文型を使って、簡単な挨拶表現や自己紹介をはじめ、初対面の人との出会いと交流場面での表現の習得を通して、韓国
文化を学ぶとともに朝鮮語で話すことの楽しさを体験する。

1.  ハングル文字の読み書きができる。
2.  単語・文レベルにみられる発音変化規則を理解して適用できる。 
3.  基礎文型を活用して挨拶や自己紹介、簡単な日常会話ができる。

パワーポイントと視聴覚資料を用いた講義形式を基本とするが、４技能（聞く・読む・話す・書く）をバランスよく身に付けるため、様々な練習とペ
ア・グループ学習を行う。ハンドアウト（配布印刷物）を教材で使用し、進み具合に合わせて配布する。
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課題に対するフィードバックの方法

次回の授業時に解説を行う。質問や感想などは随時受け付けて課題と同様、次回の授業に回答する。

授業計画 学習内容

担当教員

母音字②（二重母音）について学ぶ。

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

➀ ガイダンス（授業の流れ、履修上の留意事項、成績評価
など）を実施する。
② ハングル文字の仕組み及び母音字➀（単母音）につい
て学ぶ。

韓国語の特徴について調べた
後、日本語との共通点と相違点
を考える（90分）。

学んだ母音字を暗記する（90分
）。

第2回

母音字①を再復習したうえで、
母音字②について予習する（90
分）。

学んだ母音字を暗記する（90分
）。

第3回

子音字➀（カ、サ、タ、ナ行の子音字に類似）について学ぶ
。

全ての母音字を再復習したうえ
で、子音字➀について予習する
（90分）。

学んだ子音字を暗記する（90分
）。

第4回

子音字②（ハ、パ、マ、ラ、チャ行の子音字に類似）につい
て学ぶ。

子音字①を再復習したうえで、
子音字②について予習する（90
分）。

学んだ子音字を暗記する（90分
）。

第5回

➀ パッチム（「ン、ル、ッ」に類似）について学ぶ。
② 仮名のハングル表記法に基づいて日本の人名・地名を
書く。

全ての子音字を再復習したうえ
で、学習内容を予習する（90分）
。

パッチムの種類及び発音法を暗
記する（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

漢数詞の数え方とそれに付く助数詞について学ぶ。

担当教員

第6回

➀ 発音変化規則「連音化」を理解し、単語と文章に適用し
て読む。
② 助詞（「は、が、を 」など）について学習する。

母音字、子音字、パッチムを総
復習した後、学習内容を予習す
る（90分）。

学習内容を復習する（90分）。

第7回

視聴覚資料を活用して「生きた韓国語」に触れる。これまで
学んできた語彙や表現などの聞取り練習を行うとともに韓
国の文化についても知る。

これまで配布されたハンドアウト
の語例を音読しながらハングル
文字の読み方と連音化規則を
総復習する（120分）。

視聴覚資料に出てきた単語と表
現の表記・発音を復習し、疑問
に思った韓国の文化などがあれ
ば調べる（60分）。

第8回

➀「名詞＋です（か）」について学ぶ。
②  ①の文型を用いて自己紹介をする。  
③「名詞＋ではありません」について学習する。

学習内容を予習した後、新出語
彙を覚える（90分）。

学習内容を復習する（90分）。

第9回

➀ 存在の有無を表す表現について学ぶ。
② 位置を表す表現について学習する。

学習内容を予習した後、新出語
彙を覚える（90分）。

学習内容を復習する（90分）。

第10回

学習内容を予習した後、1～10、
100、1,000、10,000 の漢数詞の
発音と綴りを暗記する（90分）。

授業中に解いた問題を復習後、
スムーズに発音できるようになる
まで反復練習を行う（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

固有数詞の数え方とそれに付く助数詞について学ぶ。

担当教員

担当教員

へヨ体②（パッチム無しとその他のタイプ）について学ぶ。

担当教員

依頼表現について学ぶ。

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

学習内容を予習した後、1～10、
20 の固有数詞の発音と綴りを暗
記する（90分）。

授業中に解いた問題を復習後、
スムーズに発音できるようになる
まで反復練習を行う（90分）。

第12回

➀ へヨ体➀（パッチム有りのタイプ）について学ぶ。
② 否定表現について学習する。

学習内容を予習した後、新出語
彙を覚える（90分）。

学習内容を復習した後、パッチ
ム有りのへヨ体の作り方を暗記
する（90分）。

第13回

学習内容を予習した後、新出語
彙を覚える（90分）。

学習内容を復習した後、パッチ
ム無し・その他のへヨ体の作り方
を暗記する（90分）。

第14回

へヨ体の全パターンの作り方を
総復習した後、学習内容を予習
する（90分）。

依頼表現の作り方と授業中に練
習した例文を暗記する（90分）。

第15回

今学期の学習内容を総まとめした後、到達度確認テストを
実施する。

今学期の学習内容を復習しなが
ら理解が足りていない箇所をチ
ェックしておく（120分）。

今学期の学習内容を総復習す
る（60分）。
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100 授業態度（１０％）、課題・小テスト（３０％）、学期末試験（６０％）で総合的に評価する。

その他 0

教科書

なし。

参考文献

必要に応じて紹介する。

履修条件・留意事項等

欠席・遅刻を避け、授業に積極的に参加してください。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 朝鮮語Ⅱ ナンバリング 3272

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 朴　權浩

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次前期科目「朝鮮語Ⅰ」の発展科目である。

この授業は「朝鮮語Ⅰ」に続き、初級レベルの朝鮮語を総合的に学ぶ。ハングル文字表記に慣れ、その音韻体系と基本的な音韻規則を理解し
、朝鮮語の基本文法や語句を使って、日常生活における出来事や考えを簡単に表現できるようになる。韓国からの観光客へのおもてなし表現
や、韓国旅行で役に立つトラベルフレーズなど、実践的な朝鮮語コミュニケーションを基本文型で表現できるようになることを目指す。

朝鮮語の基礎文法の学習を通じた基本的な文書の読解と作文能力を身につける。
大きい声で練習することによって発音の規則に習熟し、また多様な場面での会話の練習を通じて状況に応じた基本的なコミュニケーションと日
常の会話の能力を身につける。
ハングル能力試験４〜５級合格程度の能力を身につける。

授業は、前期に学習した正確な読み書きと基本会話を基礎にして朝鮮語の基礎的な文法や文型を会話を通じて学んでいく。学生一人ひとりの
学習レベルと状況にあわせた実践の会話練習を通じて全員が積極的にまた楽しく朝鮮語を学んでいくことができるように指導する。
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課題に対するフィードバックの方法

課題の提出方法、フィードバック方法については、授業開始時に具体的に提示する。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

固有語数詞と漢字語数詞の使い分け

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

前期の朝鮮語Ⅰの総括復習
①子音と母音、パッチムの発音
②〜ます、です形と否定文など

朝鮮語Ⅰの総括的な復習をす
る。（９０分）

朝鮮語Ⅰの総括的な復習をす
る。（９０分）

第2回

動詞〜ますと形容詞の〜ですの格式表現〜ㅂ니다/
と습니다

名詞のですの表現〜ㅂ니다/ の活用。입니다

動詞〜ますと形容詞の〜ですの
格式表現〜ㅂ니다/ と습니다
名詞のですの表現〜ㅂ니다/

の活用を事前に把握す입니다
る。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第3回

動詞〜ますと形容詞の〜ですの非格式表現〜어/ と아요
名詞のですの非格式表現〜예요/ の活用。이에요

動詞〜ますと形容詞の〜ですの
非格式表現〜어/ と아요
名詞のですの非格式表現〜
예요/ の活用を事前に把이에요
握する。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第4回

固有語数詞と漢字語数詞の使
い分けを事前に把握する。（９０
分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第5回

５W1Hの疑問文の練習 ５W1Hの疑問文を事前に把握
する（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

動詞と形容詞の過去時制：格式の表現〜 았/ と었습니다
非格式の表現〜 았/ と    었어요
名詞の過去時制：格式の表現〜였습니다/ と이었습니다
非格式の表現〜 였어요/ の活用。이었어요

動詞と形容詞の過去時制：格式
の表現〜 았/ と非格었습니다
式の表現〜 았/ と    었어요
名詞の過去時制：格式の表現〜
였습니다/ と非格式이었습니다
の表現〜 였어요/ の이었어요
活用を事前に把握する。（９０分
）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第7回

動詞と形容詞の敬語：〜(으)십니다/〜(으) と세요
名詞の敬語：〜 ・〜 이십니다 이세요/ 〜 ・ 〜십니다 세요
の活用。

動詞と形容詞の敬語：〜(으)
십니다/〜(으) と세요
名詞の敬語：〜 ・〜 이십니다
이세요/ 〜 ・ 〜 の십니다 세요
活用を事前に把握する。（９０分
）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第8回

動詞と形容詞の敬語の過去時制：〜(으)셨습니다/〜(으)
と셨어요

名詞の敬語の過去時制：〜(이)셨습니다/(이) の活셨어요
用。

動詞と形容詞の敬語の過去時
制：〜(으)셨습니다/〜(으)

と셨어요
名詞の敬語の過去時制：〜(이)
셨습니다/(이) の活用を셨어요
事前に把握する。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第9回

確認の〜でしょう？・〜よね？の表現：〜 と지요
逆接の〜が・〜けれどもの表現：〜 の活用지만

確認の〜でしょう？・〜よね？の
表現：〜 と지요
逆接の〜が・〜けれどもの表現：
〜 の活用を事前に把握す지만
る。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第10回

希望の〜したいですの表現：〜  と고싶어요
第三者の希望〜したがっていますの表現：〜  고싶어해요
の活用。

希望の〜したいですの表現：〜
 と고싶어요

第三者の希望〜したがっていま
すの表現：〜  の活고싶어해요
用を事前に把握する。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）
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担当教員

助詞のまとめ：助詞の役割と種類。

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

名詞の否定形 〜이/  ・〜가아닙니다 이/  と가아니에요
動詞・形容詞の否定形  〜안 ㅂ/ と   〜습니다 안 아/ ・어요
〜  と〜  の活用。지않습니다 지않아요

名詞の否定形 〜이/  가
・〜아닙니다 이/  と가아니에요

動詞・形容詞の否定形  〜안 ㅂ
/ と   〜습니다 안 아/ ・〜  어요 지

と〜  の活用않습니다 지않아요
を事前に把握する。（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第12回

助詞を事前に把握する。（９０分
）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第13回

位置や存在を表す表現の있다/ の活用。없다 位置や存在を表す表現있다/
の活用を事前に把握する。없다

（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第14回

自己紹介の練習：１３回の授業で学んだ基礎表現を使って
自己紹介の練習をする。

自己紹介文を事前に作成する。
（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）

第15回

Ⅰグループ・Ⅱグループ・Ⅲグループの表現と規則・不規
則活用

Ⅰグループ・Ⅱグループ・Ⅲグ
ループの表現と規則・不規則活
用を把握する（９０分）

当日の内容を復習する。（９０分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 授業中に小テストの実施、また課題提出や発表などの参加度を総合的に評価する。

その他 0

教科書

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

（『できる韓国語 初級 Ⅱ（新装版）』/ 李志暎 /  アスク）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 フランス語Ⅰ ナンバリング 3281

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Nicolas Jegonday

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし。

実務経験のある教員の教育内容

札幌アリアンス・フランセ－ズ院長。フランスやフランス語圏について幅広い知識を有している。この経験を活かして授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次後期科目「フランス語Ⅱ」の基礎となる科目である。

この授業は、フランス語を初めて学ぶ学生を対象とし、フランス語の初歩を習得する。まずフランス語のアルファベット、母音字、子音字など発音
の規則を習得し理解できるようになる。次に、フランス語の文法の基礎である、名詞の性と数、冠詞、人称代名詞、動詞の活用や形容詞の位置
、基本文型、否定文、疑問文などの習得を目指す。世界の広い範囲の国や地域で使用され、国連公用語であるフランス語の表現になれ親しみ
、フランス語の簡単な会話ができることでフランス語を使う楽しさを体験する。

1) フランス語で自己紹介ができる。 
2) 簡単な日常会話ができる。 
3) フランス語の単語を読めるようになる。 
4) フランスやフランス語圏の文化に触れる。 
5) 基礎的な文法を身につける

授業は参加型で行います。言葉は使いながら覚える。ほぼ毎回ペアーで練習してから、発表をする。比較的にゆっくり進みますが、復習は欠か
せません。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業が始まる前に直接教員に聞く。

授業計画 学習内容

アルファベットと自己紹介

担当教員

簡単な挨拶を習って、練習をする。

担当教員

簡単な挨拶を習って、練習をする。

担当教員

疑問文を覚えて、相手に質問をする。

担当教員

数字を覚えて自分の年齢を伝える。

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

0分 復習：180分

第2回

復習：90分 復習：90分

第3回

復習：90分 復習：90分

第4回

復習：90分 復習：90分

第5回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

三人称を習って、同級生を紹介する。

担当教員

担当教員

担当教員

家族に関する表現を習う。

担当教員

第6回

フランスの地理を習って、大都市の位置と読み方を覚える
。

復習：90分 復習：90分

第7回

復習：90分 復習：90分

第8回

動詞etre,avoir,habiter,parler。 復習：90分 復習：90分

第9回

好きなこと・苦手なことを伝える。動詞
aimer,adorer,detester。

復習：90分 復習：90分

第10回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

家族についてはなす。

担当教員

持ち物に関する表現を習って、鞄や財布の中身を伝える。

担当教員

曜日、月、時間に関する表現を覚える。

担当教員

担当教員

まとめと振り返り

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

復習：90分 復習：90分

第12回

復習：90分 復習：90分

第13回

復習：90分 復習：90分

第14回

動詞vouloir,pouvoir. 出来ること、してみたいことを伝える。 復習：90分 復習：90分

第15回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 授業内の課題・参加度・出席態度を総合的に評価します。

その他 0

教科書

参考文献

特になし。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

場面で学ぶフランス語１［三訂版］高橋百代 著/ Nicolas JEGONDAY 著/ 林宏和 著
三修社
ISBN：978-4-384-22055-1 C1085
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 フランス語Ⅱ ナンバリング 3282

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Nicolas Jegonday

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし。

実務経験のある教員の教育内容

札幌アリアンス・フランセ－ズ院長。フランスやフランス語圏について幅広い知識を有している。この経験を活かして授業を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、グローバル社会の中で、世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次前期科目「フランス語Ⅰ」の発展となる科目である。

この授業は、「フランス語I」に続き、フランス語の発音の規則に慣れ、文法の基礎を学習することを通して、フランス語の理解と表現に欠かせない
基礎を習得する。学習した単語や文法知識を用いて、簡単な内容の短い文章や会話を理解できることを目指す。また、フランス語の短い会話
や文章を、正しい発音で読んだり話したりを練習し、フランス語の基本文法や語句を使って、簡単な内容を表現できるようになる。また、フランス
語の学習を通してフランス語圏の文化や社会への理解を深める。

1,会話の中でよく使う動詞の活用を習得する。
2,過去、未来時制の表現を理解し応用できる。
3,日常の会話を楽しむことができる。

授業は参加型で行います。言葉は使いながら覚える。ほぼ毎回ペアーで練習してから、発表をする。比較的にゆっくり進みますが、復習は欠か
せません。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業が始まる前に直接教員に聞く。

授業計画 学習内容

フランス語Ⅰで習ったことを復習する。

担当教員

一日の行動に関する表現を習う。

担当教員

自分の行動を伝える。相手の行動を聞く。

担当教員

過去形を習う。複合過去。

担当教員

過去の出来事を伝える。半過去。

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

復習：90分 復習：90分

第2回

復習：90分 復習：90分

第3回

復習：90分 復習：90分

第4回

復習：90分 復習：90分

第5回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

フランス映画鑑賞。

担当教員

未来形を習う。

担当教員

予定を伝える。

担当教員

食に関する単語うを習う。部分冠詞。

担当教員

食生活について話す。

担当教員

第6回

復習：90分 復習：90分

第7回

復習：90分 復習：90分

第8回

復習：90分 復習：90分

第9回

復習：90分 復習：90分

第10回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

カフェやレストランで使う表現を習う。ロールプレー。

担当教員

天気に関する単語を習う。

担当教員

天気についてはなす。

担当教員

街や大学に関する表現を習う。道案内をする。

担当教員

まとめ。

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

復習：90分 復習：90分

第12回

復習：90分 復習：90分

第13回

復習：90分 復習：90分

第14回

復習：90分 復習：90分

第15回

復習：90分 復習：90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 授業内の課題・参加度・出席態度を総合的に評価します。

その他 0

教科書

参考文献

特になし。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

場面で学ぶフランス語１［三訂版］高橋百代 著/ Nicolas JEGONDAY 著/ 林宏和 著
 三修社
ISBN978-4-384-22055-1 C1085
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ロシア語Ⅰ ナンバリング 3291

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 鈴木　理奈

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

該当なし。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに，グローバル社会の中で，世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力，世界と繋がるために地域社会を理解し，その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次後期科目「ロシア語Ⅱ」の基礎となる科目である。

この授業は，ヨーロッパ言語のなかでも英語とは多くの点で異なるロシア語を学び，言語の多様性を知ることを目的とする。ロシア語のアルファベ
ットを書き，発音することから始め，簡単な文章を読み，辞書を用いて意味を理解できるようになる。まず，ロシア語の文字の形を理解し，個々の
文字が示す音，および単語における発音の法則，イントネーションの規則を覚えて，文を音読できるように，アクセントと発音練習が中心になる
が，基本文型を使って日常生活の基本的表現が言えるようになる。

ロシア語の基礎的学習をふまえて，1. 基本的な単語や文を聞き取れる，2. 単純な文を読んで内容が分かる，3. 簡単な語句や文を使って初歩
的な応答ができる，4. 簡単な文章を書ける

板書やパワーポイントを用いて講義形式で進める。
配布印刷物および視聴覚メディア（DVD，CDなど）の補足教材も活用し説明を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

ロシア語学習への導入

担当教員

アルファベット，単語の読み方

担当教員

アルファベット，文字の書き方

担当教員

担当教員

担当教員

フィードバックとして，理解度確認テストを回収後，解答の解説を行う。 
レポート課題は，提出後にコメントを返す。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

シラバスに目を通して，教科書
p8-10「ロシア語ってどんなこと
ば？」を読んでおく（90分）

授業で学習したロシアの言語や
文化について復習しておく（90
分）

第2回

教科書p11－14のアルファベット
と発音の特徴に目を通しておく（
90分）

授業で学習したアルファベットの
発音と単語の読み方を復習して
おく（90分）

第3回

教科書p15の新出単語に目を通
しておく（90分）

授業で学習した文字の書き方を
復習しておく（90分）

第4回

文字と発音，発音の規則(母音の弱化） 教科書p21の新出単語に目を通
しておく（90分）

授業で学習した発音の規則を復
習しておく（90分）

第5回

文字と発音，発音の規則(子音の同化），挨拶表現 教科書p16－17の新出単語に目
を通しておく（90分）

授業で学習した発音の規則を復
習しておく（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

名詞の性（男性・女性・中性名詞）

担当教員

名詞の複数形

担当教員

担当教員

第6回

第1課 簡単な平叙文「～は～です」，疑問文「これは誰で
すか」「これは何ですか」

教科書p18－19の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した単語と表現を復
習しておく（90分）

第7回

第2課 簡単な否定文「～は～ではない」，疑問文「～は～
ですか」，人称代名詞

教科書p22－23の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した単語と表現を復
習しておく（90分）

第8回

教科書p35の新出単語と説明に
目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第9回

教科書p47の新出単語と説明に
目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第10回

第3課 所有代名詞「私の，あなたの」など，指示代名詞「こ
の」

教科書p28－29の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

授業まとめ，練習問題

担当教員

達成度確認テスト，解説

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

第4課 形容詞「新しい，古い」など 教科書p32－33の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第12回

第5課 動詞の第1変化「読む，知る」など 教科書p40－41の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第13回

第6課 動詞の第2変化「話す，見る」など 教科書p44－45の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第14回

教科書p18－49練習問題の新
出単語，p38－39「単語力アップ
」「表現力アップ」に目を通して
おく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第15回

教科書p11－49で学習した単語
，表現，文法事項を復習してお
く（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を確認し復習しておく（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

「ニューエクスプレスプラスロシア語」黒田龍之助 著（白水社）

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業内で実施する達成度確認テスト，授業への参加態度，出席態度，授業内の課題、授業内
レポートなど

辞書は，「パスポート初級露和辞典」米重文樹編/ウラジーミル・タヴリーノフ協力（白水社）を推奨する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　共通外国語

科目名 ロシア語Ⅱ ナンバリング 3292

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 鈴木　理奈

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

該当なし。

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに，グローバル社会の中で，世界の人々と
共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力，世界と繋がるために地域社会を理解し，その活性化に向けて
発信できる国際感覚を身につける科目である。3年次前期科目「ロシア語Ⅰ」の発展となる科目である。

この授業は，「ロシア語Ⅰ」に続き，ロシア語の文字に慣れ，簡単な文章を読み，短い文章が書けるようにロシア語の初級基礎文法を習得する。
ロシア語の短い文章を，正しい音声の音読と精読で演習し，そのトピックに関する意見を簡単に表現できる力を身に付ける。ロシア語学習ととも
にロシアの生活習慣や文化についても学び，北海道とロシアの共通と異なりへの理解を深めていく。

ロシア語の基礎的学習をふまえて，1. 基本的な単語や文を聞き取れる，2. 単純な文を読んで内容が分かる，3. 簡単な語句や文を使って初歩
的な応答ができる，4. 簡単な文章を書ける

板書やパワーポイントを用いて講義形式で進める。
配布印刷物および視聴覚メディア（DVD，CDなど）の補足教材も活用し説明を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

格変化について

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

フィードバックとして，理解度確認テストを回収後，解答の解説を行う。 
レポート課題は，提出後にコメントを返す。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

シラバスに目を通して，教科書
p62「格について」を読んでおく（
90分）

授業で学習したロシアの言語的
特徴について復習しておく（90
分）

第2回

第7課 ся動詞，前置詞と前置格，名詞の前置格(場所の
表現,～について)，人称代名詞の前置格

教科書p50－51の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第3回

第8課 所有の表現，命令形 教科書p54－55の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第4回

第9課 名詞の対格（直接目的），人称代名詞の対格 教科書p60－61の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第5回

第10課 名詞の対格(行き先の表現)，運動の動詞 教科書p64－65の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）
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練習問題，挨拶表現，文法チェック

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

教科書p50－69練習問題の新
出単語，p70－71「単語力アップ
」「表現力アップ」，p72－75の新
出単語に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第7回

第11課 動詞の過去形，場所の表現，「勉強する」の表現 教科書p76－77の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第8回

第12課 動詞「быть」の過去形，天候の表現 教科書p80－81の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第9回

第13課 動詞「быть」の未来形，病気の表現，動詞の
不規則変化

教科書p86－87の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第10回

第14課 名詞の生格(所有，所属，否定)，人称代名詞の生
格

教科書p90－91の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

授業まとめ，練習問題

担当教員

達成度確認テスト，解説

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

第15課 名詞の与格（間接目的），人称代名詞の格変化，
許可の表現

教科書p98－99の新出単語と本
文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第12回

第16課 名詞の造格（手段，前置詞с），人称代名詞の造
格，必要の表現

教科書p102－103の新出単語と
本文に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第13回

第17課 名詞の対格（活動体名詞），個数詞 教科書p96－97「単語力アップ」
「表現力アップ」，p118－119の「
単語力アップ」「表現力アップ」
の新出単語に目を通しておく
（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第14回

教科書p76－107練習問題の新
出単語に目を通しておく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を復習しておく（90分）

第15回

教科書p50－110で学習した単
語，表現，文法事項を復習して
おく（90分）

授業で学習した表現や文法事
項を確認し復習しておく（90分）
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100

その他 0

教科書

「ニューエクスプレスプラスロシア語」黒田龍之助 著（白水社）

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業内で実施する達成度確認テスト，授業への参加態度，出席態度，授業内の課題、授業内
レポートなど

辞書は，「パスポート初級露和辞典」米重文樹編/ウラジーミル・タヴリーノフ協力（白水社）を推奨する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 世界と北海道 ナンバリング 1500/3504

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての専門知識を身につける。世界各地域の活性化につながるための異文化コミ
ュニケーション能力を身につける。グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケー
ション能力を備えていく。世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚も身につける。北海道、日本及び世
界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につける。（思考・判断・表現）
地域未来学科のディプロマポリシー「地域の歴史や文化、多様な資源の価値を深く理解し、新たな価値を創造することにより、持続可能な社会
を実現し、次代へ発信・継承することができる（知識・技能）。」ことと特に関係する科目である。

地域の歴史や文化、多様な資源の価値を深く理解し、新たな価値を創造することにより、持続可能な社会を実現し、次代への発信・継承するこ
とができる。グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や教官力を備えている。世界とつながるために地域社
会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析
能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につけている。
本科目は、私たちが暮らす北海道と世界がどのようにつながっているかの理解を深め、北海道に関する知識を深めていく科目である。北海道の
主力産業である第一次産業の産品は今や世界の高級ブランドとして消費され、北海道には世界中から観光客が訪れるようになった。また外国
人居住者も増加しており、北海道のグローバル化の現状について、学生は様々な分野の統計や詳細データを収集し、その資料を多角的な視
点で分析し、データの裏付けから現状と課題を映し出す手法を身に付ける。

1.北海道と世界のつながりを、観光の視点から述べることができるようになる。
2.前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力を身につける。
3.PBL学習（Project/Problem Based Learning)について論じることができるようになる。
4.北海道について知るための統計やデータの収集方法を身につける。
5.データの初歩的な分析方法を身につける。
6.北海道全体と地域の問題を述べることができるようになる。
7.地元学を理解し、課題解決の手法を身につける。

パワーポイントと配布資料などを使用し講義を進める。また、授業ごとに編成するチームでのグループワークやプレゼンテーションなども行って
いく。

資料提示や情報収集のために、スマートフォンなどを使用する場合がある。本学が推奨するものや、zoomなども取り入れていく。

観光や広告業界で約20年間の実務経験があり、ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけで
なく、ビジネスの場における実践的内容の指導も行う。
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション（授業の進め方）
この講義における授業の進め方・評価の方法・習得できる
内容が理解できるようになる

世界の人口、世界各国の人口、
日本の人口、日本各都道府県
の人口、北海道の人口、北海道
各市町村の人口を調べておくこ
と（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第2回

北海道の戦略と取り組みⅠ
→世界水準の価値創造空間を目指す開発計画について
の把握（統計やデータの収集）

「北海道総合開発計画」につい
て調べておくこと（90分）＊詳しく
は前の授業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第3回

北海道の戦略と取り組みⅡ
→世界水準の価値創造空間を目指す開発計画と、北海道
グローバル戦略についての把握（統計やデータの収集）

「北海道グローバル戦略」指定
箇所について調べておくこと（90
分）＊詳しくは前の授業内で伝
えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第4回

北海道の戦略と取り組みⅢ
→北海道グローバル戦略についての把握（統計やデータ
の収集）

「北海道グローバル戦略」指定
箇所について調べておくこと（90
分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第5回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅰ
→地域資源カードの作成法

「地元学」について調べておくこ
と（90分）＊詳しくは前の授業内
で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

第6回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅱ
→モノ（自然）についての考察
＊情報の質と数を高めていく

北海道内のモノ（自然）について
調べておくこと（90分）＊詳しくは
前の授業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第7回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅲ
→モノ（他）についての考察
＊情報の質と数を高めていく

北海道内のモノ（他）について調
べておくこと（90分）＊詳しくは前
の授業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第8回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅳ
→コト（イベント）についての考察
＊情報の質と数を高めていく

北海道内のコト（イベント）につ
いて調べておくこと（90分）＊詳
しくは前の授業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第9回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅴ
→コト（他）についての考察
＊情報の質と数を高めていく

北海道内のコト（他）について調
べておくこと(90分）＊詳しくは前
の授業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第10回

主要施策の「観光」についての分析と把握Ⅵ
→ヒトについての考察
＊情報の質と数を高めていく

北海道内のヒトについて調べて
おくこと（90分）＊詳しくは前の授
業内で伝えます

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

地域資源カードを使った課題解決の検討Ⅰ
→北海道各地域の、強みや弱みを考えていく
＊目的、目標、手段の違いを明確にする
＊情報収集、分析、課題解決などの初歩的なフレームワー
クを理解し、実践できるようにする

SWOT分析について調べておく
こと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第12回

地域資源カードを使った戦略立案Ⅱ
→情報発信手段について考えていく
＊目的、目標、手段の違いを明確にする
＊情報収集、分析、課題解決などの初歩的なフレームワー
クを理解し、実践できるようにする

考えられる情報発信手段につい
て調べ事前提出すること（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第13回

地域資源カードを使った戦略立案Ⅲ
→恵庭市についての考察
＊目的、目標、手段の違いを明確にする
＊情報収集、分析、課題解決などの初歩的なフレームワー
クを理解し、実践できるようにする

恵庭市の取り組みについて調べ
ておくこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第14回

地域資源カードを使った戦略立案Ⅳ
→恵庭市周辺地域の考察
＊目的、目標、手段の違いを明確にする
＊情報収集、分析、課題解決などの初歩的なフレームワー
クを理解し、実践できるようにする

恵庭市周辺の市町村の取り組
みについて調べておくこと（90分
)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第15回

これまでの講義の振り返りと最終レポート
→チーム編成をして、これまでの振り返りのためのディスカ
ッションと発表を行う
→最終レポート提出

これまでの授業内容を復習して
おくこと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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0

その他 0

教科書

教科書はなし。講義資料等については各回で随時配布。

参考文献

授業ごとに紹介していく。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業は、グループワークを中心に構成しているため、遅刻は原則欠席扱いとする。ただし、本学の規定に沿った理由で遅刻となる場合は、用紙
などを添えて提出すれば出席とする。詳細はオリエンテーション時に報告する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 ニセコ国際研修 ナンバリング 1510

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 2

担当教員

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

「オリエンテーション」「事前研修」「実施研修／インターンシップ（フィールドワークや地域交流なども含む）」「事後研修」の４方式で行う。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

青　晴海、渡部　淳、矢部　玲子、渡部　俊弘、小山田　健、Richardson Peter、Walzem Allen George、宮本　融、釣　晴彦、巫　靚

就業体験をとおして、国際的な感覚や社会人として必要な知識やスキルを身につける。その過程で、自己に足りない弱みや強みを自覚し、２年
時以降に向けた新たな目標設定を行う機会とする。また、これまで各授業で学んだ知識やスキルを、実践の場で活用していく。そのことで、世界
と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての専門知識を身につける。北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報
処理や分析能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につける。世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信で
きる国際感覚も身につける。

この研修は、国際リゾート地として有名なニセコをはじめ、ルスツ、キロロなど、外国人観光客や外国人居住者が多い北海道の国際化推進地域
において、インターンシップと国際交流、そして地域交流などを融合させた、異文化体験や地域社会の多様性の理解を促進するものである。国
内での研修ではあるが、研修内容は多言語・多国籍の人々と英語をリンガフランカとして用いることから国際研修と称する。身近な地域にある北
海道と世界のつながりや、北海道の新しい社会的多様性に触れながら、体験型の学びを行うことを目的としている科目である。

・実際の就業の現場を知り、働くとはどういうことなのかが討議できるようになる。
・社会人として必要な責任感やビジネスマナーを実践をとおして身につける。
・これまで習得してきた語学などの様々な知識などを、実践の場で使用できるようになる。
・研修する地域の現状と課題について討議できるようになる。
・研修やグループワークを通じ、多様な価値を受け止め、他者を理解する力を身につける。また、自己に足りない弱みや強みを自覚し、２年時以
降に向けた新たな目標設定が出来るようになる。

Google classroomを活用し、事前事後の報告・連絡や、課題の出題・回収等を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小山田　健、宮本　融

担当教員 小山田　健、宮本　融

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

[オリエンテーション]
・ニセコ国際研修について
・受入エリアについて
・受入先について

インターンシップとは、何を学ぶ
ために行うのかを各自が考え調
べておくこと（90分）

研修を希望する受入先を検討し
、指定する期日までに提出する
こと。提出の際は、その受入先を
、なぜ希望するのかの理由も書
いてもらう。（90分）

第2回

[オリエンテーションⅡ]
・受入先について
・今後のチーム編成発表
・チーム面談
→受入先やチーム編成は、決定後も変更になる場合も有り
。また、面談は、複数の日付にわけて行う場合も有り。

実施研修をとおし、自分が受入
先から怒られるかもしれないこと
や、褒められるかもしれないこと
を想像し、書き出しておくこと（90
分)

決定した受入先と、そのエリアに
ついて調べておくこと（90分）

第3回

[事前研修Ⅰ]
～受入先、受入先エリア、社会人に必要な能力について
理解する①～
・受入先について
・受入先のエリアについて
・社会人に必要な知識について
・その他
→編成したチームメンバーの一人一人に各役割を与え、こ
ちらが与えるテーマについて調べてもらう。そのテーマを、
他のチームメンバーにも共有した上でブラッシュアップし、
まとめたことを発表する。

チームで活動にするにあたって
、自分が取るべき行動で重要だ
と思うことを書き出しておくこと。
また、チームでの活動の意欲を
低減させたり迷惑をかける行為
について、考えられることも、書
き出しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

矢部　玲子、小山田　健、Richardson Peter、宮本　融、釣　晴彦

第4回

[事前研修Ⅱ]
～受入先、受入先エリア、社会人に必要な能力について
理解する②～
・受入先について
・受入先のエリアについて
・社会人に必要な知識について
・その他
→事前研修Ⅰのブラッシュアップ
→事前研修Ⅱでは、受入先の方に、事前のレクチャーを行
っていただく予定。ただし、コロナ禍であるため、日程や順
序等が変更する場合も有り。

学生と社会人の違いについて、
考えられることの全てを書き出し
ておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

矢部　玲子、小山田　健、Richardson Peter、宮本　融、釣　晴彦

第5回

[事前研修Ⅲ]
～何を学びに行くのかを明確にする～
・実施研修（インターンシップ）に向けた目標の設定
・研修についての最終説明
→「学びたいこと」「身につけたいこと」「伸ばしたい能力」に
ついて目標の設定を行う。

実施研修（インターンシップ）で
、自分が何を学びたいのかを考
え抜いておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

小山田　健、Richardson Peter、宮本　融、釣　晴彦、巫　靚
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員 小山田　健、宮本　融、巫　靚

第6回

[実施研修／インターンシップ]
１日目／移動、実施研修準備
２日目／実施研修
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

渡部　俊弘、小山田　健、Walzem Allen George、宮本　融

第7回

[実施研修／インターンシップ]
３日目／実施研修
４日目／実施研修
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

矢部　玲子、渡部　俊弘、小山田　健、Walzem Allen George、宮本　融

第8回

[実施研修／インターンシップ]
５日目／実施研修・地域交流
＊地域交流については日程が前後する場合があります
６日目／実施研修・グループワーク
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

渡部　淳、矢部　玲子、小山田　健、Walzem Allen George、宮本　融

第9回

[実施研修／インターンシップ]
７日目／休
８日目／実施研修
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

小山田　健、Walzem Allen George、巫　靚

第10回

[実施研修／インターンシップ]
９日目／実施研修
１０日目／実施研修
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）
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担当教員 小山田　健、宮本　融、巫　靚

担当教員 小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

[実施研修／インターンシップ]
１１日目／実施研修
１２日目／休（個人ワーク）
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

第12回

[実施研修／インターンシップ]
１３日目／実施研修
１４日目／実施研修終了、移動
＊詳しい内容については、オリエンテーション時に報告す
る。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

第13回

[事後研修Ⅰ]
～チームでのグループワーク～
・地域課題の解決法についてのグループワーク→事後研
修Ⅲの発表の準備。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

第14回

[事後研修Ⅱ]
～チームでのグループワーク～
・地域課題の解決法についてのグループワーク→事後研
修Ⅲの発表の準備。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

第15回

[事後研修Ⅲ]
～チーム及び個人の発表、最終レポート～
・地域課題の解決法についての発表／チーム
→プレゼンテーションと講評。
・研修の報告とこれまでの振り返り／個人
→一人一人に最終報告をプレゼンテーションいただく。方
法については、事後研修Ⅰの際に伝える。
・最終レポートの作成と提出／個人
→内容については当日伝える。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）

渡部　淳、矢部　玲子、渡部　俊弘、小山田　健、Richardson Peter、Walzem Allen George、宮本　融、青　晴海、釣　晴彦、巫　靚
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80

その他 20 最終レポート（レポートのテーマについては、当日伝える）

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

実習態度、実習日誌、実習報告書、報告会発表、受入先企業等からの評価などにより総合的
に評価する。

「インターンシップ研修」の際に、受入先などへ迷惑をかける行為を行った場合は、途中であっても帰宅させ、受講の取り消しをする場合がある。
また、「事前研修」「インターンシップ研修（フィールドワークや地域交流など）」「事後発表会」において、チームメンバーへ迷惑をかける行為を行
った場合も同様である。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 アウトドア・ツーリズム研修 ナンバリング 1520

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 2

担当教員 小山田　健、小西　正人、宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

オリエンテーション時に説明する。

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシー、世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての専門知識を身につける。北海道、日本及び
世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につける。世界各地域の活性化につなが
るための異文化コミュニケーション能力を身につける。グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前
向きなコミュニケーション能力を備える。世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚も身につける。問題解
決のために必要な情報を収集分析し、適切な判断を主体的に下すことができる（思考・判断・表現）科目とする。

この授業は、集中講義と研修で北海道の観光産業におけるアウトドアスポーツ観光の開発とその観光プロモーションを考えていく。訪日外国人
観光客の旅行目的は多様化しており、体験型テーマ旅行の提供が求められているが、北海道はスキー、スノーボードなど、冬季のスポーツを楽
しめる場所としては海外でも知名度が高い。近年は、グリーンシーズンのアウトドア・スポーツはニセコ、富良野、キロロなどでのラフティングやカ
ヌー、ハイキング、登山、ゴルフで外国人観光客誘致が活発化しているが、その英語・中国語のガイドやインストラクターが不足している。ここで
は、近い将来、アウトドア観光の担い手となる二言語併用人材育成として、ニセコ等でのアウトドア・アクティビティのガイド体験を行う。

・アウトドアスポーツの体験を通し、その魅力を把握する。
・体験したアウトドアスポーツのなりえるターゲットについて考えることができるようになる。
・新しいアウトドア体験プログラムのツアー開発や、そのプロモーションができるようになる。
・チームビルディングを理解し、実践をとおして、チームで働く力を身につける。また、その過程で、自らが主体性を持って前に進める力や、考え
抜く力も身につけていく。
・問いや仮説を立てて現状を分析し、課題解決案を考える力を身につける。
・PBL学習（Project/Problem Based Learning)について理解する。

「事前研修」「実施研修」「事後研修」の３つの方式で行う。

＊「実施研修」や「事後研修」は、PBL（Project/Problem Based Learning)方式で行う。そして、編成するチームでグループワークを重ね、新しい
アウトドアスポーツの開発やプロモーション方法を考え、プレゼンテーションを行う。

観光や広告業界で約20年間の実務経験があり、ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけで
なく、ビジネスの場における実践的内容の指導も行う
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

〇オリエンテーション
→この科目で何を学ぶのか、授業の進め方や日程につい
て

アウトドアスポーツには、たくさんの種類のものがありますの
で、運動が苦手でも気軽に楽します。
1年後期にはニセコ国際研修、2年前期には海外国際研修
の全員必修の学外学修が控えていますので、
この科目は、その準備科目の位置づけでもあります。北海
道の大自然で、北海道を知り、仲間を知り、
たくさんの方と出会い、関係を深めてほしいと思います。

北海道で行われているアウトドア
スポーツについて調べておくこと
（90分）

全世界で行われているアウトドア
スポーツについて調べておくこと
（90分）

第2回

〇事前研修Ⅰ
→アウトドア・ツーリズムについて
→北海道の観光産業について

北海道のアウトドア資格制度に
ついて調べ、歴史やその科目内
容を調べておくこと。また、オー
バーユースとは何かを調べまと
めておくこと。（90分）

本日の内容の振り返りをしておく
こと（重要点の把握と整理）（90
分）

第3回

〇事前研修Ⅱ
実施研修Ⅰ富良野エリアの把握
実施研修Ⅱ日高エリアの把握

富良野エリアの1市4町1村（富良
野市、上富良野町、中富良野町
、南富良野町、美瑛町、占冠村
）の観光における特徴と、行われ
ているアウトドアスポーツについ
て調べまとめておくこと。また、
日高エリア7町（平取町、日高町
、新ひだか町、新冠町、浦河町
、様似町、えりも町）の観光にお
ける特徴と、行われているアウト
ドアスポーツについてもまとめて
おくこと。（90分）

富良野エリアと日高エリアの観
光の入込状況などを調べ、あな
たなりの分析を行い、エリアの違
いと特色をプレゼンテーションで
きるようにしていくこと。（90分）

第4回

〇実施研修Ⅰ－1／演劇手法で学ぶコミュニケーションプ
ログラム
森の中で五感を使い、演劇で取り入れられる発生方法や
グループワークなどでのコミュニケーション方法を講義・実
践していく。

各自で名刺の内容を考え、20枚
の名刺を作成しておくこと（90分
）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）

第5回

〇実施研修Ⅰー２／早朝プログラム
インバウンドの増加により、朝食前の体験プログラムを求め
るニーズが増えてきている。それに対応するため、各地域
では様々なプログラムを体験するが、富良野市では盆地な
ど自然景観が拝める「熱気球」が人気のため、この現場の
調査と仕事体験を行う。

全国各地の朝の体験プログラム
（アウトドア＋α）を調べ整理して
おくこと（90分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）
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担当教員 小西　正人、小山田　健

担当教員 小西　正人、小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健、宮本　融

第6回

〇実施研修Ⅰー３／ラフティングの仕事体験①
北海道での教育旅行や海外からのお客様に人気のラフテ
ィングの仕事見学と体験（ツアー準備、実施サポート、あと
片付け）の一連の作業を見学、体験していく。

教育旅行のラフティングが実施
され終えるまでに、スタッフが行
う全行程を考え抜き、書き出して
おくこと。また、安心安全に配慮
するために、事前・事後で行わ
れていることについても考えて
おくこと（90分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）

第7回

〇実施研修Ⅰー４／ラフティングの仕事体験②
北海道での教育旅行や海外からのお客様に人気のラフテ
ィングのガイドについて、英語レクチャーいただき、流れが
ゆるやかな川で実践などを行っていく。

ガイドに必要な英単語を整理し
ておくこと（90分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）

第8回

〇実施研修Ⅰー５／農園ハイキングと環境体験プログラム
北海道アウトドア資格制度の科目にあるハイキングには、
様々なフィールドで行われているものがあるが、富良野エリ
アでは、食や環境や自然などを学びながら行えるプログラ
ムが多数ある。「歩く（ハイキング）」＋αの体験を考えるた
め、エリアの幾つかのプログラムの視察や体験を行い、ツア
ーの制作についても考えていく。

富良野エリアの食や、自然（森
や山）について調べ、まとめてお
くこと（90分）

ハイキング＋αのオリジナルツ
アーを考え発表できるようにして
おくこと（90分）

第9回

〇実施研修Ⅰー６／エリアの把握とアウトドア事業者の会
社運営についてを考える
エリア全体のフィールドワークを行った上で、このエリアでア
ウトドア事業を行う会社様より、安心安全への考えや会社
采井についてを学んでいく

夏だけではなく、秋、冬、春に体
験したり行くことができる場所を
事前に調べておくこと（90分）

安心安全も踏まえ、このエリアに
たくさんの大学生が来るための
アウトドアツアーを考えること

第10回

〇実施研修Ⅱー１／文化体験プログラム
平取町二風谷を散策し、チセの見学や狩猟体験を行わせ
ていただきながら、アイヌ文化や衣食住について学んでい
く。

配布資料を読みアイヌ文化につ
いて整理しまとめておくこと（90
分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小山田　健、宮本　融

担当教員 小山田　健

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

〇実施研修Ⅱー２／トレイルライディング
新冠町でのトレイルライディング体験と馬とのお仕事につい
ての把握。

トレイルライディングが行える全
国の場所を調べておくこと。また
、馬とふれあうことで得られること
で想像がつくことをまとめておく
こと（90分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）

第12回

〇実施研修Ⅱー３／コロナ後に増加した屋外自然体験（キ
ャンプ等）プログラムの体験と検証
テントの設置や火おこしなど、キャンプなどで行われている
基礎的内容ができるようになる。
また、キャンプ時に屋外で気軽にできるアウトドアスポーツ
についても検討をおこなっていく。

キャンプで行うことについて整理
し、まとめておくこと（90分）

行った内容を振り返り、整理し、
まとめておくこと（90分）

第13回

〇事後研修Ⅰ／アウトドアスポーツの開発とプロモーション
①
＊マーケティング手法のフレームワークを使い、富良野エリ
アを再度分析し、
大学生でも足を運び実施したいと思うアウトドアを主体とし
た体験プログラムとそのプロモーションを考える。
→グループワーク。

これまで行ってきたことを整理し
ておくこと（90分）

グループワーク／プレゼンテー
ション準備

第14回

〇実施研修Ⅱ／アウトドアスポーツの開発とプロモーション
②
＊マーケティング手法のフレームワークを使い、富良野エリ
アを再度分析し、
大学生でも足を運び実施したいと思うアウトドアを主体とし
た体験プログラムとそのプロモーションを考える。
→グループワーク／プレゼンテーション

グループワーク／プレゼンテー
ション準備

本日フィードバックされたことと、
各チームの内容を整理しておく
こと（90分）

第15回

〇事後研修Ⅲ／アウトドアスポーツの開発とプロモーション
③
実施研修と事後研修を踏まえた最終レポートの作成を行い
ます。内容については当日発表します。

昨年北海道で行われた
「ATWS（Adventure Travel 
World Summit)2023」について調
べ整理しておくこと（90分）

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

なし

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

事前研修、実施研修、事後研修[アウトドアスポーツの開発とプロモーション]を総合的に判断し
て（詳細はオリエンテーション時に報告する）
最終レポート（これまでの授業の取り組みを確認。レポートの内容については、最終授業に伝え
る）

留意事項等
学外での研修や宿泊時に、他者へ迷惑をかける行為などを行った場合には、受講の取り消しとする場合がある。
授業内容や日程については、世の中の情勢や社会的な大きな動きがあった場合には、間際でも変更する場合がある。状況については、入学時
のオリエンテーションや、google classroom等からお伝えしていく。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 北海道の食文化 ナンバリング 2530

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　俊弘、藤井　駿吾、松田　祐

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

ディプロマ・ポリシーにおける「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、
社会、文化等の国際教養を身につけている。（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。また、「世界と繋がるために地域社会を理解し、そ
の活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。（関心・意欲・態度）」こととも関係がある。

この授業は、北海道の先住民であるアイヌ民族の生活からの食文化について。シャケなどを例に挙げ、生活様式と食文化の関連をアイヌ文化
の観点から講述する。一方、明治2年、蝦夷地は北海道に改名され、開拓とともに日本各地から人々が移住してきた。そのような歴史的背景と地
域特性から食生活が多様化し、ジンギスカンや石狩鍋、鮭のちゃんちゃん焼きなどの郷土料理が生まれた。その観点からも北海道の食文化を
講述する。

学園創設の時代背景を踏まえ、いま再び不安定になっている世界情勢に鑑み、食文化（食べること）が各所に与える影響の大きさやその質につ
いては、VUCAの時代を生きる上で理解する必要がある。本授業では「食べること／食文化」を多角的に観察し、国際的かつ歴史的に、食が文
化の創造に不可欠な要素である点や、それらの要素が現代社会の基盤を形成している点について学習する。履修者は絶えず変化を求められ
る時代を生きていく中において、社会構造を再考するために必要な素養と基礎知識の獲得を目標とする。

教員作成パワーポイント資料、印刷物・動画資料などを用いて講義形式で展開し、社会の実務者による講義も行う。また、学生間での対話（ディ
スカッション）を含むチーム学習も行う。

授業内容に関連するホームページや動画を用いる。課題などのやり取りにGoogle classroomを使用する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

ディスカッションなどのフィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

〈はじめに〉「北海道の食文化を理解するために」
北海道の食文化や、食べることは総合的な学問体系の基
礎につながると考える。人々の食生活はその国や地域の歴
史や地形、気候等を基礎として決定づけられており、例え
ばそこに派生する「農業」を理解するためには、食文化が
総合的な学びであることへの理解が必須である。その他、
民族や食生活、産業や海外文化等の要素と関連づけて講
述する。

シラバスをよく読み、自らの問題
意識を整理すること。また、「北
海道の食文化」の自分なりのイメ
ージを持っておくこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第2回

「北海道の食文化とアイヌ～漫画『ゴールデンカムイ』から
～」
アイヌ民族と食との関係についての理解深化を目指し、ア
イヌ関連資料を用いて講述する。

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第3回

「北海道内各地の食文化を比較する（道北・道南・道東・道
央など）」／「食を支える栄養学」
・道内各地方の郷土料理
・食と、食を支える栄養学の関係 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第4回

「北海道の食と日本各地の食文化を比較する（関東・東北
地方など）」／「食を支える栄養学」
・関東・東北地方の郷土料理
・食と、食を支える栄養学の関係 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第5回

「北海道の食と日本各地の食文化を比較する（関西・九州・
四国地方など）」／「食を支える栄養学」
・関西・九州・四国地方の郷土料理
・食と、食を支える栄養学の関係 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

第6回

「北海道の食と世界の食文化を比較する（ヨーロッパ編）」
・イタリア：スローフード（Citta Slow）の考え方
・フランス：食の都パリ、国が食を大事にする精神性 ・スペ
イン：食を柱とした地域の活性化の成功例
・鶴岡新太郎とフランス料理（料理法百たい(1)、料理法百
たいに学ぶ） など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第7回

「北海道の食と世界の食文化を比較する（アジア編）」
・中国、韓国：日中韓の食事様式について

これまでの授業の全体像を見つ
め直し、自分にとって必要な素
養や知識について整理しておく
こと。（90分）

これまでの授業を踏まえ、今後
自分にとって何が重要なポイント
か、必要に応じて文献などを用
いて調べること。（90分）

第8回

〈まとめ〉「食糧難の時代 2050年に備えて」
・人口増大のピークにむかう地球（総人口90億人へ）
・世界情勢と食糧危機
・国際学部生として大切なこと など

これまでの授業の全体像を見つ
め直し、自分にとって必要な素
養や知識について整理しておく
こと。（90分）

これまでの授業を踏まえ、今後
自分にとって何が重要なポイント
か、必要に応じて文献などを用
いて調べること。（90分）

第9回

「ガイダンス／その他の学びへと派生する（北海道の）食」
・「（北海道の）食や食べること×その他の総合的な学問体
系」の関係性 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第10回

「北海道の食文化の誕生と郷土料理」
・北海道の食文化と郷土料理（ジンギスカン、石狩鍋、鮭の
ちゃんちゃん焼き等）、食文化の歴史 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

担当教員 渡部　俊弘

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

第11回

「北海道の遺跡からわかる食文化（仮）（恵庭市郷土資料館 
長町 章弘 学芸員）」
北海道及び恵庭市の歴史について展示等を通して学びに
繋げる取組を行っている社会教育施設の現場に従事する
実務者による実践的な講義を通して、北海道の歴史や民
族について考察する。

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第12回

「北海道の食を支える人と産業」
・北海道の食を支える主な食産業、歴史 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第13回

「地理と食産地の関係」
・実は暗記科目ではない「地理」
・「地理」から見つめてみる世界の食産地 など

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第14回

「海外の食について」
・日本以外の国や地域で生産されている原材料
・海外の食文化について

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）

第15回

〈まとめ〉「〈食べること〉がなぜ重要なのか？」
・食糧自給率の仕組み
・学園のルーツである「食」と多様性を認める時代の「食」 な
ど

授業内での指示課題や指定課
題を行うこと。（90分）

配布プリント、講義内容を復習し
、必要に応じて調べること。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 授業に取り組む姿勢やレポートなどを中心に総合的に評価する。

その他 0

教科書

特に指定しない。

参考文献

「食の歴史」（ジャック・アタリ著、プレジデント社）、「ゴールデンカムイ」シリーズ（野田サトル著、集英社）。その他は授業中に適宜提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

ゲストスピーカー（実務者）の講義内容、講義日程は変更となる場合がある。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

本授業は国際教養学科および国際コミュニケーション学科2年次の選択科目であるが履修することが望ましい。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 北海道の社会と文化（多文化共生） ナンバリング 2540

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての専門知識を身につける。北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる
情報処理や分析能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につける。世界各地域の活性化につながるための異文化コミュニケーショ
ン能力を身につける。グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を
備える。世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚も身につける。

この授業は、北海道の歴史を再認識し、アイヌや外国人移住者も含めた多様な人々が安心して暮らせる地域社会の実現には何が必要か、これ
からの多文化共生社会のありかたを考えていく。ここでいう多文化共生とは、言語や民族、肌の色、背が高いか低いか、左利きか、右利か、男か
女か、障がいの有無、宗教、出身、学歴、収入、家族形態、年齢など、皆異なっていることを優劣の価値観や偏見としてみるのではなく、個性と
してとらえていく。授業では、ウポポイ（民族共生象徴空間）や北海道の歴史博物館の見学も行う。そこから、地域社会がみなで持続的に共生し
ていくための意識化をはかる。

1.共生社会とは何かを述べることができるようになる。
2.自らが積極的に学習を進め、北海道のこれまでの歴史が説明できるようになる。
3.前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力を、これまで以上に向上させる。
4.これからの多文化共生のありかたについて述べることができるようになる。
（２年次の配当科目であるため、各授業ごとに、事前・事後の課題を出します。事前・事後課題の提出が守れない場合は、この授業の到達目標
に達することができないと判断し、成績を評価していきます）

パワーポイントと配布資料などを使用し講義を進める。また、授業ごとに編成するチームでのグループワークやプレゼンテーションなども行って
いく。

Google classroomを活用し、事前事後の報告・連絡や、課題の出題・回収等を行う。

観光や広告業界で約20年間の実務経験があり、ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけで
なく、ビジネスの場における実践的内容の指導も行う。
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション（授業の進め方）
この講義における授業の進め方・評価の方法・習得できる
内容が理解できるようになる。

これまでに習ってきた北海道の
歴史やアイヌ文化について整理
し、まとめておくこと（90分）

本日の内容について整理しまと
めておくこと（90分）

第2回

共生社会について
共生社会とは何かについて考え、まとめていく。

共生社会とは何かを調べまとめ
ておくこと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第3回

北海道の歴史・アイヌ文化の歴史
本州との違いについてを把握し、まとめていく。

事前に配布する資料を読み、北
海の歴史、アイヌ文化の歴史を
整理しておくこと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第4回

学外学修準備①
北海道博物館、平取町二風谷ついての把握と準備

事前に配布する資料を読み、訪
問先に何があるかについてまと
めておくこと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第5回

実施研修１－１
北海道歴史博物館・平取町二風谷

北海道博物館の施設内容につ
いて調べ、質問や確認をしたい
ことをまとめておくこと。（90 分）

北海道博物館の施設見学で把
握できたことをプレゼンテーショ
ンできるように、日本語・英語で
まとめておくこと（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

第6回

実施研修１－2
北海道歴史博物館・平取町二風谷

平取町二風谷の各訪問先につ
いて調べ、質問や確認をしたい
ことをまとめておくこと。（90 分）

平取町二風谷の各訪問先で把
握できたことをプレゼンテーショ
ンできるように、日本語・英語で
まとめておくこと（90分）

第7回

実施研修１－３
北海道歴史博物館・平取町二風谷

ヒト・モノ・コトの切り口で、各訪
問先及び周辺先についての「地
域資源カード」を作成しておくこ
と。（90 分）

「地域資源カード」に記入しなけ
ればならい詳細な事項を調べ書
き込むこと（90分）

第8回

学外学修準備②
ウポポイ 民族共生象徴空間 が出来るまでや内容について
の把握
恵庭市の歴史についての把握

ウポポイ 民族共生象徴空間で
見学や体験できることについて
、各自で調べまとめておくこと
（90分）

ウポポイ 民族共生象徴空間の
見学ルートを決定させ、何を学
びたいのかを明確にしポートを
作成すること。また、本日把握し
た恵庭市の歴史についてもまと
め、レポートに書き出しておくこ
と（90分）

第9回

実施研修２－１
ウポポイ 民族共生象徴空間、恵庭市郷土資料館

ウポポイ 民族共生象徴空間の
施設内容について個人で調べ、
質問や確認をしたいことをまとめ
ておくこと。また、周辺状況把握
しておくこと。（90 分）

ウポポイ 民族共生象徴空間で
把握できたことをプレゼンテーシ
ョンできるように、日本語・英語
でまとめておくこと（90分）

第10回

実施研修２－２
ウポポイ 民族共生象徴空間、恵庭市郷土資料館

恵庭市郷土資料や方について
個人で調べなおし、質問や確認
をしたいことをまとめておくこと。
また、周辺状況把握しておくこと
。（90 分）

恵庭市郷土資料館で把握でき
たことをプレゼンテーションでき
るように、日本語・英語でまとめ
ておくこと（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

実施研修２－３
ウポポイ 民族共生象徴空間、恵庭市郷土資料館

ヒト・モノ・コトの切り口で、各訪
問先及び周辺先についての「地
域資源カード」を作成しておくこ
と。（90 分）

「地域資源カード」に記入しなけ
ればならい詳細な事項を調べ書
き込むこと（90分）

第12回

実施研修の振り返りとまとめ（アクション①）
実施研修時にまとめた地域資源カードを使い、外国人や
小中学生にアイヌ文化や北海道の歴史を楽しんで知って
もらうための、モデルツアー（ルート）を作成すること。

これまでの実施研修の内容と地
域資源カードを整理すること（90 
分）

出された課題に対してのレポー
トを提出すること（90分）

第13回

ゲーミング手法を使った学修の検討Ⅰ
ゲーミング手法の効果と実用事例、作成方法
＊アイヌ文化や北海道の歴史をより把握するために、外国
人や小中学生に向けたカードゲーム（日本語・英語）を作
成していく。

謎解きゲームやカードゲームに
は、どのようなものがあるのかを
調べまとめておくこと（90分）

グループで、次回授業までにゲ
ームを完成させておくこと

第14回

ゲーミング手法を使った学修の検討Ⅱ
グループで作成したゲーミングの実施及び内容のプレゼン
（日本語・英語）
＊アイヌ文化や北海道の歴史をより把握するために、外国
人や小中学生に向けたカードゲーム（日本語・英語）を作
成していく。

プレゼンテーションとゲーム実施
のための準備をしておくこと(90
分）

行った結果について分析と検証
を行いまとめること（90分）

第15回

グローバリゼーションと多文化共生
→多文化共生について理解する。
これまでの振り返りと最終レポート
→最終レポート提出（テーマは当日発表）

グローバリゼーションについて、
４００字以内にまとめておくこと
（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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70

その他 30

教科書

随時資料を配布します。

参考文献

授業ごとに紹介していきます。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

準備学習の状況、授業態度、授業意欲、グループディスカッション、各授業内でのレポート、プ
レゼンテーション、事後学習の状況

最終レポート（これまでの授業の理解度を確認。レポートのテーマについては、最終授業日に
伝える）

留意事項等
北海道博物館、平取町二風谷（５－７）と、ウポポイ 民族共生象徴空間、恵庭市郷土資料館(９－１１）の見学は、各日付（日程・検討中）の１講～
５講（１講と５講はバス移動）まで行う。よって、見学日の授業については、科目担当の教員の同意を得て出席を行うこと。また、その科目を欠席
した場合の代替は、各先生方にレポート等で対応をいただくこと。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 学部共通科目　北海道スタディーズ

科目名 地域連携プロジェクト ナンバリング 3550

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　俊弘、小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

本科目は、ディプロマポリシー「世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等についての高度な専門知識を見つけている（知識・技能
）」「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につけている（
思考・判断・表現）「グローバル社会の中で、世界の人びとと共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力を
身につけている（関心・意欲・態度）「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている（関心・
意欲・態度）」等に関連する科目である。

この授業は、地域連携の基本的な考え方を理解する。一方で、地域連携プロジェクトに参画、体験的な学習を行い、現場での知識も会得する。
実際は、本学がある恵庭市と連携し、地域の活性化に貢献すべく、学生が地域の課題について取り組み、活力ある地域のまちづくりに参加して
いくものである。花のまち・恵庭市が推進する「ガーデンシティー」を支援する花いっぱい運動への学生の参加、市内小中学校へへ留学生を派
遣しての国際交流機会の提供（TAの派遣）、地域コミュニティーラジオでの学生番組の企画・制作・運営・ハロウィン・ナイトの企画・参加（商工会
議所との共催）など、本学はこれまで恵庭市と様々な形で連携してきた。今度は、周辺地域との連携も視野に、隣接の千歳市との連携、千歳駅
前商店街の活性化における事業企画の立案・企画・運営を通してまちづくり活動に参画することで、地元意識の醸成、愛着を持てる地域づくり
を図っていく。

・世界と地域の視点から、自然環境、社会、文化、歴史等を把握した上で分析を行い、与えられたテーマに対し、課題解決の提案が行えるよう
になる。
・地域の課題を自らで考え（問いを考える）、その解決の提案が行えるようになる。
・他者（他学生、地域の皆様、外部の関係者様等）を理解し協働しながら、コミュニケーション能力を高めていく。
・社会人として必要な責任感やビジネスマナーを実践をとおして身につける。
・これまでの科目で習得してきた知識などを、実践の場で使用できるようになる。
・研修する地域の現状と課題について討議できるようにする。

講義＋「プロジェクト演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の形式で行っていく。
＊コロナ禍であるため、日々の状況を見ながら、座学を中心とした構成へ変更する場合も有る。

Google classroomを活用し、事前事後の報告・連絡や、課題の出題・回収等を行う。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、地球環境問題をはじめとする条約交渉やＷＴＯを中心とする通商交渉、エネルギー政策や貿易保険
といった政策分野において担当した教員や、民間企業等で観光まちづくりに２０年以上関わったきたものが担当する。
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人、渡部　俊弘、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

[オリエンテーション]
・科目内容について

恵庭駅前商店街と千歳駅前商
店街について調べておくこと（90
分）

フィールドワークを行い、恵庭駅
前商店街の課題を見つけ出す
こと（90分）

第2回

[プロジェクト演習Ⅰ]
アイスブレイク、チームビルディング、
演習課題①（個人ワーク、グループワーク）

チームビルディングを円滑に進
めるために重要なことを調べ、４
００字以内にまとめておくこと（90
分）

本日、グループワーク行った内
容を整理し、復習しておくこと。
また、与えられた課題（またはチ
ームでの課題）について考えて
おくこと（90分）

第3回

[プロジェクト演習Ⅰ／AL（アクティブラーニング）型演習]
アイスブレイク、チームビルディング
演習課題②（個人ワーク、グループワーク）

与えられた課題（またはチーム
での課題）について考えておくこ
と（90分）

本日、グループワーク行った内
容を整理し、復習しておくこと。
また、与えられた課題（またはチ
ームでの課題）について考えて
おくこと

第4回

[プロジェクト演習Ⅰ／AL型演習]
アイスブレイク、チームビルディング
演習課題③（個人ワーク、グループワーク）

与えられた課題（またはチーム
での課題）について考えておくこ
と（90分）

本日、グループワーク行った内
容を整理し、復習しておくこと。
また、与えられた課題（またはチ
ームでの課題）について考えて
おくこと

第5回

[プロジェクト演習Ⅱ／PBL型演習（Project Based 
Learning)」
個人ワーク、グループワーク（チームと役割の決定）
＊与えられたテーマに対して取り組む

千歳駅前商店街について、イン
ターネットやフィールドワークな
どを行い、どのような特色がある
のかを調べておくこと（90分）
＊準備課題については、変更の
場合もあります

本日グループで話した内容をま
とめ、整理しておくこと。また、グ
ループで当たられた役割を行っ
ておくこと（90分）
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担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

第6回

[プロジェクト演習Ⅱ／PBL型演習]
グループワーク（フィールドワーク）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

グループで話した内容をまとめ、
整理しておくこと。また、グルー
プで当たられた役割を行ってお
くこと（90分）

第7回

[プロジェクト演習Ⅱ／PBL型]
グループワーク（プレゼンテーション準備）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

第8回

[プロジェクト演習Ⅱ／PBL型]
プレゼンテーション・振り返り講義

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

本日の振り返りを、各自で整理
しておくこと。（90分）

第9回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型演習（Project Based 
Learning)」
個人ワーク、グループワーク（チームと役割の決定）
＊グループで問いを探し、その課題解決に向けて取り組む
（内容は、変更になる場合もあります）

恵庭駅前と千歳駅前を比較し、
それぞれの強み・弱みを分析し
ておくこと（90分）
＊内容は変更する場合もありま
す

本日グループで話した内容をま
とめ、整理しておくこと。また、グ
ループで当たられた役割を行っ
ておくこと（90分）

第10回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型演習]
グループワーク（フィールドワーク）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

本日グループで話した内容をま
とめ、整理しておくこと。また、グ
ループで当たられた役割を行っ
ておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型演習]
グループワーク（フィールドワーク）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

本日グループで話した内容をま
とめ、整理しておくこと。また、グ
ループで当たられた役割を行っ
ておくこと（90分）

第12回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型演習]
グループワーク（フィールドワーク）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

本日グループで話した内容をま
とめ、整理しておくこと。また、グ
ループで当たられた役割を行っ
ておくこと（90分）

第13回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型]
グループワーク（プレゼンテーション準備）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

第14回

[プロジェクト演習Ⅲ／PBL型]
プレゼンテーション・振り返り講義

グループで当たられた役割を行
っておくこと（90分）

本日の振り返りを、各自で整理
しておくこと。（90分）

第15回

[最終レポートの作成]
これまでの授業を踏まえた最終レポートを行っていただきま
す。
内容については、当日発表します。

これまで取り組んできたことを整
理しておくこと（90分）

これまで取り組んだことを復習し
まとめておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

なし

参考文献

なし

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

演習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の他者評価（グループメンバーや教員、学外権威者など）や各種レポート・プ
レゼンテーションなどから、総合的に評価を行っていく
最終レポート（レポートのテーマについては、当日伝える）

グループでの活動を主体とした学外学修のため、これまでの各科目で欠席が多い学生は、面談等を行います。また、外部関係者などへ迷惑を
かける行為を行った場合（チーム活動の無断欠席なども含む）は、履修を中止させ、D判定とする場合もありますので、予めご了承ください。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Writing Ⅰ[E2-1] ナンバリング 1601

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

この講義は、国際教養学科の全てのディプロマポリシーと関連する科目である。本講義では、パラグラフ・ライティングについての知識を習得し、
さまざまなジャンルのライティングをする基礎力を身につけることを目的とする。Academic English Writing Ⅱの基礎となる講義である。

この授業は、英語パラグラフ・ライティングの書き方についての知識を習得することを目的とする。授業では、Topic sentence、Supporting 
sentences、Concluding sentenceといった基本的なパラグラフの構成方法を学び、さまざまジャンルの効果的なパラグラフが書けること、そして最
終的にはお互いのパラグラフを評価し合う(Peer Review) ことができることを目標とする。

・英語パラグラフ・ライティングの構成方法を理解することができる。
・さまざまなジャンルのパラグラフの構成方法について理解し、効果的なパラグラフを書くことができる。
・相手が書いたパラグラフを読んで、改善点を指摘するなど評価することができる。

基本的には、板書及び、プレゼンテーションソフトや授業支援用のwebアプリ、ハンドアウトを活用して講義形式で進める。講義内で課されるライ
ティング課題に取り組みながら、英語のパラグラフの構成方法を身につけるとともに、ある程度まとまった文章を書くために必要な技法を身につ
ける。また、学生同士の相互評価(Peer review)を通して、読み手意識をもって文章を書けるようにする。

WebアプリのPear DeckやKahoot!などを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

それぞれのライティング課題において、Google classroomなどを介してフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
・ライティングにおける目的と読み手意識の重要性につい
て学ぶ。
・自己紹介のパラグラフを作成する(ライティング課題①)。

シラバスをよく読み、教科書を準
備する。(90分)

教科書のChapter 1を参照し、次
の授業への準備を行う。 (90分）

第2回

Chapter 1 Describing People ①
・Pre-writingの手法としての質問、ノートテイキングの仕方
について学ぶ。
・パラグラフの構成について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第3回

Chapter 1 Describing People ②
・パラグラフのフォーマットについて学ぶ。
・物事を描写するために必要な語彙について学ぶ。
・Andとorを用いたセンテンス・コンバイニングについて学ぶ
。
・描写のパラグラフを書く準備を行う。（ライティング課題②）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第4回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ①
・Pre-writingの手法としてのClusteringの仕方について学
ぶ。
・Listing-Order Paragraphの構成方法について学ぶ。
・Topic sentenceの書き方について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第5回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ②
・Supporting sentencesの書き方について学ぶ。
・Listing order transition signalsについて学ぶ。
・ライティングをする上で重要なUnityについて学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

第6回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ③
・Concluding sentenceの書き方について学ぶ。
・Listing-Orderのパラグラフを書く準備をする。（ライティン
グ課題③-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第7回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ④
・Peer reviewの仕方について学ぶ。
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題③-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第8回

Chapter 1とChapter 2のまとめを行う。 Chapter 1とChapter 2の復習を
行う。(90分)

教科書のChapter 3を参照し、次
の授業への準備を行う。 (90分）

第9回

Chapter 3 Giving Instructions ①
・Pre-writingの手法としてのListingの仕方について学ぶ。
・"How-To"パラグラフの構成方法について学ぶ。
・Time orderとListing orderのtransition signalsについて学
ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第10回

Chapter 3 Giving Instructions ②
・Pre-writingで作成したリストからアウトラインを作成する方
法について学ぶ。
・Capitalization、コンマの使用の注意点について学ぶ。
・"How-To"パラグラフを書く準備を行う。（ライティング課題
④-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

Chapter 3 Giving Instructions ③
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題④-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第12回

Chapter 4 Describing with Space Order ①
・Space orderの構成方法について学ぶ。
・Topic sentenceを構成するtopicとcontrolling ideaについ
て学び、効果的なTopic sentenceの書き方を学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第13回

Chapter 4 Describing with Space Order ②
・具体的な詳細(Specific details)を加えたSupporting 
sentencesの書き方について学ぶ。
・センテンス・コンバイニング(pp.131-132)に取り組む。
・Spacing orderを用いた描写のパラグラフを書く準備を行う
。（ライティング課題⑤-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第14回

Chapter 4 Describing with Space Order ③
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題⑤-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第15回

Chapter 3とChapter 4のまとめを行う。 Chapter 3とChapter 4の復習を
行う。(90分)

講義全体の振り返りを行う。(90
分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 特になし。

教科書

Ann Hogue  Longman Academic Writing Series 2, Paragraphs, Third Edition,  Pearson

参考文献

講義内で適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

授業には真剣に取り組み、課題の締め切りは厳守すること。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

ライティング課題 60%
授業内試験 40%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Writing Ⅰ[E2-2] ナンバリング 1601

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 釣　晴彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

この講義は、国際教養学科の全てのディプロマポリシーと関連する科目である。本講義では、パラグラフ・ライティングについての知識を習得し、
さまざまなジャンルのライティングをする基礎力を身につけることを目的とする。Academic English Writing Ⅱの基礎となる講義である。

この授業は、英語パラグラフ・ライティングの書き方についての知識を習得することを目的とする。授業では、Topic sentence、Supporting 
sentences、Concluding sentenceといった基本的なパラグラフの構成方法を学び、さまざまジャンルの効果的なパラグラフが書けること、そして最
終的にはお互いのパラグラフを評価し合う(Peer Review) ことができることを目標とする。

・英語パラグラフ・ライティングの構成方法を理解することができる。
・さまざまなジャンルのパラグラフの構成方法について理解し、効果的なパラグラフを書くことができる。
・相手が書いたパラグラフを読んで、改善点を指摘するなど評価することができる。

基本的には、板書及び、プレゼンテーションソフトや授業支援用のwebアプリ、ハンドアウトを活用して講義形式で進める。講義内で課されるライ
ティング課題に取り組みながら、英語のパラグラフの構成方法を身につけるとともに、ある程度まとまった文章を書くために必要な技法を身につ
ける。また、学生同士の相互評価(Peer review)を通して、読み手意識をもって文章を書けるようにする。

WebアプリのPear DeckやKahoot!などを用いた双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

それぞれのライティング課題において、Google classroomなどを介してフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
・ライティングにおける目的と読み手意識の重要性につい
て学ぶ。
・自己紹介のパラグラフを作成する(ライティング課題①)。

シラバスをよく読み、教科書を準
備する。(20分)

教科書のChapter 1を参照し、次
の授業への準備を行う。 (90分）

第2回

Chapter 1 Describing People ①
・Pre-writingの手法としての質問、ノートテイキングの仕方
について学ぶ。
・パラグラフの構成について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第3回

Chapter 1 Describing People ②
・パラグラフのフォーマットについて学ぶ。
・物事を描写するために必要な語彙について学ぶ。
・Andとorを用いたセンテンス・コンバイニングについて学ぶ
。
・描写のパラグラフを書く準備を行う。（ライティング課題②）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第4回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ①
・Pre-writingの手法としてのClusteringの仕方について学
ぶ。
・Listing-Order Paragraphの構成方法について学ぶ。
・Topic sentenceの書き方について学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第5回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ②
・Supporting sentencesの書き方について学ぶ。
・Listing order transition signalsについて学ぶ。
・ライティングをする上で重要なUnityについて学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

第6回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ③
・Concluding sentenceの書き方について学ぶ。
・Listing-Orderのパラグラフを書く準備をする。（ライティン
グ課題③-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第7回

Chapter 2 Listing-Order Paragraphs ④
・Peer reviewの仕方について学ぶ。
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題③-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第8回

Chapter 1とChapter 2のまとめを行う。 Chapter 1とChapter 2の復習を
行う。(90分)

教科書のChapter 3を参照し、次
の授業への準備を行う。 (90分）

第9回

Chapter 3 Giving Instructions ①
・Pre-writingの手法としてのListingの仕方について学ぶ。
・"How-To"パラグラフの構成方法について学ぶ。
・Time orderとListing orderのtransition signalsについて学
ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第10回

Chapter 3 Giving Instructions ②
・Pre-writingで作成したリストからアウトラインを作成する方
法について学ぶ。
・Capitalization、コンマの使用の注意点について学ぶ。
・"How-To"パラグラフを書く準備を行う。（ライティング課題
④-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)
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担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

Chapter 3 Giving Instructions ③
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題④-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第12回

Chapter 4 Describing with Space Order ①
・Space orderの構成方法について学ぶ。
・Topic sentenceを構成するtopicとcontrolling ideaについ
て学び、効果的なTopic sentenceの書き方を学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第13回

Chapter 4 Describing with Space Order ②
・具体的な詳細(Specific details)を加えたSupporting 
sentencesの書き方について学ぶ。
・センテンス・コンバイニング(pp.131-132)に取り組む。
・Spacing orderを用いた描写のパラグラフを書く準備を行う
。（ライティング課題⑤-1）

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第14回

Chapter 4 Describing with Space Order ③
・実際に書いてきたパラグラフのPeer reviewを行う。
・Peer reviewのコメントをもとに最終稿を完成させる。（ライ
ティング課題⑤-2）

自分の書いたライティング課題
を見直して、印刷をし、Peer 
reviewの準備を行う。(90分)

Peer reviewでもらったコメントを
もとに最終稿に取り組む。(90分)

第15回

Chapter 3とChapter 4のまとめを行う。 Chapter 3とChapter 4の復習を
行う。(90分)

講義全体の振り返りを行う。(90
分)
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100

その他 0 特になし。

教科書

Ann Hogue  Longman Academic Writing Series 2, Paragraphs, Third Edition,  Pearson

参考文献

講義内で適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

授業には真剣に取り組み、課題の締め切りは厳守すること。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

ライティング課題 60%
授業内試験 40%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Writing Ⅱ[E2-1] ナンバリング 2602

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

This class utilizes Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につけている。（知識・技能）
世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけているに関連している科目である。

この授業は、Academic English Writing Ⅰで学習したパラグラフ・ライティングについての知識を礎に、英語のエッセイ・ライティングの基礎を習
得することを目的とする。授業では、Introductory paragraph、Body paragraphs、Concluding paragraphといった基本的なエッセイの構成方法を
学び、さまざまジャンルの効果的なエッセイが書けること、そして最終的にはお互いのパラグラフを評価し合う(Peer Review) ことができることを目
標とする。

In this class, students will learn how to compose basic essays, including introductory paragraphs, body paragraphs, and concluding paragraphs, 
and will be able to write effective essays in a variety of genres, and finally to evaluate each other's paragraphs (Peer Review).

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, group work as well as work individually on various tasks.

- 224 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Orientation
- Learn about course:
 + overview
 + goals
- Learn about assessments:
 + peer-assessment tasks 
 + in-class writing tasks 
 + in-class tests 
- Learn about fluency writing
- Learn about LMS

Register for the LMS; read the 
syllabus, peruse the textbook, 
generate questions.

Reflect on the orientation 
discussion and review notes.

第2回

Academic Paragraphs 1
(Chapter 1)
- Analyze the model:
 + academic paragraph
- Analyze vocabulary:
 + word families
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第3回

Academic Paragraphs 2
(Chapter 1)
+ Analyze page formatting practices
+ Analyze capitalization practices
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第4回

Academic Paragraphs 3
(Chapter 1)
- Analyze sentence Structure
 + simple sentences
 + phrases
 + subject-verb agreement
 + fragments
- Analyze vocabulary:
 + nouns and verbs
- Peer Assessment #1
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第5回

Basic Paragraph Structure 1
(Chapter 3)
- Analyze the model:
 + basic paragraph
- Analyze vocabulary:
 + adjectives
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

Basic Paragraph Structure 2
(Chapter 3)
- Analyze organization:
 + topic sentence
 + supporting sentences - main points
 + supporting details - examples
 + concluding sentence
- Analyze sentence structure:
 + the model
 + adjectives and adverbs
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第7回

Basic Paragraph Structure 3
(Chapter 3)
- Analyzing vocabulary:
 + adjectives
- Peer Assessment #2
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第8回

Review of Paragraph Organization
(Chapter 1/ Chapter 3)
- Review work from classes 2-7
- Take In-class Writing Test #1

Check the LMS, re-read 
Chapters 1 & 3, re-read 
exercises and take notes. (90 
minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第9回

Logical Division of Ideas 1
(Chapter 4)
- Analyze the model:
 + unified, coherent paragraph
- Analyze vocabulary:
 + synonyms
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第10回

Logical Division of Ideas 2
(Chapter 4)
- Analyze organization:
 + logical division of ideas
 + unity in supporting sentences
 + coherence in supporting sentences
- Analyze sentence structure:
 + run-ons and comma splices
 + correcting run-ons and comma splices
 + finding run-ons and comma splices
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Logical Division of Ideas 3
(Chapter 4)
- Analyze vocabulary:
 + synonyms and near-synonyms
- Peer Assessment #3
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第12回

Essay Organization 1
(Chapter 9)
- Analyze model:
 + essay
- Analyze vocabulary:
 + formal and informal words
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第13回

Essay Organization 2
(Chapter 9)
- Analyze organization:
 + introduction paragraphs
 + body paragraphs
 + concluding paragraphs
 + transitions between paragraphs
 + essay outlining
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第14回

Essay Organization 3
(Chapter 9)
- Analyzing vocabulary:
 + formal and informal vocabulary
- Peer assessment #4
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process:
 + step 5: write a new draft >> In-class task #2

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第15回

Review of Essay Organization
(Chapter 4 / Chapter 9) 
- Review work from classes 9-14
- Take In-class Writing Test #2

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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100

その他 0

教科書

Longman Academic Writing Series 3 (4th Edition), Alice Oshima & Anne Hogue

参考文献

none

履修条件・留意事項等

none

備考欄

none

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

participation: 20%; writing and vocabulary building assessments for the first half of the course: 
40%
writing and vocabulary building assessments for the second half of the course: 40%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Writing Ⅱ[E2-2] ナンバリング 2602

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

This class utilizes Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につけている。（知識・技能）
世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけているに関連している科目である。

この授業は、Academic English Writing Ⅰで学習したパラグラフ・ライティングについての知識を礎に、英語のエッセイ・ライティングの基礎を習
得することを目的とする。授業では、Introductory paragraph、Body paragraphs、Concluding paragraphといった基本的なエッセイの構成方法を
学び、さまざまジャンルの効果的なエッセイが書けること、そして最終的にはお互いのパラグラフを評価し合う(Peer Review) ことができることを目
標とする。

In this class, students will learn how to compose basic essays, including introductory paragraphs, body paragraphs, and concluding paragraphs, 
and will be able to write effective essays in a variety of genres, and finally to evaluate each other's paragraphs (Peer Review).

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, group work as well as work individually on various tasks.
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課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Orientation
- Learn about course:
 + overview
 + goals
- Learn about assessments:
 + peer-assessment tasks 
 + in-class writing tasks 
 + in-class tests 
- Learn about fluency writing
- Learn about LMS

Register for the LMS; read the 
syllabus, peruse the textbook, 
generate questions.

Reflect on the orientation 
discussion and review notes.

第2回

Academic Paragraphs 1
(Chapter 1)
- Analyze the model:
 + academic paragraph
- Analyze vocabulary:
 + word families
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第3回

Academic Paragraphs 2
(Chapter 1)
+ Analyze page formatting practices
+ Analyze capitalization practices
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第4回

Academic Paragraphs 3
(Chapter 1)
- Analyze sentence Structure
 + simple sentences
 + phrases
 + subject-verb agreement
 + fragments
- Analyze vocabulary:
 + nouns and verbs
- Peer Assessment #1
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 1 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第5回

Basic Paragraph Structure 1
(Chapter 3)
- Analyze the model:
 + basic paragraph
- Analyze vocabulary:
 + adjectives
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

第6回

Basic Paragraph Structure 2
(Chapter 3)
- Analyze organization:
 + topic sentence
 + supporting sentences - main points
 + supporting details - examples
 + concluding sentence
- Analyze sentence structure:
 + the model
 + adjectives and adverbs
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第7回

Basic Paragraph Structure 3
(Chapter 3)
- Analyzing vocabulary:
 + adjectives
- Peer Assessment #2
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 3 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第8回

Review of Paragraph Organization
(Chapter 1/ Chapter 3)
- Review work from classes 2-7
- Take In-class Writing Test #1

Check the LMS, re-read 
Chapters 1 & 3, re-read 
exercises and take notes. (90 
minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第9回

Logical Division of Ideas 1
(Chapter 4)
- Analyze the model:
 + unified, coherent paragraph
- Analyze vocabulary:
 + synonyms
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第10回

Logical Division of Ideas 2
(Chapter 4)
- Analyze organization:
 + logical division of ideas
 + unity in supporting sentences
 + coherence in supporting sentences
- Analyze sentence structure:
 + run-ons and comma splices
 + correcting run-ons and comma splices
 + finding run-ons and comma splices
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Logical Division of Ideas 3
(Chapter 4)
- Analyze vocabulary:
 + synonyms and near-synonyms
- Peer Assessment #3
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process

Check the LMS, read Chapter 4 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第12回

Essay Organization 1
(Chapter 9)
- Analyze model:
 + essay
- Analyze vocabulary:
 + formal and informal words
- Practice writing process:
 + step 1: pre-write
 + step 2: organize

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第13回

Essay Organization 2
(Chapter 9)
- Analyze organization:
 + introduction paragraphs
 + body paragraphs
 + concluding paragraphs
 + transitions between paragraphs
 + essay outlining
- Practice writing process:
 + step 3: write first draft
 + step 4: revise & edit first draft

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第14回

Essay Organization 3
(Chapter 9)
- Analyzing vocabulary:
 + formal and informal vocabulary
- Peer assessment #4
 + comment on peer's revised draft
- Practice writing process:
 + step 5: write a new draft >> In-class task #2

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)

第15回

Review of Essay Organization
(Chapter 4 / Chapter 9) 
- Review work from classes 9-14
- Take In-class Writing Test #2

Check the LMS, read Chapter 9 
and take notes. (90 minutes)

Reflect on exercises and 
practice writing fluency. (90 
minutes)
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100

その他 0

教科書

Longman Academic Writing Series 3 (4th Edition), Alice Oshima & Anne Hogue

参考文献

none

履修条件・留意事項等

none

備考欄

none

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

participation: 20%; writing and vocabulary building assessments for the first half of the course: 
40%
writing and vocabulary building assessments for the second half of the course: 40%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Reading[E2-1] ナンバリング 2604

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

This class utilizes Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この科目は、北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の
国際教養を身につけることに関連する。

この授業は、さまざまな学術的なトピックの英文テクストにおける読解力を身に付けることを目的とする。授業では、心理学、社会学、政治学など
さまざな分野のアカデミックな題材のテクストを読むための読解ストラテジーを身に付け、題材の主題や概要、詳細を把握できるようになることを
最終目標とする。

Read English texts in various fields such as psychology, sociology, political science, etc., using reading comprehension strategies to grasp the 
subject, outline, and details of the subject matter.

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, group work as well as work individually on various tasks.
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課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

In this class, students will learn how to proceed with the 
class, assignments, and evaluation.

Register for the LMS; read the 
syllabus, peruse the textbook, 
generate questions (90 
minutes).

Reflect on the orientation 
discussion, review notes, send a 
greeting message to the LMS. 
(90 minutes)

第2回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of health science.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第3回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of psychology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第4回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of linguistics.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第5回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Lessons 1-3.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

第6回

In this lesson, students will develop skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of zoology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第7回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of social psychology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第8回

In this class, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the field of 
art.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第9回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Units 4-6.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第10回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of sociology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)
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担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

担当教員 Joseph S Tomasine

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 No such test

第11回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the field of 
political science.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第12回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Lessons 7 and 8.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第13回

In this lesson, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of economics.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第14回

In this class, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of neuroscience.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第15回

In this class, students will review what they have learned 
in this class and take an in-class exam.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Reflect on one's performance 
during the course. (90 minutes)
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100

その他 0 Not applicable

教科書

READING SKILLS FOR COLLEGE 1, Elizabeth Bottcher, Pearson

参考文献

Will be handed out in class

履修条件・留意事項等

Not applicable

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Weekly quizzes 50
In-class exam 50
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Academic English Reading[E2-2] ナンバリング 2604

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Joseph S Tomasine

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

This class utilizes Google Classroom as a Learning Management System (LMS).

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この科目は、北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の
国際教養を身につけることに関連する。

この授業は、さまざまな学術的なトピックの英文テクストにおける読解力を身に付けることを目的とする。授業では、心理学、社会学、政治学など
さまざな分野のアカデミックな題材のテクストを読むための読解ストラテジーを身に付け、題材の主題や概要、詳細を把握できるようになることを
最終目標とする。

Read English texts in various fields such as psychology, sociology, political science, etc., using reading comprehension strategies to grasp the 
subject, outline, and details of the subject matter.

This is a lecture class where students will listen to the teacher's instruction and do exercises from the textbook. Based upon the activity, 
student will engage in pair-work, group work as well as work individually on various tasks.
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課題に対するフィードバックの方法

The teacher will give feedback by explaining the answers of the exercises, commenting on students' performance, and grading assignments.

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

In this class, students will learn how to proceed with the 
class, assignments, and evaluation.

Register for the LMS; read the 
syllabus, peruse the textbook, 
generate questions (90 
minutes).

Reflect on the orientation 
discussion, review notes, send a 
greeting message to the LMS. 
(90 minutes)

第2回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of health science.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第3回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of psychology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第4回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of linguistics.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第5回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Lessons 1-3.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

- 240 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

In this lesson, students will develop skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of zoology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第7回

In this class, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of social psychology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第8回

In this class, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the field of 
art.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第9回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Units 4-6.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第10回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of sociology.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 No such test

第11回

In this lesson, students will learn skills and practical 
techniques for reading academic literature in the field of 
political science.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第12回

In this lesson, students will review, expand and deepen the 
learning they have done in Lessons 7 and 8.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第13回

In this lesson, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of economics

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第14回

In this class, students will learn the skills and practical 
techniques for reading academic literature in the discipline 
of neuroscience.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Review the textbook and the 
exercises. (90 minutes)

第15回

In this class, students will review what they have learned 
in this class and take an in-class exam.

Check the LMS, read the 
textbook and do the assigned 
exercises. (90 minutes)

Reflect on one's performance 
during the course. (90 minutes)
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100

その他 0 Not applicable

教科書

READING SKILLS FOR COLLEGE 1, Elizabeth Bottcher, Pearson

参考文献

Will be handed out in class

履修条件・留意事項等

Not applicable

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Weekly quizzes 50
In-class exam 50
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Integrated Academic English Ⅰ ナンバリング 3606

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この科目はカリキュラム・マップにある「学術目的の言語使用に主眼を置いた英語及び日本語の高度な運用能力を身につけている」と関連して
いる。
This course focuses on developing the four skills of students specifically for the purpose of improving their grasp of academic English. By the 
end of the course, students should be able to read academic articles, understand the main points in academic lectures, and be able to discuss 
academic topics.

この授業は、１年生から学習してきたアカデミック英語科目のまとめと位置付けられ、英語で行われる講義を聴いて、その内容を理解するために
必要な講義の構造の理解や、ノート・テイキングの方法を身に付けることを第一目標とする。さらにはその講義から得た情報を口頭で伝えたり、
要約を作成できるようになることを最終目標とする。

アカデミックな英語をテーマに、講義を聞いてノート・テイキングや、配布資料を読んだり、ディスカッションをしたりしながら、英語だけのアカデミ
ックな環境で効果的に運用できるようになることを目標とする。

Comprehending academic texts, vocabulary building, group discussions, academic writing activities, and peer editing will be the main 
components of this course.

The class will make use of Google Classroom to provide access to course material. Video content will also be shown to students at certain 
points in the course.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

Answers to tests will be given after the tests have been completed and graded tests will be shown to the students along with individual and 
class feedback.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

コースのテーマと目標を理解し、シラバスの主要な要素に
ついて知る。グループ活動を通して、重要なトピックや授業
方法を理解する。

Integrated Academic English Ⅰ
の学習を振り返り、講義理解リス
ニングテストに備える（90分）。

テストの出来を基に、自分に不
足している部分を分析する。（90
分）

第2回

「地球と火星の違い」を読んだ後、そのテーマに関する質
問をグループで話し合ったり、指示を聞いて図を完成させ
る練習をする。インタビューを聞くための準備として、文脈
の中の語彙を調べたり、聞き取り方を考えたりして、準備を
しておき、聞き取りの際は、それぞれの主旨をまとめる練習
を行う。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第3回

自分の国の天然記念物に関する情報をグループに分かれ
て準備し、クラスで発表することで、文章を書く力と聞く力を
養う。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第4回

地球に関する講義を聞いて、要点を聞き取ることを考え、ノ
ートをアウトラインとして整理する方法を学ぶ。文脈から語
彙を推測し、裏付けとなる内容を聞き取る。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第5回

リスニングとスピーキングの総合的なスキルである、会話の
中で話し手に適切に対応する方法を学ぶ。インタビューを
聞き、相手と一緒にインタビュアーの回答を練習し、自分な
りの適切な回答を考えていくことで、このスキルを身につけ
る。また、会話の中で自分が聞いたことをリテリングすること
にも焦点をあてる。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

前半の復習と中間テストを行う。

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

火山の緊急対策について、交代でアドバイスをすることで、
アイデアを共有する練習をする。読書、実践的な課題、イ
ンタビュー、グループやクラスでのディスカッションなどを通
して、特定の理論を裏付ける証拠を集めて共有するという
考え方をさらに発展させる。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第7回

3種類の火山についての講義を聞き、メモを取る。重要な情
報だけをメモする方法を習得し、内容を聞く前に予測する
方法を身につけることで、ノート・テイキングのスキルを高め
る。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第8回

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第9回

地球の水について考える。いくつかの論題に対して、自分
の考えを書き、共有する。地球の水に関する文章を読み、
重要語句を身につける。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第10回

水へのアクセスについて、異なる国の人々の話を聞くことで
、生の声を理解する力を養う。話されていることにつながる
グラフの読み方や、意見の要旨を理解する方法を学ぶ。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

学んだことを実践的に活かせる場面を考え、書く・話す練
習をする。また、水をテーマにしたことわざや慣用句につい
て学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第12回

地球の海について調べ、海について感じたことや経験を話
すことで、書く力や話す力を養う。また、自分の好きな海で
のアクテビティ―について聞き、相手の好き嫌いの仕方を
学ぶ。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第13回

ダイビングやサーフィンの話題について創造的に考え、相
手と共有することで、文章を書く力や話す力を養う。また、
自分の状況に合わせてトピックを自分のものにする練習を
することで、これらのスキルをさらに伸ばす。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う（90分）
。

第14回

地球の海に関する講義を聞きながら、ノートテイキングの練
習を行う。講師から配布された資料を参考にしなが
ら、signal wordsやphraseを聞き取る力を養い、理解度を高
める。

Oral presentationの準備を行う（
90分）。

他の学生のOral presentationと
自分のものを比較し、足りない
部分を分析する（90分)。

第15回

講義の振り返りを行う。また、確認のための授業内試験を
行う。定期試験：実施しない。

14週目までの授業の復習を行
い、講義理解テストの準備を行う
（90分）。

授業を通して、どれほど力がつ
いた部分と足りない部分を分析
し、今後の英語学習の方法を考
える（90分）。
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100 Participation: 20%, midterm test: 40%, final test: 40%.

その他 0 特になし。

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

授業には真剣に取り組み、課題の締め切りは厳守すること。

備考欄

none

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Academic Encounters, 2nd Edition: The Natural World 1, Listening and Speaking by Yoneko Kanaoka. Publisher: Cambridge University Press. 
ISBN: 978-1-316-99565-5.

大修館書店; Taishukan's Genius English - Japanese Dictionary, 第5 edition
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際教養英語

科目名 Integrated Academic English Ⅱ ナンバリング 3607

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 釣　晴彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この講義は、国際教養学科の全てのディプロマポリシーと関連し、特に「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能
力（技能・表現力）を身につけている。（知識・技能）」、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批
判的な思考や判断をする能力を身につけている。（思考・判断・表現）」、「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信で
きる国際感覚を身につけている。（関心・意欲・態度）」と関連している。この授業は、Integrated Academic English Ⅰの発展の授業と位置付けら
れ、国際教養英語のまとめの講義となる。

この授業は、Integrated Academic English Ⅰの発展の授業と位置付けられる。授業では、Integrated Academic EnglishⅠで学習した内容をさら
に発展させ、英語で行われる講義を聴き取り、そこで得た情報を基に自分の意見を述べるレポートを作成したり、他の学生と意見を口頭で交換
できる能力を身に付けることを最終目標とする。学生たちは、授業前にChapterのテーマに関わる文献や記事を探して読み、日本語でテーマに
関わる背景知識を得てから参加することが求められる。

・英語パラグラフ・ライティングの構成方法を理解することができる。
・さまざまなジャンルのパラグラフの構成方法について理解し、効果的なパラグラフを書くことができる。
・相手が書いたパラグラフを読んで、改善点を指摘するなど評価することができる。

基本的には、板書及び、プレゼンテーションソフトや授業支援用のwebアプリ、ハンドアウトを活用して講義形式で進める。講義内で課されるライ
ティング課題に取り組みながら、英語のパラグラフの構成方法を身につけるとともに、ある程度まとまった文章を書くために必要な技法を身につ
ける。また、学生同士の相互評価(Peer review)を通して、読み手意識をもって文章を書けるようにする。

WebアプリのPear DeckやKahoot!などを用いた双方向授業を取り入れる。

高校教員として長い間実践教育を行ってきた。また、大学でも小学校・中学校・高校と現場を訪問して学生達と知見を広げてきたのでその実践
教育を取り入れていく。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

それぞれのライティング課題において、Google classroomなどを介してフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
・講義理解リスニングテスト(Pre-test) を行う。"

Integrated Academic English Ⅰ
の学習を振り返り、講義理解リス
ニングテストに備える。（90分）

テストの出来を基に、自分に不
足している部分を分析する。(90
分）

第2回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 5 Earth’s 
Atmosphere】①
1. Getting Started (pp. 86-87)
・トピックに関わるリーディングパッセージを読んで、背景知
識を活性化させる。
・雑音がある環境下でのリスニングに取り組む。
2．Real-Life Voices (pp. 86-87)
・トピックに関わる語彙の学習とディスカッションを行う。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第3回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 5 Earth’s 
Atmosphere】②
2．Real-Life Voices (pp. 90-93)
・トピックに関わる3つのインタビューを聴き、内容の理解と
語彙の学習を行う。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる（90分）。

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第4回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 5 Earth’s 
Atmosphere】③
4. Academic Listening and Note Taking (pp.96-101)
・英語講義を聴く前に、理解に必要な内容のディスカッショ
ンと語彙の学習を行う。
・英語講義(Lecture Part 1)を聴き、Outlineの形でノートを
まとめ、理解を確認する。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第5回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 5 Earth’s 
Atmosphere】④
・英語講義(Lecture Part 2)を聴き、Chartの形でノートをま
とめ、理解を確認する。
・講義を聴いて得た知識をもとに小グループでディスカッシ
ョンを行う

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）
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担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

第6回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 6 Weather and 
Climate】①
１．Getting Started (pp. 102-104)
・トピックに関わるリーディングパッセージを読んで、背景知
識を活性化させる。
・天気予報のリスニングに取り組む。
2．Real-Life Voices (p.105)
・天気現象に関わる語彙を学び、それらの現象の体験談に
ついて学生同士で議論する。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義内で行った準備をもとに、ラ
イティング課題に取り組む。 (90
分)

第7回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 6 Weather and 
Climate】②
2．Real-Life Voices (pp. 106-107)
・トピックに関わる3つのインタビューを聴き、内容の理解と
語彙の学習を行う。
・トピックについての“humor”を理解する。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第8回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 6 Weather and 
Climate】③
4. Academic Listening and Note Taking (pp.111-113)
・英語講義を聴く前に、理解に必要な内容のディスカッショ
ンと語彙の学習を行う。
・英語講義(Lecture Part 1)を聴き、理解を確認する。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第9回

Unit 3 The Air Around Us 【Chapter 6 Weather and 
Climate】④
4. Academic Listening and Note Taking (pp.114-116)
・英語講義を聴く前に、理解に必要な語彙の学習を行う。
・英語講義(Lecture Part 2)を聴き、理解を確認する。
・講義を聴いて得た知識をもとに小グループでディスカッシ
ョンを行う

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第10回

Unit 4 Life on Earth 【Chapter 7 Plants and Animals】①
1. Getting Started (pp. 125-127)
・トピックに関わるリーディングパッセージを読んで、背景知
識を活性化させる。
・昆虫、動物、植物に関わる必要な情報を聴き取る練習を
行う。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）
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担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

Unit 4 Life on Earth 【Chapter 7 Plants and Animals】②
2．Real-Life Voices (pp. 128-132)
・トピックに関わる3つのインタビューを聴き、内容の理解と
語彙の学習を行う。

トピックに関わる内容の事前学
習を行う。教科書の該当箇所を
読み、知らない語彙や表現につ
いて事前に調べる（90分）。

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第12回

Unit 4 Life on Earth 【Chapter 7 Plants and Animals】③
4. Academic Listening and Note Taking (pp.135-138) 
・英語講義を聴く前に、理解に必要な内容のディスカッショ
ンと語彙の学習を行う。
・英語講義(Lecture Part 1)を聴き、理解を確認する。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第13回

Unit 4 Life on Earth 【Chapter 7 Plants and Animals】④
4. Academic Listening and Note Taking (pp.139-141)
・英語講義を聴く前に、理解に必要な語彙の学習を行う。
・英語講義(Lecture Part 2)を聴き、理解を確認する。
・講義を聴いて得た知識をもとに小グループでディスカッシ
ョンを行う。

教科書の該当箇所を読み、知ら
ない語彙や表現について事前
に調べる。(90分）

講義の内容の復習を行う。(90分
）

第14回

Oral Presentation
・Oral presentationを行う。

Oral presentationの準備を行う。
(90分）

他の学生のOral presentationと
自分のものを比較し、足りない
部分を分析する。(90分）

第15回

講義理解リスニングテスト（post-test) 14週までの授業の復習を行い、
講義理解テストの準備を行う。
(90分）

授業を通して、どれほど力がつ
いた部分と足りない部分を分析
し、今後の英語学習の方法を考
える（90分）。
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100

その他 0 特になし。

教科書

Yoneko Kanaoka Academic Encounters Level 1 Student's Book Listening and Speaking 2nd edition Cambridge

参考文献

講義内で適宜紹介する。

履修条件・留意事項等

授業には真剣に取り組み、課題の締め切りは厳守すること。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題40％ 
単語テスト20% 
講義理解リスニングテスト:20%
Oral presentation: 20%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際関係論 ナンバリング 1710

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

この授業は「問題解決のために必要な情報を収集分析し、適切な判断を下せるようにするための科目である。
グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている。（関心・意欲・態度） 」や「北海道、日本及
び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている。（
知識・技能）」等に関連する科目である。

この授業は、世界の理解と分析の基礎となる国際関係の諸理論と問題領域を学びながら、国際関係論の基本的な分析枠組みと言語の習得を
目指し、国際関係分析の理論的枠組みの骨格をつかむことを狙いとしている。まず、国際関係論の主要理論である現実主義・自由主義や、そ
れらに批判的な見方を紹介し、諸理論の視点から現代世界の諸問題をどのように理解することができるのか、人類が抱える具体的な諸問題を
安全保障、経済、国際協力、資本主義などのテーマで具体的に検討していく。

国際関係論の世界認識では、アクター（行為主体）間の異なる問題領域での多様な関係性の変化への理解が求められる。この授業では、学生
が、安全保障、外交、開発、環境などの具体的な分野における、国家・国際機関・ＮＧＯ・多国籍企業そして先進国市民社会の相互関係、また
各アクターの役割の変化などを学習することで、刻々と変化する国際情勢を自分の力で考える、認識枠組みと分析方法の基礎を獲得することを
到達目標とする。

印刷配布物や視聴覚資料を用いて講義形式で進める。
授業で得た知識や自分で調べた情報をもとに、自らの考えをまとめるレポートを書かせる。
授業全体の理解度、応用力、独自の考えが生まれたのかを小論文で確かめ、そのフィードバックを行う。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
する国家や国際機関、NGOなどのホームページ、動画等。動画等の視聴による自主学習支援。
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課題に対するフィードバックの方法

代表的なレポート課題や小論文などを抽出し、それらについてコメント・講評などを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

・導入～「世界とは何か、世界をどう見るのか？」
国際関係論の学問的使命とは、「世界」とは何か、それをど
のように認識する（べきな）のか、という認識の枠組みを提
供することである。グローバル化のプロセスを、どのように読
み解けばいいのか、国際関係論の「理論」はその手がかり
を提供する。各学生は自分の関心のある分野や問題につ
いてプレゼンする。

シラバスを良く読み自分の問題
意識を整理すること。自分の関
心事のプレゼンの準備（90分）
配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第2回

＜第１部 理論＞
・理想主義 Idealism～戦間期と国際連盟の挫折
第１次世界大戦の反省から、世界平和は人類の宿願となり
、国際連盟のような制度、規範などが整備されたが、人類
は再び戦争へと突き進む。E・Ｈ・カーなど戦間期の思想を
てがかりに、国際制度主義や自由主義などに影響した、理
想主義の射程と限界を具体的に考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第3回

・現実主義 Realism～第２次世界大戦の痛みと記憶
国際関係論の古典的主要理論の１つで、現在も米国など
大国の外交の思考様式に隠然とした影響力を持つ現実主
義。Realismの射程は、主に米国で展開する。パワーの概
念という国際関係論にとって主要な命題の１つをめぐって、
モーゲンソーらの論考を中心に検討する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第4回

・自由主義 Liberalism～多元化・経済化する世界
戦後世界が安定し、国際貿易が増大する中で、多国籍企
業や国際機関などのアクターの台頭と、経済・市場分野の
重要性の「政治化」は、現実主義より経済化した認識を必
要とする。相互依存やトランスナショナリズムなど、自由主
義の系譜をコヘインらの認識から考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第5回

・トランスナショナリズム Transnationalism～越境する現代
トランスナショナリズムは、越境する政治・経済・文化・市民・
運動などを見るグローバル化の「見立て」として中心的な認
識枠組みを提供する。現象と理論の両方からグローバル化
を考える。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

・グローバリズム Globalism～「下から見た世界」の構造
現実主義と自由主義の視点が、力を持った「上からの視座
」であるとすると、マルクス主義国際関係理論は、開発や経
済的支配について「下からの視座」である南北格差の問題
意識を強調する。従属論、帝国主義論などのグローバリズ
ムの理論群を、市場と資本主義の観点から整理する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第7回

・批判理論とその周辺 Critical Theory 
グローバリズムの系譜による分析が「経済主義」であるのに
対して、批判理論やポスト構造主義以降の議論、特に社会
構成主義やネオ・グラムシ国際関係論は、人々が持つ「概
念」「常識」などの力が支配、およびその支配への申し立て
に果たす役割を強調する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第8回

＜第２部 問題領域～現実の中で理論を考える＞
・安全保障と外交 Security and Diplomacy 
現実主義から見る安全保障は軍事のことであり、自由主義
の射程はそこに経済を加える。いずれも国家の安全保障を
重視するのに対し、批判的な諸理論は個人や「人間の安
全保障」を唱える。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第9回

・環境問題 Environmental Issue 
環境問題や環境汚染には国境がない。二酸化炭素の排出
による、オゾン層の破壊や地球温暖化や北極海の氷の現
象は、地球規模の気象メカニズムを通じて全世界に深刻な
打撃を与える。知的共同体やＮＧＯ・国際機関の役割など
環境問題の多面性を考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第10回

・IT技術とコミュニケーション革命 IT Revolution of 
Communication 
グローバル化の特徴として情報技術の飛躍的進歩による、
世界のシンクロ化が挙げられる。米国の軍事技術から出発
したインターネットは、国際ＮＧＯのようにこれまで国境で区
切られていた市民とその運動をつなぎ、同時に、テロリスト
の広がりも助けていることを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

・グローバル市場 Global Market 
情報化によって最も恩恵を受けた領域は経済、特に金融を
中心としたグローバルな市場である。国家や社会は相当程
度市場化され、、グローバル市場を経由して瞬時に連結す
る。現代のガバナンスのメカニズムにおいて、台頭する経
済権力や権威に着目する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第12回

・南北格差と開発 Division and Development 
開発援助の分野ほど、多様なアクターが複雑に絡み合う問
題領域もないかもしれない。先進国・途上国・国連・ＮＧＯ・
多国籍企業…異なる利害と立場が交錯する開発の領域を
事例に、現代の国際関係のダイナミズムを検討する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第13回

・文化の力 Power of Cultures 
とかく軍事と経済のいわゆるハードな問題に偏りがちな国
際関係論にあって、文化の問題は比較的新しく魅力的で、
同時に悩ましい領域である。アイデンティティーに深く関わ
りを持つ、言語、民族、宗教などのネットワークは、理論が
考えるよりも大きな世界変化の動因となっていることを学ぶ
。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第14回

＜第３部 あなたの国際関係論＞
・小論文による理解度と応用力の確認 
国際関係論において、どの理論が一番大事であるとか、ど
の問題領域が最重要である、ということはありません。何を
どう選び、あるいは組み合わせて、世界のどこに焦点を合
わせ、どう考えるかは一人ひとりの自由です。小論文で何
を学んだか、考えたのか書く。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第15回

・まとめ～「わたしたちの国際関係論と世界」
学生の皆さんから出された、いろいろな形の国際関係論か
ら、私たちが世界をどう見ているのか、そして世界とのつな
がりをどのように感じているのか、一緒に考え議論しながら
授業のまとめを行う。

自分の小論文をこれまでの授業
内容から自分なりに評価してみ
ること。（９０分）

フィードバックを参考に自分なり
にこの授業で得た知識を考えを
まとめておくこと。（９０分）
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100

その他 0 なし

教科書

特になし。

参考文献

履修条件・留意事項等

本授業は１年次の必修科目である。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加の積極性20% 課題提出状況50% 小論文形式のテスト30%

授業テーマに関連する文献や資料を、各授業で適宜指示。
Kauppi, Mark V. and Viotti, Paul R. (2023) International Relations Theory (7th ed), Rowman & Littlefield Pub.
(邦訳：（ウェッセルズ、石井 共訳）『国際関係論：現実主義・多元主義・グローバリズム』彩流社）

- 258 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 経済と社会 ナンバリング 1722

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 平岡　祥孝

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

基本的には、板書と口述説明に基づいて、授業を展開していく。必要に応じて資料を配布する。Ｑ＆Ａを活発に行いたい。

ＩＣＴ活用

授業中に紹介した経済統計を各自検索する。

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目は、ディプロマポリシーの「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経
済、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」等に関連する科目である。この講義は、その後に学習する国際政治経済分野諸
科目の基礎となる科目である。

この授業は、国際教養学科の学生がグローバルな課題や、その課題を分析する社会科学の学習をする上で知っておくべき経済学の基礎知識
をわかりやすく解説する講義科目である。資本主義や市場経済のあり方が社会生活の基盤の１つであることから、経済学や経済の基本的概念
を習得することにより、経済現象と社会の関係性を自ら理解し考えるのに必要な視点を身につけることを目的にする。本講義では、現実の社会
経済の事例や現実についても取り上げる。

新聞記事の経済面を習慣として読むことができるように、経済学の基礎知識を習得する。日常生活における様々な事象に関して、経済学の視
点から見る眼を養う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業開始時に課題を提示し、授業終了前に課題に関する意見交換を行う予定である。

授業計画 学習内容

担当教員 平岡　祥孝

「経済学とは何か」

担当教員 平岡　祥孝

「経済学の歴史をたどる」

担当教員 平岡　祥孝

「価格と市場機構」

担当教員 平岡　祥孝

「消費と貯蓄」

担当教員 平岡　祥孝

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション （授業概要と授業の進め方、学習方法
、事前学習・事後学習、評価方法、注意事項など）

高校時代に学習した経済分野
について確認する（90分）。

身近な消費生活において興味・
関心を持った事項について整理
しておく(90分）。

第2回

経済学の視点から考察する事
例について、その理由と共に複
数準備する（90分）。

経済学の学び方を確認する（90
分）。

第3回

高校時代に学習した経済思想・
学説分野について確認する（90
分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第4回

市場に関して知るところをまとめ
ておく（90分）

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第5回

家計における消費と貯蓄の状況
についてまとめる（90分）

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。
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「需要曲線」

担当教員 平岡　祥孝

「需要の価格弾力性」

担当教員 平岡　祥孝

「需要の所得弾力性」「需要の交差弾力性」

担当教員 平岡　祥孝

「消費者余剰」

担当教員 平岡　祥孝

「無差別曲線分析」

担当教員 平岡　祥孝

第6回

高校時代に学習した需要曲線と
供給曲線について確認する（90
分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第7回

普段購入する食料品の中で価
格変化に対応して、商品の購入
量が増加したり、減少したりする
事例をまとめておく（90分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第8回

普段購入する食料品の中で代
替品との関連で、商品の購入量
が増加したり、減少したりする事
例をまとめておく（90分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第9回

支出予算額よりも実際の購入金
額が安い場合に、消費者の意
識と行動について、各自まとめ
ておく（90分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第10回

飲食メニューの中から好みの順
序付けの事例について、各自幾
つかまとめる（90分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。
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「食料消費の経済分析」

担当教員 平岡　祥孝

「経済数学の基礎」

担当教員 平岡　祥孝

問題演習

担当教員 平岡　祥孝

問題演習

担当教員 平岡　祥孝

まとめとテスト

担当教員 平岡　祥孝

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

家計支出に占める飲食費がどの
程度であるか、各自の実態につ
いて確認しておく。（90分）

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第12回

高校時代に学習した微分・積分
について確認する（90分）。

講義内容を確認して、重要事項
を整理する（90分）。

第13回

事前配布した演習問題に取り組
む(90分）。

事前配布した演習問題に取り組
む(90分）。

第14回

事前配布した演習問題に取り組
む(90分）。

演習問題を見直す（90分）。

第15回

授業内容を再整理するとともに、
配布資料も再確認しておく（90
分）。

演習問題を見直す（90分）。
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40 出席状況、受講態度、ノート作成状況、Ｑ＆Ａ

その他 60 最終授業時間内に作成する課題レポート

教科書

使用しない。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

ミクロ経済学の入門の入門／坂井豊貴／岩波新書2017年、絵でわかるミクロ経済学／茂木喜久雄／講談社、2018年。
その他、必要に応じて授業中に紹介していく。

全出席が望ましい。正当な理由なき遅刻・欠席は減点する。なお合理的な事情がある場合には配慮する。授業マナーを順守すること。授業中の
スマートフォン操作、飲食、私語、授業に無関係な作業（「内職」）に対しては厳しく対応する。選択科目ゆえに、経済学に興味・関心があるか否
かが履修動機として大切である。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際教養入門 ナンバリング 1700

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

この科目は、「国際教養科目」の導入科目として、社会科学や地域研究のアプローチについての概略と基礎的理解を深めるための科目である。
北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言
語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている。（知識・技能） 」に関連する科目である。

この授業は、国際教養を学び培っていくにあたり、今後の学びの全体を俯瞰し学習の見取り図を提供する科目である。具体的には、特に国際
教養学科の国際教養科目で扱う社会科学の各分野や各地域論、各国研究の内容を一通り紹介しつつ、それらを学ぶ意義や研究の目的や面
白さなどについて、本格的な社会科学や地域研究が初めての学生に講義するものである。この講義により、学生はこれからの国際教養学科で
の学びをイメージしやすくなり、興味・関心の幅が広がることを目的としている。

学生が、「国際教養科目」の政治、経済、社会、地域研究などの基本的な考え方や発想の仕方を理解し、４年間で勉強していく社会科学や地
域研究の基礎的な考え方について理解し、各科目により入りやすい基礎的な知識や教養を身につけることを到達目標とする。

印刷配布物や視聴覚資料を用いて講義形式で進める。
授業で得た知識や自分で調べた情報をもとに、自らの考えをまとめるレポートを書かせる。
授業全体の理解度、応用力、独自の考えが生まれたのかを小論文で確かめ、そのフィードバックを行う。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
関連する国家や国際機関、NGOなどのホームページ、動画等。

適宜、他の専任教員の中から講義のそれぞれの回の内容に関連する具体的な実務経験がある教員をゲストスピーカーとして登壇させる。開発
協力の実務でアジア諸国に駐在した経験のある教員や欧米の国際外交会議に多数の経験を持つ教員等が協力する。
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課題に対するフィードバックの方法

代表的なレポート課題や小論文などを抽出し、それらについてコメント・講評などを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

・導入～教養とは何か？
グローバル化に伴って、不確実性や不透明性を増し、先の
見えない世界について、教養を身につけるとはどういうこと
なのか。現代世界を理解するのに不可欠な社会科学と世
界の地域的多様性を学ぶことの意義について考察する。

シラバスを良く読み自分の問題
意識を整理すること。自分の関
心事のプレゼンの準備（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第2回

・国際政治学概論
国際政治と国内政治の境目がない時代、「政治」とは何か「
政治」を理解するとはどういうことなのか、伝統的な政治学
の思想から、現代の国際関係論までを俯瞰する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第3回

・国際経済学概論
市場化し経済化する世界において、経済を理解する基礎
は重要である。古典的な経済思想から、グローバル経済を
分析する視点まで、経済学の基礎を学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第4回

・国際社会学概論
トランスナショナル化しボーダーレス化する社会と個人。移
動やディアスポラが常態化する世界で、社会と人間を理解
するとはどのようなことか。社会学の潮流から、現代社会の
諸問題まで、現代社会学のアプローチの基礎を学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第5回

・開発援助概論
SDGsの視点から、世界の諸問題と解決へのアプローチに
ついて、具体的な事例を交えながら、その概略について学
習する。ハードからソフトへ。援助から自立へ。開発援助と
国際協力の新しい潮流についても考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

・地球環境概論
気候変動が人類の命運を左右するとも言われる時代、環
境問題は安全保障問題であり、これからの社会経済構造を
考える基底ともなる環境問題の現状と課題について、その
概略を学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第7回

・レジーム論・ガバナンス論概論
グローバルから地域のレベルから、統治の制度と実態を考
えるレジームやガバナンスの考え方はますます重要となっ
ている。国際機関、国際法から地方自治まで、ルールとガ
バナンスの現状と課題を学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第8回

・情報社会概論
情報技術の革新とメディアの発達は、２０世紀に世界のあり
方を大きく変えた。テレビ、新聞、ラジオなどのオールド・メ
ディアからSNSなどの新しいメディアまで、情報とメディアを
めぐる社会のあり方について学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第9回

・東アジア地域概論
日本とその周辺地域は、世界経済においてもっともダイナミ
ックな地域を形成している。東アジアの歴史的交流から、現
代の国際政治の問題まで、私たちの住む地域について概
観する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第10回

・東南アジア地域概論
経済的に急成長を遂げ、世界の成長センターの一つであ
る東南アジアは、文化的にも多様で豊かな地域である。日
本との関わりも含めて、東南アジア地域のダイナミックな特
徴について学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

・アフリカ地域概論
世界経済の最後のフロンティアと言われているアフリカ。一
括りにするにはあまりにも巨大で多様なアフリカ大陸の政治
経済や社会文化について、その概略を学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第12回

・ヨーロッパ地域概論
EUの形成など、常に自己革新の歩みを止めないヨーロッ
パの強さとは何か。古代ローマから現代に至るまで、ヨーロ
ッパを貫く伝統と革新について、さまざまな時代や外部世
界との交流から考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第13回

・北米地域概論
現代世界において大きな影響を持つアメリカを中心に、北
米の社会文化の形成過程と、政治や経済の構造的な特徴
について明らかにしていく。わかっているつもりで意外とし
らない北米地域の事情について学習していく。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第14回

・小論文による理解度と応用力の確認 
現代世界を理解する社会科学の視点や、世界の諸地域の
多様性を理解する教養を、自分なりにまとめ、さらにそこか
ら自分なりに世界をどう見られるようになったのかを確認す
る。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（９０分）

小論文の内容について振り返り
思ったように書けたのか検証す
る。（９０分）

第15回

・まとめ～世界を思考する教養
学生の皆さんから出された、いろいろな形の教養のまとめ
から、私たちが世界をどう見ているのか、どのように分析し
ていけば良いのか、一緒に考え議論しながら授業のまとめ
を行う。

自分の小論文をこれまでの授業
内容から自分なりに評価してみ
ること。（９０分）

フィードバックを参考に自分なり
にこの授業で得た知識を考えを
まとめておくこと。（９０分）
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100

その他 0 なし

教科書

なし

参考文献

授業中に適宜提示。

履修条件・留意事項等

本授業は国際教養学科１年次の必修科目である。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加の積極性20% 課題提出状況50% 小論文形式のテスト30%
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 日本政治経済論 ナンバリング 1740

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

本科目は、国際学部国際教養学科のディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・
批判的な思考や判断をする能力を身につけている（思考・判断・表現）」等に関連する科目であるとともに、人間科学部地域未来学科のディプロ
マポリシー「地域の歴史や文化、多様な資源の価値を深く理解し、新たな価値を創造することにより、持続可能な社会を実現し、次代への発信・
継承することができる」に関連するとともに、特に「幅広い視点から、地域課題を発見し、課題解決に向けて主体的に行動でき、かつ、地域にお
いて協働できる人的資源の開発や組織体制の構築に貢献できる」を実現するための科目である。

本科目は、世界の変化や現象をどのように分析するのかを学んでいくにあたり、その出発点として、現代の日本の政治と経済についての基本的
な知識を修得するための科目である。具体的には、日本の現代政治および現代経済分析の基礎的な理論、観点を修得し、現代日本政治と経
済の特徴について、1945年の敗戦から現在に至る事実の時系列的変化を正確に踏まえ、理論的、実証的に考察する力を養う。

学生が、自ら関心を持つ政治経済分野を特定し、その分析に必要な理論的枠組みはどのようなものかを理解し、必要な情報を収集する能力を
養う。分析するにはどの分野の知識が必要であり、どのような情報をどのような形で収集すべきであり取捨選択すべきか（新聞、テレビ、ネット等）
を判断し、解決策を主体的に提示できることを到達目標とする。

PowerPointを用いた講義形式で行う。受講者の積極的な議論参加を期待している。思いついた疑問をクラス内で共有し、双方向的な講義を目
指す。

Google Classroomにより授業外においても日々のマスコミ情報の補充等を行うと共に受講生との対話を行う。また関連するインターネット上の資
料や報道動画等を適宜参照する。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、地球環境問題をはじめとする条約交渉やＷＴＯを中心とする通商交渉、エネルギー政策や貿易保険
といった政策分野において、外交交渉、法案作成、国会審議、予算編成の実務を経験しているだけでなく、現実の政治や選挙といった実戦に
おける経験も踏まえて講義を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

＜補論＞１ ヨーロッパとは何か〜中世末期の欧州世界

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

講義の中での積極的なディスカッションを慫慂するほか、講義期間中2度程度の小課題を提出させ、理解度や受講者個人の関心の方向性を把
握しケーススタディの選択の参考にする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

はじめに   本講座の位置付け・講義のアウトライン・参考文
献リストの提示と受講生の関心の提示
１．大学教育における「一般教養科目」
（１）大学教育における「教養」とは
（２）大学の発祥
（３）日本の大学
（４）アメリカの大学
２．学問としての政治学
（１）「為政者のための学問」という性格
（２）政治学とその内部、および近接学問分野
（３）日本の大学形成史における政治学の位置づけ
（４）学者本人のバイアス

シラバスを読み自らの関心を明
確にしつつ、指定された参考文
献を読んでおくこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第2回

第１章 権力と支配
０．みんなの知ってる「〇〇」はブラック企業か？
１．「権力」の構成要素
（１）権力の行使の態様
（２）権力関係の類型
（３）権力と権威
（４）「〇〇」について考える

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
北村・久米・真渕『はじめて出会
う政治学』第３版補訂 有斐閣ア
ルマ 2010

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第3回

第２章 「政治」の定義
（１）政治現象の範囲
（２）近代における「国家」の概念
（３）「国家」観の歴史
 ① 古代
 ② 中世
 ③ 近世

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第4回

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
高校世界史（できればB)教科書
の欧州中世から近代に至る過程
を復習しておくこと
高校時代世界史を選択しなかっ
た受講生は
『世界の歴史』編集委員会編 『
新 もう一度読む 山川世界史』 
山川出版社 2017
の該当箇所を読んでおくこと

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第5回

第２章 「政治」の定義
（３）「国家」観の歴史
 ④ ルネッサンス後
 ⑤ ドイツ国家論
 ⑥ 社会主義への道
 ⑦ マルクスとマルクス主義による批判
 ⑧ 20世紀アメリカ政治学と実証主義

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）
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担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

＜補論４＞丸山眞男「超国家主義の論理と心理」を読む

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第6回

第２章「政治」の定義
（５）20世紀後半以降の政治学の潮流〜制度論から権力中
心の政治理解へ〜

＜補論２＞「歴史主義」についての補足
（１）歴史をめぐる基本認識枠組み
（２）マルクス主義的歴史観
（３）「革命」を探して
 ① イギリス   「市民革命」は、「長い革命」か「２段階革命」
か？
 ② アメリカ   「独立戦争」か「独立革命」か？
 ③ フランス   革命の「５段階進行説」はどこまで一般化で
きるか？

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）
中間課題を作成すること

第7回

第３章 「政治権力」
（１）支配と被支配
（２）権力の主体
（３）権力の客体
（４）支配の正統性
＜補論３＞ M. Foucaultにおける生の権力・死の権力
（５）リーダーシップの類型論

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第8回

第４章 国家と政府
（１）立憲主義
（２）政府の形態
（３）政府の役割
（４）「天皇制国家」の支配原理

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
藤田省三 『天皇制国家の支配
原理』 みすず書房2012 または 
市川弘正編『藤田省三セレクシ
ョン』平凡社 2010

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第9回

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
丸山眞男 「超国家主義の論理
と心理」 杉田敦編『丸山眞男セ
レクション』平凡社2010
苅部直  『丸山眞男ーリベラリス
トの肖像』 岩波新書2006

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第10回

＜補論５＞フェミニズムと日本政治
１．フェミニズムと政治学
２．上野千鶴子の「東大入学式祝辞」を読む
３．現代日本政治学における「フェミニズム」

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
上野千鶴子 東大入学式祝辞
前田健太郎 『女性のいない民
主主義』岩波新書 2019

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）
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担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

第５章 「政治」と「行政」
１．「政治」と「行政」 〜一元論と二元論〜
２．行政

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第12回

第６章  民主主義の制度
１．Polyarchy
２．議会
（１）アメリカ
（２）イギリス
（３）日本
（４）体制変動における議院内閣制と大統領制
（５）首相公選制

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第13回

第７章 政党
１．政党の役割
２．政党組織の分類学
３．政党システム〜選挙区制と政党制

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
吉田徹『「野党」論』ちくま新書 
2016

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第14回

第８章 日本における政党政治史
１．近代国家日本の政治
（１）明治維新と近代日本国家
（２）憲法制定と帝国議会
（３）帝国議会
 ① 初期議会
 ② 桂園時代
 ③ 大正デモクラシー
（４）太平洋戦争への道

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）

第15回

第８章 「政権党」としての自由民主党
１．自由民主党の特徴
２．保守合同から初期自民党
（１）GHQ下における戦後日本政治の再出発
（２）吉田学校と鳩山一郎
（３）保守合同と三木武吉
３．戦後政治の確立
（１）佐藤政権と政治の「制度化」
（２）角福戦争と金権政治
（３）中曽根政権と「戦後政治の総決算」
（４）政治改革の時代
（５）民主党政権という名の実験
（６）安倍一強時代とその後始末

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）
石川真澄・山口二郎 『戦後日本
政治史』第４版 岩波新書2021
朴喆熙  『代議士のつくられ方
ー小選挙区の選挙戦略』 文春
新書2000
境家史郎 『戦後日本政治史】中
公新書 2023
中北浩爾 『自民党ー「一強」の
実像』 中公新書2017

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献を読了し
ておくこと（90分）
加えて、期末課題を作成するこ
と
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0

その他 0

教科書

北村俊哉・久米郁男・真渕勝 『はじめて出会う政治学』 有斐閣アルマ

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

久米郁男・川出良枝・古城佳子・田中愛治・真渕勝 『補訂版 政治学』 有斐閣 2011
佐々木毅『政治学講義』第2版 東京大学出版会 2012
特に後者は現時点においても日本語で書かれた最高水準の内容であるが、大学生のたしなみとして、購入し手元において、本講義はもとより、
日常マスコミ報道等で疑問に思う事項を検索するようになって欲しい。
京極純一『日本の政治』 東京大学出版会 1983

大学としての学習の出発点として、政治学・政治過程論の基礎概念の解説を行いながら、受講者の関心を反映することを検討するので、扱って
欲しい課題のリクエスト等、積極的にクラス参加してほしい。
なお、本シラバスは基本的に23年度後期に実施したものをベースとしているが、2023年は年末に自民党の裏金問題が発覚し自民党政権のあり
方に大きな関心が寄せられたことに応えるため、自民党の歴史をあえて取り上げたのであって、オリジナルにはもっと「野党論」を扱う予定であっ
た。2024年の政治情勢によってトピックの重点や取り上げるエピソードが変わるので、受講生はあらかじめテレビや新聞の政治報道に関心を持
って臨むようにしてほしい。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 世界の感染症 ナンバリング 1728

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 木村　浩一

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

国際派日本人として知っておくべき世界の現状を示すテーマとして感染症を取り上げる。
ディプロマポリシーの「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、
文化等の国際教養を身につけている。（知識・技能）」、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・
批判的な思考や判断をする能力を身につけている。（思考・判断・表現）」、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能と
する国際性や共感力を備えている。（関心・意欲・態度）」、および「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際
感覚を身につけている。（関心・意欲・態度）」に関係する。

世界の感染症に着目し、国際社会の変革や社会的背景を理解する上での知識を習得する科目である。
かつて死因の半分以上を占めていた感染症であるが、人類は医学を急速に発展させて死者数を劇的に減少させ、今や感染症による死亡者の
割合を約3割にまで減らすことに成功した。しかし、低所得国においては、未だ約6割の死因が感染症である。
この授業では、人類の歴史を感染症の視点から見つめ直し、時に国家の存亡や国家制度の変革をもたらしてきた感染症に、いかに我々の祖先
たちが脅かされて来たのか、そして、現在に至るまで世界中で繰り広げられている感染症と人類の戦いについて解説する。また、ほとんど知られ
ていないが、この戦いの中で日本人の果たして来た重要な役割について紹介する。

・感染症の脅威による歴史への影響について理解し、説明出来る。
・感染症と戦ってきた人物について、その内容を説明出来る。
・我が国が果たした、感染症との闘いでの貢献を説明出来る。
・耐性菌の問題を正しく理解し、これを説明出来る。

主にパワーポイントを利用した講義形式で実施する。
授業中に課題を出し、評価する。

課題への回答をWeb上で実施する回もある。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業中の課題への回答後、解説を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
・出席および課題提出方法の説明
・本講義で取り上げる感染症
・江戸時代の感染症対策

Google Classroomの使い方に習
熟しておくこと。
（90分）

Web上ので課題提出や出席確
認方法について、確実に理解し
ておく。講義で取り上げる感染
症について、その概略を調べて
おく。
（90分）

第2回

インフルエンザ
・慣れが引き起こした悲劇

インフルエンザウイルスについて
の基本的な知識をWeb等を利用
して学習しておく。
（90分）

インフルエンザの流行防止に有
効と思われる、日常の注意点に
ついてまとめる。
（90分）

第3回

エボラ出血熱
・最強の感染症

エボラウイルスについての基本
的な知識をWeb等を利用して学
習しておく。
（90分）

エボラ出血熱を始め、新興感染
症と言われる感染症を予防する
のに有効と思われる施策を考え
る。
（90分）

第4回

ペスト
・世界史を変えた感染症

ペスト菌についての基本的な知
識をWeb等を利用して学習して
おく。
（90分）

ペスト菌を運ぶネズミが都会で
増加傾向にあることを踏まえ、そ
の対応方法を考える。
（90分）

第5回

痘瘡
・人類が勝利した唯一の感染症

痘瘡ウイルスについての基本的
な知識をWeb等を利用して学習
しておく。
（90分）

現在、WHOが封じ込めを計画し
ている感染症について調べる。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

100

その他 0

教科書

なし。

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

第6回

性感染症
・コロンブスがもたらした風土病
・がんを引き起こすセックス

梅毒スピロヘータおよび、ヒトパ
ピローマウイルスについての基
本的な知識をWeb等を利用して
学習しておく。
（90分）

一般の人々が性感染症を予防
する上で、有効な方法を考える
。
（90分）

第7回

麻疹と風疹
・世界の後進国、日本

風疹ウイルスおよび、麻疹ウイル
スについての基本的な知識を
Web等を利用して学習しておく。
（90分）

日本の定期予防接種の種類と
接種時期について調べる。
（90分）

第8回

寄生虫
・人を操る寄生虫
・奇跡の薬「イベルメクチン」

寄生虫による感染症についての
基本的な知識をWeb等を利用し
て学習しておく。
（90分）

これまでの取り上げた感染症以
外に、世界で猛威を振るう感染
症について調べる。
（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業中の課題への回答を評価する。
授業態度が悪い場合は減点する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

授業中の態度が悪い場合は、退室を命じ、その回は欠席扱いとする。

備考欄

なし。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際社会と医療 ナンバリング 1730

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 1

担当教員 大森　圭

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

担当者は理学療法士としての臨床経験や臨床研究を基に本講義を行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

ディプロマポリシーの「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、
文化等の国際教養を身につけている。（知識・技能）」と関連する科目 である。日本と諸外国の医療、介護、福祉に焦点をあて様々な社会的背
景から各国の特徴や問題点を理解し、国際社会の未来に向けての理想的な医療、介護、福祉のあるべき姿を考察する。

本講義では医療に焦点をあて、様々な社会的背景を理解するうえでの知識の一つとする。医療は人間の健康の維持、回復、増進などを目的と
する様々な活動であり、国際社会にとっても共通の認識が必要である。一方で人間が日常生活を営む場所の社会的背景によって医療に差が
生じていることについても理解すべきである。また、日本を含めて世界における現代の医療は、福祉や介護との連続性および地域社会での包
括ケア制度の確立や改善が急務とされている。このため医療および福祉や介護に携わる者は制度論だけではなく、幅広く社会を俯瞰する知識
や倫理観を持ち備えることも必要である。全８回の講義を通して日本と諸外国の医療を考え、医療と密接に関わる福祉や介護についても日本と
の比較を行うことで、各国の特徴や問題点を理解し、国際社会の未来に向けての理想的な医療のあるべき姿を考察する。

１．現代日本の医療保険制度、介護保険制度、福祉制度の現状を理解し、その諸問題を説明することができる。
２．日本と諸外国の医療保険制度、介護保険制度、福祉制度を比較し、その特徴や違いを説明することができる。

各種メディアを利用した座学・講義である。
講義中に提示する課題を実施し、講義毎に提出させる。

必要に応じてGoogle Meetを用いた双方向授業を行う。

- 278 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

講義毎に提出された課題について、必要に応じてフィードバックを行う。また、随時、質問を受けつける。

授業計画 学習内容

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

日本における地域リハビリテーションの現状を理解する。

担当教員 大森　圭

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
日本の医療保険制度を理解する。

日本の医療保険制度について
調べておくこと。（90分）

講義内容をまとめておくこと。
（90分）

第2回

テーマ：医療（医学）の歴史と特徴（講義・GW）
内容：・医療（医学）の歴史
・医療と医学の特徴と違い
行動目標：
・医療（医学）の歴史が理解できる。
・医療と医学の比較から各々の特徴が説明できる。
GW：医療現場のイメージ
小レポート：当日、授業で提示する。

医療と医学の言葉の意味を調
べてノートに記載する（30分）。

・行動目標の自己評価を行う。・
本日の講義まとめをノートにまと
める（60分）

第3回

テーマ：日本の介護保険制度を理解する（講義・GW）
内容：・日本の介護保険制度の歴史
・医療保健と介護保険
行動目標：
・日本の介護保険制度の歴史が理解できる。
・医療保険と介護保険の違いから各々の特徴が説明できる
。
GW：日本の介護保険制度の特徴
確認レポート：医療保険と介護保険の違い

日本の医療保健と介護保険の
言葉の意味を調べてノートに記
載する（30分）。

本日の講義まとめをノートにまと
める（60分）

第4回

諸外国の介護保険制度を学習し、日本との違いを理解す
る。

学生自身が興味を持っている国
の介護保険制度について調べ
ておくこと。（90分）

講義内容をまとめておくこと。
（90分）

第5回

日本の地域リハビリテーションに
ついて調べておくこと。（90分）

講義内容をまとめておくこと。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

担当教員 大森　圭

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

80 授業中の課題

その他 20 授業への参加態度や発言の内容を評価する

教科書

特に指定しない

参考文献

特に指定しない

履修条件・留意事項等

第6回

諸外国における地域リハビリテーションについて学習し、日
本との違いを理解する。

学生自身が興味を持っている国
の地域リハビリテーションについ
て調べておくこと。（90分）

講義内容をまとめておくこと。
（90分）

第7回

テーマ：日本の社会保障制度と諸外国の比較（講義・GW）
内容：・諸外国の社会保障制度の特徴
・日本と諸外国との社会保障制度の違い
行動目標：
・諸外国の社会保障制度が理解できる。
・日本と諸外国の社会保障制度の違いが説明できる。
ＧＷ：各国の社会保障制度の長所
確認レポート：日本と諸外国との社会保障の違い

関心をもっている国の社会保障
制度についてノート等にまとめる
（60分）。

本日の講義まとめをノート等にま
とめる（60分）

第8回

まとめ
日本および諸外国の医療保険制度、介護保険制度、福祉
制度が未来の社会にどの様な影響を与えるのかについて
考察する。

本科目の１～７回の講義を総復
習しておくこと。（90分）

講義内容をまとめておくこと。
（90分）

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

授業には積極的に参加すること

備考欄

なし
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 開発援助論 ナンバリング 2726

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考
や判断をする能力を身につける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」
を身につけることと特に関係がある科目である。

この授業は、世界の多様性と共生・協働を理解するために、国際協力や開発援助と呼ばれている分野を中心に、そこで活動する国家、国際機
関、ＮＧＯ、企業などの役割や相互関係を学習する。国際協力をより立体的に理解するために、（１）背景としての貧困や紛争などの南北格差の
現実（２）開発の手段としての政府ＯＤＡや国連のイニシアチブ（３）ＮＧＯのネットワークによるボランティア活動の展開、の３点を軸に国際協力の
アクターと活動がもつ可能性と限界を、理論と事例の双方から包括的に検討する。また、多様な地域の現場の問題や活動などをとりあげ、日本
のＮＧＯや国内ボランティアも取り上げる。

この授業では、以下に掲げる項目への行動変革を目標とする。 
・開発途上国が抱える基本的な課題を理解、分析し、論理的に説明することができる。 
・国際社会の一員として、グローバルイシュー(貧困、環境破壊等)の議論に参加できる。 
・将来における自身のキャリア形成において、「社会貢献」「国際協力」「開発援助」の要素を高め、何らかの行動が できる。(例 SNSでの支援の
呼びかけや、国際協力の様々な自主的な活動を目指す等）

授業で取り上げるテーマについて事前に調べ、予習すること。 授業後、授業の内容を整理し、自分の考えも交えて内容をまとめる。 授業内容を
理解できたのか、授業後レポートの作成を求め、評価する。 条件が整えば、JICA北海道(札幌)が実施するプログラムの参加や、その施設利用
も検討している。

PC、タブレット等を使用し、スライド、動画を多く使用する。

指導教員は、JICAに約30年勤務し、その間、外務省に出向し国際協力の政策策定、JICA事務所勤務（中国、インドネシア、マレーシア、スリラ
ンカ）勤務、青年海外事務局次長等を経験した経験を有する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業内容の理解を確認するために、授業中にミニレポートの作成を求めることがある。 各種レポート課題を評価し、コメントを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
開発援助に関わる現状を概説する。初回では、授業計画
を調整するため、出席者の意見、考えを積極的に求める。

なぜ、この授業に出席するのか
？その目的意識を明確するため
、事前に課題・問題を整理する
こと。また可能であれば、自分の
将来のキャリア形成におけるこ
の授業の位置づけを明確にする
。(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第2回

開発援助の歴史的背景ととSDGs
開発途上国やグローバル・サウスを理解した上で、開発援
助の基礎を解説する。現在の潮流「SDGs」も交えて、適切
な援助について学ぶ。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第3回

国際機関・政府の国際支援
世界銀行、国連等の国際機関を取り上げ、そのあり方、取
り組みについて理解する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第4回

JICAの概要と取り組み
独立行政法人国際協力機構(JICA)の概要を紹介し、その
取り組みについて学ぶ。可能であれば、JICAからゲストスピ
ーカーを招待する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第5回

NPO/NGOの意義と活動
国際的なNGOや日本国内のNPO/NGO等の活動を取り上
げ、幾つかのNGOの存在と活動について学ぶ。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第6回

民間企業における社会貢献活動
企業活動をする上でSDGｓへの配慮が重要になりつつある
現状について学ぶ。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第7回

貧困と飢餓を考える（SDGs1-2)
SDGs1-2について、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第8回

健康と教育を考える（SDGs3-4)
SDGs3-4について、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第9回

ジェンダー問題と水の問題を考える（SDGs5-6)
SDGs5-6について、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第10回

エネルギー問題と経済成長を考える（SDGs7-8)
SDGs7-8ついて、その問題の本質について解説を行いま
す。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

技術革新と不平等を考える（SDGs9-10)
SDGs9-10ついて、その問題の本質について解説を行いま
す。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第12回

街づくりと製造責任を考える（SDGs11-12)
SDGs11-12ついて、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第13回

気候変動と海の豊かさを考える（SDGs13-14)
SDGs13-14ついて、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第14回

陸の豊かさと平和考える（SDGs15-17)
SDGs15-17ついて、その問題の本質について解説を行い
ます。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第15回

開発援助と未来
これまで学んできた内容をまとめ、自分なりの「開発援助の
未来」について、学生達が自由に意見を述べる授業とする
。また、今後のキャリアプランについて意見交換する。

最終レポートの作成(60分) 最終レポートの内容を見直し、 
最終レポートを完成させる。(120
分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

50 授業への参加度や授業内で出される課題への取り組み姿勢、出席態度を総合的に判定

その他 50 最終レポート

教科書

参考文献

開発経済学入門 渡辺利夫

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際経済学 ナンバリング 2722

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につけている。（思
考・判断・表現）

この授業は、国と国との経済関係によって生じる問題について考察する学問である。この授業では、グローバル化が進む現代の経済情勢を理
解するために必要な国際経済学の知識を身につけることを目標とする。具体的には、マクロ経済学の基礎を学習した後に、戦後の自由貿易、
自由経済のいわゆるブレトンウッズ体制における経済の変遷と経済統合EC及びEU、FTA（自由貿易協定）、TPP（環太平洋連携協定）等の協定
の意義について考察する。

自ら関心を持った課題につき、統計資料等を用い問題の構造を分析し、的確な政策的処方箋をまとめ、国際的共通言語である国際経済学の
枠組みにもとづいて発信できる能力を養う。

PowerPointを用いた講義形式で行う。適宜Google Classroomで補充する。

インターネット上の資料を適宜参照する他、Google Classroomを通じた双方向コミュニケーションで補充する。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、国際経済及び国内における産業政策の形成過程と国際的な政策調整に関わった実務経験を踏まえ
た教育を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

講義期間中に２回程度の小課題を課し、提出物につき講評するとともに期末課題への評価とフィードバックを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1.Introduction：経済学の中における国際経済学 シラバスを読み、自らの関心を
明確にしておくこと（20分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（2０分）

第2回

２．国際経済と統計
（１）抽象と具体
（２）ミクロとマクロ
（３）国民経済計算
（４）国際経済と統計データ

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第3回

3.マクロ経済学の基本モデル
（１）Supply SideとDemand Side
（２）閉鎖経済の短期モデル

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第4回

３．マクロ経済学の基本モデル
（３）閉鎖経済の中期モデル

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第5回

３．マクロ経済学の基本モデル
（４）開放経済モデル

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第6回

３．マクロ経済学の基本モデル
（５）経済成長

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第7回

３．マクロ経済学の基本モデル
（６）安定化政策

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第8回

４．国際貿易
（１）国際貿易の基礎

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第9回

４．国際貿易
（２）比較優位と国際貿易

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第10回

４．国際貿易
（３）生産要素の変化と国際貿易

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

６．技術移転と国際貿易

担当教員 宮本　融

７．国際貿易ルール 期末課題を作成すること（９０分）

担当教員 宮本　融

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行なわない。

第11回

5．貿易政策
（１）輸入制限と補助金
（２）輸出税と保税地域

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第12回

5．貿易政策
（３）不完全競争
（４）規模の経済性と産業内貿易

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第13回

５．貿易政策
（５）戦略的通商政策と貿易摩擦

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第14回

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第15回

指定された文献を読んでくこと（
９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 出席と講義参加の積極性３０％、小課題提出状況３０％、期末課題４０％

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

石川城太・椋寛・菊地徹『国際経済学をつかむ』第２版有斐閣2013

伊藤元重『入門経済学』第４版日本評論社2021
若杉隆平『現代経済学入門 国際経済学』岩波書店 2009
斎藤誠・岩本康志・太田聰一・柴田章久『Liberal Arts Selection マクロ経済学』有斐閣 2016

履修条件とはしないが、ミクロ経済学で扱う価格理論等は経済政策の議論の基礎であるために理解しておくことが必要であるため、「経済と社会
」を履修しておくことを強く勧める。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 比較政治学 ナンバリング 2742

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済
、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」等に関連する科目である。

この授業は、各国の政治の多様性を理解するために、比較政治学の諸理論を活用して、具体的な欧米諸国の政治制度を理解し、説明できるよ
うになることを到達目標とする。比較政治学は、政治的な現象や制度を比較することを通じて、政治の実態についての理解を深めることを目指
す学問分野である。本講義では、まず、外国の政治について、、その国の政治システム全体を捉えて、他の国と比較する方法を学ぶ。次に関心
のある領域に限定して複数の国を比較する方法を学ぶ。講義では、まず、それぞれの国の政治の特徴を、その国の独自性に注目しながら取り
上げる。その上で、様々な制度の連関性を意識して、そうした特徴を形成する要素を分析し、その際には比較政治学の諸理論も活用して、政治
過程のメカニズムも検討する。

学生が、現代における政治問題の構造を、歴史軸と地域軸というタテヨコに幅広く眺めることを通じ、総合的、客観的、論理的に理解し、比較の
方法論を理解することと到達目標とする。

PowerPointを用いた講義形式で行うほか、受講生の関心によってはStudy Groupによる自主的な取り組みを歓迎する。

必要に応じインターネット上の資料を紹介するとともに、Google Classroomを用いた双方向対話を行う。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、日本の政策形成過程に参加した経験と国際機関での他国との外交交渉実務を踏まえたケースを紹
介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

講義期間中小課題を課し提出物に対する講評を行うととともに、Google Classroomを利用した情報提供とフィードバックを適宜行う他、期末課題
の提出を求め評価とフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1. Introduction：何を比較するのか？ シラバスを読み、自らの関心を
明確にしておくこと（２０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（２０分）

第2回

2.比較政治学の系譜
（１）政治体制

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第3回

2.比較政治学の系譜
（２）政治文化

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第4回

2.比較政治学の系譜
（３）政治社会

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第5回

2.比較政治学の系譜
（４）政治発展

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

2.比較政治学の系譜
（５）政治変動

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第7回

3.Case Study ① 議院内閣制と大統領制 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第8回

3.Case Study ② 選挙制度と政党 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第9回

4.リベラリズム 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第10回

5.日本における政権交代と政界再編 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

期末課題を作成すること（９０分）

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

6.代議制 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第12回

7.権威主義と独裁 指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第13回

８.デモクラシー
（１）ナショナリズムとアイデンディディー

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第14回

８.デモクラシー
（２）Illiberal Democracy
（３）デモクラシーの死と終焉

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第15回

9.まとめー多様性と比較 指定された文献を読んでくこと（
９０分）
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100

その他 0

教科書

特に指定しない。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義参加への積極性50％、小課題の提出状況20％、期末課題30％

粕谷祐子『比較政治学』ミネルヴァ書房 2014
久保慶一・末近浩太・高橋百合子 『比較政治の考え方』有斐閣ストゥディア 2016
河野勝・岩崎正洋編『アクセス 比較政治学』 日本経済評論社 2002
田中拓道『リベラルとは何か』中公新書 2020
池田信夫『戦後リベラルの終焉』PHP新書 2015

本講座の対象は「比較」の方法論であるので、履修条件とはしないが、「比較」の対象となる政治現象についてはある程度知識が必要であること
を覚悟し、それらの補完に努めてほしい。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際社会学 ナンバリング 2724

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考
や判断をする能力を身につける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」
を身につけることと特に関係がある科目である。

この授業は、グローバル化する現代社会によって、様々な社会集団・組織の機能が変質し、リスクの個人化をもたらしている状況の中で、社会学
が表出する諸課題に対してどのような理解ができるのかを学ぶ。この講義では、様々な側面を有する「国際社会」を捉えるための視点・方法を学
ぶことを通じて、ローカルなもの、ナショナルなもの、グローバルなものの相互依存が拡大する現代社会の特質に接近するとともに、グローバル
時代にふさわしい社会学的想像力を磨く事を目的としている。

この授業では、以下に掲げる項目への行動変革を目標とする。 
・国際社会学で取り上げる国際間の人口移動の基本的な課題を理解、分析し、論理的に説明することができる。 
・国際社会の一員として、国境を越えた移民問題の議論に参加できる。 
・将来における自身のキャリア形成において、国際的な人口移動の問題について俯瞰した考えを持ち、何らかの行動が できる。(例 SNSでの支
援の呼びかけす等）

授業で取り上げるテーマについて事前に調べ、予習すること。 授業後、授業の内容を整理し、自分の考えも交えて内容をまとめる。 授業内容を
理解できたのか、授業後レポートの作成を求め、評価する。 条件が整えば、JICA北海道(札幌)が実施するプログラムの参加や、その施設利用
も検討している。

PC、タブレット端末などを活用した授業を行う。

指導教員は、JICAに約30年勤務し、その間、外務省に出向し国際協力の政策策定、JICA事務所勤務（中国、インドネシア、マレーシア、スリラ
ンカ）勤務、青年海外事務局次長等を経験した経験を有する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業内容の理解を確認するために、授業中にミニレポートの作成を求めることがある。 各種レポート課題を評価し、コメントを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
国際社会学とは何か、その学問領域の誕生について解説
するとともに、本授業全体の流れを開設する。

なぜ、この授業に出席するのか
？その目的意識を明確するため
、事前に課題・問題を整理する
こと。また可能であれば、自分の
将来のキャリア形成におけるこ
の授業の位置づけを明確にする
。(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第2回

「国際社会学の問題と基礎概念（１）」
近代における人種概念の発達の歴史的背景、エスニシティ
をめぐる考え方の多様性と対立軸、国家の成立とその揺ら
ぎについて解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第3回

「国際社会学の問題と基礎概念（２）」
社会変動としてのグローバル化の進展と社会的境界の変
化、トランスナショナルな視点の事例や批判と展望につい
て解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第4回

「国際社会学の問題と基礎概念（３）」
国際移民とジェンダーに関する課題、特に出稼ぎにともなう
移民女性問題や国際結婚に伴う女性の問題について解説
する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第5回

「国際社会学の問題と基礎概念（４）」
人種差別の歴史的変遷、間接的差別と制度的差別、開発
と移民政策（送り出し国・受入国との関係）、移民んの将来
像について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第6回

「人口移動の加速化と多様化（１）」
第２次世界大戦後の旧植民地の人口移動の状況、労働移
民の終焉と移民規制の強化、冷戦時代の難民の発生と近
代の難民問題について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第7回

「人口移動の加速化と多様化（２）」
移民グローバル化時代の非合法移民（送り出し国の事情、
受入国の対応）、高度技能移民の移動理由について解説
する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第8回

「人口移動の加速化と多様化（３）」
ディアスポラ問題、人材移動の理論的解説（プッシュ・プル
理論、歴史構造論、移民システム論）を行う。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第9回

「多文化社会の発展と反動（１）」
社会統合としての同化（パークの人間関係循環モデル、ゴ
ードンの同化過程モデル、シブタニ＝クワンの生態学的モ
デル）について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第10回

「多文化社会の発展と反動（２）」
社会統合としての編入の類型、多文化主義の発達と多様
性社会の現状と課題について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

「多文化社会の発展と反動（３）」
社会的結合という新たな結合モデル、共生という日本的な
統合モデルについて解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第12回

「多文化社会の発展と反動（４）」
労働市場に二重構造をもたらしていると言われているエス
ニック階層の構造化の問題点、移民と教育（不登校、不就
学問題）について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第13回

「多文化社会の発展と反動（５）」
エスニシティーをめぐる政治の展開、属性主義と業績主義
の相互作用、新しい市民権の登場について解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第14回

「国境を超える集団と制度」
超国家地域統合と人の移動、国際人権レジーム、世界都
市のグローバルな展開、エスニック・メディアの広がりにつ
いて解説する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第15回

「グローバル社会の諸相」
人の流れをめぐる問い（自由か規制か）、格差をめぐる問い
（競争か、平等か）、統合をめぐる問い（多文化か、ナショナ
ルか）、統治をめぐる問い（グローバルか、ローカルか、ナシ
ョナルか）

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)
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50 授業への参加度や授業内で出される課題への取り組み姿勢、出席態度を総合的に判定

その他 50 最終レポート

教科書

参考文献

国際社会学入門（石井香世子）

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 地球環境論 ナンバリング 2770

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をす
る能力を身につけている（思考・判断・表現）」及び「グローバル化社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を
備えている（関心・意欲・態度）」等に関連する科目である。

この授業では、深刻化する全世界共通の問題である、気候変動による温暖化、海面上昇、砂漠化などの地球環境の諸問題についてその概略
を理解することを目的とする科目である。地球環境問題では、世界共通のものと、各国、各地域で深刻度が異なる多様な問題が存在しており、
それらが私たちの日常生活とどのように結びつき、どのような影響を及ぼしているかを理解することを目指す。また、環境問題の解決や改善にど
のような取り組みがんされ、人々が参画しているのかについても学ぶ。

学生が、自ら設定した政策分野において、必要な理論的枠組みを取り出して、問題の構造を分析し、現状変更の政策提言をまとめられる能力
を身につけることを到達目標とする。

PowerPointを用いた講義形式形式で行うが、必要に応じGoogle Classroomを用いて情報のコミュニケーションを行う。

条約事務局のサイトなどインターネット上の資料を適宜参照するとともに、Google Classroomによる補完的情報提供を行う。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、条約交渉等の外交交渉の現場や国内における法令の作成や国会審議、あるいは政府部内における
政策形成過程を踏まえた実践的事例を盛り込む。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

講義期間中に小課題を課し、それに対する講評を行うとともに、適宜Google Classroomを用いた情報提供とフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１. Introduction
講義のアウトライン

シラバスを読み、自らの関心を
明確にしておくこと（２０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（２０分）

第2回

２．気候変動問題
（１）科学

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第3回

２．気候変動問題
（２）エネルギー

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第4回

２．気候変動問題
（３）政治過程

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第5回

３．「前史」としてのオゾン層保護問題
（１）科学と政治

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

４．地球環境問題を発見するアメリカの政治過程

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第6回

３．「前史」としてのオゾン層保護問題
（２）市民と政治

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第7回

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第8回

５．国際政治における認識論と社会構築主義
（１）非国家アクター
（２）国際政治理論の現代的展開

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第9回

６．その他の地球環境問題
（１）漁業資源の保護と捕鯨
（２）生態系の破壊と種の保存

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第10回

６．その他の地球環境問題
（３）森林破壊と地域政治
（４）海洋汚染と汚染物質の貿易規制

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

７．技術と政治

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

９．地球環境問題における国内政治

担当教員 宮本　融

１０．まとめ 期末課題を作成すること（９０分）

担当教員 宮本　融

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

６．その他の地球環境問題
（５）長期残留性有機化学物質の規制とEU

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第12回

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第13回

８．国際組織とNGO 指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第14回

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第15回

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 講義への参加の積極性４０％、小課題２０％、期末課題４０％

その他 0

教科書

特に指定しない。

参考文献

履修条件・留意事項等

本講座では、地球環境問題を取り上げるが、科学的側面についての理解は前提であり、国際政治過程について扱う。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義の中で適宜紹介していく。
米本昌平『地球環境問題とは何か』岩波新書 1994
Pamela Chasek, David Downie, Janel Welsh Brown,  Global Environmental Politics,  5th ed. Routledge,  2020
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際政治経済学 ナンバリング 3744

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

講義形式で行う。適宜学生に対してレポートなどの課題を課す。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシーの「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断を
する能力を身につけている（思考・判断・表現）」ことを基本に、特に「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのでき
る、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」ことと「グローバル社会の中で、世界の人々と共
生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている（関心・意欲・態度）」ことに関連し、その他のディプロマポリシーとも関連する科目で
ある。

この授業は、国際政治経済学の世界認識におけるグローバル化は、異なる問題領域での、多様な経済化・市場化・産業化そして資本主義がも
たらす政治・社会・文化への影響と変化への理解が求められる。この授業では、安全保障、外交、市場、知識などの具体的な分野における、国
家・国際機関・ＮＧＯ・多国籍企業そして先進国市民社会の相互関係、また各アクターの役割の変化などを学習することで、刻々と変化する国
際情勢を自分の力で考える、認識枠組みと分析方法の基礎を獲得できることを目標とする。

学生は、これまで学んだ国際関係論の理論的枠組みを復習するとともに、経済化・市場化するグローバル世界における多様な権力とその構造
を認識し、国際政治経済の現象を自ら分析し理解することができるようになることを到達目標とする。

インターネット上の資料や映像を適宜参照するとともに、Google Classroomを用いた双方向的コミュニケーションを保つ。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

講義期間中に課すレポートや課題についてのコメントや指導を行うとともに、Google Classroomを通じ適宜補充する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
国家vs市場？経済化する世界と市場権力の国際政治

シラバスを読み、自らの関心を
明確にし、疑問点などがあれば
整理しておくこと（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第2回

国際政治の理論（１）
現実主義、安全保障、国家主義

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第3回

国政政治の理論（２）
自由主義、貿易の拡大、相互依存

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第4回

国際政治の理論（３）
マルクス主義、グローバリズム、資本主義の行方

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第5回

帝国主義と重商主義
グローバル化における経済的ナショナリズムの出現

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

国家と市場
グローバル化、経済化する世界における新しい権力と権威

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第7回

世界経済における権力の構造（１）
安全保障構造

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第8回

世界経済における権力の構造（２）
生産構造

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第9回

世界経済における権力の構造（３）
金融構造

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第10回

世界経済における権力の構造（４）
知識構造

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行なわない。

第11回

二次的権力構造（１）
空海輸送、貿易
一帯一路、中国の影響、欧州の思惑

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第12回

二次的権力構造（２）
エネルギー、環境
「クリーン」な世界の行方と実態

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第13回

二次的権力構造（３）
国際福祉または開発
国際金融機関の変遷と援助

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習し、レポートなどの課
題に取り組む（９０分）

第14回

小論文試験
これまでの学習内容の理解度と、それをベースとして自律
的に思考し応用できるのかを問う。

これまでの授業内容や課題内
容の復習（９０分）

小論文の設題に対する自分の
回答の吟味。関連する不足知識
の復習（9０分）

第15回

まとめ
（１）小論文についての講評
（２）小論文を踏まえてのこれまでの授業の振り返りとまとめ
。現代の諸問題への国際政治経済学のアプローチ。

これまでの授業内容の振り返りと
自分の小論文の自己評価の作
成（９０分）

授業内容を参考に、これまでの
授業全体で学んだことをノートに
まとめる（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 講義参加への積極性２０％、レポート・課題の提出状況５０％、小論文３０％

その他 0

教科書

特になし。

参考文献

各回の授業内容について関連する文献や資料を適宜指示または配布。

履修条件・留意事項等

世界史や現代史の基本的な知識を要する科目である。近現代の経済、貿易、金融などにも関心・知識を持っていることが望ましい。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際機構と国際法 ナンバリング 3714

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をす
る能力を身につけている（思考・判断・表現）」等に関連する科目である。

この授業は、グローバル化する世界で重要性を増す、国連などの国際機構と、国家の枠組みを超える共通のルールである国際法について学ぶ
ことを目的とする。20世紀後半の安定した世界の中で、世界政治は国家間の競争や衝突だけでなく、人類に共通する組織やルールでの運営を
模索してきた。日本の政治経済や社会とも深く関わる国際機構と国際法について、その理論と事例から総合的な把握を目指す。

国際法というカバーする対象の広い課題の全ての通り一遍の知識を得ることが到達目標ではなく、学生自身が、自らが抱いた疑問を調査研究
する設問に焦点を合わせた形で設定し、実際にどのような書籍を参照し、理論を理解することで回答に辿り着けるのかを考え、自分なりの見解
をまとめられるようになることを到達目標とする。学生自身の問題設定のあり方、参照するべき書籍、論文等はもちろん担当教員が紹介する。そ
の中から学生が自ら主体的に取捨選択することを学ぶことが到達目標である。

3年次配当科目であることから、自ら主体的に学ぶ姿勢・手法を学ぶと言う観点から、アクティブ・ラーニングの手法を大胆に取り入れる。概説す
る教科書を指定した上で、各自がそれをまとめ、共通の理論的基盤を築いた上で、受講生それぞれの疑問に応じた参考文献を教員の指導のも
のに検索し、自らの考えをまとめる手法をとる。教員は適宜PowerPointのスライドを用いて基本知識を補う。

必要に応じインターネット上の資料を紹介するとともに、Google Classroomを用いた双方向対話を行う。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、環境条約の起草交渉に従事した経験や、日本の政策形成過程に参加した経験と国際機関での他国
との外交交渉実務を踏まえたケースを紹介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

講義期間中小課題を課し提出物に対する講評を行うととともに、Google Classroomを利用した情報提供とフィードバックを適宜行う他、期末課題
の提出を求め評価とフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１．Introduction
（１）本講義の位置付けと進め方
（２）国際法の特殊性
（３）理論と実践
（４）国際法と判例

シラバスを読み、自らの関心を
明確にしておくこと（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第2回

２．国際法のはたらき（１）
（１）国際社会と法
  ① 国際法の歴史
  ② 国際法のはたらき

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第3回

３．国際法のはたらき（２）
（２）国家とその他の国際法主体
 ① 国家
 ② 主権
 ③ 非国家主体

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第4回

４．国際法のはたらき（３）
（３）国際法のありかた
 ①国際法のありかた
 ② 条約
 ③ 不文国際法

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第5回

５．国際法のはたらき（４）
（４）国際違法行為への対応

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

６．共存と協力の国際法（１）
（１）領域と国籍
 ① 領域
 ② 国民国家と国籍

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第7回

７．共存と協力の国際法（２）
（２）人権
 ① 人権の歴史
 ② 国際非差別法と少数者保護の展開
 ③ 多様な世界の人権

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第8回

８．共存と協力の国際法（３）
（３）経済の国際法
 ① 経済の歴史と国際法
 ② 国際通商と国際法
 ③ 投資・通貨・金融と国際法
 ④ 国際経済システムが抱える問題

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第9回

９．共存と協力の国際法（４）
（４）環境の国際法
 ① 環境の保護
 ② 地球文明の未来

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第10回

１０．不条理の世界の法（１）
（１）国際紛争と国際法
 ① 国際紛争と国際法
 ② 国際仲裁と国際裁判
 ③ 国家間の紛争解決と国際法

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

期末課題を作成すること（９０分）

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行なわない。

第11回

１１．不条理の世界の法（２）
（２）戦争と平和
 ① 武力の規制と集団安全保障
 ② 武力行使の国際法的正当化の諸形態

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第12回

１２．不条理の世界の法（３）
（３）国連体制の意義と限界
（４）非対称的脅威と国際法

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第13回

１３．人道的介入
（１）主権国家による自国民迫害の歴史
（２）ルワンダ内戦
（３）ユーゴスラビア紛争
（４）人道的介入に正義はあるか

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第14回

１４．ウクライナ戦争と国際法
（１）ウクライナの歴史
（２）プーチンの戦争
（３）国連の機能
（４）プーチンの戦争犯罪

指定された文献を読んでくこと（
９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
ト等で復習すること（9０分）

第15回

１５．２１世紀の国際法
（１）国連機関
（２）国際裁判
（３）国際法の履行確保

指定された文献を読んでくこと（
９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 講義参加への積極性３０％、小課題の提出状況３０％、期末課題４０％

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

大沼保昭『国際法』ちくま新書 2018

大沼保昭 『国際法』 東信堂2005
森川幸一・他編 『国際法 判例百選 第三版』別冊ジュリストNo. 255 有斐閣 2021
最上俊樹 『人道的介入』岩波新書2001
大沼保昭 『「慰安婦」問題とは何だったのか』中公新書2007
筒井清輝 『人権と国家ー理念の力と国際政治の現実』岩波新書2022
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際貿易投資論 ナンバリング 3728

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

関連するインターネット上の資料や報道動画等を適宜参照する。

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシー「世界と繋がるために国際社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている（関心・意欲
・態度）」等に関連する科目である。

この授業は、なぜ貿易や投資が生じるのか、貿易や投資を行うことの利益は何か、どのような貿易や投資のパターンが国家間で生じるのかにつ
いて、国際貿易論や国際投資論における理論・実証をバランスよく学ぶ。また、貿易の利益の分配上の対立についても学ぶ。伝統的な比較優
位の概念を正しく理解し、貿易理論をもとに貿易利益や貿易利益を分配する上での対立、伝統的貿易理論から新貿易理論までの歴史的背景
を理解することを目的とする。また、国際投資の間接投資と直接投資について、理論と事例から理解できることも目的である。

日常報道される世界経済問題において、自ら関心を持った課題につき、通説的理解を認識しておく。その上で、自ら、統計資料等を用い問題
の構造を分析し、そうした通説的理解の適否を論じることができ、それらが適切でないと判断する場合には的確な政策的処方箋をまとめ、国際
的共通言語である国際経済学の枠組みにもとづいて発信できる能力を養う。

PowerPointを用いた講義形式で行う。受講者の積極的な議論参加を期待している。思いついた疑問をクラス内で共有し、双方向的な講義を目
指す。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、国際経済及び国内における産業政策の形成過程と国際的な政策調整に関わった実務経験を踏まえ
た教育を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

講義の中での積極的なディスカッションを慫慂するほか、講義期間中2度程度の小課題を提出させ、理解度や受講者個人の関心の方向性を把
握しケーススタディの選択の参考にする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1：イントロダクション
データで学ぶ日本の貿易と国際収支

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第2回

2：貿易と市場1
貿易市場のメカニズム（需要・供給分析）

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第3回

3：貿易と市場2
貿易市場の資源配分（余剰分析）

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第4回

4：貿易と市場3
貿易による利益と市場競争

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第5回

5：日本の比較優位と貿易1
データで学ぶ国際分業と日本の比較優位

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

6：日本の比較優位と貿易2
技術格差と貿易パターン

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分

第7回

7：日本の比較優位と貿易3
生産要素の賦存量と貿易パターン

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第8回

8：新しい貿易理論と日本の貿易1
伝統的貿易理論と新しい貿易理論の違い

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第9回

9：新しい貿易理論と日本の貿易2
製品差別化・規模の経済と日本の自動車の貿易

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第10回

10：新しい貿易理論と日本の貿易3
生産工程の細分化・規模の経済と機械製品の貿易

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

期末課題を作成すること

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

11：新しい貿易理論と日本の貿易4
企業の生産性の違いと貿易

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第12回

12：生産要素の国際間移動1
海外直接投資と日本の経済

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第13回

13：生産要素の国際間移動2
外国人労働の受け入れと日本の経済

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第14回

14：開発協力と貿易 指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第15回

15：まとめ
21世紀の貿易と投資の様相

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

- 320 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 出席と講義参加の積極性３０％、小課題提出状況３０％、期末課題４０％

その他 0

教科書

現時点では特に指定しない。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Krugman, P.R., M. Obstfeld, and M. Melitz (2023) International Economics: Theory and Policy, 12th edition, Pearson.
現時点では世界的な上旬となっている教科書を紹介しておくが、講義の中で適宜紹介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 地方自治論 ナンバリング 4750

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

国際教養学科としては、地方自治体への就職を特に意識した過程とはなっていないが、EU研究における「補完性原理」や日本政治経済論で学
んだ日本政治の知識の上に、４年生科目として就職先で知的実践を前に地方、とりわけ北海道にローカルの問題に再度焦点を当てようとするも
のである。「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている（関心・意欲・態度）」に特に関
連する科目である。

この授業は、地方自治が現代政治や民主主義の中で担っている役割を、中央政府との関係、そして市民との関係を検討することによって学ん
でいく。本講義では、現代地方自治の特質と課題を、政治学・経済学・社会学・行政学などの概念を用いながら検討していく。現代日本の地方
自治の特質と課題を、現実の制度運用の観点から、歴史的観点から、また国際比較の観点から理解できるようにする。

１．中央政府と地方政府という国家の構成について、基本的原理と各国における多様な現実を理解した上で、日本の特徴について理解してい
る。
２．日本における国政と地方政治の相関関係について理解し、知的教養を持った主権者として一定の見識の上で正しく判断し、正しく行動を行
うことができる。
３．現代日本の地方自治の抱える問題点を理解し、その是正のために自ら主体的に行動を企画することができる。

講義担当者による講義を中心とし、課題について受講生のディスカッションを踏まえて進めていく。
受講者は４年生であることに鑑み、地方自治を学ぶニーズが多様であることを前提に、受講者の関心に最大限応えるよう講義内容の重点を変
える。また後半の「政策ケーススタディ」については、毎回担当する受講者がシラバスに指定された参考文献を読んだゆえで自ら主体的に４５分
程度の論点整理と自らの考えを述べるプレゼン1を行うことにより授業進める。受講希望者は、事前に講義担当者に連絡して自らの関心のありか
をつたえることが必要になる。プレゼンテーションは単独でもグループで行っても構わないが行わなかった者は単位を認めない。中間課題及び
期末課題は単独で提出されたものを評価する。

Google Classroomによる授業時間以外におけるコミュニケーションをとる。
中間課題及び期末課題については、Google Classroomで課題を課し、提出物を受け取る。
その他、ドキュメンタリー、Web上の資料を適宜参照する。

学問として政治過程論・行政学を日米の大学及び大学院で修めているだけでなく、旧通商産業省職員として中央省庁における政策決定過程
に約１０年習熟した経験と、実際に各種の選挙にも携わった経験を持つ者が講義を担当する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

Google Classroom等でのFeedbacksを頻繁に行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

１．Introduction
秋吉貴雄 『入門 公共政策学』中公新書2017

シラバス及び参考文献を読み、
自らの関心を明確にしておくこと
（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第2回

２．制度論
（１）地方自治制度
 ① 自治体と地方自治
ホーンブック地方自治 第１章

 ② EUにおける補完性原理
遠藤乾「ポスト主権の政治思想ーヨーロッパ連合における
補完性原理の可能性」『思想』EUの945号 2003

 ③ 地方自治の現場
杉浦明平 『台風十三号始末記』岩波新書1955

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第3回

（２）日本の地方自治制度の歴史
 ① 帝国憲法下の国家体制
村松岐夫 『日本の行政』中公新書1994
藤田省三 「天皇制国家の支配原理」 市川弘正編『藤田省
三コレクション』平凡社ライブラリー2010所収
ホーンブック地方自治 第２章

 ② 占領改革と戦後地方自治
ホーンブック地方自治 第３章
西尾勝 『地方分権改革』東京大学出版会2007

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第4回

③ 三位一体改革と地方分権
木寺元 『地方分権改革の政治学』有斐閣2012
田村秀 『暴走する地方自治』筑摩書房2012
 ④ 都道府県と市区町村
ホーンブック地方自治 第４章
礒崎初仁 「都道府県制度の改革と道州制─府県のアイデ
ンティティとは何か─」礒崎初仁編著『変革の中の地方政
府─自治・分権の制度設計』中央大学出版部 2010
久邇良子「フランス第五共和制における地方分権化・地方
分散化」 東京学芸大学紀要人文社会科学系Ⅱ 61 2010

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第5回

（３）統治構造
 ① 二元代表制
ホーンブック地方自治 第５章
 ② 首長と執行機関
ホーンブック地方自治 第6章

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

② 議会と議員
ホーンブック地方自治 第7章
待鳥聡史 『代議制民主主義』中公新書2015

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

中間課題（ここまでの講義の内
容を踏まえ、第7回以降に掲示
された政策課題の中から１つを
選び、なぜその課題を選択して
今後分析することにしたかまとめ
て提出すること）を作成すること（
９０分）

第7回

政策ケーススタディ１ 自治基本条例と住民参加のまちづく
り
伊藤修一郎 「なぜ自治体は規制を避けるのか」 レヴァイア
サン38号 2006
神原勝 『自治・議会基本条例論』公人の友者2008
砂原庸介「住民投票の比較分析ー「拒否権」を通じた行政
統制の可能性」『公共選択』68 2017

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第8回

政策ケーススタディ２ まちづくりと公共事業
ホーンブック地方自治 第１１章
早野透 『田中角栄ー戦後日本の悲しき自画像』中公新書
2012

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第9回

政策ケーススタディ３ 環境とリサイクル
ホーンブック地方自治 第１２章
寄本勝美 『リサイクル社会への道』岩波新書2003
     『リサイクル政策の形成と市民参加』有斐閣2009

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第10回

政策ケーススタディ４ 人口減少と地域社会
ホーンブック地方自治 第１４章
増田寛也編 『地方消滅』中公新書2014
山下祐介 『地方消滅の罠ー「増田レポート」と人口減少社
会の正体』ちくま新書2014
赤川学 『子供が減って何が悪いか！』ちくま新書2004

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

まとめ 地方自治の夢と現実 期末課題を作成すること（９０分）

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

政策ケーススタディ ５ 教育と地域格差
苅谷剛彦 『教育と平等：大衆教育社会はいかに生成した
か』中公新書2006
     『学力と階層』朝日文庫2012
辻田真佐憲 『文部省の研究』文春新書2017
田村秀 『自治体と大学』ちくま新書2022

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第12回

政策ケーススタディ６ 産業政策と地域創生
ホーンブック地方自治 第１０章
神野直彦 『地域再生の経済学』中公新書2002
山下祐介・金井利之 『地方創生の正体ーなぜ地域政策は
失敗するのか』ちくま新書2015

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第13回

政策ケーススタディ７ エネルギー政策
大野輝之 『自治体のエネルギー戦略ーアメリカと東京』岩
波新書2013

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第14回

政策ケーススタディ８ 大阪
砂原庸介 『大阪ー大都市は国家を超えるか』中公新書
2012
大嶽秀夫 『日本型ポピュリズム』中公新書2003
中央公論 特集「維新の正体」 2023年8月

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）

配布プリントや参考文献を読了
し講義の内容をノート等で復習
すること（９０分）

第15回

指定された参考文献を読んでお
くこと（９０分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

講義への参加度及び参加態度  30％
中間課題           30%
期末課題           40％

磯崎初仁・金井利之・伊藤正次 『新版 ホーンブック地方自治』 北樹出版2020

秋吉貴雄 『入門 公共政策学』中公新書2017
曽我謙悟 『日本の地方政府』中公新書2019
辻陽 『日本の地方議会』中公新書2019
砂原庸介 『大阪ー大都市は国家を越えるか』中公新書2012
大野輝之 『自治体のエネルギー戦略』岩波新書2013

- 326 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 メディア社会論 ナンバリング 4752

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 魯　諍

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている」ことと特に関係があ
り、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身につけている」
ことと関係がある科目である。メディアと社会との関係を理解することを通して、メディア・リテラシーを向上させるための科目である。

この授業は、世界を駆け巡る情報が、様々な社会的条件のもとで生み出され流通している実態について学ぶ。メディア社会の進展の中で、テレ
ビなどのメディアに媒介された情報を一方的に受容するのではなく、クリティカルに読み解くスキルの獲得が、ますます重要になってきている。本
講義では、情報の単なる「受け手」ではなく、よき「読み手」となるための基本的な知識を学ぶ。各種メディアによる表現の鑑賞と分析（腑分け、読
み解き）を通して、現代におけるメディアとその環境について理解を深め、情報の「発信者」となるための前段階を整えることを目標とする。

インターネット時代のメディアと社会の関係について、何が問題となっているかを理解し、これから私たちがどのようにメディアと向き合っていけば
いいのかについて、自らの意見を述べるとともに議論することができる。

第1～3セクション（第1回～第13回）は主として配布プリントや視聴覚資料を用いて講義形式で進めるが、担当教員によるコメントを入れながら、
全員参加の討論も取り入れる。第14回と第15回の授業は、まず受講者にグループを分けて、関心を持つテーマについて、プレゼンテーションを
行う。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。新聞記事や報道写真、教員自らの取材資料、SNS上の動画等を取り入れる。

新聞社で勤務する経験があり、ニュース報道について幅広い知識を有している。この経験を活かしてメディアと社会の関係について授業を行う
。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

プレゼンテーションについては事前に個別指導を行い、講義で適宜コメントをする。授業全体の理解度、独自の考えが生まれたのかをリアクショ
ンペーパーで確かめ、そのフィードバックも行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

第1セクション（第１～4回）：メディアを知る
  第1セクションでは、新聞、ラジオ、テレビ、インターネットと
いったメディアの発展の歴史を学ぶ。そして、メディアの発
達は、現代社会の成り立ちにどのような影響を与えてきた
のかについて考える。
 第1回：メディアの歴史を振り返りながら、「メディア」と「ジャ
ーナリズム」の概念の関連性と相違点を検討する。

シラバスを良く読み、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（90分）

第2回

第2回：「新聞」というメディアについて学ぶ。新聞の歴史を
学ぶとともに、新聞というメディアが社会に対する影響につ
いて考察し、議論する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（90分）

第3回

第3回:ラジオ、テレビについて学ぶ。ラジオとテレビの歴史
を踏まえながら、特にメディア（技術の発展）と戦争との関連
性について考察し、議論する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（90分）

第4回

第4回:インターネットメディアについて学ぶ。「フェイクニュ
ース」「ポスト真実」「ディープフェイク」などの概念を勉強し
、インタネットメディアやSNSの発展と課題について議論す
る。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（90分）

第5回

第2セクション（第5～9回）：メディアと公共性
 第2セクションでは、メディアと公共性について議論する。
社会とメディアの関係を、「公共性」という概念との関わりか
ら考察する。テーマとして、主に環境問題、公共衛生問題
、人権問題を取り上げて検討する。受講者は授業で得た知
識をもとに、自分の問題意識を整理し、関心を持つテーマ
と議論したい点や疑問点を考える。
 第5回：公共衛生 各メディアが新型コロナウイルスの流行
をめぐりどのように報道してきたのかを考察し、分析する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第6回：環境問題 科学技術の発達や経済の発展による環
境問題について議論する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第7回

第7回：人権、プライバシー 報道の倫理について議論する
。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第8回

第8回：メディアと政治① メディアの「議題設定機能」につい
て学ぶ。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第9回

第9回：メディアと政治② 調査報道やスクープに力点を置き
ながら講義を進め、メディアと権力の関係について議論す
る。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第10回

第10回：メディアと政治③ メディアは「国益」をどう報道すべ
きかについて議論する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

第3セクション（第11回～13回）：第3セクションでは、グロー
バル化とメディアについて議論する。インターネットの発達
により、情報も国境を越えて流通できるようになったが、メデ
ィアの在り方、ジャーナリズムの位置づけには、国家間の政
治体制や宗教・文化、価値観の違いに伴うギャップも存在
している。「ステレオタイプ」の概念をてがかりに、グローバ
ル化時代における国際報道の問題点を考える。
第11回 「ステレオタイプ」という概念を学ぶ。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第12回

第12回:イスラム報道を例として、国際報道の問題点ついて
議論する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第13回

第13回:メディアとジェンダーについて議論し、LGBTに関
する各国の報道を比較する。

配布プリントを熟読し、自分の問
題意識を整理すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンの準備
をすること。（90分）

第14回

プレゼンテーションⅠ：関心を持つテーマについて、グル
ープワークで口頭発表を行う。そして、受講者全員がプレ
ゼンテーションで提示された重要な論点や疑問点につい
て、議論する。担当教員はコメントをし、フィードバックを行
う。

関心を持つテーマについてのプ
レゼンの準備をすること。（90分）

プレゼンテーションと議論の内
容を振り返り、フィードバックを参
考に自分なりにこの授業で得た
知識を考えをまとめておくこと。（
90分）

第15回

プレゼンテーションⅡ：関心を持つテーマについて、グル
ープワークで口頭発表を行う。そして、受講者全員がプレ
ゼンテーションで提示された重要な論点や疑問点につい
て、議論する。担当教員はコメントをし、フィードバックを行
う。

関心を持つテーマについてのプ
レゼンの準備をすること。（90分）

プレゼンテーションと議論の内
容を振り返り、フィードバックを参
考に自分なりにこの授業で得た
知識を考えをまとめておくこと。（
90分）
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100

その他 0 無断欠席は必ず減点要素とする。

教科書

プリントを配布または配信する。

参考文献

参考文献は、講義開始時や、各回の授業で紹介する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業・討論への積極的な参加度（30%）  プレゼンテーション（40%） リアクションペーパーやレポ
ートの提出状況（30%）

１回目の授業に必ず出席すること（やむを得ず出席できない場合、事前に教員に連絡すること）。指定する文献には、参加者全員が、前もって
必ず目を通しておくこと。 無断欠席は必ず減点要素になる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際政治経済

科目名 国際関係研究 ナンバリング 4716

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備える（関心
・意欲・態度）」ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済
、社会、文化等の国際教養を身につける（知識・技能）」とともに、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、
論理的・批判的な思考や判断をする能力」を身につけることと特に関係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している
。これまで学んだ国際政治経済科目群の集大成であるとともに、１年後期科目「国際関係論」を承ける科目である。

この授業は、１〜３年次で学習してきた社会科学の考え方を応用・発展させて、様々な国際問題さらには広く社会問題について、論理的・科学
的に分析する能力を身につけることである。その目的を達成するため、なず、現代の様々な国際問題、さらには幅広い社会問題を科学的・理論
的に分析する素地を習得する。次に、国際関係やグローバル化に関する基本的理論・概念を確認し、それを実際の問題に応用する力を養う。
さらにグローバルな諸課題に関して溢れる情報の中から重要なもの、本質的なものを抽出する批判的思考力・判断力を養うと当時に、異なる意
見や立場を尊重しつつ、自らの考えを主張、発展させていく姿勢を確立する。

この授業は、自ら発見した世界や地域の課題を、国際政治経済の科目群で養った社会科学の方法論を用いて分析するとともに、課題解決に向
けて自律的に思考し、論理的に発信する力をつけることを目標とする。

これまでの国際政治経済を中心とした学びで関心を持った課題やテーマについて各自がリサーチしてきた内容をプレゼンし、参加する学生で
ディスカションを行い、教員からアドバイスや補足説明や講義を行う。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

発表時および課題提出時にそれそれ細かい指示や指導を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

1. オリエンテーション。授業内容、評価、進め方について
の説明。
2. 各学生の現時点で関心のあるテーマや課題についての
発表。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第2回

国際関係研究（１）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第3回

国際関係研究（２）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第4回

国際関係研究（３）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第5回

国際関係研究（４）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

国際関係研究（５）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第7回

国際関係研究（６）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第8回

国際関係研究（７）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第9回

国際関係研究（８）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第10回

国際関係研究（９）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

国際関係研究（１０）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第12回

国際関係研究（１１）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第13回

国際関係研究（１２）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第14回

国際関係研究（１３）
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。

第15回

国際関係研究（１４） まとめ
学生の発表とディスカッション。教員からのアドバイスと補足
説明。
教員からの総括的講義。

各自の関心のあるテーマ、課題
についてその内容を整理し、話
すことができるように準備する
（90分）。

あたえられた課題やレポートな
どを行う。自分の発表テーマに
ついてリサーチする（90分）。
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100

その他 0

教科書

特になし。

参考文献

各自の発表や授業内容に基づいて、適宜指示。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加の積極性、課題、発表内容などを総合的に評価する(100%)。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 国際地域文化論 ナンバリング 1800

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

この科目は、「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界の諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等
の国際教養を身につけている。（知識・技能） 」等に関連する科目である。

この授業は、これから世界の各地域の社会や文化、政治経済について勉強していく国際教養学科の１年生のために開講される科目である。国
際教養学科では、日本と密接な関係にある世界の各地域や国々の文化について、その地域の出身であったり、その地域に詳しい教員によって
２年次以降学習していくが、この授業では、世界の各地域の文化や社会などについて世界を俯瞰する講義を行い、学生がさまざまな地域の社
会や文化について大きな見取り図の中から基礎的な知識を修得し２年次以降の学習に発展する前段階を準備することを目的とする。

この授業では、学生が、古代から現代にいたる文化、社会や政治経済のグローバル化を、比較文化や国際交流の視点から考察することができ
るようになることを到達目標とする。まず、学生自身が、欧米やアジア、イスラーム、アフリカなど世界のいくつかの地域を、言語・思想・社会・芸術
などの様式の違いや共通点に着目し俯瞰することで、文化を比較するカテゴリーを習得し、次に、世界の文化や地域を見る中で養った「眼」で、
日本列島の歴史的・現代的な社会と文化を、客観的に考察し、グローバル化時代の日本のあり方を、世界的な視点から理解できるようになるこ
とを目指す。

印刷配布物や視聴覚資料を用いて講義形式で進める。
授業で得た知識や自分で調べた情報をもとに、自らの考えをまとめるレポートを書かせる。
授業全体の理解度、応用力、独自の考えが生まれたのかを小論文で確かめ、そのフィードバックを行う。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
授業内容に関連するホームページや動画など。
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課題に対するフィードバックの方法

代表的なレポート課題や小論文などを抽出し、それらについてコメント・講評などを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

・イントロダクション～「地域の特徴って何だろう？自分探し
の旅にでかけよう」
何気なく使っている「地域」や「異文化」という言葉。ある胃
地域の「文化的特徴とは何か？」という問いに、絶対の答え
はないが、文化とは個人や集団の「らしさ」＝identityを形成
したり規定する諸々の総体として学ぶ。

シラバスを良く読み自分の問題
意識を整理すること。自分の関
心事のプレゼンの準備（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第2回

・欧米の社会文化（１）～ヨーロッパとは何か？
広域地域統合の試みであるＥＵが注目を集めるヨーロッパ
。 国家、市民、民主主義など近代や現代の「標準」を生み
出したヨーロッパの特性は、「雑種性」hybridityからなる自
己革新の力の伝統であることを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第3回

・欧米の社会文化（２）～アメリカの光と影
自由と民主主義の「聖地」にして、ポップカルチャーの中心
地であり、巨大な移民国家。外から見るアメリカと、内から見
える深さ・複雑さを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第4回

・イスラームの社会文化（１）～世界文明としてのイスラーム
ヨーロッパの次にイスラムを学ぶことには大きな意義がある
。キリスト教とイスラム教という、世界史では対立の図式で語
られる二つの文化圏の交流の歴史の大きさを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第5回

・イスラームの社会文化（２）～近現代とイスラーム
文化・社会・法・宗教・経済など全てを包括する、巨大シス
テムとしてのイスラームならではの近代化への適応の問題
など、政治・経済・文化が分かち難いイスラームを考察する
。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

・アフリカの社会文化～人類発祥の地にして「未知」の大陸
言語・文化・芸術の宝庫にして豊かな歴史を持つアフリカ
の魅力を、ヨーロッパやイスラームとの国際交流の視点も取
り入れて、その奥深さを感じつつ学習する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第7回

・中南米の社会文化～古代文明からクレオールまで
中南米の古代文明は、極めて高度な都市と文化を築きな
がら、忽然と姿を消した。文明の隆盛と衰退の外部環境と
の関係は、中南米のみならず他の全ての文化・文明にもあ
てはまる。同時に、現代の中南米から着と外来の文化・習
慣・言語などの多様で豊かな、クレオール的魅力と社会文
的融合の可能性についても学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第8回

・インド周辺の社会文化～「文明の母」と世界
古代日本にとって西の端であるインドの文化は、東アジア
のみならず、東南アジアや古代ペルシアにとっても重要な
文化の発信地であった。サンスクリット語は東へ仏教として
流れ、また同時に西方の言語の語源でもある。多言語・多
文化社会としての現代インドも深い豊かさを持ち、一言語
一国民の均質な近代国家とは異質のモデルを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第9回

・東南アジアの社会文化～インドシナの豊穣
現在私たちが東南アジアと呼ぶ地域は、かつて「インドシナ
」と呼ばれた。文字通り「インド」と「中国」の両方の文化の影
響を受けた地域ということである。また、インドネシアに見ら
れるようにイスラムの影響も大きい。文化の交差路である東
南アジアの文化を歴史的に俯瞰しつつ、現代の当該地域
の文化のダイナミズムも考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第10回

・東アジアの社会文化～日本との交流を中心に
近代以前の東アジア地域の社会と文化は、どこまでが中華
で、どこからが朝鮮か日本かわからないぐらい、連綿とした
文化圏であった。近世まで日本を大きく形作った「高文化」
としての大陸と日本列島の関係を言語と文化から検討する
。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

・日本の異文化交流史～朝鮮半島・中国大陸から欧米ま
で
日本列島は「世界の文化の博物館」と呼ばれることがある。
世界のたくさんの文化や習慣や技術が日本の中に息づい
ているからである。日本は閉鎖的な島国ではなく、島国が
いかに独自の開放性とそこからくる多様性や豊かさを持っ
ているのか、今一度、国際交流史の視点から「日本らしさ」
を検証する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第12回

・グローバル化の中の日本文化（１）～世界の中の日本
日本にありがちな自国文化や歴史の謙虚で消極的な評価
は、主に欧米のフィルターを通して見る世界観に原因があ
る。欧米以外の世界の大半で、日本は引き続き魅力的な
目標であり、外交から文化にいたるまで独自の貢献と成果
をあげていることを学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第13回

・グローバル化の中の日本文化（２）～日本の中の世界
一昔前まで国会では「単一民族」発言という「失言」が問題
となった。日本列島の歴史は一度として単一の言語、単一
の文化のみで構成されたことがない。古くは、アイヌと琉球
の先住民の文化と権利の問題があり、現代においてはほぼ
世界中全ての文化と言語が日本において確認できる。多
言語・多文化社会としての日本を考える。

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

小論文の内容について振り返り
思ったように書けたのか検証す
る。（９０分）

第14回

・小論文による理解度と応用力の確認 
異文化理解において、どの視点が一番大事であるとか、ど
の地域が最重要である、ということはありません。何をどう選
び、あるいは組み合わせて、世界のどこに焦点を合わせ、
どう考えるかは一人ひとりの自由です。小論文で何を学ん
だかをまとめる。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（９０分）

小論文の内容について振り返り
思ったように書けたのか検証す
る。（９０分）

第15回

・まとめ～異文化間コミュニケーション論再考
異文化間コミュニケーション論の流れの一つとして、アメリカ
流の自分の文化の基準性を疑わずに、世界各地の文化を
「地域文化」に分割して、「異文化」として矮小化して理解す
る方法がある。政治や経済ではなく文化へ着目することで
、国家・民族・国民などの「境界」を「越境」する人間の国際
交流を学ぶ。

自分の小論文をこれまでの授業
内容から自分なりに評価してみ
ること。（９０分）

フィードバックを参考に自分なり
にこの授業で得た知識を考えを
まとめておくこと。（９０分）
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100

その他 0 なし

教科書

特になし。

参考文献

各授業内容に関連する参考文献や資料を適宜指示または配布。

履修条件・留意事項等

異なる複数の文化の相違点に関心を持つ学生の参加を歓迎する。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加の積極性20% 課題提出状況50% 小論文形式のテスト30%
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 東アジア地域論 ナンバリング 2812

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 魯　諍

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

東アジア地域の多様性を理解し、地域が抱える課題を複眼的に考察する姿勢を養うことを目指す。

授業の方法

主として配布プリントや視聴覚資料を用いて講義形式で進める。なお、受講者の関心に沿って、各回のテーマと内容を微調整する場合がある。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

ディプロマポリシーの「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会文
化等の国際教養を身につけている」ことや、「世界とつながるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけて
いる」ことと関係がある科目である。日本と関わりの深い東アジア地域の近現代史を踏まえながら、現在地域が抱える諸問題についての理解を
深めるための科目である。

この授業は、日本と歴史的にかかわりが深い、中国大陸や朝鮮半島を含む東アジア地域について学ぶ。この授業では、現在の日本の社会や
文化を理解するうえでも必要不可欠な東アジア地域の社会や文化、あるいは政治経済について、地域全体の特徴から各国の文化的背景など
について、歴史と地理的広がりの二つの軸から立体的に理解することを目指す。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。教員自らの取材資料、SNS上の動画等を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

授業全体の理解度、独自の考えが生まれたのかをリアクションペーパーで確かめ、そのフィードバックも行う。プレゼンテーションについては事
前に個別指導を行い、講義で適宜コメントする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①授業の概要を説明する
この授業では、主に「国際政治」と「文化交流」という二つの
カテゴリーから東アジア地域の諸問題を考える。前半は日
中関係や日韓関係など、二国間、または多国間関係に焦
点を絞り、多様な事例を通して、領土問題、歴史認識問題
、分断（台湾と中国、朝鮮半島）などの課題ついて議論す
る。その上、問題解決の手がかりや、地域協力の可能性つ
いて考える。後半は国家間の相互理解を深めるために期
待される文化交流に着目する。現在の若者の関心に合わ
せ、特にネット時代に生まれた文化現象を取り上げ、議論
を通じて文化交流と国際政治との関連性について考える。
②第1セクション 東アジアを知る（第１～３回）
第1セクションでは、東アジアの概念と歴史について学ぶ。

シラバスを良く読み、自分の問
題意識を整理すること。（60分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（90分）

第2回

第2回：東アジアの近現代史
19世紀半ばから、長く続いた中国を中心とする伝統的な「
東アジア国際秩序」が、欧米中心の国際社会の中に組み
入れられた。東アジア諸国は各自に近代国家へ進むととも
に、主権国家関係が形成しつつある。この過程で、日本が
まず成功したが、アジア共栄の考えによって、アジア地域を
戦争の泥沼に陥った。戦争は終わっても、課題が残された
。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第3回

第3回：現在の東アジア
経済関係の緊密化、盛んだ文化交流、残された課題も多
い。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第4回

第2セクション（第４～７回） 東アジア地域の課題
第４回：領土問題（尖閣諸島、竹島、南シナ海、北方領土）
各国の歴史教科書から領土問題に関する立場を知る。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第5回

第５回：歴史認識問題
慰安婦問題や南京事件に対する日中韓の認識の違いを
知り、未来志向の国際関係の構築において、歴史認識の
重要性について考える。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第６回：朝鮮半島問題
朝鮮戦争の歴史から、南北関係や拉致問題、核問題まで
、朝鮮半島の分断が東アジアに与える影響について考える
。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第7回

第７回：台湾問題、香港問題
台湾問題と香港問題の本質は何であるかについて考える。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第8回

第８回：プレゼンテーションⅠ
関心を持つテーマについて、グループワークで口頭発表を
行う。

問題意識を整理し、プレゼンテ
ーションの準備をすること。（90
分）

配布プリントと講義の内容を復
習すること。（90分）

第9回

第３セクション：（第９～１３回）東アジア地域の文化
第３セクションでは、東アジア地域の文化交流について議
論し、ネット時代における若者文化にも注目する。
第９回：漢字について学ぶ。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第10回

第１０回：韓流ドラマやK-POPなど、Z世代で人気を集めて
いる流行文化について学ぶ。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行いません。

第11回

第１１回：「文化窃盗」をめぐる中韓のトラブル「江陵端午祭
」、韓服と漢服、食文化などの例を挙げて、トラブルの原因
を説明する。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第12回

第１２回 仏教と儒教
仏教の伝播と受容について学び、儒教への影響について
考察する。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第13回

第１３回 生活文化
食文化や祝祭日など伝統的なテーマから、モバイル決済、
デリバリー、お化粧など現代若者に親しみやすいテーマを
扱う。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習し、関心を持つテ
ーマについてのプレゼンと議論
の準備をすること。（90分）

第14回

第１４回 プレゼンテーションⅡ
関心を持つテーマについて、グループワークで口頭発表を
行う。

問題意識を整理し、プレゼンテ
ーションの準備をすること。（90
分）

配布プリントと講義の内容を復
習すること。（90分）

第15回

講義のまとめ：講義全体を振り返り、期末レポートの課題を
提示する。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（90分）

フィードバックを参考に自分なり
にこの授業で得た知識を考えを
まとめておくこと。（90分）
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100

その他 0

教科書

プリントを配布または配信する。

参考文献

参考文献は、講義開始時や、各回の授業で紹介する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業への参加態度（20％）、文献の報告及び口頭発表（40％）、期末レポート（40％）

１回目の授業に必ず出席すること（やむを得ず出席できない場合、事前に教員に連絡すること）。指定する文献には、参加者全員が、前もって
必ず目を通しておくこと。無断欠席は必ず減点要素になる。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 東南アジア地域論 ナンバリング 2814

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

none

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

This course develops the language ability of students to the point where they will be able to understand, discuss, and reflect on some of the 
key topics and issues in Southeast Asian studies.
学術目的の言語使用に主眼をおいた英語の高度な運用能力（技能・表現力）を身につけている。（知識・技能）グローバル社会の中で、世界の
人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている。（関心・意欲・態度）世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化
に向けて発信できる国際感覚を身につけている。（関心・意欲・態度）

この授業は、近年、インバウンドなどで北海道にも多数の人々が訪れるようになった東南アジア地域。多様な民族、宗教、文化が入り混じる東南
アジアの社会や文化について、その多様性と多元性の概要と豊かさについて学習する。また、歴史的、文化的、経済的にも日本と深いかかわり
を持つ地域として、私たちとのつながりについての理解も目標とする。
This course will begin with a focus on historical events in Southeast Asian history before moving on to an overview of various cultural, social, 
and political issues related to Vietnam, Myanmar, and Indonesia. The focus will then shift to a more detailed look at key aspects of Thailand 
and Thai culture.

The aim of this class is to familiarize students with some of the most important issues in Southeast Asia while also providing an overview of 
some of the crucial points in Southeast Asian history.

The class will focus on building the necessary vocabulary for discussing Southeast Asia in English while encouraging students to grapple with 
some of the key topics related to countries such as Thailand, Myanmar, Indonesia, and Vietnam.

Students will be expected to use Google Classroom to study the key vocabulary and topic before each class. They will also be expected to do 
extensive online research in order to prepare for each lesson and consolidate their knowledge of the previous lesson.
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課題に対するフィードバックの方法

All tests will be graded and shown to the students and students will be provided with feedback on their presentations.

授業計画 学習内容

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

This lesson introduces the course and the syllabus. 
Students will be told how the course will be graded, the 
rules for the course, and the types of topics that will be 
covered.

Read the syllabus and note 
down any questions you want to 
ask. 90分

Review the content of the 
syllabus and reflect on the 
themes and goals. 90 分

第2回

This lesson focuses on a general overview of Southeast 
Asian countries and looks at some of the key current 
events.

Study the course content for 
week 2 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第3回

The lesson examines a very important and influential time 
in Southeast Asian history revolving around Angkor Wat, 
the temple complex in Cambodia.

Study the course content for 
week 3 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第4回

This lesson examines the Vietnam War and its global 
significance and the lessons that can be learned from it. In 
addition, we will discuss the similarities and differences 
between the Vietnam War and the conflicts in Afghanistan 
and Ukraine.

Study the course content for 
week 4 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第5回

In this lesson we will look at the political situation in 
Myanmar and the rise and fall of one of Southeast Asia’s 
most iconic leaders, Aung San Suu Kyi.

Study the course content for 
week 5 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

This lesson focuses on the meaning of religious blasphemy 
in the context of Islam and Indonesia. We also discuss 
whether we should have laws against disrespecting 
religious beliefs and whether these kinds of laws are good 
or bad for society.

Study the course content for 
week 6 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第7回

Students deliver their midterm presentations on a topic 
that relates to an issue covered in previous lessons.

Review the content for the first 
half of the course and prepare 
for the midterm test and 
presentation. 90分

Reflect on your presentation. 
Try to identify your weaknesses 
and the gaps in your knowledge 
and how to address them. 90分

第8回

Students complete the midterm test aimed at assessing 
how much students have understood and thought about 
the topics covered in previous lessons.

Review the content for the first 
half of the course and prepare 
for the midterm test. 90分

Reflect on your performance in 
the test. Try to identify your 
weaknesses and the gaps in your 
knowledge and how to address 
them. 90分

第9回

The lesson examines a very important and influential time 
in Southeast Asian history revolving around Ayutthya, the 
former capital of Thailand.

Study the course content for 
week 9 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第10回

In this lesson we look at the political situation in Thailand 
and the impact of military coups and the power of the 
monarchy.

Study the course content for 
week 10 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

This lesson focuses on popular tourist locations and briefly 
discusses the dark side of Thai tourism while also asking 
whether it is good for a country to have large areas that 
are designed primarily for overseas visitors.

Study the course content for 
week 11 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第12回

The lesson introduces well-known dishes and popular 
drinks in Thailand.

Study the course content for 
week 12 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第13回

In this lesson we discuss the many supernatural beliefs 
that can be found in Thailand with special focus on the 
northeastern region.

Study the course content for 
week 13 and carefully check any 
words you don’t understand. 90
分

Review the lesson content and 
vocabulary. 90分

第14回

Students deliver their final presentations on a topic that 
relates to an issue covered in previous lessons.

Review the content for the first 
half of the course and prepare 
for the final test and 
presentation. 90分

Reflect on your presentation. 
Try to identify your weaknesses 
and the gaps in your knowledge 
and how to address them. 90分

第15回

Students complete the final test aimed at assessing how 
much students have understood and thought about the 
topics covered in previous lessons.

Review the content for the 
second half of the course and 
prepare for the final test. 90分

Reflect on the content of the 
final test. Try to identify your 
weaknesses and the gaps in your 
knowledge and how to address 
them. 90分

- 350 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

none

参考文献

none

履修条件・留意事項等

none

備考欄

none

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Participation: 20%, midterm test: 25%, midterm presentation: 15%, final test: 25%, final 
presentation: 15%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 アフリカ地域論 ナンバリング 2816

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 吉田　勉幸

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

ディプロマ・ポリシー北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文
化等の国際教養を身につけている。(知識・技能) と関連の深い科目である。

この授業は、アフリカに関する知識を幅広く学ぶと同時に、アフリカと世界、アフリカと日本との関係性から、アフリカがわたしたちの身近な生活に
関係していることを理解することを目的とする。アフリカ大陸には54もの国があり、その文化や社会は多様である。また、経済面では世界最後の
成長市場と言われており、近年は日本企業もアフリカに進出している。
この授業では、アフリカが抱える課題がアフリカの歴史、社会、文化、政治、経済にどのように関連しているのか、国際社会や日本はアフリカとど
のような関係を築いているのかについて学ぶ。

この授業では、以下に掲げる項目を目標とする。
・アフリカの言語、政治、経済、社会、文化等の教養を身につけ、論理的に説明できる。
・アフリカ諸国が抱える様々な基本的な課題を分析することができる。
・アフリカにおける基本的な課題の議論に参加できる。

授業で取り上げるテーマについて事前に調べ、予習すること。
授業後、授業の内容を整理し、自分の考えも交えて内容をまとめる。
授業内容を理解できたのか、授業後レポートの作成を求め、評価する。

PC、タブレット等を使用し、スライド、動画を多く使用する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

授業で説明した直近の内容を確認するために、授業中にミニレポートの作成を求めることがある。 各種レポート課題を評価し、コメントを行う。
また、アフリカの基本的な知識(地理等)を確認するため、ミニテストを実施する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

アフリカをどう学ぶのか〜授業のガイダンス〜
授業の心得を始め、授業の概要、アフリカに関わる意義や
その重要性について説明する。初回では、授業計画を調
整するため、出席者の意見、考えを積極的に求める。

あなたにとって「アフリカ」とは？
自身の現在と未来におけるアフ
リカとの繋がりについて考え、整
理する。(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(60分)

第2回

アフリカの魅力〜人類発祥の地〜
アフリカはかつて「暗黒大陸」と呼ばれていた。しかし、現在
は世界中から注目が集まっている。アフリカとは何か？アフ
リカとアフリカに関わる国家及び人々を概説する。

アフリカの基本的な地理や歴史
等について、復習しておくこと。
(60 分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第3回

歴史〜人類誕生から呻吟の時代〜
500年の間にアフリカ大陸から「積み出された」奴隷の数は
、1,200万から2,000万人と言われる。奴隷貿易やマアファ、
アパルトヘイト、紛争等、アフリカの悲劇の歴史について詳
説する。

アフリカの基本的な地理や歴史
等について、復習しておくこと。
(60 分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第4回

アフリカ社会の特徴と政治
植民地支配が終わり、独自に政治体制を築いていった国
々は、独立後順風満帆ではない。アフリカ社会の特徴を整
理した上で、ディアスポラや、歪な国境線に区切られた政
治体制に注目し、学ぶ。

アフリカの基本的な地理や歴史
等について、復習しておくこと。
(60 分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第5回

農業と食品
アフリカの飢餓は、なぜ起こるのか？アフリカの農業におけ
る問題点を整理し、解説する。
また、アフリカ北部と東部、南部の食文化を紹介し、アフリ
カの農作物やユニークな食品（「ウガリ」「スカーティ」「マドラ
」「クスクス」など）について学ぶ。

アフリカの基本的な地理や歴史
等について、復習しておくこと。
(60 分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

第6回

ビジネスの課題と可能性〜援助ではなく投資を〜
近年、アフリカの経済発展が著しい。「援助」から「投資」へ
と流れが転換する中で、何が起きているのか？幾つか事例
を挙げて説明する。
また、アフリカ人は時間にルーズと言われる。その原因を分
析し、日本人の仕事観と比較して、アフリカの経済発展に
ついて考える。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第7回

自然環境
アフリカにおける、自然環境の変化（砂漠化やキリマンジャ
ロの氷河が減る等）や自然破壊、環境汚染（ゴミ問題や土
壌汚染など）を学び、様々な要因について理解する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第8回

アフリカの観光産業1〜北部と東部を中心に〜
アフリカの経済にとって観光は、貴重な外貨を得る重要な
産業である。
人気の観光地を有するエジプトとタンザニアの事例を参考
に、観光資産とその重要性について学ぶ。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第9回

アフリカの観光産業2〜南部を中心に〜
アフリカ南部は、「Africa’s adventure playground」称される
。欧米資本が流入する南部の観光産業の発展は著しく、今
後さらなる成長が期待されている。ジンバブエと南アフリカ
の事例を中心にその潜在力を学ぶ。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第10回

アフリカの言語
アフリカには、英語やフランス語等の公用語、そして各種部
族語があり、1,000以上の言語が存在する。この授業では
彼らの
多言語社会に焦点を当て、学習する。また、その中で「ショ
ナ語」と「ンデベレ語」に注目し、そのユニークな発音を紹
介する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

担当教員 吉田　勉幸

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 行わない。

第11回

芸術
現在のアフリカの文化は、欧米の影響を強く受けている。こ
の授業では、「欧米の文化」と「土着の文化」との融合であ
るアフリカの芸術に着目し、学習する。
なお、エジプトの壁画やタンザニアの絵画「ティンガティン
ガ」等を紹介する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第12回

音楽とダンス
昔から文字を持たないアフリカの社会において、音楽とダ
ンスは著しく発展してきた。また、アフリカを離れ、アフリカ
系の音楽やダンスは、世界中に影響し続けている。
アフリカにおける音楽やダンスを概説し、ジンバブエの伝統
楽器「ムビラ」や「マリンバ」、またアンゴラのダンス「クドゥロ」
やジンバブエのダンス「タンバ」等を紹介する。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第13回

イスラム社会
アフリカ大陸にもイスラム教徒は多く住んでいる。この授業
では、日本ではあまり知られていないイスラム思想に焦点を
当て、イスラム社会におけるコーランやジェンダー、シャリー
ア等について考える。

事前にレポート課題があれば作
成し、テーマに沿った内容の資
料を自分なりに探し、整理する。
(120分)

提示資料、配布資料、授業内容
を整理し、自分の意見・考えを
書き下すこと。(120分)

第14回

アフリカにある日本社会
アフリカには数多くの日系組織が活躍している。
JICA海外協力隊やWASSHA等を取り上げ、アフリカで働く
日本人と日系組織、その日本人社会について学ぶ。

これまでの授業内容をまとめ、
最終レポートに備える。（120分）

まとめた内容を吟味し、再考す
る。（60分）

第15回

アフリカの未来〜さらなるコンヴィヴィアリティの発展に向け
て〜
今後のアフリカの経済発展は、どこまで拡大するのか？ア
フリカの未来について展望し、学生達の将来との関わりに
ついて考える。
学生達が自由に意見を述べ、議論をする。

これまでの授業内容をまとめ、
最終レポートに備える。（120分）

最終レポートの内容を見直し、
最終レポートを完成させる。（120
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

90 レポート課題の提出状況・ミニテスト

その他 10 授業参加の積極性

教科書

新聞等

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

大学生のためのレポート・論文術/小笠原 喜康/ 講談社
その他、授業中に適宜提示する。

日々、新聞を読むことが望ましい。
レポート課題における「盗用」は厳しくチェックする。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 ヨーロッパ地域論 ナンバリング 2818

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

この科目は「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済、社会、文化等の国
際教養を身につけている。（知識・技能）」や「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感性を備えてい
る。（関心・意欲・態度）」等に関連する科目である。

この授業は、近代世界において重要な役割を果たしたヨーロッパ地域の社会と文化の特色について学習する。近代の思想や制度の重要な柱
であるヨーロッパの社会と文化について学ぶことは、現代の私たちが寄って立つ国家や社会の考え方が、どのような背景から生まれてきたのか
を理解することでもある。北海道とも経済的な結びつきを強めているヨーロッパ地域の特徴について、ヨーロッパ全体と各国について具体的に学
ぶ。

学生が、ヨーロッパの地域文化の特徴についてある程度の具体的事例を挙げて説明することができることを到達目標とする。ヨーロッパの文化
の全体的共通性と各国や各地域の違いについて、具体的かつ抽象的に論じることができるようになることを目的とする。

印刷配布物や視聴覚資料を用いて講義形式で進める。
授業で得た知識や自分で調べた情報をもとに、自らの考えをまとめるレポートを書かせる。
授業全体の理解度、応用力、独自の考えが生まれたのかを小論文で確かめ、そのフィードバックを行う。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
ヨーロッパ地域文化に関連する国家や機関、NGOなどのホームページ、動画等。動画等の視聴による自主学習支援。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

代表的なレポート課題や小論文などを抽出し、それらについてコメント・講評などを行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

・導入～「ヨーロッパとは何か？」
ヨーロッパという概念の強力さと曖昧さに私たちはあまり真
正面から向き合ったことがない。明らかに近代世界の意味
の中心の一つであるヨーロッパとは通史的にどのような存
在であったのか。また経済的に縮小する現在のヨーロッパ
が文化や国際社会で果たしている役割について外観する
。

シラバスを良く読み自分の問題
意識を整理すること。自分の関
心事のプレゼンの準備（90分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第2回

＜第１部 古代ギリシア・ローマ＞
・古代ギリシア～ヨーロッパ思想の起源
古代ローマや中世イスラーム世界にも大きな影響を与えた
古代ギリシア世界の思想・哲学は、今日の世界においても
知の大きな一角を占めるものである。ソクラテス、プラトン、
アリストテレスを始めとした現代の学問にもつながる、古代
ギリシア世界の思想と科学の系譜を俯瞰する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第3回

・古代ローマ～「ヨーロッパ」の範囲の原型としての
イギリス産業革命までその文明の水準にヨーロッパが及ぶ
ことがなかった古代ローマは、のちのEUにまでつながる広
域ヨーロッパの一つの原型である。その古代ローマの技術
、社会、文化、宗教の変遷などから、今日に至るその版図
に共通する文化を「古代ローマの跡地としてのヨーロッパ」
をキーワードに解説する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第4回

＜第２部 中世ヨーロッパ・ルネッサンス＞
・中世ヨーロッパ〜帝国が滅びた後に残る文化圏域として
の
西ローマ帝国が滅亡した後も、ローマ帝国の国教であった
キリスト教はこの地域の文化と社会の支柱として、ヨーロッ
パを覆うものとして残っていく。暗黒時代ともいわれる中世
ヨーロッパの世界観について、各分野の特徴から迫ってい
く。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第5回

・ルネサンス〜イスラムとの交流と再発見のプロセス
ヨーロッパ文化の一つの特徴として、外部世界の文化の接
触や影響を精力的に飲み込み、自分の文化に取り入れて
活力とする雑種性が挙げられる。ルネサンスは、十字軍な
どのイスラムとの交流の中から、異文化の中に自文化の起
源を発見する過程として、その後のヨーロッパ文化を花開
かせる大きな起点となる。そのダイナミズムを追う。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

・プロテスタンティズムと資本主義の発生
イスラムとの交流とならんで、ヨーロッパにインパクトを与え
たものとしてモンゴルの侵攻が挙げられる。ペストの拡大や
、神や教会、身分制の失墜は大きな社会変化としての宗教
改革を巻き起こす。そして、プロテスタンティズムは今日の
資本主義につながる思想と行動を内包していることに、ウェ
ーバーを手がかりに接近する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第7回

・ヨーロッパ芸術に見る南から北への流れ
古代から中世、そしてルネサンスまで長い間アルプス山脈
はヨーロッパの文化と文明を分ける大きな地理的境界線で
あった。ヨーロッパの芸術が、北から南への憧れで生成して
きた側面、また南が芸術の発展について大きな原動力にな
ってきた様子を具体的な事例を挙げながら解説する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分） 
配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第8回

＜第3部 現代ヨーロッパの各国文化＞
・イタリア
かつてローマ帝国の中心だったイタリア。その帝国時代か
ら続く人々や文化の交差点としての役割は、古くてそして
新しいイタリアの魅力として、今日も変わることなく息づいて
いる。難民や移民にも比較的寛容と言われるイタリア人気
質の根本に各分野の事例から迫る。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第9回

・スペイン・ポルトガル
かつて世界を二分した海洋大国のポルトガルとスペイン。
戦国時代から江戸時代にかけては、この両国の言葉が世
界共通語の役割を果たすほどであった。海に囲まれた二
つの国と日本との繋がりは多く、食文化や音楽など幅広い
分野において共通点も多い。イベリア半島の文化と社会を
考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第10回

・フランス〜近代化の共通語
近代国家として、官僚制や常備軍などを整え、近代以降の
ドイツ語や英語などに様々な語を提供したフランス語。最
先端のファンションや食が彩るパリから、美しい田舎の数々
まで、フランス的なるものとは何か、その魅力と特徴につい
て学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）0
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

・ドイツ
法律や医学の分野で日本も大きな影響を受けたドイツ。プ
ロイセン、ワイマール、ナチスそして現代ドイツと目まぐるし
く変遷する近代以降のドイツ社会の特徴は何か。また、ドイ
ツ的なるものを定義するものとは何か。私たちとも、そして
英語とも関係が深いドイツ文化について、各分野の事例を
引きながら考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第12回

・イギリス
産業革命が始まった地として、日本の近代化に大きな影響
を与えたイギリス。連合王国として様々な言葉や文化を融
合させながら７つの海を支配した大英帝国を築き上げた、
小さな島の文化的な多様性とは何か。世界最古の議会制
民主主義の国の知っているようで知らない奥深さを、その
伝統と革新から考察する。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第13回

・北欧の文化
教育、福祉など豊かな生活が注目される北欧。その背景に
ある激しい歴史と厳しい自然環境は、意外と知られることが
ない。税金が重く、国民が幸せなこの地域に共通する社会
哲学や文化とは何か。人間がより人間らしく、人間が幸せ
になるためのヒントを北欧の人々の思想と実践を学ぶ。

レポート課題など指定された課
題を行うこと。（９０分）

配布プリントと講義の内容をノー
トなどで復習すること。（９０分）

第14回

＜第３部 あなたのヨーロッパ地域文化論＞
・小論文による理解度と応用力の確認 
ヨーロッパ地域文化の特定の時代や場所が他より重要とい
うことはありません。ヨーロッパのどこに焦点を合わせ、どう
考えるかは一人ひとりの自由です。小論文でヨーロッパ地
域文化から何を学んだか、考えたのか書く。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（９０分）

小論文の内容について振り返り
思ったように書けたのか検証す
る。（９０分）

第15回

・まとめ～「ヨーロッパと世界」
学生の皆さんから出された、いろいろな形のヨーロッパ文
化論から、私たちがヨーロッパをどう見ているのか、そして
世界とのつながりをどのように感じているのか、一緒に考え
議論しながら授業のまとめを行う。

自分の小論文をこれまでの授業
内容から自分なりに評価してみ
ること。（９０分）

フィードバックを参考に自分なり
にこの授業で得た知識を考えを
まとめておくこと。（９０分）

- 360 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0 なし

教科書

特になし。

参考文献

各授業で関連する文献や参考資料を適宜指示または配布。

履修条件・留意事項等

ヨーロッパ地域の社会や文化にさまざまな形で興味関心を持つ学生を歓迎します。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加の積極性20% 課題提出状況50% 小論文形式のテスト30%
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 北米地域論 ナンバリング 1810

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

There will be regular media examples (TV, movie clips, Youtube, etc). Students can interact digitally while working on projects.

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

HBUの方針に従い、北海道や日本、世界各地の問題に対処するために、情報を処理・分析し、論理的・批判的に思考・判断する能力を身につ
けることを目的としています。(思考力・判断力・表現力)

この授業は、 本と結びつきの強いアメリカ合衆国、北海道と気候 が似ているカナダのある、北 地域 の社会や 化について基礎的な理⽇ ⾵⼟ ⽶ ⽂
解を得ることを 標とする。全世界に影響を当たるポップカルチャーなどの震源地である北 は、理解しているようで意外と知らないことが多い⽬ ⽶
地域でもある。知っているようで知
らない北 地域の特徴について、具体的事例を取り上げながら学ぶ⽶

Students will improve listening comprehension skills,  learn a lot of daily use vocabulary, and study about 150 natural spoken idioms, as well as 
learning about changes in the representation of family life in American media over the last 70 years.

There will be weekly handouts with vocabulary and idioms. Students will practice a dialog every week which uses newly studied idioms. 
Students will be expected to preview for each lesson diligently. The class itself will feature a lot of English only lecture, and watching of short 
television clips.

Not part of teacher training curriculum. However, this class will improve knowledge of American culture, English language, and colloquial 
usage, so useful for teachers in training.
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課題に対するフィードバックの方法

Students will receive daily oral feedback during class time, plus graded quizzes and tests, and written responses to presentations.

授業計画 学習内容

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Introduce topic and Syllabus. TV history Background
 “Speak English Like an American” 1

Prepare “Speak Like an 
American” unit 2, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第2回

Birth of TV, the 50s—I love Lucy, Donna Reed, Father 
Knows Best

Prepare “Speak Like an 
American” unit 3, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第3回

Sixties: from Beaver to Munsters and Adams’s—The Andy 
Griffith Show

Prepare “Speak Like an 
American” unit 5, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第4回

70s Part 1:  New Sitcom familys: More clean, white, 
attractive, and idealized---Bradys, Partridge, Happy Days

Prepare “Speak Like an 
American” unit 5, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第5回

70s Part 2: Introducing Politics and Race—All in the 
Family, Good Times

Prepare “Speak Like an 
American” unit 6, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)
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担当教員 Walzem Allen George

Study for midterm!!!

担当教員 Walzem Allen George

Midterm

担当教員 Walzem Allen George

90s: Going where other sitcoms couldn’t: The Simpsons

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

第6回

80s part 1: New Kinds of Happy Families: The Cosby 
Show, Full-house, Family Matters

Prepare “Speak Like an 
American” unit 7, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第7回

80s part 2: Darker side: From political intra family conflict 
of Family Ties to the first Anti-family family: Married with 
Children

Review, review, review!! (90 
minutes)

第8回

Prepare “Speak Like an 
American” unit 8, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第9回

Prepare “Speak Like an 
American” unit 9, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第10回

Prepare “Speak Like an American” unit 10, learn 
vocabulary and idioms (90 minutes)

Prep next lesson. Practice 
dialog, answer questions, study 
new vocab 90 min.

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)
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担当教員 Walzem Allen George

Looking at “difference” in sitcoms: Modern Family

担当教員 Walzem Allen George

Class in sitcoms: Schitt’s Creek, Beverly Hillbillys

担当教員 Walzem Allen George

Review prepare for final!!

担当教員 Walzem Allen George

Final Turn in final work to teacher.

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Beyond the Simpsons: 2000s-- Weird Animation and 
attack on tradition--- South Park and Family Guy

Cumulative review of Speak 
Like an American 1-10

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第12回

Prepare “Speak Like an 
American” unit 11, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第13回

Prepare “Speak Like an 
American” unit 12, learn 
vocabulary and idioms (90 
minutes)

Review new idioms and 
vocabulary, prepare for quiz (90 
Minutes)

第14回

Cumultave review of idoms. (90 
minutes)

第15回

Make sure all late work is 
finished!
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100

その他 0

教科書

Receive handouts from teacher. Do not lose them!!!

参考文献

A good bilingual dictionary is recommended

履修条件・留意事項等

Please be ready, with your textbook, notebook, and pen at the beginning of each class!

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm 25
Final 25
Attendence and Participation 20
Quizzes 30

- 366 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 中国研究 ナンバリング 3820

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 魯　諍

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

ディプロマポリシーの「世界とつながるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている」と特に関係がある
科目である。２年次の東アジア地域論と連携している国際教養科目である。世界の地域の中で、中国の存在は今日ますます重要性を帯びてき
ている。国際性を身に着けるうえで、中国の政治、経済や文化などの基礎知識は不可欠のものである。この授業では地域としての中国の諸特性
を学ぶ。

この授業は、２年次の東アジア地域論での学びを基礎に、日本にとって政治的、経済的に重要なパートナーである中国についての理解を深め
る科目である。日本の隣国であり、アメリカと共に世界秩序の形成に重要な役割を果たすようになった中国の国内の政治体制や経済のあり方に
ついて、制度や思想の基礎を理解しつつ、現代のダイナミックな中国国内の社会変化や文化についても、最新のトレンドや事例をまじえながら
学ぶ。

中国の政治、経済、文化、社会などに対する理解を獲得し、講義で取り上げる内容について、自らの意見を述べるとともに議論に貢献すること
ができる。

週２回で行う授業であるため、１回目は主として配布プリントや視聴覚資料を用いて講義形式で進め、２回目は討論を中心とする授業を展開す
る。受講者は前回の講義内容にコメントし、課題とした文献についての報告も行う。そして、受講者のプレゼンテーションも２回行う（第7回と第14
回）。
なお、受講者の関心に沿って、各回のテーマと内容を微調整する場合がある。

Google Classroomを用いた双方向授業を取り入れる。教員自らの取材資料、SNS上の動画等を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

第４回 前回の講義内容に対し、質疑応答と議論を行う。

担当教員

担当教員

通常の授業で、受講生と教員の間で質疑応答を行う中でフィードバックする。プレゼンテーションについては事前に個別指導を行い、講義で適
宜コメントする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

①オリエンテーション
②第１回 中国に関する基礎的な知識を学ぶ。
 中国の行政区分（省と省都、直轄市、自治区）について、
それぞれの特徴を学ぶ。特に「少数民族」と各民族の集住
地域について学び、「民族区域自治」という少数民族の統
治政策を理解する。

シラバスを良く読み、自分の問
題意識を整理すること。（60分）

配布資料を熟読し、内容を確認
する。関心を持つテーマについ
てのプレゼンと議論の準備をす
ること。（90分）

第2回

第２回：中国と諸外国との領土紛争について、歴史的文脈
と関連付けてその成因を考える。そして、前回の講義内容
に対し、質疑応答と議論を行う。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第3回

第３回 「南北」と「東西」の差異
中国の北方と南方の地理的な境界線ーー「秦嶺・淮河線」
と、人口の分布状況を反映する「胡 庸線」について学び焕
、中国における格差問題を理解する。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第4回

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第5回

第5回 中国と周辺国との関係
古代シルクロードと中国主導の「一帯一路」構想と、日中関
係の歴史について学ぶ。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）
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担当教員

担当教員

第８回 台湾問題について学ぶ。

担当教員

第９回 前回の講義内容に対し、質疑応答と議論を行う。

担当教員

担当教員

第6回

第6回 前回の講義内容に対し、質疑応答と議論を行う。 指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第7回

第７回 プレゼンテーション１ 関心を持つテーマについて、
グループワークで口頭発表を行う。

プレゼンテーションと議論の準
備をする。（60分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。（90分）

第8回

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第9回

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第10回

第10回 香港問題について学ぶ。 指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行いません。

第11回

第11回 前回の講義内容に対し、質疑応答と議論を行う。 指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第12回

第12回 中国の歴史と文化について学ぶ。「中華」、「儒教」
などの概念について説明する。

指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第13回

第13回 前回の講義内容に対し、質疑応答と議論を行う。 指示する文献（プリント）を熟読し
、授業までにレジュメ（プリントの
内容のまとめと自分自身の考え
など）を提出すること。（90分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。関心を持つテーマにつ
いてのプレゼンと議論の準備を
すること。（90分）

第14回

第14回 プレゼンテーション2 関心を持つテーマについて、
グループワークで口頭発表を行う。

プレゼンテーションと議論の準
備をする。（60分）

配布資料を再読して、内容を確
認する。最終レポートのテーマを
決める。（90分）

第15回

講義のまとめ：講義全体を振り返り、最終レポート課題を提
示する。

これまでの全ての授業の内容と
それに対する考えを自分なりに
整理しておくこと。（90分）

フィードバックを参考にレポート
の執筆を準備する。（90分）
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100

その他 0

教科書

『よくわかる現代中国政治』 川島 真／小嶋華津子 編著 ミネルヴァ書房

参考文献

参考文献は、講義開始時や、各回の授業で紹介する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業・討論への積極的な参加度（30%）、プレゼンテーション（30%）、最終レポート（40%）

１回目の授業に必ず出席すること（やむを得ず出席できない場合、事前に教員に連絡すること）。指定する文献には参加者全員が、前もって必
ず目を通しておくこと。 無断欠席は必ず減点要素になる。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 アメリカ研究 ナンバリング 3822

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

Not applicable

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

HBUの方針に従い、北海道や日本、世界各地の問題に対処するために、情報を処理・分析し、論理的・批判的に思考・判断する能力を身につ
けることを目的としています。(思考力・判断力・表現力)）

この授業は、戦後日本にとって最も重要な国であるアメリカ合衆国について、理解を深めることを目的とする科目である。アメリカはその歴史的
背景と形成過程からきわめて多様な社会であり、アメリカの多様性を理解することは、世界の今後を考える上でも重要な項目である。アメリカ文
化を、人種、ジェンダー、階級、宗教、アイデンティティなどの視点から再考察し、それらが現代のアメリカの政治経済にどのようにつながってい
るのかを理解する。

Course Subtitle: American Culture and English Improvement through "Modern Family"--the TV show
In this class you will watch media in English, usually (but not always) with English subtitltles. There will be large amounts of lecture, and 
reading as well, so listening comprehension and vocabulary growth will be a big part of this class. Students are also expected to speak and 
discuss various issues in American Media history, and will eventually give presentations on their own topic

There will be in class video watching and discussion, in pairs, small groups, and whole class discussions. Students will also need to do weekly 
readings.

There will be a lot of multi-media in the class. Students may be able to use their own devices for certain activ
ities, depending on the lesson.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

Week 1: Introduction—history of American family sitcom

担当教員 Walzem Allen George

Week 2: Speak Like an American (S.L.A), unit 1

担当教員 Walzem Allen George

Week 3: S.L.A. unit 2, Modern Family Pilot, part 1

担当教員 Walzem Allen George

Week 4: S.L.A. unit 3, MF Pilot, part 2

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

Students will receive constant feedback on pronunciation and other oral issues in class activities, as well as
written feedback on quizzes, tests, and presentations.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第2回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第3回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第4回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第5回

Week 5: S.L.A. unit 4, MF Episode 2 (Bicycle thief), Part 
1

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

- 373 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

Week 6: S.L.A. unit 5, MF, Ep 2, Part 2

担当教員 Walzem Allen George

Week 7: Episode 3--All Prepare for exam!

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

Week 9: S.L.A. unit 6, Episode 4, Part 1

担当教員 Walzem Allen George

Week 10: S.L.A. unit 7, Episode 5, Part 2

担当教員 Walzem Allen George

第6回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第7回

Review all materials covered in 
class in first 7 weeks.

第8回

8.  MITERM EXAM
Also: 1950s Television, Hollywood reaction—Clips from 
shows (including “I Love Lucy” and “Leave it to Beaver”

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第9回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第10回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.
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Week 11:  S.L.A. unit 8, Episode 6 (all)

担当教員 Walzem Allen George

Week 12:  S.L.A. unit 9, Episode 7

担当教員 Walzem Allen George

Week 13: S.L.A. unit  10, Episode 8

担当教員 Walzem Allen George

Week 14:  Presentations Prepare for final exam Review, Review, Review!

担当教員 Walzem Allen George

Week 14:  Presentations

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第12回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第13回

Review concepts and vocabulary 
introduced in class. Go over 
main points of readings.

Prepare readings or other 
handouts required for next 
week's class.

第14回

第15回

Make sure you have finished all 
assignments and other work.

Send anything required to Allen 
within one week of final class.
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100

その他 0

教科書

All materials will be provided by teacher.

参考文献

There will be weekly handouts and various prints. Please do not lose them!!

履修条件・留意事項等

Please be ready, with your textbook, notebook, and pen at the beginning of each class!

備考欄

Bring handouts to class, with questions prepared (if necessary).

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

Midterm 30
Final 40
Attendance, quizzes, and participation 30
Presentation  10
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 イギリス研究 ナンバリング 3824

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

Lectures, vocabulary building, discussions, and student presentations will be the main components of this class.

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

none

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている。（関心・意欲・態度）
世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。（関心・意欲・態度）

この授業は、日本の近代化にも大きな影響を与え、EUからの離脱で注目されるイギリス。英語が誕生した国でもあり、かつて世界の半分を支配
していると言われたイギリスの歴史や文化は、日本のみならず世界に大きな影響を与えている。本講義では、イギリスの社会と文化の伝統の持
つ豊かさと同時に、多くの分野でいまだに世界の新しいトレンドを作り出している現代イギリスの現状について、その本質を理解することを目的と
する。ヨーロッパとの関係性の理解も重要となってくる。

The goal of the course is to develop students’ knowledge about Britain’s geography, history, political structure, popular culture, security 
issues, and the influence of particular religious beliefs through lessons that are conducted entirely in English.

The class will make use of Google Classroom to provide access to course material. Video content will also be shown to students at certain 
points in the course.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

Explanation of the syllabus and introduction to the course.

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

Answers to the tests will be given after the tests have been completed, graded tests will be shown to students, and feedback will be provided 
on student presentations.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Read the syllabus and note 
down any questions you want to 
ask. 90分

Review the content of the 
syllabus and reflect on the 
themes and goals. 90 分

第2回

This lesson will focus on an overview of some of the key 
aspects of the United Kingdom.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第3回

The focus on this class will be the UK’s population, 
including the number of people, their social and ethnic 
backgrounds, political affiliation, religious beliefs, and 
distribution.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第4回

In this lesson we will explore British cuisine. This will 
include a look at some of the dishes and drinks that are 
most associated with the UK, in addition to types of food 
that are currently popular.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第5回

This class will focus on the British countryside and some 
of the most famous scenic spots and their significance with 
a special focus on Stonehenge and its historical, religious, 
and social significance.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

Students complete the midterm test. Prepare for the midterm test.

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

This class will focus on current security issues facing the 
UK and the structure of the intelligence services. The 
second half of the lesson will focus on the influence of the 
British intelligence services on popular culture.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第7回

Students will make their presentations on a topic related 
to British culture.

Prepare for the presentation 
and begin preparing for the 
midterm test.

Reflect on the feedback 
provided on the presentation 
and prepare for the midterm 
test.

第8回

Reflect on the midterm test and 
avenues for improvement.

第9回

This lesson focuses on Westminster Abbey, its history, 
and the historical figures associated with it.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第10回

This lesson focuses on iconic figures in the UK's popular 
culture.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分.

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

Students complete the final test. Prepare for the final test.

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

This lesson focuses on formative moments for the UK in 
the twentieth and twenty first centuries. These include 
World War 2, the Falklands War, the conflict in 
Afghanistan, Brexit, and COVID.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分.

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第12回

This class looks at the UK tourist industry with a special 
focus on the Lake District.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分.

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第13回

This class continues the focus on the UK tourism industry, 
but this time shifts the focus to the West Highland Way in 
Scotland.

Study the course content for 
this week’s lesson and check 
any words you do not 
understand. 90分.

Review lesson, readings, and 
vocabulary. 90分

第14回

Students will make their final presentations on a topic 
related to British culture.

Prepare for the presentation 
and begin preparing for the final 
test.

Reflect on the feedback 
provided on the presentation 
and prepare for the final test.

第15回

Reflect on the course content 
as a whole and in particular 
think about the final test and 
avenues for improvement.
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100 participation: 20%; midterm assessments: 40%; final assessments: 40%

その他 0

教科書

none

参考文献

none

履修条件・留意事項等

none

備考欄

none

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 国際教養科目　国際地域研究

科目名 ナンバリング 3826

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

EU研究

3年 2024年度前期

本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の言語、政治、経済
、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論
理的・批判的な思考や判断をする能力を身につけている（思考・判断・表現）」、「グローバル化の中で、世界の人々と共生・協力することを可能
とする国際性や共感力を備えている（関心・意欲・態度）」、「世界と繋がるために国際社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚
を身につけている（関心・意欲・態度）」に関連する科目である。

この授業は、EUを形成している現代ヨーロッパの特徴について学ぶ。EUは現代世界で最も進んだ政治的共同体であり、EUが体現する国境の
ない政治、経済、社会、文化の空間は、人類の未来のあり方の重要な選択肢の一つである。環境や人権などの普遍的価値に基づこうとするEU
と加盟諸国の取り組みについて学ぶとともに、ヨーロッパの生き残りをかけた政治、経済の戦略としてのEUから現代ヨーロッパの思想と実践につ
いて考察する。

３年次配当科目として、学生自らが主体的に課題を設定し学ぶ方法論を身につけることを到達目標とする。「EU」という幅広いテーマの中で、自
ら漠然と持つ「疑問」を「設問」として捉え直し、その「設問」に答えるためには何をどのように学べば良いか考えるActive Leaningを、学生自ら、
担当教員の指導の下に実践する。自ら設定した課題に役立つ文献を、教員の指導の下ではあるが学生自らが探し、自ら学び、それなりの自分
としての解答を獲得し、それを他人との対話を通じてより深い理解へと進化させることができるようになることを目標とする。

まず、理論編として教科書を内容を受講者自らポイントにまとめる。自ら要点整理しないと、自ら設定する問題の解決法として応用できないから
である。受講生は１章ずつ担当し、ポイントをプレゼンし、他の受講生からのコメントとディスカッションに応えた後、教員から指導を受ける。EU全
体が構造的に外観できるようになったところで、受講生は自ら単独または複数で課題を設定し、その課題を分析してレポートにまとめる。教員は
、受講生の関心に合わせて適宜ガイダンスを行う。

EU関連の法的枠組みやEU委員会の発表しているインターネット上の資料や報道動画等を適宜参照する。

通商産業省（現・経済産業省）職員として、地球環境問題をはじめとする条約交渉やＷＴＯを中心とする通商交渉、エネルギー政策や貿易保険
といった政策分野において、パリやジュネーブにおける交渉経験を踏まえた講義と講評を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員

講義の中での積極的なディスカッションを慫慂するほか、講義期間中2度程度の小課題を提出させ、理解度や受講者個人の関心の方向性を把
握しケーススタディの選択の参考にする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

講義のアウトライン
Introduction：EUを学ぶ意義
教科書と参考文献の紹介

シラバスを読み、自らの問題意
識を明確にしておくこと（90分）

講義の内容をﾉｰﾄ等で復習して
おくこと（90分）

第2回

第１部 ヨーロッパ統合史
第１章 ヨーロッパとは何か
 １．近代ヨーロッパの成立
 ２．戦間期欧州の政治
 ３．第２次世界大戦
 ４．ローマ条約の成立

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第3回

第１部 ヨーロッパ統合史
第２章 統合の停滞と再生

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第4回

第１部 ヨーロッパ統合史
第３章 拡大と正統性の危機

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第5回

第２部 EUの政治制度と政治過程
第４章 EUの全体像

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

第２部 EUの政治制度と政治過程
第５章 EUの諸機構

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第7回

第２部 EUの政治制度と政治過程
第６章 EUの政策過程

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第8回

第３部 EUの政策
第７章 EUの経済政策

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第9回

第３部 EUの政策
第８章 EUの社会・移民政策

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第10回

第３部 EUの政策
第９章 世界のなかのEU

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

第３部 EUの政策
第１０章 共通安全保障・防衛政策

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第12回

第４部 EUのガバナンス
第１１章 各国政治とEU

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第13回

第４部 EUのガバナンス
第１２章 デモクラシーと正統性

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第14回

第５部 EUが直面する現代の問題
第１３章 ウクライナ戦争の衝撃

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

講義の内容をﾉｰﾄで復習すると
ともに指定された文献の該当箇
所と対照しておくこと（90分）

第15回

第５部 EUが直面する現代の問題
第１４章 ヨーロッパという夢と現実

指定された文献を読んでおくこ
と（90分）

期末課題を作成すること（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

出席と授業参加の積極性30%  小課題提出状況３０％ 期末課題４０％

池本大輔・板橋拓己・川嶋周一・佐藤俊輔 『EU政治論ー国境を超えた統治のゆくえ』 有斐閣ストゥディア 2020

E. H. Carr, （清水幾太郎訳）『歴史とは何か』岩波新書 1962 （2022 新刷）
J. P. Sartore, （安堂信也訳）『ユダヤ人』岩波新書 1956 （2019新刷）
大木毅 『独ソ戦 絶滅戦争の惨禍』岩波新書 2019
Antje Wiener, Thomas Diez, eds., （東野篤子訳）『ヨーロッパ統合の理論』勁草書房 2010
遠藤乾編『ヨーロッパ統合史』（増補版）名古屋大学出版会 2014

履修条件は特に定めないが、欧州に本気で関心があることを前提とする。
欠席はありえないだけでなく、毎週、課題文献を必ず読んでくることは必須であり、与えられた課題は期日までに提出すること。
受講生に熱意を求めるのは当然のことである。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 キャリア入門 ナンバリング 1132

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

「キャリア」とは、「人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ね」
と定義される。この授業では私たちが社会生活をしていく上で、生涯を通した「キャリア形成」や「キャリア発達」が重要になることに鑑み、入門の
キャリア教育を行う。そのことで、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーシ
ョン能力を備える。本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の
言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」等に関連する科目である。

この授業は、自己のキャリアを考察するにあたり、スタート地点となるべき授業である。世の中にどのような仕事があり、先人がどのようにして道を
切り開いてきたのかを考える。自分のやりたいこと、目指したい目標を見つけるきっかけになることを目指した授業である。キャリアプランを考える
際に重要な２つの視点は、自分を知ることと、相手（仕事や会社）を知ることである。自分がどのような仕事を したいと望むのか、そして、その仕
事を遂行するための資質とは何かを探ることで自分を知ることができる。また、そのような仕事が実際 に存在するのか、そしてどのようにしたら、
その仕事に就けるのかを考えることが、相手を知ることである。ここでは、この２ 点を理解するための授業を展開する。

１．他者について、表面的なことだけでなく内面的なことも理解し、配慮や協調を持って接することができるようになる。、
２．自分についての強みや弱みを把握し、説明ができるようになる。
３．置かれている状況の機会や脅威を予測し、仮説を立てて行動ができるようになる。
４．自分の社会人・職業人としての具体的な方向性をイメージし、それに向けた目標を立てて行動をすることができるようになる。

パワーポイントと配布資料などを使用し講義を進める。また、授業ごとに編成するチームでのグループワークやプレゼンテーションなども行って
いく。

Google classroomを活用し、事前事後の報告・連絡や、課題の出題・回収等を行う。

観光や広告業界で約20年間の実務経験があり、ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけで
なく、ビジネスの場における実践的内容の指導も行う。
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課題に対するフィードバックの方法

各回に、全体での振り返り、グループでの振り返り、グーグルクラスルームなどでの振り返りなどを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

〇オリエンテーション（授業の進め方）
この講義における授業の進め方・評価の方法・習得できる
内容が理解できるようになる

これまでの人生について振り返
り、行ってきたことをまとめておく
こと〈90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第2回

〇他者について知るⅠ
・クラスの仲間について
→アイスブレイク
→グループワーク
＊グループ内での自己紹介（事前課題を使って）
⇒他者を知り、多様な価値を受け止める）
〇コミュニケーションについて考える
→コミュニケーションとは？
⇒相手の立場になって物事を考えられるようになる

プレゼンテーションの準備を行
っておくこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第3回

〇他者について知るⅡ
・クラスの仲間について
→アイスブレイク
→グループワーク
＊グループ内での自己紹介（事前課題を使って）
⇒他者を知り、多様な価値を受け止める）
〇コミュニケーションについて考える
→コミュニケーションとは？
⇒相手の立場になって物事を考えられるようになる

プレゼンテーションの準備を行
っておくこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第4回

〇大学在学中の過ごし方と卒業後について考えるⅠ
→大学在学中に行う必要なことや、卒業後についての自分
のことを考えてもらうために、個人ワーク、グループワークを
おこなっていく
＊また、最近の就職動向等について報告する

大学４年間の行動計画を立てる
こと（90分）

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第5回

〇大学在学中の過ごし方と卒業後について考えるⅡ
→大学在学中に行う必要なことや、卒業後についての自分
のことを考えてもらうために、個人ワーク、グループワークを
おこなっていく
＊また、国際学部の学生が強みとなることや、今後各自で
補わなければならないことについて講義していく

自分が行いたい仕事、行いたく
ない仕事、どちらでもない仕事
について徹底的に考えまとめて
いくこと。また、その仕事が行い
たい、行いたくない、どちらでも
ない理由も書き出しておくこと
(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

第6回

〇大学在学中の過ごし方と卒業後について考えるⅢ
→大学在学中に行う必要なことや、卒業後についての自分
のことを考えてもらうために、個人ワーク、グループワークを
おこなっていく
＊大学在学中の取組（学外学修やボランティアなど）事例
の報告

自分の強みや弱みを伸ばすた
めに、大学外で行なければいけ
ないことを考えてまとめておくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第7回

〇大学在学中の過ごし方と卒業後について考えるⅣ
→大学在学中に行う必要なことや、卒業後についての自分
のことを考えてもらうために、個人ワーク、グループワークを
おこなっていく
＊グループワークを中心に行い、他者との違いを把握する
ことを目的とする

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第8回

〇社会で必要な能力を知るⅠ
⇒社会人基礎力を伸ばしてくために、グループワークをと
おし、考え抜く力、前に進む力を身につけていく

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第9回

〇社会で必要な能力を知るⅡ
⇒人生１００年時代において、必要な能力を知る

〇他者について知る
⇒自分が尊敬する、または気になる人の人生について調
べてみる

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第10回

〇社会で必要な能力を知るⅢ
⇒自己分析の重要性の把握と、自己分析の実施

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

〇社会で必要な能力を知るⅣ
・履歴書の正しい書き方について①
⇒履歴書を作成し、これからの学外授業（インターンシップ
やニセコ国際研修）に備える能力を養う

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第12回

〇社会で必要な能力を知るⅤ
・履歴書の正しい書き方について②
⇒履歴書を作成し、これからの学外授業（インターンシップ
やニセコ国際研修）に備える能力を養う

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第13回

〇他者について知るⅢ
・自分と他者の自我を考える
・交流分析を把握する

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第14回

〇社会で必要な能力を知るⅥ
・マナーやルールについて
・ホスピタリティについて
（今後のインターンシップや学外学修に向けたトレーニング
）

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第15回

これまでの講義の振り返りと最終レポート
→チーム編成をして、これまでの振り返りのためのディスカ
ッションと発表を行う
→最終レポート提出

前回の授業で伝えた事前課題
に取り組むこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

なし

参考文献

授業ごとに紹介していく。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

準備学習の状況、授業態度、授業意欲、グループディスカッション、各授業内でのレポート、プ
レゼンテーション、事後学習の状況、最終レポート（これまでの授業の理解度を確認。レポート
のテーマについては、最終授業日に伝える）

授業は、グループワークを中心に構成しているため、遅刻は原則欠席扱いとする。ただし、本学の規定に沿った理由で遅刻となる場合は、用紙
などを添えて提出すれば出席とする。詳細はオリエンテーション時に報告する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 ナンバリング 1160

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 松岡　審爾

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

ICTリテラシー

1年 2024年度後期

社会人基礎力として数理・データサイエンス・ＡＩを理解する力を養うための科目である。また、国際教養学科と国際コミュニケーション学科のディ
プロマ・ポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つけている。（思考・判断・表現）」と特に関係がある科目である。

この授業は、現代の現代社会の情報化およびグローバル化によるICTの役割や影響を理解し、かつ、それらを活用しながら、主体的に対応でき
る能力と態度を育てることを目標とする。授業では、ICTがもたらした世界への影響と、情報化世界への適切な対応に必要な技術、倫理につい
ての必要な知識の修得を目標とする。さらに発展したパソコンの能力及び情報活用能力を身に付けることを最終目標とする。

数理・データサイエンス・ＡＩが、現在進行中の社会変化に深く寄与し、生活に影響を与えていることを説明できる。
数理・データサイエンス・ＡＩが日常生活や社会の課題を解決するうえで有用であると同時に限界もあることについて説明できる。
数理・データサイエンス・ＡＩが適用されることにより様々な領域であらたな価値がうみだされている実例をあげることができる。
数理・データサイエンス・ＡＩを活用するあたって留意すべき事（ELSI、個人情報保護、データを扱う上での倫理）について説明できる。
実際のデータが与えられたとき、そのデータの全体像をよみとり、その特徴を可視化して説明することができる。

パワーポイント等を用いて講義形式ですすめる。一部のテーマについてはディスカッションを取り入れて学習を行う（第１４回、第１５回）。
データ処理においてはパソコンを用いた演習を行う（第３回～第５回、第１０回～第１３回）。Google Formを用いて意見を表明する（第１４回、第１
５回）。

Google Formのテスト作成機能を用いて、宿題を出題する（全１５回）。パソコンを用いた演習を行う（第３回～第５回、第１０回～第１３
回）。Google Formのアンケート作成機能を用いて、提出されたＡＩの企画を共有する（第９回）。掲示板アプリを用いて意見を出し合う（第１４回、
第１５回）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして宿題の正解を表示するとともに、宿題と同時に提出された質問事項に答える。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【データサイエンスの概要】 ICT(情報通信技術)の進歩にと
もなうサイバー空間の創出、ビッグデータの特性（３つのV）
、IoTについて理解する。また、サイバー空間の発展および
ＡＩ (人工知能)の発達によってもたらされる未来社会のコン
セプトであるSociety 5.0をイメージできるようにする。【社会
で活用されているデータ】データの種類、および社会でど
のようにデータが活用されているかを学ぶ。【言語生成系Ａ
Ｉの活用の留意点】近年急速に発展したChatGPT等の言語
生成系ＡＩの特徴、弱点、利用にあたって留意すべき点を
概説する。

教科書の第1章1.1, 1.3.1～
1.3.3を読んでおく。また、
「Society 5.0」について調べてお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第2回

【ＡＩとは、社会におけるＡＩの利活用】 ＡＩ（Artificial 
Intelligence：人口知能）とはなにかを理解する。また、ＡＩテ
キストマイニング、ＡＩ翻訳などを使用することによりＡＩ技術
の有用性やその限界を体験する。さらにAIの利活用の事
例を調べ社会におけるAIの有用性を理解する。

教科書の第1章1.1.3、第3章
3.8.5を読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第3回

【データリテラシー・実データの特徴を調べる】 データ分析
全体の流れを理解したのち、RESAS, e-Stat等を利用して
インターネットからデータを取得する方法を習得する。さら
に表計算ソフトを用いてデータの可視化や基本統計量を
確認しデータの特徴を調べる方法を修得する。

教科書の第1章1.3.5、第2章
2.1、第４章4.1.1～4.1.3を読ん
でおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第4回

【データリテラシー・２変数の間の関係を調べる】 ２変数の
データの間の関係を調べる方法を学ぶ。そのために、表計
算ソフトを用いた散布図の作成方法を修得し、散布図から
わかること、相関と因果関係について学ぶ。

教科書の第2章2.2.1～
2.2.3、2.4.1、第４章4.1.4を読ん
でおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第5回

【データサイエンスの手法と応用事例１】 データサイエンス
で用いられるいくつかの手法（回帰、決定木分析）とそれら
のマーケティングへの応用事例を学ぶ。表計算ソフトを用
いて実際に回帰分析を行う。

教科書の第3章
3.2.1、3.2.2、3.6.1、第5章
5.1.1、5.1.3を読んでおく(90
分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

【データサイエンスの手法と応用事例２】 データサイエンス
で用いられるいくつかの手法（クロス集計、クラスタリング、
アソシエーション分析）とそれらのマーケティングへの応用
事例を学ぶ。

教科書の第3章3.1、3.4、3.5、第
5章5.1.2、5.1.4、5.1.7を読んで
おく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第7回

【ＡＩの構成要素、ＡＩの学習方式】 ＡＩに含まれる分析技術
である機械学習の学習方式の違い（教師あり、教師なし、
強化学習）を理解し、それらの代表的な手法を概観する。
また、機械学習の中で最近発展を遂げたニューラルネット
ワーク、ディープラーニングの概略を学ぶ。さらに機械学習
における結果の検証方法を習得する。

教科書の第3章3.8.1～3.8.4を
読んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第8回

【ＡＩ利活用の現場１ー識別系、予測系ＡＩの作り方】 ＡＩの
活用タイプの違い（識別系、予測系、会話系、実行系）を学
ぶ。これらのうち予測系ＡＩの作り方の流れを概観し、この流
れの中で重要なＡＩモデルの精度検証方法を習得する。ま
た、識別系ＡＩの作り方の流れを概観しアノテーションにつ
いて理解する。

ＡＩがどのような分野で活用され
ているかを調べておく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第9回

【ＡＩ利活用の現場２ー会話系、実行系ＡＩの作り方】会話系
ＡＩ、実行系ＡＩの作り方の流れを概観する。
【ＡＩの企画作成方法】 ＡＩを活用した企画の作成方法を理
解し、ＡＩ活用事例をもとにした企画の作成を行う。

ＡＩを利用すると改善がみこまれ
ることはなにかを考えておく（90
分）。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第10回

【ＡＩ開発を行う道具・Python入門】Google Colaboratoryを
用いてプログラム言語であるPythonを実行する方法を習得
する。また、Python言語を用いて、プログラミングの基本の
うち順次処理、条件分岐を体験する。さらにＡＩの開発の道
具がプログラミングであることを理解する。

教科書の第４章4.3.2を読んでお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

【Pythonを用いたデータの処理】 Python言語を用いて、プ
ログラミングの基本のうち反復処理を体験する。ま
た、Python言語におけるライブラリーの特徴を学ぶ。さらに
oogle Colaboratory上のPythonを用いてExcel形式等のデ
ータファイルの読み込み、データの基本統計量の計
算、Python用のMatplotlibというライブラリーを用いたグラフ
の作成を体験する。

教科書の第2章2.4.4、第４章
4.3.3～4.3.5を読んでおく(90
分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第12回

【データの分類を行う機械学習の様々な手法】 プログラミン
グ言語であるPython用のscikit-learnというライブラリーを用
いて機械学習の様々な手法（データの分類を行うロジステ
ィック回帰分析、決定木分析、ランダムフォレストなどおよび
データのクラスタリングを行うk-means法）の特徴を理解し、
それらの実装を体験する。さらに機械学習で問題となる過
学習について理解する。

教科書の第４章3.2.6と4.3.4を読
んでおく(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第13回

【ニューラルネットワークを体験する】 A Neural Network 
Playgroundを用いてニューラルネットワークにおける隠れ層
の意味、活性化関数、過学習と正則化、ハイパーパラメー
タについて学習する。また、ニューラルネットワークを
Pythonで実装しデータの分類を体験する。さらに、ディー
プラーニングを用いた画像認識の概略について理解する。

教科書の第3章3.7.1を読んでお
く(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第14回

【データを守るうえでの留意事項－情報セキュリティ・情報
倫理】情報化社会におけるデータの守り方である情報セキ
ュリティ、個人情報の保護、情報を扱う上での法規や倫理
について理解する
【データ・ＡＩを扱う上での留意事項１－ELSI、AIの公平性・
平等性】 すべての科学・技術に関する普遍的考え方であ
るELSI（Ethical：倫理的、Legal：法的、Social Issues：社会
的課題）について学ぶ。公平性、平等性を疎外するバイア
スとはなにか、どのようなバイアスがありどのような問題が生
じているのかについて学ぶ。

教科書の第1章
1.2.1、1.2.2、1.2.5を読んでおく
(90分)。

授業に関連する教科書の範囲と
提示資料を復習し宿題を行う。
(90分)

第15回

【データ・ＡＩを扱う上での留意事項２ーAIの透明性・説明可
能性、ＡＩに関する社会的課題】 AIの透明性・説明可能性
がなぜ必要なのか、それを実現するための技術などについ
て学ぶ。また、ＡＩに関する様々な社会的課題（ＡＩにより人
間が支配される可能性、人間の仕事の激減、ＡＩによるトラ
ブルと責任の所在、ビッグデータとプライバシー、ＡＩの創作
物に対する著作権）について学ぶ。

教科書の第1章1.2.6を読んでお
くとともに、ＡＩが普及することに
よってどのような負の側面がある
かを調べておく(90分)。

授業で行った全範囲と提示資料
を復習し宿題を行う(90分)。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100 宿題の提出と授業内における提出ファイルにより評価する。

その他 0 なし

教科書

データサイエンス入門 第２版／竹村彰通他／学術図書出版社

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

AIリテラシーの教科書／浅岡伴夫他／東京電機大学出版局
文系AI人材になる／野口竜司／東洋経済新報社
本橋洋介「人口知能システムのプロジェクトがわかる本／本橋洋介／翔泳社
Python３年生機械学習のしくみ／森巧尚／翔泳社
Q&A ＡＩの法務と倫理／古川直裕他／中央経済社

CL教室にてGoogleアカウントでログインができるようにID、パスワードがわかるようにしておいて下さい。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 キャリアデザイン ナンバリング 3402

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

「キャリア」とは、「人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや積み重ね」
と定義される。私たちが社会生活や職業生活をしていく上では、生涯を通した「キャリア形成」や「キャリア発達」が重要となる。本講義は、自身の
キャリア形成を設計し就業に向けての方策を主体的にプランニングし(関心・意欲・態度)、その基盤となる家庭生活や社会生活といった人生設
計を意識化する。本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の
言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」等に関連する科目である。

この授業は、リクルート活動を間近に控えた３年生を対象とする就職活動準備講座である。職業を通じて社会に貢献し、生計を立てていけるよう
、これからの１年間は最大限の準備をすることが求められる。その就職活動の手順やルールについて学びながら、豊かに自己を表現できること
を目指す。就職活動に必要な基本的知識や実践を身につけることを課する。自分の進路についての考え方や、採用する企業の視点について
理解し、就職活動において必須となる基本的なルール、企業情報の検索や活用、エントリーシートや履歴書の書き方、面接の傾向と対策など就
職活動に直結する具体的かつ実践的な能力を身につけることを目標としている。

この講義では、キャリアプランニングの方法論を学んだ上で、自身の希望する職業について調べ、職業と家庭生活や社会生活のバランスを図り
ながら、生涯を通して自己実現と多様な人々との共生をどのようにしていくのかについての人生設計・プランニングを行うことを目的とする。

アクティブラーニング(AL)のために、発表、討論、ゲーミング、調べ学習、グループ学習等、様々な授業方法を活用する。

スマートフォン、パソコンなどのICT機器やインターネットやWebコンテンツなどを活用する。

民間企業等で２０年の経験があり。ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけでなく、ビジネス
の場における実践的内容の指導も行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

学びの協働性を大切にし、授業内での学生同士のフィードバックを重視する。授業の「ふりかえり」を行い教員や学生同士の意見交流を行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

〇オリエンテーション
・授業の内容と進め方と到達目標、準備・事後学習、課題、
成績評価について説明する。

これまでの人生について振り返
り、行ってきたことをまとめておく
こと。〈90分)

１号館１階の就職課に各自で行
き、求人やそこに掲示されてい
るものを閲覧してくること。また、
利用方法が分からない場合は、
職員に話しかけ確認してくること
。（90分）

第2回

〇就職について考えるⅠ（現在の傾向と対策／これからの
準備対策／就職も含めた今後の自分の人生について考え
ていく）
・講義＋個人ワーク＋グループワーク
・現希望職種等の事前アンケート

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第3回

〇就職について考えるⅡ
（本学就職課の利用方法について、求人・インターンシップ
の探し方について／これからの準備対策）
・就職をするための方法を考える
・就職課の利用と、その他について（グループディスカッシ
ョン）
＊この講義には、就職課職員も出席するため、この機会に
、利用法等を全員が理解する

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

１号館１階の就職課に実際に行
き、求人やそこに掲示されてい
るものを閲覧してくること。また、
利用方法が分からない場合は、
職員に話しかけ確認してくること
。（90分）

第4回

〇自己分析Ⅰ（自己分析の重要性について）
・配布資料を使っての講義、個人ワーク、グループワーク

前回配布の資料を読んでおくこ
と（90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第5回

〇自己分析Ⅱ（自分の強みや弱みの把握／これまで行っ
てきたことを振り返りしていく）
・配布資料を使っての講義、個人ワーク、グループワーク

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

第6回

〇企業分析Ⅰ（各業種や北海道の企業）
・配布資料を使っての講義、個人ワーク、グループワーク

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第7回

〇企業分析Ⅱ（国際学部学生が求められているなど）
・就職支援会社様や卒業生の情報等をもとに、国際学部
学生が求められる業種や仕事について考えていく

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第8回

〇企業分析Ⅲ（業界分析研究と企業ノートの作り方）
・配布資料を使っての講義、個人ワーク、グループワーク
[予定]

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第9回

〇SNSを使った新しい情報収集法と学習法
・ゲスト講師＋講義（教員）＋個人ワーク＋グループワーク

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第10回

〇企業分析Ⅳ
・第1回授業のアンケートより希望が高かった業種の会社に
ついて掘り下げる。また、グループごとに、各業種の分析を
行っていく。

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

担当教員 小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

〇企業分析Ⅴ
・第1回授業のアンケートより希望が高かった業種の会社に
ついて掘り下げる。また、グループごとに、各業種の分析を
行っていく。

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第12回

〇夏期間のインターンシップ対策（今夏に行われる企業イ
ンターンシップへの参加準備と対策を行う）
・配布資料を使っての講義、個人ワーク、グループワーク

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第13回

〇筆記試験対策（各種適正検査・SPI試験、一般常識試験
対策など）
・講義＋個人ワークを中心に行っていきます

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第14回

〇面接試験対策（オンライン、対面での面接試験の傾向と
対策）
→講義＋個人ワークを中心に行っていきます

前回配布の資料を読んでおくこ
と(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）

第15回

〇最終レポートの作成／これからの就職活動も含めた各自
のキャリアプランについて
（レポートの内容は当日発表します）

これまでの配布の資料を読んで
おくこと(90分)

授業内容を復習しまとめておくこ
と（90分）
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100

その他 0

教科書

なし（授業ごとに、資料を配布します）

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

準備学習の状況、授業態度、授業意欲、グループディスカッション、各授業内でのレポート、プ
レゼンテーション、事後学習の状況、最終レポート（これまでの授業の理解度を確認。レポート
のテーマについては、最終授業日に伝える）

この科目は、本学就職課の協力やサポートいただき行います。よって、就職活動をサポートしている外部会社様が来られたり、本学就職課の職
員も参加しますので、毎回、挨拶やお礼などがしっかりと行えるようにしていてください。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 経営マネジメント ナンバリング 3432

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 芝　香

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

グローバル経済が進展した現代において、経済環境や競争環境、雇用や働き方なども急激に変化している。このような激しく環境が変化する状
況化では柔軟にその変化に対応できることが企業や個人にも求められており、戦略志向やマーケティング志向を身につけた人材が社会全体の
なかで必要とされている。本科目は、ディプロマ・ポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共
感力」を身につけることや「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚」を身につけること「関心・意欲・態
度」に関係する科目であり、世界や地域社会を理解し、外部環境の変化に対応するためのマネジメントについて学ぶことで、社会人としての基
礎力を身につける科目である。

この授業は、経営とはなにか、ドラッカーの『マネジメント：基本と原則』をベースに、現代社会と組織・企業におけるマネジメントの課題・責任・実
践および事業の成果を上げるためのマネジメントについて、その基礎的な考え方を学ぶ。経営学としてのマネジメントは「ひとりではできないこと
をやり遂げるために、人の協働と分業の仕組みを作り、その経営資源（モノ・カネ・情報）を含めて、適切に育て活用していくこと」である。マネジメ
ントは、経営学、会計学、商学、生産システム等、複合的な視点から経営問題を考えていく必要があるが、ここでは、組織の社会性と個人、組織
における人間行動、人的資源管理に焦点を当て、企業のヒトを活用した経営戦略「人材マネジメント」事例から学ぶ。

本授業の到達目標は、以下の3点である。
1)授業やテキストで取り上げたレベルの経営学の基本的な考え方を説明できる。
2)企業の活動を経営学の視点で考え就職活動やグローバル社会で活躍するために応用できる。
3)興味がある企業や業界について掘り下げて考え、自分なりに分析・説明できる。

授業では、前半は事前課題の内容をテーマにしたケース・ディスカッション、グループ単位でのプレゼンテーションを行う。後半はフィードバック
として理解度を確認するためパワーポイントと配布印刷物(ハンドアウト)を用いて、講義形式でマーケティングに関わる理論やケースに対する講
義という順序で授業を進める。事後課題は、授業の内容についての振り返りなどを確認するGoogle Formsを用いた小テスト形式のクイズを提出
を行い、授業への要望や疑問点、質問やメッセージには、GoogleClassRoomのコメント機能を用いて、フィードバックを行う。

本授業ではGoogleDirveやGoogle Docs、Office365などのクラウドサービスを中心としたOfficeツールを積極的に活用した授業を実施する。具体
的には、GoogleClassRoomを用いて事前課題、事後課題を提出するなどの学習管理を実施し、課題にはGoogle SpreadやMicrosoft PowerPoint
でのプレゼンテーション資料の作成に取り組み、プレゼンテーションをグループ毎に発表するなどのアクティブラーニング型授業を実施する。

経営コンサルタント業を自らが起業し、恵庭市での起業塾講師を行うなど十数年にわたりサービス産業を中心とした創業支援を行ってきた。また
長らく大手旅行代理店の業務効率化支援(DX業務)を実務として支援した経験や企業経営幹部や創業希望者を対象としたビジネスゲームやケ
ーススタディを用いたセミナー運営、人事採用担当であった経験を活かし、理論的な学びをベースとしながらも就職活動などで役立つ実践的な
授業を行う。

- 402 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

事前・事後課題へのフィードバックとして、授業にて課題の解説を行う反転授業型のアクティブラーニングスタイルによるフィードバックで授業を
実施する。また、授業への要望や疑問点、質問やメッセージには、GoogleClassRoomのコメント機能を用いて、フィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

イントロダクションとして、経営マネジメントの授業概要と進
め方を説明する。 また、組織・企業におけるマネジメントに
関する研究がなぜ必要となったのかについて、階層構造の
組織の理解を通じて理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第2回

組織のマネジメントに必要な5つの能力
マネジメントには「目標設定」「組織づくり」「コミュニケーショ
ン」「評価測定」「人材開発」の5つ能力が必要とされる。この
5つについての能力がなぜ組織のマネジメントに必要なの
かについてを理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第3回

伝統的組織管理論とモチベーション
伝統的な組織管理の経営学説から現代のマネジメントに至
るまで人のやる気を上げるためにどのように取り組んできた
のかを学ぶことで、モチベーション向上させることと働きが
いとは何かについてを理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第4回

経営組織の構造と形態
マネジメントは権力ではなく人を活かす責任であるとされる
。組織において目標到達のためには適切な権限を持つも
のが適切な範囲で権力を行使しなければならないことを組
織の構造と形態を学ぶことで理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第5回

目標設定とKPI
組織が成果を上げるためには組織のメンバー全員が共通
認識を持つことができる明確な目標を立てその方向性を確
立することが求められる。どのような目標を設定すれば良い
のかKPI（重要業績指標）について学ぶことで目標設定の
重要性を理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）
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担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

第6回

経営者やマネージャーに必要なリーダーシップ
組織が成果をあげるためには経営者やマネージャーといっ
た組織のリーダーによる動機付けと適切なコミュニケーショ
ンが必要であることを理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第7回

外部環境の変化と組織戦略
グローバル化の進展、パンデミック、社会課題の変化など
により、企業や組織を取り巻く外部環境は大きく変化する。
変化する環境のなかで優れた解決手法があったとしてもそ
の手法を活かせる組織になっていなければならないことか
ら、どのように組織をデザインすれば変化に対応できる組
織となるのかを理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第8回

経営戦略とは
戦略の歴史から現代の組織がどのようにして経営戦略に取
り組んできたのかということを学ぶことで、経営戦略の基本
的な考え方を理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第9回

ポジショニングアプローチ
ポーターが提唱したポジショニングアプローチによる基本
戦略について学ぶことで競合がいる環境下での競争に対
応するための考え方について理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第10回

コトラーの市場地位別戦略
企業が保持している経営資源の質と量により、業界内の各
企業を、リーダー、チャレンジャー、ニッチャー、フォロワー
の４つに分類し、それぞれの地位に基づいた戦略があるこ
とを理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）
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担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

内部環境分析（BCGとVRIO分析）
企業や組織が保有するリソース（経営資源）に着目し、資源
の獲得が競合企業との競争で優位に立てるというリソース・
ベースド・ビュー”（Resource-based view）という考え方と分
析するフレームワークとしてBCGとVRIO分析を理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第12回

顧客価値とイノベーション
企業の存在価値を決めるのは顧客であり、企業はイノベー
ションによって顧客価値の創出を目指さなければならない
ことをさまざまなイノベーションのケーススタディを学ぶこと
でその重要性を理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第13回

財務分析の基礎（財務3表）
企業分析に必要となる財務諸表による企業活動の理解の
ため、財務3表の構造と意味について理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第14回

財務分析の基礎（収益性、安全性、活動性、成長性）
財務諸表分析とも呼ばれる経営分析として、 財務諸表の
定量的なデータを用いて会社の財務状況の分析手法を学
ぶことで、客観的に経営状況を把握し就職活動に役立てる
方法について理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）

第15回

戦略と組織の融合としてのビジネスモデル
経営資源（ヒト、モノ・カネ・情報）を含めたすべてを俯瞰的
にみることが可能なビジネスモデルキャンバスのフレームワ
ークを学ぶことで、ビジネスを成功に導くためのアプローチ
について理解する。

該当回のテーマに関連した課題
に取り組む。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語を説明
できるようにする。（90分）
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85 事前・事後課題の内容とグループワークなどの授業参加の積極性を総合的に評価する。

その他 15 特に授業参加の積極性を評価する。

教科書

必要に応じて配布資料を提示する。

参考文献

授業内で資料を提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

本科目は社会人として就業する力を身につけるための科目として位置づけられている。したがって、授業では事前課題をテーマにしたケースデ
ィスカッションやグループワークやプレゼンテーションを行う予定もあり、授業開始前までに理解を深めるために事前課題に必ず取り組み期限ま
でに提出すること、欠席する予定の場合は事前に、急遽欠席した場合は事後にメールやGoogleClassRoomを通じて連絡や報告を必ず行うこと
を履修条件とする。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 マーケティング論 ナンバリング 3434/3676

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 芝　香

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

グローバル経済が進展した現代において、経済環境や競争環境、雇用や働き方なども急激に変化している。このような激しく環境が変化する状
況化では柔軟にその変化に対応できることが企業や個人にも求められており、戦略志向やマーケティング志向を身につけた人材が社会全体の
なかで必要とされている。本科目は、ディプロマ・ポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共
感力」を身につけることや「世界と繋がるために地域社会を理解」することに関係する科目であり、世界や地域社会を理解し、外部環境の変化を
分析するマーケティング志向を学ぶことで、社会人としての基礎力を身につける科目である。

この授業は、マーケティングの基本を学んだ上で、「21世紀型マーケティング」の概念を学ぶ。マーケティングの歴史とコンシューマリズムを踏ま
え、マーケティングの神様と称されるフィリップ・コトラーの手法をベースに、実践的なマーケティング戦略を理解し、私たちの実際の生活の中で
マーケティングがどのように生活に関わっているのかを学ぶ。

本授業の到達目標は、以下の3点である。
1)授業やテキストで取り上げたレベルのマーケティングの基本的な考え方を説明できる。
2)企業の活動をマーケティングの視点で考え就職活動やグローバル社会で活躍するために応用できる。
3)興味がある企業や業界について掘り下げて考え、自分なりに分析・説明できる。

授業では、パワーポイントと配布印刷物(ハンドアウト)を用いて、講義形式でマーケティングに関わる理論やケースに対する講義という順序で授
業を進め事前課題の内容をテーマにしたケース・ディスカッション、グループ単位でのプレゼンテーションを行う。事後課題は、授業の内容につ
いての振り返りなどを確認するGoogle Formsを用いた小テスト形式のクイズを提出を行い、授業への要望や疑問点、質問やメッセージに
は、GoogleClassRoomのコメント機能を用いて、フィードバックを行う。

本授業ではGoogleDirveやGoogle Docs、Office365などのクラウドサービスを中心としたOfficeツールを積極的に活用した授業を実施する。具体
的には、GoogleClassRoomを用いて事前課題、事後課題を提出するなどの学習管理を実施し、課題にはGoogle SpreadやMicrosoft PowerPoint
でのプレゼンテーション資料の作成に取り組み、プレゼンテーションをグループ毎に発表するなどのアクティブラーニング型授業を実施する。

経営コンサルタント業を自らが起業し、恵庭市での起業塾講師を行うなど十数年にわたりサービス産業を中心とした創業支援を行ってきた。また
長らく大手旅行代理店の業務効率化支援(DX業務)を実務として支援した経験や企業経営幹部や創業希望者を対象としたビジネスゲームやケ
ーススタディを用いたセミナー運営や人事採用担当であった経験を活かし、理論的な学びをベースとしながらも就職活動などで役立つ実践的
な授業を行う。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

事前・事後課題へのフィードバックとして、授業にて課題の解説を行う反転授業型のアクティブラーニングスタイルによるフィードバックで授業を
実施する。また、授業への要望や疑問点、質問やメッセージには、GoogleClassRoomのコメント機能を用いてフィードバックを行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

イントロダクションとして、マーケティング論の授業の概要と
進め方を説明する。
マーケティングとは何か。マーケティングの発想と市場戦略
としてのマーケティングの役割と課題について学ぶ。

「マーケティングとは」とインター
ネットなどで検索して自分なりに
基本的な事項を調べて学習して
おく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第2回

環境分析（PEST、SWOT）
競合他社の動向や、政治や経済の変化など、自社の事業
運営に影響をもたらす要因を分析する「外部環境分析」を
PEST分析やSWOT分析のフレームワークを学ぶ。

「PEST分析、SWOT分析」とイン
ターネットなどで検索して自分な
りに基本的な事項を調べて学習
しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第3回

環境分析（3C→SWOT）
「Customer（市場・顧客）、Competitor（競合）、Company（
自社）」の3つの視点から自社と競合他社、市場環境の関
係を明らかにしたうえでＳＷＯＴ分析を行う一連のフレーム
ワークの使い方を学ぶ。

「3Ｃ分析」とインターネットなどで
検索して自分なりに基本的な事
項を調べて学習しておく。（90分
）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第4回

事業戦略（STP）
Segmentation（セグメンテーション）、Targeting（ターゲティ
ング）、Positioning（ポジショニング）という3つの視点で市場
における顧客やニーズを整理し、ターゲット市場を明らかに
するSTP分析のフレームワークを学ぶ。

「事業戦略（STP）」とインターネ
ットなどで検索して自分なりに基
本的な事項を調べて学習してお
く。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第5回

第2回〜第4回で学んだフレームワークを用いたケース・デ
ィスカッションを行う。

第2回〜第4回で学んだフレーム
ワークを復習しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）
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担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

第6回

マーケティング戦略（製品と価格）
マーケティング戦略におけるマーケティングミックスの考え
方である4P（「製品（Product）」「価格（Price）」「流通（Place）
」「プロモーション（Promotion）」のうち、「製品（Product）」「
価格（Price）」の戦略について学ぶ。

「製品戦略、価格戦略」とインタ
ーネットなどで検索して自分なり
に基本的な事項を調べて学習し
ておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第7回

マーケティング戦略（広告）
マーケティング戦略におけるマーケティングミックスの考え
方である4P（「製品（Product）」「価格（Price）」「流通（Place）
」「プロモーション（Promotion）」のうち、「プロモーション
（Promotion）」の戦略として広告戦略、パブリシティ戦略に
ついて学ぶ。

「広告戦略、パブリシティ戦略」と
インターネットなどで検索して自
分なりに基本的な事項を調べて
学習しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第8回

マーケティング戦略（チャネル）
マーケティング戦略におけるマーケティングミックスの考え
方である4P（「製品（Product）」「価格（Price）」「流通（Place）
」「プロモーション（Promotion）」のうち、「プロモーション
（Promotion）」戦略としてのチャネル戦略を学ぶ。

「チャネル戦略」とインターネット
などで検索して自分なりに基本
的な事項を調べて学習しておく
。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第9回

マーケティング戦略（プロセス）
これまでに学んだマーケティング分析のフレームワークをよ
り効率的に分析するための一連の流れとしての手順や考え
方を学ぶ。

「マーケティングプロセス」とイン
ターネットなどで検索して自分な
りに基本的な事項を調べて学習
しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第10回

第6回〜第9回で学んだフレームワークを用いたケース・デ
ィスカッションを行う。

第6回〜第9回で学んだフレーム
ワークを復習しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）
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担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

担当教員 芝　香

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない 。

第11回

顧客関係の構築（リレーションシップ）
顧客と良い関係を築いて距離を縮め、結果的に商品やサ
ービスの成約率を向上させるリレーションシップ・マーケティ
ングについて学ぶ。

「顧客関係の構築」とインターネ
ットなどで検索して自分なりに基
本的な事項を調べて学習してお
く。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第12回

消費者行動
企業が提供する製品やサービスを購入・利用する人々（＝
消費者）が、一つの商品の購入に至るまでの行動について
、購買行動モデルの考え方について学ぶ。

「消費者行動」とインターネットな
どで検索して自分なりに基本的
な事項を調べて学習しておく。（
90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第13回

ブランド戦略
企業の製品やサービス、あるいは企業そのもののコンセプ
トを明確にして、「誰にどんな場面で使ってほしい製品なの
か」「自分たちはどんな企業なのか」をユーザーにわかりや
すく提示するブランディングの考え方を学ぶ。

「ブランド戦略」とインターネット
などで検索して自分なりに基本
的な事項を調べて学習しておく
。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第14回

リーンキャンパス
9つの項目からビジネスモデルをまとめるフレームワークで
ある「リーンキャンパス」の考え方を応用することで、誰に対
して、どのような価値を提供しているのか、そして、その価
値をどのようなチャネルを通じて顧客に届けるのかというこ
れまでに学んだマーケティング戦略を活用した実践的なマ
ーケティング戦略の立案手法について学ぶ。

「リーンキャンパス」とインターネ
ットなどで検索して自分なりに基
本的な事項を調べて学習してお
く。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）

第15回

第14回で学んだフレームワークを用いたケース・ディスカッ
ションを行う。

第14回で学んだフレームワーク
を復習しておく。（90分）

講義で学習した内容を確認し、
キーコンセプトとなる用語やフレ
ームワークについての意味と使
い方を説明できるようにする。
（90分）
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85

その他 15 特に授業参加の積極性を評価する。

教科書

必要に応じて配布資料を提示する。

参考文献

授業内で資料を提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

事前・事後課題の内容とグループワークなどの授業参加の積極性やプレゼンテーションを総合
的に評価する。
したがって、課題を提出しない場合には出席日数が規定を充たしていても不合格となる場合が
あることに留意すること。

本科目は社会人として就業する力を身につけるための科目として位置づけられている。したがって、授業では事前課題をテーマにしたケースデ
ィスカッションやグループワークやプレゼンテーションを行う予定もあり、授業開始前までに理解を深めるために事前課題に必ず取り組み期限ま
でに提出すること、欠席する予定の場合は事前に、急遽欠席した場合は事後にメールやGoogleClassRoomを通じて連絡や報告を必ず行うこと
を履修条件とする。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 インターンシップ ナンバリング 2420/1144

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健、小西　正人、宮本　融、青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

卒業後に殆どの皆さんが身を置くことになる企業・各種団体で実際の業務を研修し、企業・団体組織の仕組や規律、社会人としての心構えを学
ぶ為の授業である。また、学生同士の同質組織と様々な背景を持つ人々による異質組織がどのように運営され機能しているかをこの研修で学
び、来るべき職業人としての生活に飛び込む為の準備の授業でもある。そのことで、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを
可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚
も身につけていく。本科目は、ディプロマポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題とその分析や解決を考えることのできる、世界諸地域の
言語、政治、経済、社会、文化等の国際教養を身につけている（知識・技能）」等に関連する科目である。

この授業は、卒業後に殆どの皆さんが身を置くことになる企業・各種団体で実際の業務を研修し、企業・団体組織の仕組や規律、社会人として
の心構えを学ぶ為の授業である。
学生同士の同質組織と様々な背景を持つ人々による異質組織がどのように運営され機能しているかをこの研修で学び、来るべき職業人として
の生活に飛び込む為の準備の授業でもある。

・就業の現場を知り、働くとはどういうことなのかが討議できるようになる。
・社会人として必要な責任感やビジネスマナーを実践をとおして身につける。
・自身に足りない力や強みを自覚し、今後の大学生活で身につける力や伸ばすべき力を把握し、目標を明確化する。
・プレゼンテーション能力を身につける。

「オリエン・面談（審査）」「事前研修」「インターンシップ」「事後研修」の４つの方式で行う。
「事後研修」では、行ってきたことのプレゼンテーションと、複数のチームに分かれて、得てきた学びやスキルを共有するためのグループディスカ
ッションを行う。

Google classroomを活用し、事前事後の報告・連絡や、課題の出題・回収等を行う。

観光や広告業界で約20年間の実務経験があり、ビジネス実務についての幅広い知識を有している。この経験を活かして、学術的な視点だけで
なく、ビジネスの場における実践的内容の指導も行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

受入先からの評価票を本人宛に配布するので今後のキャリア養成の参考とする事。必要に応じ個別に担当教員から別途の指導を行う事もある
。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

〇オリエンテーションⅠ／科目としての「インターンシップ」
について
科目説明、スケジュール、予定インターンシップ先などにつ
いて
※春季休暇等を利用して集中的に実施する実習が主にな
ることから、ガイダンス等で配布する資料や掲示等に注意
を払うこと。なお、コロナ禍であるため、各内容については、
間際で変更される場合もある。
注：このオリエンテーションの説明を聞いて、履修を決める
こと。

インターンシップとは、何を学ぶ
ために行うのかを各自が考え調
べておくこと（90分）

これまでの大学生活で取り組ん
だことをまとめておくこと（90分）

第2回

オリエンテーションⅡ／受け入れ企業等の紹介と今後につ
いて
１．インターンシップ参加手続き、ビジネスマナー等につい
て
２．インターンシップ先企業等の企業研究について

働くことが考えられる職種（業種
）や仕事についてまとめ、その内
容を整理しておくこと（90分）

絞り込んだ職種（業種）には、ど
のような会社があるのか、世界・
日本・道内の視点で調べ整理し
ておくこと（90分）

第3回

オリエンテーションⅢ／面談とレポートの作成
・面接方式で教員との面談を行う
・希望するインターン先についての企業分析等を行い、与
えらえるレポートが書けるようにしておくこと

面接でのルールやマナーにつ
いて各自が調べ、先生との面談
に準備しておくこと（90分）

面談の振り返り（反省と改善）を
レポートにまとめておくこと。（90
分）

第4回

〇事前研修
履歴書の作成、企業分析、個人の強み・弱みの把握（研修
日誌の作成①）

履歴書を作成し、就職課の添削
を受け修正したものを、準備して
おくこと。また、顔写真について
も忘れず貼ること。（90分）

自己分析、企業分析から、イン
ターンシップをとおして、学びた
いことを書き出しておくこと（90分
）

第5回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

学びたいことについての確認と、
服装・髪型・身だしなみ・持ち物
などの再確認

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小山田　健

担当教員 青　晴海

担当教員 小西　正人

担当教員 宮本　融

担当教員 小山田　健

第6回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第7回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第8回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第9回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第10回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小山田　健、青　晴海

担当教員 小西　正人、小山田　健

担当教員 小山田　健、宮本　融

担当教員 小山田　健

担当教員 小西　正人、小山田　健、宮本　融、青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第12回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第13回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第14回

〇インターンシップ
企業、ＮＰＯ等での就業体験修実習

これまでの振り返り（できたこと、
できなかったことの整理）と小さ
な達成目標の設定

就業後に、研修日誌の作成を行
うこと（90分）

第15回

〇事後研修
・研修日誌（振り返りと反省など）の作成
・プレゼンテーションの準備
・インターンシップ報告（プレゼンテーション）
・最終レポート（課題は当日発表）の作成

インターンシップを終えての振り
返りと事後研修報告会プレゼン
テーションの準備

これまで取り組んできたことを就
職活動に活かせるようにまとめて
おくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

随時配布します

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

出席（学内：オリエンテーション・事前研修・事後研修）、実習態度（インターンシップ先での就業
内容）＋受け入れ先からの評価、研修日誌、プレゼンテーション発表、最終レポートの各点数の
合計で総合的に評価する。

〈履修条件〉各科目の単位が修得できている学生、インターンシップ参加企業の希望条件にあう学生など。〈留意事項等〉履修登録者へ、インタ
ーンシップ参加企業の希望を伺う。その後、面談を行った後、インターンシップ先企業と協議して派遣する学生を決定する。＊詳細は、後期オリ
エンテーションでお伝えする。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 ファイナンシャルプランニング ナンバリング 3436/1142

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健、小西　正人、矢部　玲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

外部講師より（詳細はオリエンテーション時にお伝えします）

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

社会人として必須の金融管理の知識を身に付ける。授業内容は日本ＦＰ協会認定資格の取得を目指した授業となる。主として同資格を取得し
たい学生向けの授業であるが、授業内容の性質上、幅広く金融に関する知識を修得したいという学生であれば資格取得を目的としない学生に
ついても歓迎する。「経営財務分析」の基礎となる。北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判
的な思考や判断をする能力を身につけている。（思考・判断・表現）。問題解決のために必要な情報を収集分析し、適切な判断を主体的に下す
ことができる（思考・判断・表現）。

本講は金融に関する知識と経済の仕組みを包括的に学ぶことを目的とする講座である。具体的にはファイナンシャル・プランニングの資格取得
を目標とする。個人をとりまく経済・金融環境が急速に変化し、生活者としての個人にも自己責任が求められる場面が増え、「生きる力」の養成が
急務となっている。このような環境の下で、ファイナンシャル・プランニングの資格検定学習を通じて、金融の包括的かつ実践的な知識を身につ
け、今後の人生に資する力を身につけることを目指す。

１．自分のライフスタイルや価値観、経済環境を確認できる。
２．自分の家族状況、収入と支出の内容、資産、負債、保険などのデータから、現状を分析できるようになる。
３．様々な領域にわたる包括的なアプローチによって、必要なファイナンシャル・プランナーとして最小限必要な知識を学び、少なくても国家資
格（ＦＰ技能士）3級取得へ意識化できる。

配布教材とプリントを配布して講義形式ですすめる。夏季期間における集中講義であるので履修登録の際に注意すること。事前ガイダンスを実
施するので必ず参加すること。
フィードバックとして理解度を確認するための質問と解説を適宜実施する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度を確認するための質問と解説を適宜実施する。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法、指定教科書、勉強方法などを
説明し、FP3級資格に求められる基本知識を概説する。

FP資格の活かし方を考えてレポ
ート形式でまとめておくこと （90
分）

FP資格取得に向けたスケジュー
ルの作成 （90分）

第2回

ライフプラニングと資金計画（１）
ＦＰの倫理、関連法規、ＦＰの考え方・手法について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集で
確認し、まとめておくこと （90分）

第3回

ライフプラニングと資金計画（２）
社会保険、年金、年金と税金、資金計画、ローンとカードに
ついて学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第4回

リスク管理（１）
リスクメネジメント、保険制度全般、生命保険の基礎・商品
について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第5回

リスク管理（２）
損害保険の基礎・商品、第三分野の保険、保険と税金に
ついて学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

第6回

金融資産運用（１）
マーケット環境、預貯金・金融類似商品、投資信託、債券
投資について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第7回

金融資産運用（２）
株式投資、外貨建商品、金融派生商品、ポートフォリオに
ついて学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第8回

金融資産運用（３）
金融商品と税金、セーフティネット、関連法規について学
ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第9回

タックスプランニング（１）
日本の税制、所得税の仕組み、各種所得、損益通算につ
いて学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第10回

タックスプランニング（２）
日本の税制、所得税の仕組み、各種所得、損益通算につ
いて学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子

担当教員 小西　正人、矢部　玲子、小山田　健

担当教員 小西　正人、矢部　玲子、小山田　健

担当教員 小西　正人、矢部　玲子、小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 なし

第11回

不動産（１）
不動産の見方、取引、法令上の規則、取得・保有に伴う税
金について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第12回

不動産（２）
不動産の見方、取引、法令上の規則、取得・保有に伴う税
金について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第13回

相続・事業承継（１）
贈与と法律、贈与と税金について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第14回

相続・事業承継（２）
贈与と法律、贈与と税金について学ぶ。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）

第15回

重要ポイントのまとめ
試験出題頻度の高い項目の再学習を行う。

参考書の該当箇所をノートにま
とめておくこと （90分）

授業で学んだ内容を問題集を
通じて確認しておくこと（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業参加度（授業内タスクシート作成含む）70％、課題30％。

授業前に最新の『FP攻略本3級』を配布する。

FP技能士資格取得に推奨できるテキスト、問題集を適宜紹介する。

事前説明会および初回ガイダンスには必ず出席する。
また全ての回の講義への積極的参加を必須とする。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 公務員講座Ⅰ ナンバリング 3441/1146

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健、高橋　保夫

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この科目は、ディプロマ・ポリシーより、公務員を目指す学生への対策講座である。集中講義形式であるので、自然・社会・人文科学を広く網羅
的に勉強する強い意志を有する学生の履修を希望する。世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を
身につけるための科目である。

この授業は、主に国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大学卒業レベルの公務員採用試験に合格することを目指した公務員試験対策
のための授業で、「公務員講座Ⅱ」と連動する。公務員試験に合格するためには、幅広い一般常識と高度な専門知識が求められ、相当の学習
時間が要求される。授業は講義形式で公務員試験の出題範囲を網羅すべくポイントを解説していくので、受講者は予習復習はいうまでもなく、
すべての課題に深く取り組んでいくこと。数回行う確認テスト以外にも自己研鑽していくことを求める。

大学卒業レベルの公務員採用試験に合格することができる学力の修得を目標とする。
公務員をいう仕事に対する理解が深まり、公務員を志す理由が明確になり、合格するにはどのような努力が必要なのか明確になる。

配布教材と配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。春季期間における集中講義であるので履修登録の際に注意すること。事前ガイダンスを
実施するので必ず参加すること。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度を確認するための質問と解説を適宜実施する。

授業計画 学習内容

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

判断推理（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「判断推理」
分野を対象とする。

公僕たる公務員を目指すにあた
って、その気概と初志を明らか
にしておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第2回

判断推理（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「判断推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第3回

判断推理（３） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「判断推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第4回

判断推理（４） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「判断推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第5回

日本史（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の
大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「日本史」分野
を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

第6回

日本史（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の
大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「日本史」分野
を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第7回

図形（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「図形」分野を対
象とする

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第8回

図形（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「図形」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第9回

図形（３） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「図形」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第10回

図形（４） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「図形」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

世界史（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の
大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「世界史」分野
を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第12回

世界史（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の
大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「世界史」分野
を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第13回

数的推理（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第14回

数的推理（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第15回

数的推理（３） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

資格の大原 公務員講座テキストを使用する。

参考文献

講座中に適宜指示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業への参加姿勢／意欲を総合的に評価する
課題レポート（チャレンジテスト）等

留意事項等
全ての回の講義への積極的参加を必須とする。 集中講義方式で履修するので、開講時期・場所等にについて学科掲示板での告知に注意を
払い、初回ガイダンスには必ず出席すること。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　社会人基礎力

科目名 公務員講座Ⅱ ナンバリング 3442/1147

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小山田　健、高橋　保夫

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

なし

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この科目は、ディプロマ・ポリシーより、公務員を目指す学生への対策講座である。集中講義形式であるので、自然・社会・人文科学を広く網羅
的に勉強する強い意志を有する学生の履修を希望する。「公務員受験講座Ⅰ」の履修学生が対象である。世界と繋がるために地域社会を理解
し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけるための科目である。

この授業は、主に国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大学卒業レベルの公務員採用試験に合格することを目指した公務員試験対策
のための授業で、「公務員講座Ⅱ」と連動する。公務員試験に合格するためには、幅広い一般常識と高度な専門知識が求められ、相当の学習
時間が要求される。授業は講義形式で公務員試験の出題範囲を網羅すべくポイントを解説していくので、受講者は予習復習はいうまでもなく、
すべての課題に深く取り組んでいくこと。数回行う確認テスト以外にも自己研鑽していくことを求める。

大学卒業レベルの公務員採用試験に合格することができる学力の修得を目標とする。
公務員をいう仕事に対する理解が深まり、公務員を志す理由が明確になり、合格するにはどのような努力が必要なのか明確になる。

配布教材と配布印刷物を用いて講義形式ですすめる。春季期間における集中講義であるので履修登録の際に注意すること。事前ガイダンスを
実施するので必ず参加すること
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

フィードバックとして理解度を確認するための質問と解説を適宜実施する。

授業計画 学習内容

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

地理（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「地理」分野を対
象とする。

公僕たる公務員を目指すにあた
って、その気概と初志を明らか
にしておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第2回

地理（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「地理」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第3回

数的推理（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第4回

数的推理（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第5回

数的推理（３） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

第6回

数的推理（４） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「数的推理」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第7回

政治経済（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第8回

政治経済（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第9回

政治経済（３） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第10回

政治経済（４） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

担当教員 高橋　保夫、小山田　健

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない

第11回

政治経済（５） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと(90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第12回

政治経済（６） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他
の大学卒業レベルの公務員採用一次試験の「政治経済」
分野を対象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第13回

時事（１） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「時事」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第14回

時事（２） 国家公務員Ⅱ種、地方公務員上級、その他の大
学卒業レベルの公務員採用一次試験の「時事」分野を対
象とする。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)

第15回

チャレンジテスト いままで受講してきた内容を理解できてい
るかどうかの確認を公務員模擬試験によって行う。

講義で学習する領域について
予め問題集を使い、どこが最も
わからない領域かを明らかにし
ておくこと (90分)

講義で学習した領域を問題集を
つかって復習しておくこと(90分)
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60 授業への参加姿勢／意欲を総合的に評価する

その他 40 課題レポート（チャレンジテスト）等

教科書

資格の大原 公務員講座テキストを使用する。

参考文献

講座中に適宜指示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

全ての回の講義への積極的参加を必須とする。 集中講義方式で履修するので、開講時期・場所等にについて学科掲示板での告知に注意を
払い、初回ガイダンスには必ず出席すること。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語表現技法Ⅰ（プレゼンテーション） ナンバリング 1301/2264

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 矢部　玲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

「話すことによって伝える」コミュニケーション能力を学修するための科目である。
 ディプロマ・ポリシーの「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力を備えている。【関心・意欲・態
度】と深く関係し、「世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけている。」とも関係がある。

この授業は、効果的なプレゼンテーションの方法を演習を中心に学ぶ。「話したいこと」だけを話す自分勝手で伝わらないプレゼンテーションを
排し、聞く人が聞いてよかった・楽しかったと思えるような（そしてそれゆえにしっかりと内容が伝わるような）win-winのプレゼンテーションの考え
方の基礎を完全に固め、実践的運用が可能となるレベルを到達目標とする。そのため授業は「構想・計画→入念な準備→実演→自己反省・相
互批評」のループを通じて着実に技術を修得することのできるよう展開される。

・聴衆を前に自分の主張を何も見ずに伝えることが出来る。
・正しい服装・態度，豊かな声量・表情で聴衆に訴えることが出来る。
・グループワーク（ディベート・グループプレゼンテーション）に積極的に取り組み，協働・協調的行動を取ることが出来る。
・パワーポイントを駆使して聴衆に自分の主張を訴え、共感を引き出すことが出来る。
・大衆の共感を得られる内容の動画などをグループで作成し、SNS上に公開することができる。

・板書、視聴覚メディア、ICT、印刷物を使用して講義形式で説明を行う。
・説明に基づき、個人で発表（スピーチ・パワーポイント）の準備を行い、発表する。
・説明に基づき、グループで討論（ディベート）の準備を行い、討論・審判を行う。
・説明に基づき、グループで大衆の共感を得られる内容の動画などを作成し、SNS上に公開する
・発表・討論の相互評価と自己評価を行う。評価結果は個人・グループにフィードバックする。

・Web上でのアプリケーション（アンケートフォームを用いたプレゼンテーション相互評価の入力・送信・閲覧によるフィードバックに基づく自己評
価入力・送信）を用いた双方向授業を取り入れる。 
・プレゼンテーションのスライド作成や発表によるPCやプロジェクターの操作を用いた双方向授業を取り入れ、ICT技術の修得を促す。
・SNS投稿などを通じて、ネット上における配慮事項の修得を促す。

公立中学校・高等学校の国語科教師としての勤務経験が約10年あり、国語科教育の「話す・聞く」指導に幅広い知識と経験を有する。左記を活
かして指導を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

プレゼンテーション・ディベートに対する相互評価・自己評価のシェアリングによって履修の成果と課題・解決方法を可視化する。

授業計画 学習内容

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
コミュニケーション能力の大切さを認識する。
教材提示（配信）、授業の進め方を説明する。
社会で高評価を得ているプレゼンテーションや日本の伝統
話芸を鑑賞して自身の今後に資する。
上記の学修内容を確認しておく。（90分）

上記の学修内容を事前に確認
しておく。（90分）

配信教材を印刷し一読する。
（90分）

第2回

スピーチ（自己紹介）
 配信教材等に基いて説明する。説明の後、各自原稿作成
や口頭発表の準備を行う。

配信教材等を参考にして原稿
作成や服装・姿勢・声量・声調
等発表準備をしておく。（90分）

上記の学修内容を確認する。
（90分）

第3回

スピーチ（自己紹介）実演１
前回の準備に基づいて履修者の半数について行う。1人3
分以内。
発表後、相互評価と自己評価を行う。

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

次回発表者は原稿作成や発表
準備をしておく。発表終了者は
相互評価を熟読し自らの課題を
明確化する。（90分）

第4回

スピーチ（自己紹介）実演２
 前回の準備に基づいて履修者の残り半数について行う。1
人3分以内。発表後、相互評価と自己評価を行う。

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

発表終了者は相互評価を熟読
し自らの課題を明確化する。（90
分）

第5回

PPTを用いた発表１（私のオススメ）
 上記について説明する。説明の後、各自発表項目決定、
スライド作成や発表の準備を行う。（1人5分以内）発表後、
相互評価と自己評価を行う。

PPTの操作方法を確認しておく
。
他人にその素晴らしさを一番知
ってほしい物（事・場所・人）につ
いて考えておく。（90分）

PPTを用いた発表の準備を進め
る。（90分）
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担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

第6回

PPTを用いた発表２（私のオススメ）
 前回の準備に基づいて履修者の1/3について行う。1人5
分以内。発表後、相互評価と自己評価を行う。

自身の「お勧め」を明確化してお
く。（90分）

スライド作成などの準備を進める
。次回発表者は準備を完了させ
る。（90分）

第7回

PPTを用いた発表３（私のオススメ）
 前回の準備に基づいて履修者の1/3について行う。1人5
分以内。発表後、相互評価と自己評価を行う。

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

次回発表者は発表準備を完了
させる。発表終了者は相互評価
を熟読し自らの課題を明確化す
る。（90分）

第8回

PPTを用いた発表4（私のオススメ）
 前回の準備に基づいて履修者の残り半数について行う。1
人5分以内。発表後、相互評価と自己評価を行う。

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

発表終了者は相互評価を熟読
し自らの課題を明確化する。（90
分）

第9回

「ミニ・ディベートの実践」（１）
 「ディベートの方法」に関する発表を振り返り、履修者全員
でディベートに取り組む。
・論題を決定する。
・肯定側・否定側・審判・聴衆に分かれる。
・各役割の確認を行う。
・論題に基づき，立論・反駁を計画立案する。

配信教材等を熟読し、ディベー
トについて理解しておく。（90分）

自身が分担した役割が果たせる
よう準備しておく。（90分）

第10回

「ミニ・ディベートの実践」（２）
 前回分担した役割に沿って実際にディベートを行い、審
判する。聴衆役は、肯定側・否定側・審判のうち、どの役割
が一番優れているか審判する。

授業で示したテーマについて意
見文を作成する（90分）

次週の課題発表の準備（90分）
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担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 実施しない。

第11回

グループプレゼンテーション１（観光プラン提案・恵庭発着
道内日帰り）
 上記の内容でグループプレゼンテーションを準備する。具
体的には履修者間でグループを組み、各自担当とテーマ
を決定し、発表・投稿等の準備に取り組む。

教材の該当記述を確認する等し
て，各自の役割を十分に果たせ
るよう準備の上授業に臨む。（90
分）

グループで決定した内容と役割
が順調に実施できるよう準備す
る。（90分）

第12回

グループプレゼンテーション２（観光プラン提案・恵庭発着
道内日帰り）
 グループで協力して発表する。（1グループ5分以内。発表
後、相互評価と自己評価を行う。）

教材の該当記述を確認する等し
て，各自の役割を十分に果たせ
るよう準備の上授業に臨む。（90
分）

自己評価・相互評価を通して、
今回自分の果たした役割を総括
する。（90分）

第13回

グループプレゼンテーション３（観光プラン提案・恵庭発着
道内日帰り）
 グループで協力して発表する。（1グループ5分以内。発表
後、相互評価と自己評価を行う。）

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

次回発表者は発表準備を完了
させる。発表終了者は相互評価
を熟読し自らの課題を明確化す
る。（90分）

第14回

グループプレゼンテーション４（観光プラン提案・恵庭発着
道内日帰り）
 グループで協力して発表する。（1グループ5分以内。発表
後、相互評価と自己評価を行う。）

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

発表終了者は相互評価を熟読
し、自らの課題を明確化する。（
90分）

第15回

グループプレゼンテーション５
 全グループ発表済みの場合は、プレゼンテーションのWeb
上配信方法技術等を講義する。

発表者は発表準備をして臨む。
観察者は適切な相互評価が行
えるよう、評価方法を理解して臨
む。（90分）

発表終了者は相互評価を熟読
し自らの課題を明確化する。（90
分）
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100

その他 0 なし

教科書

使用しない。

参考文献

授業内で適宜指示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

スピーチ(20)、PPTやSNSを用いた発表(50)ディベート（30）合計100点
出席率66％以上を評価対象とする。

状況如何で講義内容変更の場合あり。
教材配信システム使用。
出席率66％以上で全対象課題提出・発表の場合評定対象とする。
連絡はGoogle classroom で行う。
メールでの問合せ等には必要に応じて対応する。
メールや授業での言葉遣いが不適切な場合は、単位認定しない場合もある。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 世界の言語と日本語 ナンバリング 1320

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小西　正人

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度前期

この科目は、学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情
報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力、世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力、グロ
ーバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、および世界と繋がるために
地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身に付けることを達成する科目であり、他の言語系科目と関連する。

この授業は、できるだけ多くの世界の言語に触れることにより、英語などの大言語だけが「外国語」でないことを知ること、そして 日本語を外国語
として見ることができるようになることにより、世界の言語の中における日本語を発見していく。受講生は、これまでどんな言語を学んだことがある
か、どんな言語に興味があるか調査し、世界の言語、言語学の歴史（世界の言語はどのようにして分かれたのか、どれが兄弟・親子関係にある
のか）について学んでいく。授業では 簡単な諸外国語の会話練習を通して、外国語学習の壁を取りはらい、世界の言語社会への視座を広げて
いく。

この授業では、できるだけ多くの世界の言語にふれることにより、
 1) 英語だけが「外国語」でないことを知り、一般化することができる。
 2) 日本語を外国語として見ることができるようになり、日本語を本当に知り使用・活用することができる。
 3) 英語が得意でも苦手でも、他の言語を学ぶことにより他の言語話者への配慮ができる。
 4) 他の言語を複数学ぶことにより、初見の言語でも予測し学習を容易にすることができる。
また授業では会話練習を徹底的に重ねることにより、
 1) 英語以外の外国語での挨拶ができるようになる。
 2) 街で外国人に会ってもどきどきせずに挨拶できるようになる。
 3) 世界中を旅するコスモポリタンな気分になれる。
 ※ 以下のシラバスで「学修する」と書かれている場合は、すべて「学び修する」の意である。

板書・配布資料・視聴覚メディアを活用しながら、講義形式で進める。ただし毎回の課題および発音、会話の各受講者の理解度を毎時間確認し
、徹底的に身につけてもらう。

Google Workspaceに付属している機能（Google Formなど）によって練習問題等を提供し、課題および自主学習を促す。またGoogle Classroom
にて参考資料や参考HPを紹介したり、補足資料などを随時提供する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

課題は基本的にはコピーを提出してもらい、授業内で問題点を共有しつつ自己チェックで各自の問題点を自発的に見つけてもらう。小テストは
可能な限り翌週に返却し、課題提出と併せて詳細な解説を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション・イントロダクション
 授業の進め方、評価方法、心がまえなどについて説明。
世界の言語：世界の言語はどのようにして分かれたのか、
どれが兄弟・親子関係にあるのかについて。
フランス語（1）：アルファベットと発音、名詞と冠詞について
学修する。
韓国語：ハングルの形成法、基本母音字10個を学修する。

世界の言語に興味をもち、いろ
いろ調べてみておいてください（
30分）

フランス語の名詞と冠詞につい
て、およびハングルの基本母音
字について復習（180分）

第2回

※以下、各言語について会話文を覚えるほど発音練習し
てもらいます。
フランス語（2）：人称と動詞変化（活用）について学修する。
韓国語：基本母音字の復習、子音字（ ・ ・ ・ ・ ・가 나 다 라 마 바
・ ）を学修する。사
アイヌ語：言語背景、文字と発音、およびあいさつ言葉など
の紹介。

フランス語の人称変化に関する
資料を配布あるいは周知するの
で読んでおく（60分）

フランス語の人称変化に関する
練習問題、および韓国語の基本
母音字・子音字（ ・ ・ ・ ・가 나 다 라

・ ・ ）の練習問題（마 바 사 120分）

第3回

フランス語（3）：所有形容詞、指示詞について学修する。
韓国語：その他の基本子音字を学修する。
アイヌ語：会話に挑戦！第1課「これはギョウジャニンニク？
」

韓国語の子音字（平音）を復習
してすぐに読めるようにしておく（
30分）

フランス語の所有形容詞および
指示詞に関する問題、韓国語の
基本子音字に関する課題（150
分）

第4回

フランス語（4）：人称代名詞（対格・与格）、形容詞について
学修する。
韓国語：激音、濃音を学修する。そろそろ韓国語会話にも
挑戦する。
アイヌ語：会話に挑戦！第1課復習。

韓国語の基本子音字について
復習（30分）

フランス語の試験準備、および
韓国語の会話暗誦（180分）

第5回

フランス語筆記・会話テスト
韓国語：合成母音字を学修する。引き続き韓国語会話に挑
戦。

フランス語筆記テストの準備
（120分）：事前に昨年のテストを
配布します。

フランス語のテスト問題を解く
（150分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

第6回

ドイツ語（1）：発音および名詞（性および主格）について学
修する。
韓国語：パッチムを学修する。
アイヌ語：会話に挑戦！第2課「カラスはトウモロコシを食べ
る」

韓国語会話練習（30分） ドイツ語会話を覚える。これまで
学んだハングルを確実に覚える
（150分）

第7回

ドイツ語（2）：人称および動詞変化について学修する。
韓国語：ハングル発音テストプリントの説明、解説。
アイヌ語：会話に挑戦！第2課復習。

ハングルの復習（30分） ドイツ語の人称変化に関する課
題、およびハングル発音テストプ
リントの復習（150分）

第8回

ドイツ語（3）：冠詞と格について学修する。
韓国語：指定詞 、助詞이다 는/ について学修する。은
アイヌ語：会話に挑戦！第3課「どこから来たの？」

ハングル発音テストの準備（60
分）

ドイツ語の冠詞・格・人称代名詞
に関する練習問題（150分）

第9回

ドイツ語・総復習時間（主に人称代名詞について）
印欧語について（文字・分布・特徴など）学修する。
韓国語： 、助詞아니다 가/ を学修する。이
アイヌ語：会話に挑戦！第3課復習。

ドイツ語筆記テストの準備（150
分）

ドイツ語のテスト準備、および韓
国語指定詞の練習問題（120分）

第10回

ドイツ語筆記・会話試験
韓国語：存在詞 、助詞 を学修する。있다 에
アイヌ語：会話に挑戦！第4課「あなたのお名前は？」

ドイツの試験準備（150分） ドイツ語試験問題を持ち帰って
改めて解く（150分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

スワヒリ語テスト、および解説等

担当教員 小西　正人

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期テストは実施しません。

第11回

アラビア語（主に文字）について簡単に紹介。
韓国語：練習問題をやりながら総合復習。
アイヌ語：会話に挑戦！第4課復習。

韓国語の復習（30分） アラビア語の文字練習・会話練
習、韓国語の復習・会話練習
（150分）

第12回

スワヒリ語（1）：文字と発音、人称・時制・アスペクトについて
学修する。
韓国語： 体、関連助詞を学修する。합니다
アイヌ語：会話に挑戦！（その５）

スワヒリ語について事前調査（30
分）

スワヒリ語練習問題、韓国語練
習問題（150分）

第13回

スワヒリ語（2）：名詞クラスについて学修する。
韓国語：数字、およびさまざまな助詞を学修する。
アイヌ語：会話に挑戦！第5課「働いて手が痛い」

スワヒリ語について事前学習（30
分）

スワヒリ語および韓国語練習問
題（150分）

第14回

スワヒリ語（3）：総合復習、会話練習
韓国語：総復習
アイヌ語：会話総復習

韓国語の数字を暗誦（30分） スワヒリ語テストの準備（180分）

第15回

テスト準備（180分） テスト問題解答（60分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

適宜、講義プリントを配布します。

参考文献

履修条件・留意事項等

くれぐれも横着しないようにしてください！

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業内の小テスト（筆記および会話暗誦）、授業内の課題（ハングルテスト含む）、授業参加度
による総合評価を行う。

ビジュアル版世界言語百科／ピーター・K・オースティン編／柊風社
事典 世界のことば141／梶茂樹他編／大修館書店
The Languages of the World／Kenneth Katzner／Routledge
ニューエクスプレスプラス アイヌ語／中川裕／白水社
 その他、授業中およびGoogle classroomにて適宜紹介します。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語表現技法Ⅱ（文章表現） ナンバリング 1302/2265

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 矢部　玲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

初年次教育の一環として、幅広い教養を身につけるために、社会で必要となるスキルの一つである文章作成能力を習得する科目である。ディプ
ロマ・ポリシーの「目指す産業界が求める技能に習熟し、実践の場で活用することができる（知識・技能）」ことと特に関係がある科目である。また「
4技能（聴く、話す、読む、書く）の運用能力を高め、実践の場で活用することができる（知識・技能）」や、「グローバル社会の人々との信頼関係を
構築し、異文化社会に対する正しい理解と協調の精神を持つことができる（関心・意欲・態度）」こととも関係する。

この授業は、大学生活の基本となる日本語の文章表現能力を養成する。日本語そのものの基本を押さえた上で、思考法を鍛え、レポート・論文
の作成力を修得し、日本語の基礎的な法則を確実に定着させながら、日本語の文章表現の能力を高める。大学生のラーニング・スキルとしての
基本になる文章表現能力の学修は、このあとに続く全ての科目の基礎能力となる。また、社会で必要となるスキルのひとつでもある文章作成能
力は、外国語学習の基礎力であり、様々な文章の「型」を文章作成と添削および相互批評を組み合わせた実作学習によって習得する。

・社会に存在する様々な文章の「型」について分類することができるようになる。
・各講義の目標とする文章表現技術を習得し、実際的な文章作成ができるようになる。
・文の正誤・適否・美醜等が区別できるようになる。

1.講義形式で、作成する文章の形式を中心に説明を行う。
2.説明に基づいて実際に各自文章作成・添削・相互評価を、毎時間行う。
3.インタビュー・ドキュメンテーション・投稿・観察等を実際に行い、その結果を文章作成に反映させる。
4.全授業で数回文章作成能力到達度チェックを行う。
5.完成させた文章は毎時間提出して担当教員の添削を受け、指定されたものをすべて提出する。

必要に応じて遠隔授業システム等を用いた授業を実施し、ICT技術の修得を促す。

公立中学校・高等学校の国語科教師としての勤務経験が約10年あり、学校教育、中でも国語科教育に幅広い知識と経験を有する。左記を活か
して指導を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

作成した課題は原則マンツーマンのセッションを経て添削し受理する。作成した課題の相互評価・自己評価結果のシェアリングによって、成果と
課題を可視化する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

手紙文の型
手紙文の形式を理解し、心情を伝える書式による文章作成
を学ぶ。

PP.6-11の熟読・理解・課題作成
。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第2回

ビジネス文書の型
ビジネス文書の形式を理解し、用件を伝える書式による文
章作成を学ぶ。

PP.12-15の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第3回

三段構成の型
 「三段構成で書く」、「常体文で書く」、「一文を40字以内で
書く」ことを理解し、これらの書式による文章作成を学ぶ。

PP.16-19の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第4回

原稿用紙を用いた文章作成の型
意見文視写を通して、原稿用紙を用いた日本語表記法に
沿った文章作成を学ぶ。

PP.20-23の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第5回

新聞読者投稿欄の文章の型
 新聞投書欄の文章作成を通して、客観的な視点で事実を
書くことを学ぶ。

PP.24-25の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

第6回

見ることと書くことの関係（１）報道文
身近な事件に関するメモをもとに、報道文を書くことを通し
て、主観を交えずに客観的な視点で文章を書くことを学ぶ
。

PP.26-27の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第7回

見ることと書くことの関係（２）観察文
身近な対象に関する観察メモをもとに、観察文を書くことを
通して、主観を交えずに客観的な視点で文章を書くことに
習熟することを学ぶ。

PP.28-29の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第8回

インタビュー書き起こし文の型
履修者同士のインタビューと紹介文の作成を通して、聞き
書きの手法による文章作成を学ぶ。

PP.30-33の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第9回

聞き書きの型（１）
前回の「インタビュー」を発展させ、「経験の伝承と継承」を
テーマに，特定の人物を対象に、その人物が経験した貴重
な内容を聞き書きし、記録する方法を学ぶ。

PP.34-35の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第10回

聞き書きの型（２）
「経験の伝承と継承」をテーマに、特定の人物を対象に、そ
の人物が経験した貴重な内容を本人に代わって記録させ
てもらい、聞き書きとして完成させることを学ぶ。

PP.36-37の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 行わない。

第11回

論説文の型
論説文の型に沿って文章を作成することを通して、事実と
意見を適切に書き分ける方法を学ぶ。

PP.38-41の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第12回

論文に挑戦！（１）
 「はじめに」、「各章」、「考察」、「おわりに」等論文の形式
や、書くための資料を入手する（ドキュメンテーション）の手
法について学ぶ。

PP.42-45の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第13回

論文に挑戦！（２）
前回までの学習を生かし、形式に沿って論文作成に取り組
む。

PP.46-47の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第14回

論文に挑戦！（３）
 前回までの学習を生かし、論文形式の文章を作成し、完
成させる。

PP.48-49の熟読・理解・課題作
成。（90分）

講義の要点・課題の整理・本時
の課題文の完成と提出。（90分）

第15回

添削と推敲ーまとめー
 これまで学んだ文章表現にかかわる知見に基づき、習得
した文章表現能力について、添削と推敲を通して自己評
価することを学ぶ。

PP.50-51の熟読・理解・課題作
成。指定された提出課題の完成
。（90分）

指定された提出課題の完成・提
出。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

「型」で身につける文章作成技術／矢部玲子／大学図書出版

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

作成した文章のうち指定されたものを提出する。
指示された課題をすべて提出した場合、評価の対象とする。

出席率66％以上を評価対象とする。

必要に応じて提示する。
必要に応じて教材配信システム等ICTを活用する。

状況如何で講義内容変更の場合あり。
教材配信システム使用。
出席率66％以上で全対象課題提出の場合評定対象とする。
連絡はGoogle classroom で行う。
メールでの問合せ等には必要に応じて対応する。
メールでの言葉遣いが不適切な場合は、単位認定しない場合もある。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語の表記と語彙 ナンバリング 1322/2262

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小西　正人

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

1年 2024年度後期

この授業では、学術目的および社会生活の言語使用に主眼をおいた日本語の高度な運用能力を中心に、世界各地域の活性化につなげるた
めの異文化コミュニケーション能力、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケ
ーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につけることを目的とする科目であり、他
の日本語系の科目と関連する。

この授業は、社会人基礎力に欠かせない正しい日本語表記を身に付け、場面や目的に合わせた語彙を増やしていく。講義と演習を組み合わ
せ、漢字検定あるいは日本語検定2級程度の漢字・表記・語彙・言葉の意味および公務員試験等で一般常識とされる日本語運用に関する漢字
語彙の定着度を測る。本授業の漢字リテラシー基準には、常用漢字、人名・地名漢字、時事用語などの現代日本語漢字の正しい読み方と、四
字熟語および諺・故事成語などの意味理解も含め、公的な場面で使える語彙を増やしことばの使い分けを身に付けていく。

１．社会人基礎力となる一般常識とされる常用漢字が定着し、一般的な四字熟語を使用・運用できるようになる。
２．漢字のしくみを理解し、未知の漢字でも読み方を関連づけ、一般化・推測できるようになる。
３．日本語の語彙を増やし、いろいろな表現で自己や出来事を知的に描写し操作できるようになる。

板書を通じた講義、グループワーク、プレゼンテーションを通じて15回の授業を行う。

Google classroomを活用し、授業補完情報（インターネットサイトなど）を報告・紹介したり、課題を出題・回収したりする。
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課題に対するフィードバックの方法

小テスト等の提出物は全て採点して返却する。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
 授業のやりかた、発表のしかた、評価方法、この授業の意
義などを丁寧に講義する。

シラバスを読んでおく（30分） 配布プリントを読み課題に取り
組む、発表グループを決める
（150分）

第2回

漢検教科書 ステップ1～3：書き取り練習と講義
漢字のしくみ、音訓概講（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：語彙・
言葉の意味の各例題）

教科書該当部分の問題を解く（
90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第3回

漢検教科書 ステップ4～6：書き取り練習と講義
日本語史について：歴史的変遷、南方・北方説について（
講義）
故事成語「矛盾」について（『韓非子』該当箇所の講読を含
む）

教科書該当部分の問題を解く（
90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第4回

漢検教科書 ステップ7～9：書き取り練習と講義
常用漢字について（講義）
中国史概観（講義）（『漢辞海』附録頁を共有して概観）

教科書該当部分の問題を解く、
担当者は発表の準備（90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解き、復習確認テストの準備（90
分）

第5回

漢検教科書 ステップ10～12：書き取り練習と講義
『史記』廉頗藺相如列伝を読む（前半）（講読）
漢字の字体について（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：語彙
練習4〜3級）

教科書該当部分の問題を解き、
復習確認テストの準備（90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

第6回

第1回漢字復習確認テスト（ステップ１～12）・語彙テスト
漢検教科書 ステップ13～15：書き取り練習と講義
『史記』廉頗藺相如列伝を読む（後半）（講読）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：語彙
練習2級前半）

描きうにんテストの準備、および
教科書該当部分の問題を解く（
90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第7回

漢検教科書 ステップ16～18：書き取り練習と講義
ひらがな・カタカナの歴史について（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：語彙
練習2級後半）
グループ発表（第1回）

教科書該当部分の問題を解く、
グループ発表者や発表の準備（
90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび確認テスト・教科書該当部
分の問題を解く（90分）

第8回

漢検教科書 ステップ19～21：書き取り練習と講義
表記・送りがなについて（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：言葉
の意味）
グループ発表（第2回）

教科書該当部分の問題を解く、
発表担当者は発表の準備（90分
）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解き、復習確認テストの準備（90
分）

第9回

漢検教科書 ステップ22～24：書き取り練習と講義
漢字の字体について（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：言葉
の意味）
グループ発表（第3回）

教科書該当部分の問題を解き、
復習確認テストの準備、担当者
は発表の準備（90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第10回

第2回漢字復習確認テスト（ステップ13～24）・語彙テスト
漢検教科書 ステップ25～27：書き取り練習と講義
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：言葉
の意味）
グループ発表（第4回）

教科書該当部分の問題を解く、
発表担当者は発表の準備（90分
）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

漢検教科書 ステップ28～30：書き取り練習と講義
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語（語彙教科書：言葉
の意味）
グループ発表（第5回）

教科書該当部分の問題を解く、
発表担当者は発表の準備（90分
）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第12回

漢検教科書 ステップ31～33：書き取り練習と講義
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語
グループ発表（第6回）

教科書該当部分の問題を解く、
発表担当者は発表の準備（90分
）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解き、復習確認テストの準備（90
分）

第13回

漢検教科書 ステップ34～36：書き取り練習と講義
カタカナ語について（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語
グループ発表（第7回）

教科書該当部分の問題を解き、
担当者は発表の準備（90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解く（90分）

第14回

漢検教科書 ステップ37～39：書き取り練習と講義
人名・地名漢字について（講義）
ことわざ・慣用句・四字熟語・故事成語
グループ発表（予備）

人名・地名漢字について事前調
査、教科書該当部分の問題を
解く、発表担当者は発表の準備
（90分）

講義内容・配布プリント復習、お
よび教科書該当部分の問題を
解き、復習確認テストの準備（90
分）

第15回

第3回漢字復習確認テスト（ステップ25～39）・語彙テストお
よび復習

教科書該当部分の問題を解き、
復習確認テストの準備（90分）

漢検教科書の総復習および最
終提出課題の準備（90分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

とにかくいろいろ手を動かす作業をしてもらおうと思っています。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

漢字復習確認テスト、毎回の小テスト、グループ発表、最終課題など各種課題、授業参加度の
総合評価

『漢検準２級 漢字学習ステップ 改訂三版』／日本漢字能力検定協会
『日本語検定公式領域別問題集 改訂版 語彙・言葉の意味』／畑 恵里子 (編集), 日本語検定委員会 (編集)／東京書籍

常用漢字表（文化庁）
『全訳 漢辞海 第四版』／戸川芳郎監修、佐藤進・濱口富士雄編／三省堂
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語コミュニケーション技法 ナンバリング 2304/2360

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小西　正人

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この科目は世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力を身につけるとともに、学術目的の言語使用に主眼をおいた
英語及び日本語の高度な運用能力、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケ
ーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信できる国際感覚を身につける科目である。「日本語表現技法Ⅰ
・Ⅱ」の発展科目である。

この授業は、情報端末を介した交流が日常的になった現代、さまざまなコミュニケーションのチャンネルが広がっているが、人と対面して「話す」
ことがコミュニケーションの基本であることの重要性が再確認されている。この授業では、信頼関係を築くための非言語メッセージはもとより、良質
の「スピーチ」を客観的に観察することなどを通じ、「きく」ための技術やアサーティブなコミュニケーション技術を身に付けていく。授業では、各自
の日本語能力を向上させると同時に、目的に合わせて自分をどうアピールしていくのか、自己ＰＲ動画や就活面接用ウェブ動画の制作と振り返
りで、目的に合ったパフォーマンスができるようになることを目指す。

１．４つの「きく」姿勢を意識して、相手の話の意図に配慮し協調できる。
２．話の内容を簡潔にわかりやすく伝える手法を応用できる。
３．対人コミュニケーションにおける第一印象や態度として、スマイルを意識的に表出・操作できる。
４．目的や相手、場に合わせた話し方を適用できる。
５．自己のコミュニケーション行動の問題点をモニター・測定できる。

プレゼンテーションやスピーチについて、毎授業時での少人数ごとのグループ活動を通じて互いに気づき・修正しあい・フィードバックにつなが
る形で大きな発表形式にもっていく。また毎回コメントシートを記述してもらい、ポイントを絞った「確認用ペーパー」とする。

Google classroomを通じた課題提出のほか、パワーポイントその他を用いたプレゼンテーションを行う。
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課題に対するフィードバックの方法

自己評価や振り返りを含めた各課題はコメントを記して個別返却し、優秀な課題には、その学ぶべきところを全体の講評で紹介し共有していく。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
・「伝える」ことについて、「話しかた」「構成」「内容」など4技
能を中心とした解説を行う。

事前にシラバスを読んでおく（30
分）

次回の「自己紹介」について、話
す内容を整理しておく（150分）

第2回

自己紹介（グループ活動）
・グループを組んで他人に自己紹介をしてみる。
・その際によくはたらくよい「自己紹介」を考える。

事前に自己紹介の内容を考え
ておく（30分）

よい「自己紹介」について考え、
次回への糧とする。（150分）

第3回

伝えるためには「目を見て話す」（グループ学習）：対人関
係を構築するための方法
・目を見て話す練習をする。
・目線を配る練習をする。

今回のテーマについて、他の人
の話している姿を観察しておく（
30分）

課題となるスピーチ動画を視聴
し、今回のテーマで気づいたこ
とを確認するとともに、自分でも
練習しておく（150分）

第4回

「聞く練習」と「話す形」（グループ活動）
・引き続き「目を見て話す」「目線を配る」練習
・表情に気をつけてみよう
・頷いて聞く練習、および話し手の気持ちを考慮する
・好きなもののことを考えて言葉にする練習

前回学んだことを思い出して確
認しておく（30分）

課題となるスピーチ動画を視聴
し、今回のテーマで気づいたこ
とを確認するとともに、自分でも
練習しておく（150分）

第5回

朗読とスピーチ・プレゼンテーションの違いについて（グル
ープ活動）
・両者に決定的な違いがあることを体験する
・「調べ発表」風の節末上げ・文末上げを知り、完全撲滅を
試みる。

前回学んだことを思い出して確
認しておく（30分）

課題となるスピーチ動画を視聴
し、今回のテーマで気づいたこ
とを確認するとともに、自分でも
練習しておく（150分）
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

第6回

「好きなこと」発表練習（グループ活動）
・自分の「好きなこと」についてよく考え、それを売り込むに
はどうすればよいか見つけ出す。
・好きなもののことについて発表リハーサル・ピアレビュー

今回のテーマ（「好きなこと」）に
ついて、話す内容をある程度考
えておく。（30分）

今回のグループ活動を通じて気
づいたこと・指摘を受けたことに
ついて、しっかりと受け止めて発
表の準備をする。（150分）

第7回

公の場に立ってみよう
・過去の「演説」動画を視聴し、観察・分析する。
・公の場で話してみる。

「演説」について考えておく（30
分）

次回の発表についてしっかりと
準備をする。（150分）

第8回

「好きなこと」発表（前半）
・自分の好きなことについて発表する。
・自分の発表を見ながら自己解説。

発表の準備（150分） 発表の反省、あるいは準備（150
分）

第9回

「好きなこと」発表（後半）
・自分の好きなことについて発表する。
・自分の発表を見ながら自己解説。

発表の準備（150分） 発表の反省（150分）

第10回

最近流行りの「自己ブランディング」について（グループ活
動）
・自分のいいところ、売り込めるところは何か、考える。
・グループでお互いのいいところを提案し合う。

自己ブランディングについて調
べておく（90分）

自己ブランディングについて調
べる（90分）
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

発表（予備時間）、および総まとめ。

担当教員 小西　正人

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第11回

「自己紹介・自己アピール」
・状況を設定し（就職面接など）、売り込みポイントを探る。
・自己紹介・自己アピールを構成する。

新しい「自己紹介」のことを考え
る（30分）

新しい「自己紹介」準備（150分）

第12回

「自己紹介・自己アピール」
・グループに分かれてお互いに「自己紹介」および解説。

新しい「自己紹介」準備（150分） 今回学んだ内容を加味しつつ
新しい「自己紹介」を準備（150
分）

第13回

「自己紹介・自己アピール」発表（前半）
・前回までにつくりあげた「自己紹介・自己アピール」発表。

発表の準備（150分） 発表の反省、あるいは準備（150
分）

第14回

「自己紹介・自己アピール」発表（後半）
・前回までにつくりあげた「自己紹介・自己アピール」発表。

発表の準備（150分） 発表の反省（150分）

第15回

これまでの授業で学んだことを
振り返る（60分）

これまでの授業で学んだことを
振り返る（120分）
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100

その他 0

教科書

使用しません。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業内発表（2回）、小課題、授業参加度などの総合評価。

『自分をどう表現するか パフォーマンス学入門』／佐藤愛子／講談社現代新書
ほか、書籍やサイトなどを授業で適宜紹介する。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語学 ナンバリング 2324/2274

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 小西　正人

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度後期

日本語について、ことばの専門家として必要不可欠な知識を修得し、正しい考え方を導く科目である。この科目は、学術目的の言語使用に主眼
をおいた英語及び日本語の高度な運用能力、北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な
思考や判断をする能力、世界各地域の活性化につなげるための異文化コミュニケーション能力、グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協
働することを可能とする国際性や柔軟で前向きなコミュニケーション能力、世界と繋がるために地域社会を理解し、その活性化に向けて発信で
きる国際感覚を身につける科目であり、他の言語・語学系科目と関連する。

この授業は、言語学的な考え方を基本として、現代日本語の文法に関するさまざまなトピックについて講義する。日本語についての知識を深め
、英語（および言語）について実践に応用可能な知識及び技能を身につけること、および問題解決のために必要な情報を収集分析し、適切な
判断を主体的に下すことができること、および学びの成果を社会人生活の中で活かすことを達成する科目である。なぜわざわざ日本語の文法
構造を学ぶ必要があるのか、そもそも文法は必要なのかなどの疑問や批判に答え、日本語をはじめとする言語の精妙さを、現代日本語を通じ
て講義する。

1. 日本語について正しい視点をもち、応用することができる。
2. 日本語について正しいデータ収集を行い、一般化することができる。
3. ことばに対して正しい分析を行うことができる。
4. 日本語（あるいはことば）に対する謬見を指摘できる。

板書と視聴覚メディアを活用しながら、講義形式ですすめる。また毎回ノート（課題および「さらに考えたこと」を含む）およびコメントシートを提出
してもらい、理解度を確認する。

Google workspaceを活用する（Google Formでの設問・コメント収集、Google classroomを通じた情報提供など）
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課題に対するフィードバックの方法

毎回提出してもらうノートおよび授業に対するコメントを授業内でとりあげ、それぞれについて回答および示唆、参考資料の紹介などを行う。

授業計画 学習内容

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

「タブラ・ラサからはじめよう！」〜 日本語学とは
「主語」や「名詞」などといわれる文法は誰のためのものな
のか？ということについて、それぞれ考えてもらう。データと
して「文の中で出てくる他の語とのつながり」を示してグル
ープ分けを行う。また「頭が赤い魚を食べたネコ」という句を
もとに、語が連なって構成素となり、文節を構成して文とな
るという形での構文論についてもふれる。

日本語について考えてくる（90
分）

授業ノートやリアクションシートに
「そのあと考えたこと」を書き込む
練習（90分）

第2回

「ぜーいん、起立！」〜 日本語の「音」を探してみよう
自分の口はどんな音を出しているのか、発音しながら確認
する。補足資料としてIPAのチャートを用いる。これにより日
本語（あるいは言語）の音声についての基礎感覚を身につ
けることができる。

日本語のサ行とハ行について考
えてくる（90分）

課題として与えられたIPAを発音
できるようにしてくる（90分）

第3回

「トマトの反対はトマト？」〜 日本語のアクセント・イントネー
ション
2音節語を中心に、日本語のアクセントの概要について自
覚的になることができる。データとして2音節語のリストを用
い、学生自らの内省をもとに分類を行ってもらう。おまけとし
て方言および歴史的なアクセントについての話を行う。

「〜ちゃん」のアクセントについ
て考えてくる（90分）

「○○県」と「○○」のアクセント
についてまとめる（90分）

第4回

「塗り薬、粉薬、咳止め薬、便秘薬」〜 日本語の形態論・形
態素・語構成
 無意識に用いている「語より小さい単位」が組み合わさるこ
とにより、生産的にいろいろなことを表すことができるように
なることを実感／確認できる。また世界の言語について「長
い語」の紹介を行う。

長い語を見つけてくる（90分） 日本語における蔓苔桃形態素
を自力でみつける（90分）

第5回

「動詞は動作を表す語？」〜 日本語の品詞について
そもそも名詞や動詞という分け方は誰のためのものか、とい
う視点を徹底することによって、 自分が母語話者として使っ
ている無意識の「品詞分類」を実感することができる。第1回
の授業をさらに進めた内容。

品詞はあったほうがいいかない
ほうがいいか、主張およびその
理由を考えてくる（90分）

品詞分類におさまりきらない語を
みつける（90分）
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

第6回

「壊したんじゃない、壊れたんだよ！」〜 日本語の自他対
応動詞
日本語にみられる自他対応動詞について、その認知的意
味、および外国語との関係をみることにより、言葉の認知的
基盤を確認する。

日本語以外の自他対応につい
て考えたり調べたりしてくる（90
分）

授業の内容を整理して完全に理
解する（90分）

第7回

「食べさせられはじめていたらしいわよね」〜 述語の階層
長い用言複合体述語を生産することのできる日本語の特
徴をみるとともに、言語がどのような階層をもっており、それ
に基づいて設計されているかを繙く。キーワードとして「主
観的／客観的描写」「命題的／モダリティ的表現」を導入
する。

用言の前と後ろにつくことができ
るものをできるだけ多く見つけて
くる（90分）

用言に後接する要素がそれぞ
れどの階層までを許容するか、
丁寧に調べてくる（90分）

第8回

「舞台→で→激しく→踊る→人を→見る」vs. "to see ← a 
person ← dancing ← hard ← on ← the stage" 〜 主要部
とそれ以外
言語能力の秘密のひとつである「主要部」について、類型
論的な偏りを紹介しながら、言語の深奥にふれる。日英語
にとどまらず、韓国語・中国語・フランス語まで紹介する予
定。

日本語と英語はどこが違うか、
具体的に数項目を挙げる（90分
）

主要部とそれ以外の順序が例
外的である場合を日本語・英語
・その他の言語において挙げる（
90分）

第9回

「赤ちゃんはどうやって話せるようになるの？」〜 言語修得
について
我々は全くの白紙状態から言語を修得していくのでなく、
ほとんど完成した状態で生まれてくるという論を紹介し、議
論する。またいわゆる臨界期についても考え直す。

赤ちゃんがことば（特に文法）を
修得するときどのように修得する
か、一生懸命考えてみる(90分)

「そのあと考えたこと」をがんばっ
て書く(90分)

第10回

「ええっ、あれで『そば』って読むの！？」〜 日本語の表記
ひらがなとカタカナの歴史を講じるとともに、数種の文字を
使い分ける表記体系をもつ日本語について改めて考え、
漢字の音訓や万葉仮名、キラキラネームのしくみについて
の見方を変える。また日本語史についても簡単に論じる。

ひらがなとカタカナの歴史につ
いて調べる(90分)

万葉仮名と変体仮名について
説明できるようにする(90分)
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担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

担当教員 小西　正人

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期テストは実施しません。

第11回

「日本語はウラル・アルタイ言語です･･･か？」〜 日本語の
なかま
印欧語における系統樹の考えを基本に説きながら、日本語
の系統について、中国語や韓国語との対比を考えながら、
一定の結論を出す。

日本語のなかまにはどんな言語
があるか、理由つきで考えてくる
（90分）

中国語や韓国語との対比を考え
、一定の結論を出す（90分）

第12回

「日本語ってひとつじゃないんですか？」〜 日本語の方言
方言周圏論などの理論および標準語の歴史を紹介しなが
ら、北海道の方言、および関西の方言、さらには琉球諸語
について考える。また方言について、その「役割」について
各自が自分のこととして考える。

日本になぜ方言があるのか、考
えてくる（90分）

配布課題プリントに基づいて、
方言について考えてくる（90分）

第13回

1. 全然ＯＫって全然ＯＫですか？」〜 正しい日本語論
  巷間でよく話題にされる「ら抜き言葉」や「全然＋肯定」表
現を取り上げ、正しい日本語について一定の妥当な意見
をもつことができるようになる。
2.「はい、確かに約束します」〜発話行為・語用論的機能に
ついて
 言語行為論の考え方を概観し、「行為としての発話」という
面について考える。

「正しい日本語」があるかどうか、
理由つきで考えてくる（90分）

微妙な日本語・楽しい日本語を
見つけてくる（90分）

第14回

1. 「イヌイットの人は雪が見えないって本当ですか」〜 いわ
ゆる俗説の検討
 ほかに「が」と「は」は主語である、「ありがとう」と声をかける
と桃が腐らない、などのトンデモ言説を取り上げ、言語リテ
ラシー能力をつける。
2. 「道がどんどん狭くなります」「車だと近いです」〜認知言
語学緒論
 「体験を基にした言語表現」を見つけながら認知的な考え
方を概説する。

事前配布プリントの項目につい
て調査してくる（90分）

しっかりと言語リテラシー能力が
ついたか、チェックする（90分）

第15回

「コロンってしたらコロコロしたからバーって行ってギュッてし
たの」〜 オノマトペの世界
日本語のオノマトペ（の構造・体系）を中心に、いろいろな
オノマトペについて考える。

印象的なオノマトペを調べてくる
（90分）

他言語のオノマトペについて調
べてみる（90分）
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100 課題（レポート、小課題など）および授業参加度などの総合評価とする。

その他 0

教科書

授業中にハンドアウトを配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

教室の中だけでなく、ふだんからいろいろと言葉に興味をもつようにしてください。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

よくわかる言語学／窪薗晴夫[編著]／ミネルヴァ書房
基礎日本語学／衣畑智秀編／ひつじ書房
はじめて学ぶ言語学／大津由紀雄編著／ミネルヴァ書房
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語と日本文化 ナンバリング 2326

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 岡本　佐智子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当しない。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

この授業は、日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）ための、発展科目となる。世界の日本語話者とつながるために日本語文化を
理解し、その日本語文化を発信できる国際感覚を身につける（関心・意欲・態度）ことを目指している。英語や中国語などの外国語コミュニケー
ション能力養成には、母語である日本語の視点から、異言語・異文化の表現の共通点と差異を学び、言語と文化を分析する視点を養う。実用日
本語科目群のひとつであり、言語プロフェッショナル科目、異文化コミュニケーション科目に関連する。

この授業は、ことばと文化を分析する方法のひとつとしてメタファーやレトリック、外国語に対訳しづらい日本的な表現に焦点を当て、日本語の背
景にある日本文化を探求する。受け身表現と「ある」「なる」、「どうも」「よろしく」「まぁ、ちょっと」等々、日本語ならではの表現だけでなく、出来事
や物事をメタファーで見ていくと、日本語母語話者はどのように物事を見立てているのか、日本人の思考方法や価値観、世界観等が見えてくる
。外国人が日本語を学ぶ視点、つまり「ソト」から日本語を眺めてみることで、外国語としての日本語にはどのような言語文化があるのかが見えて
くる。

1．ことばと文化をメタファーから分析する手法で生産語源の仮説を立てることができる。
2．日本語と英語における基本的メタファーを比較できる。
3．日本語と英語・中国語などの外国語の諺や慣用句表現の差異と共通点を説明できる。

各授業の前半は、パワーポイントと講義プリントを用いて講義形式で進めるが、後半はグループまたはペアワークで各課題に関して調査・発表し
、ディスカッションしていく。プレゼンテーションは3回行い、復習として確認テストを1回行う。

課題や資料提示、質問はGoogle Classroomを活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

次回の授業時までにコメントを添えて個別に返却し、授業で全体の講評を行う。プレゼン等の発表は授業内で講評する。

授業計画 学習内容

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
ことばと文化の関係から日本語文化について考えてみよう
。

日本語表現で「ヘンだ」と思って
いる語や慣用句を考えておく。（
90分）

日本語表現の「不思議」をまとめ
ておく（90分）

第2回

ソトから眺める日本語
日本語学習者にとって、日本語の難しさとは何か

外国人が日本語を学ぶ際、どん
なことが難しいかを調べておく。
（90分）

日本語学習者にとって日本語の
音声の難しさをまとめておく。
（90分）

第3回

日本語のコミュニケーション
話し相手をどう呼ぶか、謝罪や判断留保など日本語コミュ
ニケーションのマジックワードを考える。

日本語における呼称（英語の
youに対応する）表現のいろいろ
を10以上考えておく。（90分）

日本語における書きことばと話し
ことばの呼称を、コンテキスト別
にまとめておく。（90分）

第4回

日本語のレトリック
謝罪や勧誘、依頼表現の文化視点

外国人日本語学習者にとって難
しい表現はなにかを調べておく
。（90分）

日本語における書きことばと話し
ことばの呼称を、コンテキスト別
にまとめておく。（90分）

第5回

日本語からみた日本語の発想Ⅰ
日本文化のウチとソトを確認し、自己の視点中心の日本語
と自己を対象化する英語を比べて見よう。

ウチとソトの切り換え基準を確認
しておく。（90分）

ウチ、ソト、ヨソの構造をまとめて
おく。（90分）
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担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

第6回

日本語からみた日本人の発想Ⅱ
能動態と受動態：日本語の受身表現の視点を考える。

日本語表現で受身形を用いる
場面や状況などを確認しておく
。（90分）

日本語の受身表現と能動表現
の用い方をまとめておく。（90分
）

第7回

ことばと文化を分析する視点
日本語文化を比喩表現から分析してみよう。

日本語の諺で、いかにも日本的
だと思われる諺を10以上リストし
ておく（90分）

日本語の諺と同様の意味の英
語の諺をまとめておく（90分）

第8回

メタファーのいろいろⅠ
上下空間のメタファーを考えてみよう

メタファーとは何か、定義とその
具体例を調べておく（90分）

日英対照メタファーで「上下」に
関する語句や慣用表現をまとめ
ておく（90分）

第9回

メタファーのいろいろⅡ
大小・高低のメタファーを考える。

英語における大小を表わす語
句や慣用表現を調べておく（90
分）

日本語のメタファーにおける高
低・大小と英語の共通点をまと
めておく（90分）

第10回

メタファーのいろいろⅢ
英語の動物メタファーについて、グループでプレゼンテー
ションする。

プレゼンテーション準備をしてお
く（120分）

外国語と動物のメタファーの共
通点と相違をまとめておく（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

担当教員 岡本　佐智子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない。

第11回

メタファーのいろいろⅣ
外国語と日本語の喩えはどこが、どう違うのかをプレゼンテ
ーションする。

プレゼンテーションの準備をして
おく（120分）

プレゼンテーションの修正をして
おく（60分）

第12回

日本語のユーフェミズム
ことばの代替と実体の変化の関係を眺める。

婉曲語法にはどのような表現が
あるかを調べておく（90分）

日本語における外国語使用や
外来語のユーフェミズムをまとめ
ておく（90分）

第13回

日本語のメトニミー
空間的隣接と時間的隣接から誇張法を分析する。

商品や北海道の観光案内など、
そのキャッチフレーズから誇張と
思われる表現を調べておく（90
分）

メトニミーについてまとめておく（
90分）

第14回

日本語の擬人法
物語や昔話からの擬人法についてプレゼンテーションする
。

プレゼンテーションの準備をして
おく（120分）

プレゼンテーションで用いた資
料やスライドを修正しておく（60
分）

第15回

まとめ
レトリックに関する専門用語の確認テストを行う。
日本語母語話者が、外国語を使用するとき、どのような表
現が誤解されたり理解されづらいかを確認する。

メタファー、メトニミー、シネクドキ
等の専門用語と用例を確認して
おく（120分）

確認テストの間違いを訂正して
おく（60分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

プリントを配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題とプレゼンテーション50％、ディスカッションや教室作業を含む授業参加度30％、確認テス
ト20％。

『日本語文法の発想』森田良行、ひつじ書房。『レトリックと人生』G．レイコフ他、大修館書店。『認識のレトリック』瀬戸賢一、海鳴社。このほか授
業で適宜紹介する。

- 466 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語ビジネスライティング ナンバリング 3306

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 矢部　玲子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

出口教育の一環として、文章作成能力をみがく科目である。ディプロマポリシーの、「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の
高度な運用能力を身につけている【知識・技能】」と関連があり、ビジネスシーンに羽ばたく上での文章作成能力を習得する科目である。

本科目は、日本語でビジネスをする上で欠かせない文書作成の基本を学ぶ。電子媒体が主流の今日であっても、仕事でやりとりする文書には
一定の様式とマナーがある。情報技術の進展とともに、ビジネス文書の書き方は少しずつ簡略化され、言葉遣いも変化してきているとはいえ、相
手に失礼な表現や言い回し、敬語の誤った使い方では、仕事への信頼を失うことがある。そこで、ここでは、敬語について理論的に学ぶとともに
、日常業務における依頼・謝罪・お礼・断り・問い合わせ等の社外文書と、要請や報告、連絡等仕事をスムーズにするための社内文書の基本的
な書き方を身に付けていく。

・社会に存在する様々なビジネスライティングについて理解できるようになる。
・各講義の目標とするライティング技術を習得し、実際的な文書作成ができるようになる。
・文の正誤・適否・美醜等が区別でき、適切な言葉選びが出来るようになる。

1.講義形式で、作成する文章の形式を中心に説明を行う。
2.説明に基づいて実際に各自で文章作成・添削・相互評価を毎時間行う。
3.完成させた文章は毎時間提出して担当教員の添削を受け、指定されたものをすべて締め切りまでに提出する。

・課題作成・提出・評価はGoogle classroom の諸機能を用いて行う。
・必要に応じて遠隔授業システム等を用いた授業を実施し、ICT技術の修得を促す。

公立中学校・高等学校の国語科教師としての勤務経験が約10年あり、学校教育、中でも国語科教育に幅広い知識と経験を有する。左記を活か
して指導を行う。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

・作成した課題は原則マンツーマンのセッションを経て添削し受理する。
・作成した課題の相互評価・自己評価結果のシェアリングによって、成果と課題を可視化する。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

就職課と連絡が取れるようになろう。
就職課へのメールアドレス（携帯電話）登録を通して依頼
文のメールを学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第2回

先輩に聞いてみよう。
大学内外の社会人に、職場や業界などの状況を聞き取り、
「働くこと」のイメージを学ぶ。
事前の依頼状、事後の礼状など、手紙やメールにおける正
しい言葉遣を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第3回

企業分析ノートを作ろう。
「先輩に聞いてみよう」で収集した情報や自分で調べた事
柄をもとに、書式に則った作成方法を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第4回

自己PR（１）
自己分析や他者評価を通して、自身のアピールポイントを
明確にする方法を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第5回

自己PR（２）
前回で可視化されたアピールポイントを、読者（企業採用
担当者）に、十分に伝わるように文章化する方法を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

第6回

エントリー（プレエントリー）
疑似エントリーシートに、就職志望者として登録する過程を
体験し、実際のエントリーにつなげる方法を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第7回

会社説明会に参加しよう。
説明会申込から始まる一連の流れの中で必要とされる文
書の作成を体験し、その体裁を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第8回

エントリーシート（１）
「書面での面接」とも言われるエントリーシートの目的、種類
、入手方法、提出方法などの多様な形を学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第9回

エントリーシート（２）
過去の講義内容で習得した事項を応用し、文章によるエン
トリーシートの作成を体験を通して学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第10回

履歴書・自己紹介書
過去に作成した経験や講義内容を生かし、手書きで読み
やすく書けるように練習を通して学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

担当教員 矢部　玲子

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 行わない。

第11回

内定関連文書
上記に関連する様々な種類の文書について学ぶ。
文書名の中から各自に関連深い文書の形式を実作を通し
て学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第12回

ビジネスメール（１）礼状と報告書
上記について理解し実際に作成することを通して学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第13回

ビジネスメール（２）依頼状
上記について理解し実際に作成することを通して学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第14回

手紙・添え状・封筒
上記の型を知り、実際に作成することを通して学ぶ。

配信教材の予習（90分） 配信教材の作成・提出（90分）

第15回

まとめ
作成課題の最終チェックとまとめ問題への取り組みを行い
自己評価することを学ぶ。

配信教材の予習（90分） 全課題の提出（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

なし。

参考文献

必要に応じて提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

作成した文章のうち指定されたものを定めた期限内に提出する。
指示された課題をすべて提出した場合評価の対象とする。

出席率66％以上を評価対象とする。

「自分の書いた文章に責任を持つ」ことを目的とする。
状況如何で講義内容変更あり。
教材配信システム使用。
出席率66％以上で全課題提出を評定対象とする。
連絡はGoogle classroom で行う。
問合せ等には必要に応じて対処する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 現代日本語論 ナンバリング 3328

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 岡本　佐智子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当しない。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

現代日本語の変化を説明できるようになるため、実際の日本語使用に主眼を置いた高度な日本語の運用能力を身につける（知識・技能）ため
の科目である。社会人基礎力としての日本語表現の向上を目指し、目的や場に合わせた適切な日本語運用を身につけ（知識・技能）、日本語
を用いた日常生活で適切な道徳観、倫理観を持ち、主体的に他者との共生・協働することを可能とする柔軟で前向きなコミュニケーション能力
を備えて(関心・意欲・態度)いく。
「日本語表現技法Ⅰ・Ⅱ」「日本語コミュニケーション技法」「日本語学」に続く科目で、「実用日本語」分野科目である。

この授業は、現代日本語の変化を社会言語学的視点で分析し、ことばと社会の関係、つまり、ことばは社会を映し出す鏡であることを検証してい
く。日本社会における独特な「役割語」を糸口に、社会的立場による言語使用のバラエティーから、対人関係の親疎やポリティカルコレクトネスと
差別語、女ことば等から、社会変化ともに変化することばと変わらないことばの核を眺めていく。受講生は指定テーマごとに調査・発表をし、ディ
スカッションしていく。たとえば、新語流行語と言語消費、若者ことばの造語法、言語景観やピクトグラムから多言語社会における言語サービスの
あり方、アイヌ語や手話など少数派とされる人々の言語権を考えていく。

１ 敬語も含めた「正しい」日本語運用を意識化できる。
２ 現代日本語の変化に敏感に気づけるようになる。
３ 若者ことばとフォーマルな表現等、場に合わせた使い分けができる。
４ 方言を含めた「役割語」が説明できる。

各授業の前半はスライドや配布プリントを使って講議形式で行い、後半はその項目に関連したワークショップと振り返り作業を中心に行う。受講
生には課題発表やグループでのプレゼンテーション（2回）と確認テスト（1回）を予定している。

課題や資料配付、質問等はGoogle Classroom を活用する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

課題は次回の授業時にコメントを添えて個別返却し、授業内で全体の講評を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション：社会言語学の視点
現代日本語の変化を考える。自分の日本語運用での問題
点はなにかをグループごとに意見交換していく

近年の日本語のことば遣いの変
化に関する問題を具体的に３つ
以上考えてくる。(90分

スマホにおける各自の日本語文
の使用パターンを整理しておく。
(90分）

第2回

日本語表現の変化Ⅱ
現代の日本語をめぐる諸問題について概説する。
「気になる言い方」について、自身の言語表現と照らし合わ
せ、その運用傾向を振り返る。

正しい日本語とはどのようなこと
か、事例を2つ以上あげ、説明で
きるようにしておく。（90分）

ゆれている日本語表現を5つ以
上探して、使用事例を書いてお
くこと。（90分）

第3回

日本語表現の変化Ⅱ
現代の日本語をめぐる諸問題について概説する。
「気になる言い方」について、自身の言語表現と照らし合わ
せ、その運用傾向を振り返る。

「すごっ」「寒っ」といった話し言
葉における形容詞の感情表現
の文法規則を考えておく。（90分
）

世代差のある日本語表現を5つ
選び、その特徴を考えておくこと
。（90分）

第4回

役割語と現代の若者ことば
役割語からことばとアイデンティティーについてを講義する
。受講者はグループごとに、近年の若者ことばの特徴とそ
の使い方を発表し、世代別の言語運用の特徴を確認して
いく。

現代の若者語はどのようにして
作られ、どのような場で用いるの
か、自身の言語使用経験から分
析しておく。（90分）

現代の若者ことばの語構成と平
安期の語構成の共通点をまとめ
ておく。（90分）

第5回

日本語における方言の役割
方言とはどのような役割をになっているのか、災害時の避
難所コミュニティーや医療用語から概説する。

北海道方言の特徴を具体例を
10以上あげて説明できるように
整理しておくこと。（90分）

北海道方言の特徴とその用例（
会話場面）を20作成し、使い方
が容易にわかるように整理して
おくこと。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

方言コミュニケーション
受講生は各自が選択した方言の特徴とその使い方をプレ
ゼンテーションし、日本の代表的な方言の使い方を共用す
る。

指定の各方言の特徴を、その具
体的使用例をあげ、プレゼンの
準備をしておく。（90分）

方言の格差について、ネットで
はどのような地位が与えらている
かを調べておくこと。（90分）

第7回

ことば遣いの効果的な活用とは
「女ことば」をはじめ日本語の多様な役割語を通して、心理
的に結び付けられたスピーチスタイルとその効果を分析し
ていく。

ある表現が特定の人物像を造る
キャラ語を8つ以上取集しておく
こと。（90分）

多様な表現を分類し、その分類
基準を説明できるようにしておく
こと。（90分）

第8回

適切な表現とは
ことばによる差別や不適切な表現とは何か。マイクロアグレ
ッションのいろいろを自身の体験と他者の言語感覚につい
てディスカッションしていく。

差別語や放送禁止用語を10以
上リストアップし、なぜそれが該
当するのか、そしてその言い換
え表現を２種類以上、考えてお
くこと。（90分）

不適切とされる表現について、
日本語と英語辞書の記述を確
認しておくこと。（90分）

第9回

日本の言語景観Ⅰ
学生は収集した言語景観を発表する。
それらの日本語表現または外国語表現から日本社会の変
化や日本語文化を分析していく。

各自の言語景観のプレゼン準
備（スライド作成含む）をしておく
。（90分）

公共施設における掲示文や説
明文の書き換えをしておく。（90
分）

第10回

日本の言語景観Ⅱ
学生は商品や商品説明に記された「問題な」日本語文をプ
レゼンする。
そこから、日本語のレトリックを分析していく。

各自の言語景観のプレゼン準
備をしておくこと。（90分

日本語のレトリックを雑誌委等か
ら5つ収集しておくこと。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

確認テストと復習

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

外国語としての日本語
外国語としての視点で日本語を眺め、日本語の比喩表現
やレトリックを確認し、英語比喩と比べてものごとの「見立て
」方の違いと共通点を考える。

外国人が日本語を学ぶうえで難
しいことはどのような学習項目か
具体的に調べておくこと。（90分

公的機関の情報を「やさしい日
本語」と「平易な日本語」で書き
換えておくこと。（90分）

第12回

日本語会話の特徴
共和型コミュニケーションと対話型コミュニケーションを比較
し、会話のスタイル分析の演習をする。

察しや場を読むといった高コン
テキスト文化とはどのような情報
共有かを説明できるようにしてお
く。（90分）

市役所の広報誌に掲載されて
いる「お知らせ」を読み、子供や
高齢者が一読で理解できる文に
訂正しておく。（90分）

第13回

日本の絶滅危機言語
アイヌ語

日本語の中のアイヌ語またはア
イヌ語をルーツする借用語を30
以上記しておく。（90分

アイヌ語で簡単な挨拶や感情表
現ができるようにしておく。（90分
）

第14回

ポライトネスとは
日本語コミュニケーションにおける敬語、敬意表現と丁寧さ
を考える。

敬語体系を書籍やサイトで読ん
で復習しておくこと。（90分）

タスクシートを完成しておく。（90
分）

第15回

復習しておくこと。（120分） 確認テストの誤答を訂正し、補
足説明を記しておくこと。（60分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

講義プリントを配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

言語景観の採取については、著作権や個人情報等に十分配慮すること。

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表やプレゼンテーションを含めた授業参加度60％、課題20％、確認テスト20％。

文化庁国語課『国語に関する世論調査』各年版、岡本佐智子『日本語教育能力試験に合格するための社会言語学10』2008、アルク。吉岡泰恭
夫『コミュニケーションの社会言語学』ほか、授業で適宜紹介する。

Google Classroomに資料配信や課題詳細を提示するので、課題を投稿すること。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語教育法Ⅰ ナンバリング 3351

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 岡本　佐智子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当しない。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度前期

この授業は、国内外で外国人に日本語を教えるための日本語教育の専門的知識を身につける（知識・技能）ことを目的とした日本語教員養成
科目で、「日本語教育法Ⅱ」「日本語教育演習」科目に発展する基礎科目である。日本語教員志望者だけでなく、国内外の企業で日本語非母
語話者と日本語でコミュニケーションするために、日本語教育方法の知識を活かして、世界の日本語話者と協働していけるコミュニケーション能
力を養成していく（思考・判断・態度）ために、ここでは音声指導法を中心に学ぶ。

この授業は、日本語を外国人に教えてみたい人のための日本語教授法入門である。日本語母語話者であれば、誰でも効果的に日本語を教え
られるわけではない。今まで無意識に使っていた日本語を外国語の視点で分析する力が必要である。たとえば、「学校へ行く」と「学校に行く」の
ように、助詞の「へ」と「に」の違いや、基本的な「は」と「が」の使い分けなど、外国人に日本語を効率的に教えるには、日本語に関する言語学的
専門知識と、それをどのように教えていけば学習者に理解・習得しやすいのか、日本語教授法の知識も求められる。この講義で、日本語の特徴
とその教え方の「これだけは」知っておきたい基礎知識を身につけていく。

１．日本語の音声特徴が説明できる。
２．日本語非母語話者の母語干渉を受けた音声傾向を述べることができる。
３．初級日本語学習者への音声指導法が応用できる。
４．伝統的な日本語／外国語教授法が分類できる。

授業では、プリントやスライドを使用した講義形式を柱にその演習を行う。また、代表的な日本語教授法を各回で少しずつ紹介し、その教授法を
体験し、グループで各教授法のメリット・デメリットをディスカッションする。毎回、専門用語等授業内容の復習として小テスト（確認テスト）を行う。

Google Classroomを活用し、課題や資料提供、質問の受付を行う。課題も含めて授業では、動画サイトで日本語学習者に対する種々の日本語
教授法例を閲覧して学んだり、オンラインで海外の日本語教育機関の日本語学習者と日本語交流したりして、日本語教育の方法を考える。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

課題には評価やコメントを添えて個別返却し、授業内で全体の講評をする。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
海外における日本語教育の現状と日本語教育政策

国際交流基金サイトで海外の日
本語教育事情を閲覧しておく。（
90分）

配布プリントを読んでおくこと。（
90分）

第2回

日本語の音声Ⅰ
日本語の母音と子音、音素、無声化（日本語の子音と調音
位置・調音法）
［教授法１：文法翻訳法］

発音器官の名称と調音点・調音
法を調べておく。（90分）

日本語の音声記号が読めるよう
にしておく。（90分）

第3回

日本語の音声Ⅱ
日本語の音節、リズム、アクセント、イントネーション
［教授法２：直説法］

日本語の音節やアクセントにつ
いて調べておく。（90分）

条件異音の特徴と事例をまとめ
ておく。（90分）

第4回

日本語初級学習者の音声
中国語母語話者の日本語音声の特徴
中国で日本語を学ぶ学習者とオンラインで日本語交流を
行う

中国語母語話者の日本語音声
の特徴を調べておく。（90分）

中国語の母語干渉を受けた日
本語音声の特徴をまとめておく
。（90分）

第5回

初級日本語音声・会話の教え方
母語話者別の日本語音声特徴と指導
［教授法３：オーディオリンガルアプローチ］

講義プリントを読んでおく。（90
分）

国際音声記号が読めるようにし
ておく。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

コミュニケーションのための創造的会話練習
初級レベルのロールプレーからタスク練習まで
［教授法４：コミュニカティブアプローチ］

広義のコミュニカティブ・アプロ
ーチとは何か、調べておく。（90
分）

コミュニカティブ・アプローチの
特徴をまとめておく。（90分）

第7回

初級レベルの文字・表記
仮名と漢字の教え方
［教授法５：TPR］［教授法６：サイレントウェイ］

配布プリントを読んでおく。（90
分）

日本語初級レベル指導での助
詞「は」と「が」の使い分けをまと
めておく。（90分）

第8回

日本語の文法的特徴Ⅰ
文法的特徴：動詞、主語と主題
［教授法７：CLL］

日本語の動詞分類を調べておく
。（90分）

日本語初級レベル指導での助
詞「は」と「が」の使い分けをまと
めておく。（90分）

第9回

日本語の文法的特徴Ⅱ
形容詞、指示詞
［教授法８：ナチュラルアプローチ］

日本語教育の形容詞の分類を
調べておく。（90分）

形容詞の分類と使い方を復習し
ておく。（90分）

第10回

日本語の文法的特徴Ⅲ
存在文と所在文
［教授法９：サジェストペディア］

助詞「に」と「で」の用法を調べて
おく。（90分）

ここまでの教授法の各特徴をま
とめておく。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

日本語の文法的特徴Ⅳ
受身
［教授法10：内容重視の教授法］

日本語表現の受身用法を調べ
ておく。（90分）

学習目的・学習者別の初級学
習ニーズを考えておく。（90分）

第12回

日本語の文法的特徴Ⅴ
助詞の使い分け
［教授法11：学習者中心の教授法］

助詞「は」「が」「を」の使い分けを
調べておく。（90分）

初級レベルの助詞の練習問題
10問を作成する。（90分）

第13回

文字・表記の教え方
仮名、漢字の導入方法

似ている平仮名・カタカナとその
教え方を考えておく。（90分）

漢字語彙の導入方法を確認し
ておく。（90分）

第14回

日本語の語彙体系
語種と語構成

日本語の4つの語種を調べてお
く。（90分）

理解語彙と使用語彙をまとめて
おく。（90分）

第15回

まとめ
指定する学習項目別の教え方を考え、ペアまたはグルー
プで発表する。

課題発表準備。（120分） 各教授法をまとめておく（60分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

講義プリントを配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題発表を含めた授業参加度50％、確認テスト50％。

高見澤孟他『増補改訂版 新・はじめての日本語教育1 日本語教育の基礎知識』2016、アスク出版。高見澤孟『増補改訂版 新・はじめての日本
語教育２ 日本語教授法入門』2016、アスク出版。ほか授業で適宜、紹介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語教育法Ⅱ ナンバリング 3352

配当年次 開講学期 区分 講義 単位 2

担当教員 岡本　佐智子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当しない。

2024　北海道文教大学 シラバス

3年 2024年度後期

この授業は、国内外で外国人に日本語を教えるための日本語教育の専門的知識を身につける（知識・技能）ことを目的とした日本語教員養成
の科目で、「日本語教育法１」に続く発展科目であり、実践的な「日本語教育演習」科目への基礎となる。日本語教員志望者だけでなく、国内外
の企業で日本語非母語話者と日本語でコミュニケーションするために、日本語教育方法の知識を活かして、世界の日本語話者と協働していけ
るコミュニケーション能力を養成していく（思考・判断・態度）ために、ここでは音声指導法を中心に学ぶ。

この授業は、「日本語教育法Ⅰ」に続き、日本語を母語としない人々に効果的に日本語を教えるために、代表的な外国語教授法の理論とその
応用で、学習ニーズ別の日本語教育方法を学ぶ。受講生は未知の外国語をいろいろな教授法で学習体験し、各教授法の短所・長所の特徴や
学習心理を振り返ることで、言語を教える側と学ぶ側の両者の立場から教授法のいろいろを概観していく。そして受講生の模擬授業とベテラン
教員の授業動画を比較して日本語学習支援のあり方を考えていく。

1．日本語初級レベルの指導ができる。
2．日本語学習目的別に適した教材が選択できる。
3．日本語学習レベルに対応した練習教材が選択できる。
4．学習項目に合わせた練習方法に種々の教授法を工夫することができる。

講義プリントとスライドを使った講義形式とその応用演習をペアまたはグループで行う。応用演習は課題項目を指定し、授業内で発表する。各
回では授業内容復習の小テスト（確認テスト）を行う。

学習項目別に指導方法の実際を学ぶため、動画サイトからモデル授業を視聴する。
Google Classroomを活用して、授業内容の質問のほか、課題および講義資料等を配信する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

課題は次回の授業時までにコメントを添えて個別に返却する。課題発表は発表終了後に授業内で講評する。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
多様化した日本語教育の現状と課題

文化庁サイトで国内の日本語教
育事情を調べておく。（90分）

国内の多様化する日本語学習
者の学習背景を確認しておく。（
90分）

第2回

日本語をどう教えるか
学習者別コースデザインとカリキュラム

日本語能力試験のN4、N3、N2
レベル範囲をCEFRに対応して
みておく。（90分）

プリントを読んでおく。（90分）

第3回

日本語教育教材からⅠ
初級会話と練習方法

代表的な教授法を復習しておく
。（90分）

コミュニカティブアプローチと練
習方法例をまとめておく。（90分
）

第4回

日本語教育教材からⅡ
初級文法と動詞の活用練習

日本語初級教材から、定着が難
しい文法事項を調べておく。（90
分）

動詞の活用ルールと教え方をま
とめておく。（90分）

第5回

日本語教育教材からⅢ
初級文法と動詞の分類と運用練習方法

自動詞・他動詞の分類方法を調
べておく。（90分）

自動詞・他動詞の練習問題を作
成する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

初中級の教え方
初級レベルから中級レベル移行の壁

中級とはどんな能力か調べてお
く。（90分）

やさしい日本語ニュースを中級
レベル教材に加工しておく。（90
分）

第7回

中級の教え方Ⅰ
文型表現のいろいろ

日本語文型を30以上調べておく
。（90分）

文型練習問題を作成する。（90
分）

第8回

中級の教え方Ⅱ
コミュニケーション能力を育てる指導方法

外国語学習でのコミュニケーショ
ンで困ったことを思い出しておく
。（90分）

コミュニケーション能力とは何か
をまとめておく。（90分）

第9回

中級の教え方Ⅲ
ライティングと誤用訂正

プリントを読んでおく。（90分） 誤用訂正課題を完成しておく。（
90分）

第10回

中級の教え方Ⅳ
聴解練習用の教材の選び方

中級聴解教材を1冊選び、語彙
表現をチェックしておく。（90分）

テレビドラマや報道番組からタス
ク・リスニング教材として使用で
きる部分を一つ選び、その語彙
リストを作成する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

日本語教育教材分析Ⅰ
児童・生徒用教材と生活者向け教材

国内で日本語教育が必要な児
童・生徒の現状を調べておく。（
90分）

児童・生徒用の日本語教材と英
語教材を比較しておく。（90分）

第12回

日本語教育の教材分析Ⅱ
医療／介護人材向け教材と、ビジネスピープル向けの教
材

入管庁サイトで国内の外国人就
労者の分布を調べておく。（90
分）

業種別の日本語能力養成の課
題をまとめておく。（90分）

第13回

日本語教育史Ⅰ
日葡辞典から戦時中まで

日葡辞典からその語彙表記や
運用の解説文を見ておく。（90
分）

日韓併合以降から戦時中のア
ジアにおける「ニッポン」語教育
を調べておく。（90分）

第14回

日本語教育史Ⅱ
戦後から現在の多様化した日本語教育

文科省サイトで留学生の受入れ
状況を調べておく。（90分）

国内で日本語を学ぶ人々の社
会と学習環境を確認しておく。（
90分）

第15回

まとめ
日本語を教えるとは、どのようなことか。
脱教授法は、何をどこまで、どう教えるかをディスカッション
する。

日本語教育能力試験の過去問
から、指定した教授法関連の問
題を解いてみる。（90分）

日本語教育能力試験の過去問
をすべてを解いてみる。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

講義プリントを配布する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

課題発表含む授業参加度60％、確認テスト40％。

『増補改訂版 新・はじめての日本語教育2 日本語教授法入門』高見澤孟、アスク出版。『中級日本語文法と教え方のポイント』市川保子、スリー
エーネットワーク。『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』庵功雄他、スリーエーネットワーク。このほか、授業で適宜紹介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 キャリア形成　実用日本語

科目名 日本語教育演習 ナンバリング 3360

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 1

担当教員 岡本　佐智子

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当しない。

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この授業は、課外に行われる日本語教育実習（教団実習）で自律的な学びができるようにするために、日本語教育の実際を模擬授業をとおして
学ぶ。模擬授業準備は指定された学習項目についてペアで行うことを基本とする。授業では現職日本語教師も参加して、受講者の模擬授業に
対して講評してもらう予定だが、学生どうしが互いの模擬授業に対して、アドバイスができるようになることを目指す。

この授業は、「日本語教育法Ⅰ・Ⅱ」の発展科目で、日本語教員養成課程を修了希望する学生を対象とし、日本語教育実習を行うための準備
科目である。実習前に教案の書き方や副教材の作り方、学習者管理の基礎を演習を通して学びながら、初級レベル学習項目で定着度が低い
文法等の模擬授業を行い、その振り返りを行う。実習は課外に日本語教育機関で行うため、別途事前指導と事後報告会を開く。

１．日本語初級レベルの授業計画が立てられる。
２．模擬授業の振り返りから改善方法を見つけることができる。
３．授業デザインとクラス運営に必要な基礎知識を身に付け、その専門性を理解できる。

日本語教育見学・教育実習の前に、最小限の日本語教育方法・日本語教育支援者としての態度を身に付けてもらうため、模擬授業を中心に、
できるだけ実践的なクラスワークの基本を学ぶ。

模擬授業はスライドを作成し、副教材作成・各自の振り返りはGoogle Classroomの課題提示に登校する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

模擬授業後に講評するだけでなく、履修者が作成するルーブリックキューブで相互評価する。課題のフィードバックは、コメントを添えて個別に
返却するだけでなく、よいものはクラスで共有していく。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
日本語教育実習とは
多様な日本語学習者および学習目的別の留意事項

文化庁サイト『日本語教育の参
照枠』を読んでおく。

国内の『日本語教育の概要』お
よび、国際交流基金サイトで『海
外における日本語教育の現状』
をまとめておく。

第2回

授業見学の視点
授業動画から、授業見学のポイントと態度を話し合う。

初中級クラスの指定の授業動画
を見ておくこと。

学習者管理について、教師のテ
クニックをまとめておくこと。

第3回

学習者対象別の授業方法
多様な学習目的・目標と教育方法の選択：日本語授業動
画から、母語別学習者クラスと多国籍学習者クラスの授業
方法を比較する。

指定の授業動画を観察して、タ
スクシートを記入しておく。（90分
）

初級クラスの教室用語とティー
チャートークの特徴をまとめてお
く。（90分）

第4回

授業準備１：教材準備
学習目的と指導項目に合った教材選択（教材分析・活用）

指定された学習項目のレッスン
プランを作成しておく。（90分）

レッスンプランを修正し、副教材
を改善しておく。（90分）

第5回

授業準備２：教案の書き方
指導項目・教材分析と練習方法の選択

レッスンプランからより詳細な45
分授業案を作成しておく。（120
分）

教案を修正・改善し、45分授業
に調整しておく。（60分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

模擬授業１
模擬授業の振り返りと意見交換

模擬授業準備をしておく。（120
分）

振り返りレポートを書く。（60分）

第7回

模擬授業２
模擬授業の振り返りと意見交換

模擬授業準備をしておく。（120
分）

振り返りレポートを書く。（90分）

第8回

教壇実習と授業準備１
学習項目と教案作成

指定された学習項目の教案を
作成しておく。（120分）

教案を改善しておく。（90分）

第9回

教壇実習と授業準備２
日本語初級レベルの学習項目別教材準備

図書館で初級レベルのテキスト
と副教材を5冊選び、教材分析
をしておく。（120分）

指定するテキスト比較をして優
先学習目的を比較をしておく。（
90分）

第10回

模擬授業３
振り返りと意見交換

模擬授業準備をする。（120分） 教案を改善しておく。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は行わない。

第11回

模擬授業４
振り返りと意見交換

模擬授業準備をする。（120分） 教案を改善しておく。（90分）

第12回

模擬授業５
振り返りと意見交換

模擬授業準備をする。（120分） 教案を改善しておく。（90分）

第13回

教壇実習と授業の実際
日本語教育機関での見学のポイント

授業動画で教師の学習者管理
をまとめておく。（90分）

教師主導の練習と学習者定着
についてまとめておく。（90分）

第14回

教育実習
教育実習の振り返りと意見交換

教育実習日誌を清書しておく。（
90分）

教育実習日誌のフィードバック
に対処しておく。（90分）

第15回

教育実習での学び
教育実習の振り返りと意見交換

教育実習で作成した教案、副教
材等を整理しておく。（90分）

課外の教育実習に向かって、教
科書分析をしておく。（120分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

自己都合での教育実習日程変更はできません。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

模擬授業（教案含む）60％、振り返り20％、レポート20％。

『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ 第2版本冊』『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ 第2版教え方の手引き』スリーエーネットワーク、国際交流基金『いろどり』
、文化審議会国語文科会『日本語教育の参照枠 報告』ほか、適宜紹介する。

松岡弘監修、庵功雄・高梨信乃『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』スリーエーネットワーク、グループ・ジャマシィ編『日本語文
法辞典』くろしお出版、ほか、授業で適宜紹介する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 語学研修　語学研修

科目名 短期語学研修 ナンバリング 2900

配当年次 開講学期 区分 実習 単位 2

担当教員

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

海外の大学に留学・勤務した経験のある日本人教員。英語圏や中国語圏などで教育・研究を経験したことがある外国人教員。

2024　北海道文教大学 シラバス

2年 2024年度前期

青　晴海、渡部　淳、矢部　玲子、Richardson Peter、Walzem Allen George、釣　晴彦、巫　靚

グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性や共感力、柔軟で前向きなコミュニケーション能力を備えるための
科目である。学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につけている科目である。

この研修は、本学の英語圏および中国語圏の提携校において語学学習と異文化体験を行う。語学力だけでなく、コミュニケーション能力やチャ
レンジ精神、積極性、行動力を身につけること、大学の授業で身につけた専門性を基に、それまでの学習成果を確認し、課題を見つけることを
目標とする。現地研修をより充実させ、目標を達成するために、出発前には学内で実施する研修に参加し、異文化適応力や危機管理について
学ぶ。

異文化や外国語を母語とする多様な人々と臆することなくコミュニケーションができるようになり、自分の考え方や文化を相対化して考える姿勢を
発表できることができる。

研修前のオリエンテーションや事前研修、海外の大学での講義・ワークショップ・インターン等、あるいは海外の大学が提供するオンラインプログ
ラム、研修後の報告プレゼンテーションや課題などを通して、語学力やコミュニケーション能力、積極性を身につけさせる。

オンラインを活用した講義。Zoomなどオンラインを活用したコミュニケーション活動。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

事前研修や研修の報告、語学研修、事後の課題等に対して担当教員よりコメントを評価をフィードバックする。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

【オリエンテーション】
短期語学研修の概要や、今後の事前・事後に必要な心構
えや基本的な知識などについて、講義する。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

渡部　淳、矢部　玲子、Richardson Peter、Walzem Allen George、青　晴海、釣　晴彦、巫　靚

第2回

【事前研修】
海外提携校での研修に備えて、英語圏や中国語圏の生活
習慣・危機管理や街の様子などを学び理解する。現地で
役立つ言葉や交流に不可欠な自己紹介などを練習する。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

渡部　淳、矢部　玲子、Richardson Peter、Walzem Allen George、青　晴海、釣　晴彦、巫　靚

第3回

【海外提携校の提供するプログラム】
リスニング（聴解）I。
英語や中国語などのリスニング能力をのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第4回

スピーキング（会話）I。
自分の考えを表現する力をのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第5回

リーディング（読解）I。
一定量の文章を的確に理解する能力をのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

ライティング（文章表現）I。
自分の考えを文章で表現する力をのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第7回

リスニング（聴解）II。
英語や中国語などのリスニング能力をさらにのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第8回

スピーキング（会話）II。
自分の考えを表現する力をさらにのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第9回

リーディング（読解）II。
一定量の文章を的確に理解する能力をのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第10回

リーディング（読解）II。
一定量の文章を的確に理解する能力をさらにのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第11回

ライティング（文章表現）II。
自分の考えを文章で表現する力をさらにのばす。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第12回

グループ・ディスカッション。
多様な人々と意見を出し合い、対話や議論の中から新しい
発見をすることを英語や中国語で挑戦する。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第13回

プレゼンテーションI。
個人またはグループで与えられたテーマについて、英語や
中国語などの外国語で的確に表現し相手に伝えることを学
ぶ。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、青　晴海、巫　靚

第14回

プレゼンテーションI。
個人またはグループで与えられたテーマについて、英語や
中国語などの外国語で的確に表現し相手に伝えることを学
ぶ。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

Walzem Allen George、巫　靚

第15回

【研修報告のプレゼンテーションと課題】
研修成果とふりかえり、自分自身の変化や成長をうながす
ために、研修についての報告プレゼンテーションを行い、
研修全体を振り返った課題を提出する。自分自身の学び
について客観的に捉え、他者と共有することを学ぶ。

事前に指示された課題等をこな
して授業に備える。（90分）

授業中に指示された課題などを
こなして次の授業に備える。（90
分）

渡部　淳、矢部　玲子、Richardson Peter、Walzem Allen George、青　晴海、釣　晴彦、巫　靚
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

研修先で指定された場合には、それにしたがいます。

参考文献

適宜指示します。

履修条件・留意事項等

新しいことや知らないことに積極的に挑戦し、異なる考え方や生活習慣に柔軟に考えて対応できるしなやかな感性を持って研修に臨むこと。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

オリエンテーションへの参加態度、事前研修・課題、海外提携校で成績や評価、研修後プレゼ
ンテーション・課題の総合評価。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅠ（青　晴海） ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

国際経協力の現場での経験を有する職員の経験を活かし、現地とオンラインでつないで関係者からの情報収集などを行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考
や判断をする能力を身につける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」
を身につけることと特に関係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であ
るとともに、後期科目「卒業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

すべての授業はアクティブラーニングを軸に展開する。具体的には以下のような教授および学習方法により構成される。
➀多様な文献や作品を紹介し、卒業論文、卒業制作に向けた「研究計画書」をまとめるための知識と技能を身につけるよう具体的にアドバイス
する。（知識・技能）
➁学生自身の「問題関心」や「研究の目的」など、対話を通して表現できるよう丁寧に支援する。（思考・判断・表現）
③卒業論文、卒業制作に向け、学生が豊かな学びを得ることができるよう、論文や制作の社会的意義について豊かなコミュニケーションが身に
つくよう、アクティブ・ラーニングによってすすめる。（関心・意欲・態度）

e-ラーニングのプラットフォームを効果的に活用し、学生自身が自分の研究や制作の進捗状況について把握できるよう自主学習支援を行う。ま
た、論文や制作物について、参加者間で共有できるよう双方向型の授業によって進める。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

Google classroom等を活用し、学生自身のレポートや発表内容について、アドバイスやコメントを加える。と同時に、学生の学習過程やその成果
を参加者に紹介することによって、学生同士が相互に学びを深め合えるよう、教員がファシリテータとしての役割を担い、フィードバックをより豊
かなものとする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

ガイダンス１
「卒業研究計画書」を作成するための全体的な見通し及び
、自分の問題関心、研究の目的、方法とはどのようなものか
を理解する。

自分自身の「問題関心」を考え
る。（90分）

自分自身の「問題関心」を考え
る。（90分）

第2回

ガイダンス２
「卒業研究計画書」を作成するための全体的な見通し及び
、自分の問題関心、研究の目的、方法とはどのようなものか
を理解する。

自分自身の「問題関心」を考え
る。（90分）

自分自身の「問題関心」を考え
る。（90分）

第3回

自分自身を知る１
自分自身の個性や関心を知るため、担当教師や他の学生
と対話し、アドバイスを受ける。

自分の「問題関心」を他者に説
明できるよう準備する。（90分）

アドバイスを参考に、「問題関心
」を更に具体的に表現できるよう
にする。（90分）

第4回

自分自身を知る２
自分自身の個性や関心を知るため、担当教師や他の学生
と対話し、アドバイスを受ける。

自分の「問題関心」を他者に説
明できるよう準備する。（90分）

アドバイスを参考に、「問題関心
」を更に具体的に表現できるよう
にする。（90分）

第5回

「問題関心」の明確化１
自分の「問題関心」をより明確にするため、教師や他の学
生と対話し、アドバイスを受ける。

自分の「問題関心」をより明確に
説明できるよう準備する。（90分）

アドバイスを参考に、自分の「問
題関心」について、更に具体化
する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第6回

「問題関心」の明確化２
自分の「問題関心」をより明確にするため、教師や他の学
生と対話し、アドバイスを受ける。

自分の「問題関心」をより明確に
説明できるよう準備する。（90分）

アドバイスを参考に、自分の「問
題関心」について、更に具体化
する。（90分）

第7回

論文タイトルの設定１
「問題関心」から設定した論文のタイトルを発表し、教師や
他の学生とコミュニケーションをとる。

論文のタイトルを具体的に表現
してみる。（90分)

他者のアドバイスを参考に、論
文のタイトルを具体的に書いて
みる。（90分）

第8回

論文タイトルの設定２
「問題関心」から設定した論文のタイトルを発表し、教師や
他の学生とコミュニケーションをとる。

論文のタイトルを具体的に表現
してみる。（90分）

他者のアドバイスを参考に、論
文のタイトルを具体的に書いて
みる。（90分）

第9回

「研究の目的」の明確化（１）
自分は卒業論文や卒業制作で何を明らかにしたいのか、
何を表現したいのか、「研究の目的」について、教師や他
の学生と対話・討論し、アドバイスを受ける。

自分の研究や制作は何を明ら
かにし、どのように表現するもの
なのか、「研究の目的」を考える
。（90分）

他者のアドバイスを参考に、「研
究の目的」をさらに具体化する。
（90分）

第10回

「研究の目的」の明確化（２）
自分は卒業論文や卒業制作で何を明らかにしたいのか、
何を表現したいのか、「研究の目的」について、教師や他
の学生と対話・討論し、アドバイスを受ける。

自分の研究や制作は何を明ら
かにし、どのように表現するもの
なのか、「研究の目的」を考える
。（90分）

他者のアドバイスを参考に、「研
究の目的」をさらに具体化する。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第11回

「研究の目的」の明確化（３）
具体化した「研究の目的」を、教師や他の学生に説明し、
不十分な点を明確にする。

自分の「研究の目的」を具体化
し、他者に説明、表現できるよう
に準備をする。（90分）

授業を受けて、「研究の目的」を
より分かりやすく説明、表現でき
るようにする。（90分）

第12回

「研究の目的」の明確化（４）
具体化した「研究の目的」を、教師や他の学生に説明し、
不十分な点を明確にする。

自分の「研究の目的」を具体化
し、他者に説明、表現できるよう
に準備をする。（90分）

授業を受けて、「研究の目的」を
より分かりやすく説明、表現でき
るようにする。（90分）

第13回

「先行研究」の検討（１）
先人がなしとげた研究（先行研究）の成果に学び、それと
自分の研究の違いを明らかにする。そして自分（の研究）の
個性やオリジナリティがどこにあるかを明らかにする。

あらためて自分の「問題関心」と
「研究の目的」がつながっている
かを確認する。（90分）

図書館等を活用し、「先行研究」
の文献収集を行う。（90分）

第14回

「先行研究」の検討（２）
先人がなしとげた研究（先行研究）の成果に学び、それと
自分の研究の違いを明らかにする。そして自分（の研究）の
個性やオリジナリティがどこにあるかを明らかにする。

あらためて自分の「問題関心」と
「研究の目的」がつながっている
かを確認する。（90分）

図書館等を活用し、「先行研究」
の文献収集を行う。（90分）

第15回

「先行研究」の検討（３
「先行研究」を探し、自分の研究目的と関わる部分を整理・
把握する

自分の研究の目的と関わる「先
行研究」をリストアップする。（90
分）

「先行研究」を読み、自分の研
究と一致する点と、そうではない
点を考える。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第16回

「先行研究」の検討（４）
「先行研究」を探し、自分の研究目的と関わる部分を整理・
把握する

自分の研究の目的と関わる「先
行研究」をリストアップする。（90
分）

「先行研究」を読み、自分の研
究と一致する点と、そうではない
点を考える。（90分）

第17回

「先行研究」の検討（５）
「先行研究」を読み込み、その主張と自分の研究とがどのよ
うに関わるのか、その関係を明らかにするため、教師や他
の学生と対話・討論し、アドバイスを受ける。

「先行研究」が主張している点を
整理し、教師や他の学生に説明
、表現できるようにしておく。（90
分）

他者のアドバイスを参考に、さら
に「先行研究」（文献）を探し、自
分の研究との接点や差異を考え
る。（90分）

第18回

「先行研究」の検討（６）
「先行研究」を読み込み、その主張と自分の研究とがどのよ
うに関わるのか、その関係を明らかにするため、教師や他
の学生と対話・討論し、アドバイスを受ける。

「先行研究」が主張している点を
整理し、教師や他の学生に説明
、表現できるようにしておく。（90
分）

他者のアドバイスを参考に、さら
に「先行研究」（文献）を探し、自
分の研究との接点や差異を考え
る。（90分）

第19回

「先行研究」の検討（７）
これまでに集めた「先行研究」が明らかにした内容に対して
、自分の研究がどのように関係するかを明らかにするため、
教師や他の学生とよくコミュニケーションを交わす。

これまでに集めた「先行研究」の
主張をひとつひとつ整理する。（
90分）

他者のアドバイスを参考に、「先
行研究」の主張と、自分の研究
が明らかにしようとしている点を
整理する。（90分）

第20回

「先行研究」の検討（８）
これまでに集めた「先行研究」が明らかにした内容に対して
、自分の研究がどのように関係するかを明らかにするため、
教師や他の学生とよくコミュニケーションを交わす。

これまでに集めた「先行研究」の
主張をひとつひとつ整理する。（
90分）

他者のアドバイスを参考に、「先
行研究」の主張と、自分の研究
が明らかにしようとしている点を
整理する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第21回

「研究方法」の設定（１）
自分の「研究の目的」を遂行するためにふさわしい「研究の
方法」について説明し、教師や他の学生からアドバイスを
受ける。

自分の「研究の方法」について
説明できるようにしておく。（90分
）

授業を受け、「研究の方法」をさ
らに具体化する。（90分）

第22回

「研究方法」の設定（２）
自分の「研究の目的」を遂行するためにふさわしい「研究の
方法」について説明し、教師や他の学生からアドバイスを
受ける。

自分の「研究の方法」について
説明できるようにしておく。（90分
）

授業を受け、「研究の方法」をさ
らに具体化する。（90分）

第23回

「研究方法」の設定（３）
研究データを集めるためのフィールドワークやアンケート調
査などの計画を立て、教師や他の学生からアドバイスを受
ける。

「研究の方法」を具体化し、説明
する準備をする。（90分）

アドバイスを参考に、実行可能
な「研究方法」（フィールドワーク
や調査）の具体的な計画を立て
る。（90分）

第24回

「研究方法」の設定（４）
研究データを集めるためのフィールドワークやアンケート調
査などの計画を立て、教師や他の学生からアドバイスを受
ける。

「研究の方法」を具体化し、説明
する準備をする。（90分）

アドバイスを参考に、実行可能
な「研究方法」（フィールドワーク
や調査）の具体的な計画を立て
る。（90分）

第25回

「研究方法」の設定（５）
「研究の方法」を具体化し、実行できる準備計画（フィール
ドワークや調査対象者への依頼等）について、教師や他の
学生からアドバイスを受ける。

フィールドワークや調査のため、
実行可能な行動計画を立案す
る。（90分）

アドバイスを参考に、フィールド
ワークや調査のための具体化（「
アポ取り」等）を行う。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

「研究方法」の設定（６）
「研究の方法」を具体化し、実行できる準備計画（フィール
ドワークや調査対象者への依頼等）について、教師や他の
学生からアドバイスを受ける。

フィールドワークや調査のため、
実行可能な行動計画を立案す
る。（90分）

アドバイスを参考に、フィールド
ワークや調査のための具体化（「
アポ取り」等）を行う。（90分）

第27回

「研究計画書」の作成１
「研究計画書」（下書き）を口頭で発表する。今後の研究の
すすめ方について、教師や他の学生からアドバイスをもらう
。

「問題関心」「研究の目的」「先
行研究」「研究の方法」をまとめ
た「研究計画書」の下書きを作
成する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究計画
書」（下書き）を修正する。（90分
）

第28回

「研究計画書」の作成２
「研究計画書」（下書き）を口頭で発表する。今後の研究の
すすめ方について、教師や他の学生からアドバイスをもらう
。

「問題関心」「研究の目的」「先
行研究」「研究の方法」をまとめ
た「研究計画書」の下書きを作
成する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究計画
書」（下書き）を修正する。（90分
）

第29回

修正版「研究計画書」を提出し、今後の研究の進め方や夏
休みのフィールドワーク等の計画についてアドバイスを受
ける。

修正版「研究計画書」をWordで
仕上げ、提出準備をする。（90
分）

アドバイスを参考に、夏休みに
すすめるフィールドワークや各
種調査等の予定を立てる。（90
分）

第30回

修正版「研究計画書」を提出し、今後の研究の進め方や夏
休みのフィールドワーク等の計画についてアドバイスを受
ける。

修正版「研究計画書」をWordで
仕上げ、提出準備をする。（90
分）

アドバイスを参考に、夏休みに
すすめるフィールドワークや各
種調査等の予定を立てる。（90
分）
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100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業や活動における対話への参加（40％）、「研究計画書」（Word データ）の提出（60％）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅠ（渡部　淳） ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

基本的授業は対面で行い、板書および諸メディア・パワーポイント・配布物を利用して講義を進める。また学生自身の活動が中心となる科目で
あるので、授業各回において学生が調査したこと・学んだこと・問題解決の方法についてそれぞれ発表を行い、それについて教員および他の受
講者がコメント・学習・ディスカッション等を行うというスタイルで授業を進める。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

発表時および課題提出時にそれそれ細かい指示や指導を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
今後の授業の進め方についての説明。各学生から研究プ
ロジェクトのテーマや分野、関心の範囲についての発表。

シラバスをよく読み、疑問点を明
らかにしておく。自分の研究関
心について発表できるように整
理して準備する。（90分）

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第2回

研究の考え方についてのレクチャー
問題意識、研究対象、研究方法など研究を進めるにあたっ
ての心構えを講義し、各学生の研究テーマを習った方法
で整理する。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第3回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第4回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第5回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

- 506 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第7回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（５）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第8回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（６）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第9回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（７）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第10回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（８）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第11回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（９）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第12回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１０）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第13回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第14回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第15回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第16回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第17回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１５）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第18回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１６）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第19回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１７）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第20回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１８）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第21回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１９）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第22回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２０）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第23回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第24回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第25回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第27回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２５）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第28回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２６）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第29回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２７）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第30回

まとめ
学生による前期の研究のまとめの発表と、それに対する他
の学生や教員によるディスカッションやアドバイス。
夏休み中のリサーチについての指導。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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100

その他 0

教科書

特になし。

参考文献

各回で出てきた課題や論点に関連する参考文献や資料を適宜指示。

履修条件・留意事項等

自らの設定した課題について、研究の論理に基づいてアプローチし探求する好奇心とやる気が旺盛な学生を歓迎します。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度等の総合的評価（100%）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

none

2024　北海道文教大学 シラバス

卒業研究プロジェクトⅠ（Richardson Peter）

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

Students will be asked to complete the required reading and reflect on its content in preparation for each meeting. During each meeting, the 
students will discuss the content of the text or PowerPoint slides with the teacher with the goal of explaining how the content applies to their 
own research.

Students will be expected to use Google Classroom to study the key vocabulary and topic before each class. They will also be expected to do 
extensive online research in order to prepare for each lesson and consolidate their knowledge of the previous lesson.
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課題に対するフィードバックの方法

Individual feedback and guidance will be provided on the work of the student as each stage of the research project is completed.

授業計画 学習内容

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

The purpose and end goal of the graduation research 
project is introduced. In addition, students receive a 
general overview of the structure of the project and its 
various stages.

Study the materials related to 
the purpose, goal, and general 
overview of the research 
project. 
Study time: 90 minutes.

Review the materials related to 
the purpose, goal, and general 
overview of the research project 
and begin to think about a 
possible focus for your 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第2回

Discuss and critically evaluate pages 3 to 6 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 3 to 6 in 
the book, "Metaphors We Live 
By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第3回

Discuss and critically evaluate pages 7 to 9 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 7 to 9 in 
the book, "Metaphors We Live 
By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第4回

Discuss and critically evaluate pages 10 to 13 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 10 to 13 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第5回

Discuss and critically evaluate pages 14 to 21 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 14 to 21 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

Discuss and critically evaluate pages 22 to 24 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 22 to 24 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第7回

Discuss and critically evaluate pages 25 to 32 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 25 to 32 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第8回

Discuss and critically evaluate pages 33 to 34 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 33 to 34 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第9回

Discuss and critically evaluate pages 35 to 40 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 35 to 40 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第10回

Discuss and critically evaluate pages 41 to 45 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 41 to 45 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第11回

Discuss and critically evaluate pages 46 to 51 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 46 to 51 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第12回

Discuss and critically evaluate pages 52 to 55 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 52 to 55 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第13回

Discuss and critically evaluate pages 56 to 60 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 56 to 60 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第14回

Discuss and critically evaluate pages 61 to 68 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 61 to 68 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第15回

Discuss and critically evaluate pages 69 to 76 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 69 to 76 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第16回

Discuss and critically evaluate pages 77 to 86 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 77 to 86 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第17回

Discuss and critically evaluate pages 87 to 96 in the book, 
"Metaphors We Live By" by George Lakoff and Mark 
Johnson. In addition, focus on how the content could help 
you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 87 to 96 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第18回

Discuss and critically evaluate pages 97 to 105 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 97 to 105 
in the book, "Metaphors We 
Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第19回

Discuss and critically evaluate pages 106 to 114 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 106 to 
114 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第20回

Discuss and critically evaluate pages 115 to 125 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 115 to 
125 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第21回

Discuss and critically evaluate pages 126 to 138 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 126 to 
138 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第22回

Discuss and critically evaluate pages 139 to 146 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 139 to 
146 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第23回

Discuss and critically evaluate pages 147 to 155 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 147 to 
155 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第24回

Discuss and critically evaluate pages 156 to 158 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 156 to 
158 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第25回

Discuss and critically evaluate pages 159 to 184 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 159 to 
184 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

Discuss and critically evaluate pages 185 to 194 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 185 to 
194 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第27回

Discuss and critically evaluate pages 195 to 209 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 195 to 
209 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第28回

Discuss and critically evaluate pages 210 to 222 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 210 to 
222 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第29回

Discuss and critically evaluate pages 223 to 225 in the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 223 to 
225 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第30回

Reflect on the content of "Metaphors We Live By" as a 
whole and how it connects to your research project. 
Discuss with your teacher the topic and general structure 
of your dissertation.

Review the book "Metaphors 
We Live By" and summarize the 
main content.

Start to write a plan for the 
basic structure of your 
dissertation.
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100

その他 0

教科書

A copy of the textbook "Metaphors We Live By" will be provided by the teacher. Students do not need to buy the book.

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度等の総合的評価（100%）。

- 520 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

Glass will have lecture, group work, discussion, and individual meetings with teacher. There will be a large writing component to the class.

ＩＣＴ活用

We will use computer for media and reports, internet research, and so on.

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

卒業研究プロジェクトⅠ（Walzem Allen George）

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

The class will be all in English, with a focus on academic writing and research skills. Students will experience a senior educating these skills, 
so, in addition to gaining the skills themselves, students will see ways they can be taught.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 Walzem Allen George

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 min

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 min Grammar 5 homework 90 min

担当教員 Walzem Allen George

review 90 min Grammar 6 90 min

担当教員 Walzem Allen George

There will be prompt written and oral feedback on all work. The teacher will write on student papers, but there will also be regular one-on-
one conferences.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Introduction: Report vs. Research--the nature of 
academic writing
  Begin grammar

Try to think of area you would 
like to study 90 min

Do grammar units 5 and 6  90 
minutes

第2回

1. Choosing topic area 
2. Paragraph review
3. Grammar 2

Review lesson, think about topic 
area 90 min

Do Grammar homework (2 units) 
 90 minutes

第3回

1.  Narrowing topic
2. Revising and editng 1
3. Grammar 3

Do gramar homework (2 units) 
90 min

第4回

1. Research question formation
2. Revising and editing 2
3. Grammar 4

第5回

1. Finding "good" articles, books, web sources for 
research
2. Revising and editing 3
3. Grammar 5
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Review 90 min

担当教員 Walzem Allen George

Write essay  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Midterm writing and grammar exercise Review 90 min Grammar 8  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review  90 minutes Grammar 9  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 minutes Grammar 10  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

第6回

1. Essay Structures
2. Grammar 6

Grammar 7 homework  90 
minutes

第7回

1. Writing an introduction
2. Grammar 7 check

Homework: Essay prep  90 
minutes

第8回

第9回

1. Good and  bad research sources
2. Pre-writing and structure, II
3, Grammar 8

第10回

1. Citing sources in text
2. Process essay
3. Grammar 9
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Review  90 minutes Write essay  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Peer work: Essay checking Review 90 min Grammar 11  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review  90 minutes Grammar 12  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review  90 minutes Write essay  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Final project:  Writing and grammar component Review test ideas  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

第11回

Division and classification essay
Grammar 10

第12回

第13回

Cause and Effect structure
Grammar 11

第14回

Comparison and contrast structure
In class writing
Grammar 13

第15回

Decide final research topic!!  90 
minutes
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Research ideas--read sample 1 Review 90 min Grammar 14  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review  90 minutes Grammar 15  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Sample thesis analysis II

担当教員 Walzem Allen George

Review and focus  90 minutes Grammar 16

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 minutes Grammar 17  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

第16回

第17回

Citation practice activity
Grammar 14 check

第18回

Determine tentative research 
questions  90 minutes

Write up research questions, 
possible sources  90 minutes

第19回

Students will present research ideas to class, class 
discussion of each

第20回

Research form Part 1
Grammar 16 check
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Review Work on project! Find sources

担当教員 Walzem Allen George

Review  90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Teacher meetings: 1-on-1 Part 1 Grammar 18 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Grammar 18 Check Review 90 minutes Grammar 19

担当教員 Walzem Allen George

Study and write Read sample essay

担当教員 Walzem Allen George

第21回

Research form Part II
 Grammar 17

第22回

Research form Part III
Student reports on sources

Summarize data from indepenent 
research

第23回

Review and research  90 
minutes

第24回

第25回

Grammar 19 check
Writing practice
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Essay discussion Grammar 20

担当教員 Walzem Allen George

review 90 minutes Grammar 21

担当教員 Walzem Allen George

Teacher meetings: 1-on-1 Part 2 Begin serious research Grammar 22

担当教員 Walzem Allen George

Final be review Prepare for final Study

担当教員 Walzem Allen George

FInal Exam Think about research topic Decide research questions

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない

第26回

Continue researching and 
preparatin

第27回

Grammar check
 writing exercise

第28回

第29回

第30回
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60 Participation, regular homework, meeting writing deadlines

その他 40 Final paper

教科書

Prints will be provided by teacher

参考文献

Provided by teacher. Students will also need to do own research and acquire relevant materials.

履修条件・留意事項等

備考欄

This will require large amounts of skills work, writing, grammar improvement, and logical thinking skills.

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅠ（釣　晴彦） ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 釣　晴彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

テーマを推敲するために関連する書物を読み、出来るだけ演習形式で講義を進めていく。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

様々なICTを活用する。

高校教員として長い間実践教育を行ってきた。また、大学でも小学校・中学校・高校と現場を訪問して学生達と知見を広げてきたのでその実践
教育を取り入れていく。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 釣　晴彦

卒論のテーマに関して再度考察する。

担当教員 釣　晴彦

卒論のテーマに関して再考察する。

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

オンラインにおいても課題などをフィードバックしていく.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
卒業テーマについて考え、議論する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第2回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第3回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第4回

卒論のテーマに関して自ら選んだテーマに沿って研究的
学習を進める計画案を作成する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第5回

自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進める計画案に
ついて考察する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）
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卒業研究プロジェクトにつながる文献を読み進める。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの体験の可能性を考察する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェックの内容について考察する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの内容を検証して考察する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの内容を検証して考察する。

担当教員 釣　晴彦

第6回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第7回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第8回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第9回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第10回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）
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卒業研究プロジェクトの内容を検証して考察する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの今までの課題を分析する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの今までの課題を分析する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

第11回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第12回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第13回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第14回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第15回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）
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卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの過程の評価・検証する。

担当教員 釣　晴彦

第16回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第17回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第18回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第19回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第20回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）
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卒業研究プロジェクトの構成の確認をする。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの中間発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトの中間発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

まとめとして、これまでの卒論の構成や内容を検証する。

担当教員 釣　晴彦

まとめとして、これまでの卒論の構成や内容を検証する。

担当教員 釣　晴彦

第21回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第22回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第23回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話して確認したことを整理する。
（90分）

第24回

発表することを整理する。（90分
）

整理して提出する。（90分）

第25回

発表することを整理する。（90分
）

整理して提出する。（90分）
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卒論の中間発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論の中間発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅠのまとめを発表する。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅠのまとめを発表する。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅠのまとめをする。

担当教員 釣　晴彦

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第26回

発表することを整理する。（90分
）

整理して提出する。（90分）

第27回

発表することを整理する。（90分
）

整理して提出する。（90分）

第28回

反省・課題を検証する。（90分） 整理して提出する。（90分）

第29回

反省・課題を検証する。（90分） 整理して提出する。（90分）

第30回

反省・課題を検証する。（90分） 整理して提出する。（90分）
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100

その他 0

教科書

随時話し合いの中で提示する。

参考文献

随時話し合いの中で提示する。

履修条件・留意事項等

大学で学んできたことの知見を広げ総括する意欲を持って臨んでもらいたい。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

総合的な評価
卒論の構成と内容 発表
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅠ（宮本　融） ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

テーマを推敲するために関連する書物を読み、演習形式で進めていく。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

Google Classroomによる事務的連絡及び課題付与及び提出物の管理はもちろん、受講者の関心に基づき関連するWeb上の素材を適宜紹介し
ていく。

旧通商産業省（現経済産業省）職員としての実務経験に加え、現実の政治過程における実践活動尾経験も踏まえて、理論と実践の両方の側面
から指導する。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

大塚久雄『社会科学の方法』を読む（２）

担当教員 宮本　融

大塚久雄『社会科学の方法』を読む（３）

担当教員 宮本　融

大塚久雄『社会科学の方法』を読む。（４）

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

Google Classroomによるコミュニケーションはもちろん、週2回以上の対面での議論を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

大塚久雄『社会科学の方法』岩波新書1966 を読む （１）
（新刷が発売されている。）

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

経済学と政治学の方法論に関
する講義を受けノートを整理し、
学習を深める。（90分）

第2回

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

マックス・ウェーバーについて、
学習を深める。（90分）

第3回

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

カール・マルクスの与えた影響
について学習を深める。（90分）

第4回

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

大塚久雄が日本の社会科学に
与えた影響についてまとめる。（
90分）

第5回

政治学における方法論１（１）
加藤淳子『政治学の方法』有斐閣アルマ 2014を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

- 538 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第6回

政治学における方法論１（２）
加藤淳子『政治学の方法』有斐閣アルマ 2014を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第7回

政治学における方法論１（３）
加藤淳子『政治学の方法』有斐閣アルマ 2014を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第8回

政治学における方法論２（１）
久米郁男 『原因を推論する』有斐閣 20013を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第9回

政治学における方法論２（２）
久米郁男 『原因を推論する』有斐閣 20013を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第10回

政治学における方法論２（３）
久米郁男 『原因を推論する』有斐閣 20013を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）
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担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第11回

政治学における方法論２（４）
久米郁男 『原因を推論する』有斐閣 20013を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第12回

政治学における方法論３（１）
松林哲也 『政治学と因果推論 比較から見える政治と社会
』 岩波書店 2021を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第13回

政治学における方法論３（２）
松林哲也 『政治学と因果推論 比較から見える政治と社会
』 岩波書店 2021を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第14回

政治学における方法論３（３）
松林哲也 『政治学と因果推論 比較から見える政治と社会
』 岩波書店 2021を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第15回

実践分析論１（１）
水口憲人・北原鉄也・久米郁男編著 『変化をどう説明する
か 政治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第16回

実践分析論１（２）
水口憲人・北原鉄也・久米郁男編著 『変化をどう説明する
か 政治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第17回

実践分析論１（３）
水口憲人・北原鉄也・久米郁男編著 『変化をどう説明する
か 政治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第18回

実践分析論１（４）
水口憲人・北原鉄也・久米郁男編著 『変化をどう説明する
か 政治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第19回

実践分析編２（１）
水口憲人・北原鉄也・真渕勝編著 『変化をどう説明するか 
行政編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第20回

実践分析編２（２）
水口憲人・北原鉄也・真渕勝編著 『変化をどう説明するか 
行政編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第21回

実践分析編２（３）
水口憲人・北原鉄也・真渕勝編著 『変化をどう説明するか 
行政編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第22回

実践分析編２（４）
水口憲人・北原鉄也・真渕勝編著 『変化をどう説明するか 
行政編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第23回

実践分析編３（１）
水口憲人・北原鉄也・秋月謙吾編著 『変化をどう説明する
か 地方自治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第24回

実践分析編３（２）
水口憲人・北原鉄也・秋月謙吾編著 『変化をどう説明する
か 地方自治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第25回

実践分析編３（３）
水口憲人・北原鉄也・秋月謙吾編著 『変化をどう説明する
か 地方自治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 宮本　融

自己分析編

担当教員 宮本　融

自分で分析してみる

担当教員 宮本　融

ケースを書いてみる（上）

担当教員 宮本　融

ケースを書いてみる（下）

担当教員 宮本　融

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

実践分析編３（４）
水口憲人・北原鉄也・秋月謙吾編著 『変化をどう説明する
か 地方自治編』 木鐸社 2000
を読む。

課題図書を読み、論点をまとめ
る。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第27回

これまで学んだCase Stadiesの
中で感銘を受けた分析を一つあ
げて、その特徴を説明できるよう
にまとめる。（90分）

講義における論点をまとめる。
（90分）

第28回

テーマを一つ選び、これまで学
んだ分析手法を使い、原因を分
析してみる。（90分）

授業での議論を踏まえ中間課
題としてまとめる。（90分）

第29回

具体的事例を１つ選び、情報を
収集して分析する。（90分）

期末課題としてケースをまとめる
。（90分）

第30回

前回の指摘を受け、追加で分析
を進める。（90分）

期末課題としてケースをまとめる
。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

随時紹介する。

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度 30％
中間課題        20%
期末課題        50%

Gary King, Robert Keohane and Sidney Verba, Designing Social Inquiry, new edition Princeton UP 2021
Steve van Evera, Guide to Methods for Students of Political Science, Cornell UP 1997

与えられた課題文献は、何があっても読了し、きちんと論点をまとめて説明できるように毎回準備しておくこと。卒業研究は自ら主体的に研究報
告を書くことを目的としているため、受け身の態度の者には単位を認めない。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅠ（巫　靚） ナンバリング 4951

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度前期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

情報活用能力や論理的・批判的な思考能力、分析能力、判断能力を育成するために、グループプレゼンテーションやディスカッションの形式で
授業を進める。なお、履修者の学習状況に合わせて、各回の講義内容を調整する場合がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

①ガイダンス②研究倫理について学習する。

担当教員 巫　靚

外山滋比古『思考の整理学』（１）：卒論とは何か。

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業内容の調整を行う。プレゼンテーションの完成度・問題点について、学生にアド
バイスする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

卒業研究について自身の関心
などを整理する（90分）。

授業の内容を整理し、復習する
（90分）。

第2回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第3回

外山滋比古『思考の整理学』（2）：いかに卒論のテーマを
見つけるか。

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第4回

外山滋比古『思考の整理学』（３）：いかに情報を“メタ”化す
るか。

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第5回

外山滋比古『思考の整理学』（４）：資料をいかに整理する
か。

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

カー『歴史とは何か』（１）：歴史家と事実（はしがき、第１章）

担当教員 巫　靚

カー『歴史とは何か』（２）：社会と個人（第２章）

担当教員 巫　靚

カー『歴史とは何か』（３）：歴史と科学と道徳（第３章）

担当教員 巫　靚

第6回

外山滋比古『思考の整理学』（5）：垣根を越えて 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第7回

外山滋比古『思考の整理学』（6）：コンピューターと人間 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第8回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第9回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第10回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

カー『歴史とは何か』（４）：歴史における因果関係（第４章）

担当教員 巫　靚

カー『歴史とは何か』（５）：進歩としての歴史（第５章）

担当教員 巫　靚

カー『歴史とは何か』（６）：広がる地平線（第６章）

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第11回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第12回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第13回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第14回

若林正丈『台湾の歴史』（1）：東アジア史の「気圧の谷」と台
湾

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第15回

若林正丈『台湾の歴史』（2）：清末開港と日本の植民地統
治

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第16回

若林正丈『台湾の歴史』（3）：二・二八事件と中国内戦 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第17回

若林正丈『台湾の歴史』（4）：「中華民国」の統治 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第18回

若林正丈『台湾の歴史』（5）：「中華民国」の対外危機と台
湾社会の自己主張

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第19回

若林正丈『台湾の歴史』（6）：李登輝の登場 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第20回

若林正丈『台湾の歴史』（7）：台湾ナショナリズムとエスノポ
リティクス

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 巫　靚

方法論① 総論

担当教員 巫　靚

実践論① 総論

担当教員 巫　靚

方法論② 文献史学

担当教員 巫　靚

実践論② 文献史学

担当教員 巫　靚

第21回

若林正丈『台湾の歴史』（8）：中華人民共和国と台湾 学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第22回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第23回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第24回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第25回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

方法論③ 口述史

担当教員 巫　靚

実践論③ 口述史

担当教員 巫　靚

方法論④ 考古学・文献史学（前近代）

担当教員 巫　靚

郷土史研究論

担当教員 巫　靚

結び：歴史は誰のためにあるのか。

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第26回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第27回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第28回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第29回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。

第30回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を整理し、まとめる
（90分）。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業の参加度（予習、復習、プレゼンテーション、ディスカッション）100％

『思考の整理学』外山滋比古、筑摩書房、1986年。
『歴史とは何か』E.H.カー著、清水幾太郎訳、岩波書店、1961年。
『台湾の歴史』若林正丈、講談社、2023年。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅡ（青　晴海） ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 青　晴海

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

国際経協力の現場での経験を有する職員の経験を活かし、現地とオンラインでつないで関係者からの情報収集などを行う。

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

・授業の位置づけ（両学科共通）
この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考
や判断をする能力を身につける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」
を身につけることと特に関係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であ
るとともに、前期科目「卒業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

すべての授業はアクティブラーニングを軸に展開する。具体的には以下のような教授および学習方法により構成される。
➀多様な文献や作品を紹介し、卒業論文、卒業制作に向けた「研究計画書」をまとめるための知識と技能を身につけるよう具体的にアドバイス
する。（知識・技能）
➁学生自身の「問題関心」や「研究の目的」など、対話を通して表現できるよう丁寧に支援する。（思考・判断・表現）
③卒業論文、卒業制作に向け、学生が豊かな学びを得ることができるよう、論文や制作の社会的意義について豊かなコミュニケーションが身に
つくよう、アクティブ・ラーニングによってすすめる。（関心・意欲・態度）

e-ラーニングのプラットフォーム等を活用し、学生自身の文章表現、論理構成を確認し、自主学習支援を行う。また学生の学習過程を参加者間
で共有し、双方向型の授業方法によって進めるようICTを活用する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

グーグルクラスルームのプラットフォーム等を活用し、学生自身のレポートや作品制作過程に寄り添い、アドバイスやコメントを加える。と同時に、
学生の学習過程やその成果を参加者と共有することによって、学生同士が互いに学びを深め合えるよう、教師がファシリテータとしての役割を
担い、フィードバックをより豊かなものとする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

研究計画の確認・修正１
「卒研Ⅰ」で提出した「研究計画書」にもとづき、フィールド
ワークの計画を確認する。

論文作成に向けて、より具体的
なスケジュールを作成しておく。
（90分）

フィールドワークをはじめ、デー
タ収集のための「アポ取り」や行
動予定を確認する。（90分）

第2回

研究計画の確認・修正２
「卒研Ⅰ」で提出した「研究計画書」にもとづき、フィールド
ワークの計画を確認する。

論文作成に向けて、より具体的
なスケジュールを作成しておく。
（90分）

フィールドワークをはじめ、デー
タ収集のための「アポ取り」や行
動予定を確認する。（90分）

第3回

論文の執筆（１）
「研究計画書」にもとづき、論文執筆の根本的な動機（問題
関心「はじめに」）を執筆・加筆し、教師や他の学生に読ん
でもらいアドバイスを受ける。

論文執筆の動機や問題関心を「
はじめに」として下書きしておく。
（90分）

アドバイスを参考に、「はじめに」
を修正する。（90分）

第4回

論文の執筆（２）
「研究計画書」にもとづき、論文執筆の根本的な動機（問題
関心「はじめに」）を執筆・加筆し、教師や他の学生に読ん
でもらいアドバイスを受ける。

論文執筆の動機や問題関心を「
はじめに」として下書きしておく。
（90分）

アドバイスを参考に、「はじめに」
を修正する。（90分）

第5回

論文の執筆（３）
「先行研究の論点整理」を執筆し、教師や他の学生からア
ドバイスを受ける。

「先行研究の論点整理」の下書
きを作成する。（90分）

アドバイスを参考に、「先行研究
の論点整理」を修正する。（90分
）
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第6回

論文の執筆（４）
「先行研究の論点整理」を執筆し、教師や他の学生からア
ドバイスを受ける。

「先行研究の論点整理」の下書
きを作成する。（90分）

アドバイスを参考に、「先行研究
の論点整理」を修正する。（90分
）

第7回

論文の執筆（５）
執筆した「先行研究の論点整理」をもとに、自分の研究や
作品制作で明らかにする内容として「研究の課題」を執筆し
、教師や他の学生に読んでもらいアドバイスを受ける。

「研究の課題」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の課
題」を修正する。（90分）

第8回

論文の執筆（６）
執筆した「先行研究の論点整理」をもとに、自分の研究や
作品制作で明らかにする内容として「研究の課題」を執筆し
、教師や他の学生に読んでもらいアドバイスを受ける。

「研究の課題」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の課
題」を修正する。（90分）

第9回

論文の執筆（７）
執筆した「研究の方法」について、教師や他の学生からアド
バイスを受ける。

「研究の方法」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の方
法」を修正する。（90分）

第10回

論文の執筆（８）
執筆した「研究の方法」について、教師や他の学生からアド
バイスを受ける。

「研究の方法」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の方
法」を修正する。（90分）
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第11回

論文の執筆（９）
執筆した「研究の対象」を教師や他の学生に読んでもらい
アドバイスを受ける。

「研究の対象」について、下書き
を作成する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の対
象」をさらに修正する。（90分）

第12回

論文の執筆（１０）
執筆した「研究の対象」を教師や他の学生に読んでもらい
アドバイスを受ける。

「研究の対象」について、下書き
を作成する。（90分）

アドバイスを参考に、「研究の対
象」をさらに修正する。（90分）

第13回

中間発表会（１）
これまでの執筆内容(「はじめに」～「研究の対象」まで）を
通して読んでもらい、教師や他の学生のアドバイスを受ける

これまでの執筆内容をつなげて
みる。自分で音読し、文意がき
ちんとつながるか、その論理の
つながりを確認する。（90分）

アドバイスを参考に、中間検討
会用のレジュメ作成にとりかかる
。（90分）

第14回

中間発表会（１）フォローアップ
前回のコメントをベースに修正する

これまでの執筆内容をつなげて
みる。自分で音読し、文意がき
ちんとつながるか、その論理の
つながりを確認する。（90分）

アドバイスを参考に、中間検討
会用のレジュメ作成にとりかかる
。（90分）

第15回

中間発表会（２）
これまでの執筆内容、制作内容をレジュメにまとめ、発表し
、教師や他の学生のアドバイスを受ける。

中間発表会で発表する文章を
下書きする。（90分）

あらためて、これまでの文章（「
はじめに」～「研究の対象」）を
読み、修正する。（90分）
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第16回

中間発表会（２）フォローアップ
前回のコメントを踏まえ修正する。

中間発表会で発表する文章を
下書きする。（90分）

あらためて、これまでの文章（「
はじめに」～「研究の対象」）を
読み、修正する。（90分）

第17回

卒業論文の構成１
卒業論文の全体構成について、教師や他の学生とコミュニ
ケーションを重ね、アドバイスを受ける

論文構成を考え、読者にわかり
やすく伝わるようリハーサルして
みる。（90分）

アドバイスを参考に、論文構成、
作品構成を再度修正する。（90
分）

第18回

卒業論文の構成２
卒業論文の全体構成について、教師や他の学生とコミュニ
ケーションを重ね、アドバイスを受ける

論文構成を考え、読者にわかり
やすく伝わるようリハーサルして
みる。（90分）

アドバイスを参考に、論文構成、
作品構成を再度修正する。（90
分）

第19回

卒業論文の「結果」
執筆した「研究結果」、卒業制作を教師や他の学生に説明
し、アドバイスを受ける。

「研究結果」をまとめ、その下書
きを作成する。（90分）

アドバイスを受けて、「研究結果
」を修正する。（90分）

第20回

卒業論文の「結果」１
執筆した「研究結果」、卒業制作を教師や他の学生に説明
し、アドバイスを受ける。

「研究結果」をまとめ、その下書
きを作成する。（90分）

アドバイスを受けて、「研究結果
」を修正する。（90分）
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担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

第21回

卒業論文の「考察」２
執筆した「考察」を、教師や他の学生に読んでもらい、アド
バイスを受ける。

「考察」の下書きを作成する。
（90分）

アドバイスを受けて、「考察」を修
正する。（90分）

第22回

卒業論文の「考察」１
執筆した「考察」を、教師や他の学生に読んでもらい、アド
バイスを受ける。

「考察」の下書きを作成する。
（90分）

アドバイスを受けて、「考察」を修
正する。（90分）

第23回

卒業論文の「今後の課題」１
執筆した「今後の課題」を、教師や他の学生に読んでもら
い、アドバイスを受ける。

「今後の課題」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを受けて、「今後の課
題」を修正する。（90分）

第24回

卒業論文「今後の課題」２
執筆した「今後の課題」を、教師や他の学生に読んでもら
い、アドバイスを受ける。

「今後の課題」の下書きを作成
する。（90分）

アドバイスを受けて、「今後の課
題」を修正する。（90分）

第25回

「卒業研究要旨」の執筆と対話・コミュニケーション１
執筆した「卒業研究要旨」(下書き）を、教師や他の学生に
読んでもらい、アドバイスを受ける。

「参考文献一覧」を作成し、論文
全体をまとめるとともに、「卒業研
究要旨」の下書きを作成する。（
90分）

アドバイスを受けて、「参考文献
一覧」及び「卒業研究要旨」を修
正し、提出する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

担当教員 青　晴海

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

「卒業研究要旨」の執筆と対話・コミュニケーション２
執筆した「卒業研究要旨」(下書き）を、教師や他の学生に
読んでもらい、アドバイスを受ける。

「参考文献一覧」を作成し、論文
全体をまとめるとともに、「卒業研
究要旨」の下書きを作成する。（
90分）

アドバイスを受けて、「参考文献
一覧」及び「卒業研究要旨」を修
正し、提出する。（90分）

第27回

卒業論文の完成１
これまでの研究活動を総括し、卒業論文を完成させ、最終
チェックを行う。

教師や仲間から受けた最終アド
バイスをもとに、論文の最終チェ
ックを行う。（90分）

発表会の質疑応答を見通して、
自分の研究のポイントや弱点に
ついて再考しておく。（90分）

第28回

卒業論文の完成２
これまでの研究活動を総括し、卒業論文を完成させ、最終
チェックを行う。

教師や仲間から受けた最終アド
バイスをもとに、論文の最終チェ
ックを行う。（90分）

発表会の質疑応答を見通して、
自分の研究のポイントや弱点に
ついて再考しておく。（90分）

第29回

卒業論文の完成３
これまでの研究活動を総括し、卒業論文を完成させ、最終
チェックを行う。

教師や仲間から受けた最終アド
バイスをもとに、論文の最終チェ
ックを行う。（90分）

発表会の質疑応答を見通して、
自分の研究のポイントや弱点に
ついて再考しておく。（90分）

第30回

卒業論文の発表
卒業論文について発表する。質疑に対して丁寧に応答す
る。

発表原稿を作成し、卒業研究発
表会での発表の準備をする。
（90分）

卒業研究の活動全体を振り返り
、自分の学びを総括する。（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

卒業研究要旨（PDFファイルデータ）（40％）、卒業論文（40％）、卒業研究発表会での発表・参
加の姿勢（20％）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅡ（渡部　淳） ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 渡部　淳

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、前期科目「卒
業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

基本的授業は対面で行い、板書および諸メディア・パワーポイント・配布物を利用して講義を進める。また学生自身の活動が中心となる科目で
あるので、授業各回において学生が調査したこと・学んだこと・問題解決の方法についてそれぞれ発表を行い、それについて教員および他の受
講者がコメント・学習・ディスカッション等を行うというスタイルで授業を進める。

Google classroomを活用して発表資料等を提出してもらいつつ、教員による指示・参考文献やサイトの提示、他の受講生からのフィードバックな
どを適宜行うことのできるツールとして活用する。
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課題に対するフィードバックの方法

発表時および課題提出時にそれそれ細かい指示や指導を行う。

授業計画 学習内容

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
授業の進め方の説明と、各学生の夏季休暇中のリサーチ
の進捗状況についての報告。

シラバスをよく読み、疑問点を明
らかにしておく。自分の研究の
進捗状況について発表できるよ
うに整理して準備する。（90分）

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第2回

研究成果物の作成へのガイド
各自の研究の進捗状況や、これまでの研究成果をもとに、
最終的な研究成果物の構成について発表し、アドバイスや
指導を受ける。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第3回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第4回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第5回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第6回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第7回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（５）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第8回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（６）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第9回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（７）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第10回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（８）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第11回

研究プロジェクトの成果物の構成の中間検討 その１
学生による成果物の現時点での構成の発表。構成へのア
ドバイスと指導。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第12回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（９）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第13回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１０）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第14回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第15回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第16回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第17回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第18回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１５）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第19回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１６）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第20回

研究プロジェクトの成果物の構成の中間検討 その２
学生による成果物の現時点での構成の発表。構成へのア
ドバイスと指導。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

第21回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１７）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第22回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１８）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第23回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（１９）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第24回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２０）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第25回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２１）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２２）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第27回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２３）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第28回

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論（２４）
学生によるプレゼンテーション、ディスカッションと教員によ
るアドバイスと補足説明。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第29回

研究成果物の提出
学生による成果物の提出と内容の説明。教員からの最終
チェックとアドバイス。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。

第30回

研究成果の発表会
１年間、一緒に勉強してきた各研究プロジェクトの成果を仲
間の前で発表し、成果を共有するとともに、学生や教員か
らのフィードバックを行う。

自分の研究テーマについてリサ
ーチしたことを整理して発表でき
るように準備する（90分）。

授業で課された課題を行い、自
分の研究についてのリサーチを
行う（90分）。
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100

その他 0

教科書

教科書は特にない。

参考文献

各学生の研究分野、研究関心に関連する文献、資料などを各授業で適宜指示します。

履修条件・留意事項等

自分の研究成果を、公共の評価に耐えうるものとして、仕上げていく作業に関心と意欲をもつ学生を歓迎します。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度等の総合的評価（100%）。

- 568 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 Richardson Peter

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

none

2024　北海道文教大学 シラバス

卒業研究プロジェクトⅡ（Richardson Peter）

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、前期科目「卒
業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

Students will be asked to complete the required reading and reflect on its content in preparation for each meeting. During each meeting, the 
students will discuss the content of the text or PowerPoint slides with the teacher with the goal of explaining how the content applies to their 
own research. Students will also discuss the progress they have made on their research project with the teacher.

Students will be expected to use Google Classroom to study the key vocabulary and topic before each class. They will also be expected to do 
extensive online research in order to prepare for each lesson and consolidate their knowledge of the previous lesson.
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課題に対するフィードバックの方法

Individual feedback and guidance will be provided on the work of the student as each stage of the research project is completed.

授業計画 学習内容

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

The purpose and end goal of the graduation research 
project is introduced. In addition, students receive a 
general overview of the structure of a dissertation and its 
various parts.

Study the materials related to 
the purpose, goal, and general 
overview of the research project 
and writing a dissertation. 
Study time: 90 minutes.

Review the materials related to 
the purpose, goal, and general 
overview of the research project 
and begin to think about a 
possible focus for your 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第2回

Discuss and critically evaluate the final section of the 
book, "Metaphors We Live By" by George Lakoff and 
Mark Johnson. In addition, focus on how the content could 
help you decide on your own research topic for your 
dissertation.

Read and study pages 229 to 
238 in the book, "Metaphors 
We Live By" by George Lakoff 
and Mark Johnson. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
chapter and reflect upon how it 
could apply to the topic of your 
own dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第3回

Discuss and evaluate the first section of the first set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第4回

Discuss and evaluate the second section of the first set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第5回

Discuss and evaluate the first section of the second set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第6回

Discuss and evaluate the second section of the second set 
of PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第7回

Discuss and evaluate the first section of the third set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第8回

Discuss and evaluate the second section of the third set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第9回

Discuss and evaluate the first section of the fourth set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第10回

Discuss and evaluate the second section of the fourth set 
of PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第11回

Discuss and evaluate the third section of the fourth set of 
PowerPoint slides related to the study of metaphor, 
metonymy, and agency in texts and discourse. Focus on 
comparing and contrasting the examples provided with 
your own research topic.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第12回

Discuss all four sets of PowerPoint slides and explain how 
the examples of metaphor, metonymy, and agency in texts 
and discourse are being integrated into the outline of your 
dissertation.

Read through and study the 
assigned PowerPoint slides. 
Check any difficult vocabulary 
and compare the content with 
the book "Metaphors We Live 
By" studied in the first 
semester. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned PowerPoint slides and 
reflect upon how they it apply 
to the topic of your own 
dissertation. 
Study time: 90 minutes.

第13回

The essential structure of a dissertation is introduced 
along with an overview of its different parts.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第14回

Students discuss the draft outline of their dissertation with 
the teacher.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第15回

The structure of the introduction section of a dissertation 
is examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第16回

Feedback and guidance are provided on the introduction 
section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第17回

The structure and content of a literature review is 
examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第18回

Feedback and guidance are provided on the literature 
review section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第19回

Students are introduced to the APA referencing system 
and taught how to include short and long references in 
their dissertation relating to books, articles, and online 
resources.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第20回

Feedback and guidance are provided on the student's use 
of the APA system and their current short and long 
references. Advice is provided about increasing the 
number and range of references.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

第21回

The structure and content of a methodology section is 
examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第22回

Feedback and guidance are provided on the methodology 
section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第23回

The structure and content of an analysis section of a 
dissertation is examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第24回

Feedback and guidance are provided on the analysis 
section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第25回

The structure and content of a discussion section is 
examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.
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担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

担当教員 Richardson Peter

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

Feedback and guidance are provided on the discussion 
section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第27回

The structure and content of a concluding section of a 
dissertation is examined.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第28回

Feedback and guidance are provided on the concluding 
section of the student's dissertation.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第29回

Students orally present the content of their dissertation 
and answer questions from the teacher.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.

Review the content of the 
assigned section, apply it to the 
student's own dissertation, and 
continue editing and working on 
that section. 
Study time: 90 minutes.

第30回

The completed dissertation is checked by the teacher and 
final revisions are recommended.

Study the materials related to 
the assigned section of the 
dissertation and check the 
meaning of difficult words and 
concepts. 
Study time: 90 minutes.
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100

その他 0

教科書

The book "Metaphors We Live By" will be provided by the teacher. Students do not need to buy the book.

参考文献

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度等の総合的評価（100%）。
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 Walzem Allen George

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

Glass will have lecture, group work, discussion, and individual meetings with teacher. There will be a large writing component to the class.

ＩＣＴ活用

We will use computer for media and reports, internet research, and so on.

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

卒業研究プロジェクトⅡ（Walzem Allen George）

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、後期科目「卒
業研究プロジェクトⅡ」につながる科目である。

この授業は、各自が専門的に研究する分野を定めたうえで参加する少人数のプロジェクト形式の授業である。学生は、各教員それぞれの専門
分野に即して設けられたクラスから、自らの関心領域・テーマで選択する。授業は演習形式で行われ、少人数グループを形成し、グループワー
クやプレゼンテーション演習を通じて、コミュニケーション力や人間関係形成力を養成することも目的とする。まず、卒業研究プロジェクトにつな
がる文献を読み進め、あるいは体験を積み重ねて、各グループが選んだ研究テーマに関する知見を増やしていく。同時に、各自の仮の研究テ
ーマについての資料等を収集し、課題の発見に努め、その問題解決に必要な方法等をゼミナール内でレポートやプレゼンテーションで報告す
る。

1. 自ら選んだテーマに沿って研究的学習を進め、仮説を立てたり一般化したりすることができる。
2. 少人数グループ活動等で互いに意見を交換し、知見と考察を深めながら討議することができる。
3. 問題解決に必要な方法等をわかりやすく報告・発表できる。

The class will be all in English, with a focus on academic writing and research skills. Students will experience a senior educating these skills, 
so, in addition to gaining the skills themselves, students will see ways they can be taught.
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

Review 90 minutes Grammar 1 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes Grammar 2 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes Grammar 3 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes Grammar 4 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes Grammar 5 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

There will be prompt written and oral feedback on all work. The teacher will write on student papers, but there will also be regular one-on-
one conferences.

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

Intro
Lesson 1: the nature of liberal arts research

第2回

Grammar 1 check
   Article 1: Research in the media

第3回

Grammar 2 check
   Article continued

第4回

Grammar 3 check
    Practice analysis: TV 1

第5回

Grammar 4 check
   TV 1 analyiss continued
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Consider outline 90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one meetings with Allen 1 Review, prepare 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one meetings with Allen 2 Review, prepare 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Read and summarize 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

第6回

The shape of YOUR reseach
    Students begin outlining final thesis

Continue working on outline and 
form 90 Minutes

第7回

Continue reading and writing 90 
minutes

第8回

Continue reading and writing 90 
minutes

第9回

Focus on Intro writing
   Lit review, finding sources, analyzing sources

Find sources for your topic 90 
Minutes

第10回

Writing the introduction part II
  Students work on intros

Write your introductions (First 
draft) 90 Minutes
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Review 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Summaries continued: Pages 144-147 of RtWM Review 90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

p 148-152 of RtWM-- Summaries continued Review 90 minutes

担当教員 Walzem Allen George

Expressing your Opinions part 1 Review 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Expressing your opinions Part 2 Review 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

第11回

The literature review--writing about what has already 
been covered in your area
 Writing summaries: from "Ready to Write More" p141-
144

Collect sources-- 3-7, write 
summaries 90 Minutes

第12回

Continue reading in your field 
90 Minutes

第13回

Continue studying sources--as 
much as possible! 90 minutes 
MINIMUM

第14回

Read in your research field 90 
Minutes

第15回

Continue studying in your field, 
prepare for test 90 Minutes
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Test Review test ideas 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one with Allen about your writing progress

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one with Allen 90 Minutes Read in field 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Review 90 Minutes Continue writing 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

one-on-one with Allen Read in your field 90 Minutes Write! 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

第16回

Finish paper introduction, final 
draft, for Allen 90 Minutes or 
MORE

第17回

Continue working and 
researching 90 Minutes

Write "body" of your paper, as 
much as possible 90 Minutes

第18回

Continue writing on your topic 
90 Minutes

第19回

Problem/Solution lecture on perceived problems and 
difficulties, grammar issues, etc.
  On writing conclusions

第20回

- 581 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

One-on-one with Allen Read in your Field 90 Minutes Write 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Lecture: Citations in your text, and Bibliography Read in your field 90 Minutes Write 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Read in your field 90 Minutes Continue writing 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one with Allen --Progress report

担当教員 Walzem Allen George

One on one with Allen ---wrapping up your papers!! review/research 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

第21回

第22回

第23回

Citation and Bibliography exercise and practice
    Paper Form/format

第24回

Reseach in your field 90 
Minutes

Write ! Finish first draft of 
paper 90 Minutes

第25回

Editing your paper--have final 
drafts ready 90 Minutes
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Peer editing ONE.

担当教員 Walzem Allen George

Peer editing 2

担当教員 Walzem Allen George

One on one with Allen Review notes! 90 Minutes Finish writing 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

One-on-one with Allen Final revisions 90 Minutes

担当教員 Walzem Allen George

Turn in final paper, final discussion

担当教員 Walzem Allen George

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しない

第26回

continue revising and preparing 
90 Minutes

Fix errors in your paper, have 
revised copy ready 90 Minutes

第27回

Continue working and revising 
90 Minutes

Absolutely finish paper-- Send 
to Allen as Word file. 90 
Minutes

第28回

第29回

Write and print out final 90 
Minutes

第30回

Review year's learning! 90 
Minutes

Make sure I have everything 90 
Minutes
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60 Attendance, preparation, meeting deadlines, having materials for meetings with Allen

その他 40 Final Paper

教科書

Provided by teacher

参考文献

Provided by teacher, certain web-sites (for format and writing styles, for example)

履修条件・留意事項等

備考欄

Making deadlines and attending one-on-one meetings are crucial for success and passing.

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

It is imperative that students work steadily throughout the semester, and make regular progress on their research papers. Do not be lazy, do 
not procrastinate!
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅡ（釣　晴彦） ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 釣　晴彦

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

テーマを推敲するために関連する書物を読み、出来るだけ演習形式で講義を進めていく。

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、前期科目「卒
業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

様々なICTを効果的に活用できるように研究する。

高校教員として長い間実践教育を行ってきた。また、大学でも小学校・中学校・高校と現場を訪問して学生達と知見を広げてきたのでその実践
教育を取り入れていく。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

卒業テーマに関連した書物を読んで意見交換をする。

担当教員 釣　晴彦

卒業テーマに関連した書物を読んで意見交換をする。

担当教員 釣　晴彦

課題の形式に応じたフィードバックを講義中やweb上で行う。 
指導案については個別指導を行う。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

オリエンテーション
卒業研究プロジェクトⅠの卒業テーマついて推敲し、議論
する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。(90
分）

第2回

卒業研究プロジェクトⅠの卒業テーマついて推敲し、議論
する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第3回

卒業研究プロジェクトⅠの卒業テーマついて推敲し、議論
する。

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第4回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第5回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

卒業研究プロジェクトⅡの方向性を確認する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの方向性を確認する。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの発展的な考察をする。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの発展的な考察をする。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの発展的な考察をする。

担当教員 釣　晴彦

第6回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第7回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第8回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第9回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第10回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

卒業研究プロジェクトⅡの内容と分析を図る。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの内容と分析を図る。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの修正と評価を図る。

担当教員 釣　晴彦

卒業研究プロジェクトⅡの修正と評価を図る。

担当教員 釣　晴彦

卒論の中間発表とその評価をする。

担当教員 釣　晴彦

第11回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第12回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第13回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第14回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

話し合ったことを整理する。（90
分）

第15回

発表する。（90分） 卒論を整理して提出する。（90
分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

卒論の中間発表とその評価をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論の中間発表とその評価をする。

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクⅡの経過報告の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

第16回

発表する。（90分） 卒論を整理して提出する。（90
分）

第17回

発表する。（90分） 卒論を整理して提出する。（90
分）

第18回

卒論研究のプロジェクトⅡの最終まとめの計画案を作成す
る。

評価をグループでのデスカッシ
ョンで行う。（90分）

卒論を整理して提出する。（90
分）

第19回

卒論研究のプロジェクトⅡの最終まとめと公表する方法を
検討する。

評価をグループでのデスカッシ
ョンで行う。（90分）

卒論を整理して提出する。（90
分）

第20回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

卒論研究プロジェクⅡの経過報告の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクⅡの経過報告の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの発表の準備をする。

担当教員 釣　晴彦

第21回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第22回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第23回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第24回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第25回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

卒論研究プロジェクトⅡの発表をする。その評価も行う。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの発表をする。その評価も行う。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの発表をする。その評価も行う。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡのまとめをする。

担当教員 釣　晴彦

卒論研究プロジェクトⅡの総まとめをする。

担当教員 釣　晴彦

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0

第26回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第27回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第28回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第29回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）

第30回

グループでのデスカッションをす
る。（90分）

整理したものを提出する。（90分
）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

100

その他 0

教科書

随時講義の中で紹介する。

参考文献

随時講義の中で紹介する。

履修条件・留意事項等

大学で学んできたことの知見を広げ総括する意欲を持って臨んでもらいたい。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

総合的な評価
卒論の構成内容 発表等
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅡ（宮本　融） ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 宮本　融

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、前期科目「卒
業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

この科目は、卒寮論文をまとめるためのものであるため、そのテーマは受講者それぞれによって異なる。そのためそれぞれのテーマを具体的に
絞っていくために関連する書物を読み、演習形式で進め、論文執筆を進めながら議論を深める。

Google Classroomで頻繁にフィードバックを行うとともに、テーマの理解に必要なWeb上の資料を適宜紹介する。

旧通商産業省（現経済産業省）において、行政実務を１０年経験し、選挙を中心とする現実政治の実践にも携わった上で、アメリカで政治学を
学んだ教員が理論と実践の両方の側面から指導する。
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

Google Classroomを用いるだけでなく、週2回、研究室に集合して頻繁に対話を行う形式で進める。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

研究課題の選定 ① 
卒業研究プロジェクト１で学んだことを基礎に、自らの研究
課題について議論しながら問題を設定する。

学習予定の部分を予習する。
（90分）

学習した内容を復習し、まとめる
。（90分）

第2回

研究課題の選定 ② 
卒業研究プロジェクト１で学んだことを基礎に、自らの研究
課題について議論しながら問題を設定する。

学習予定の部分を予習する。
（90分）

学習した内容を復習し、まとめる
。（90分）

第3回

研究のアウトラインの提示 ①
自らの研究の目的を簡単にまとめる。

学習予定の部分を予習する。
（90分）

学習した内容を復習し、まとめる
。（90分）

第4回

研究のアウトラインの提示 ②
自らの研究の目的を簡単にまとめる。

学習予定の部分を予習する。
（90分）

学習した内容を復習し、まとめる
。（90分）

第5回

基本文献の収集①
研究課題の基本文献を指定する。

論文等を検索収集しながら、読
み込むべき文献リストを作成す
る。（90分）

収集した論文等を読み、さらなる
調査研究の資料をリストアップす
る。（90分）

- 594 -



北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

基本文献の収集②

担当教員 宮本　融

基本文献の収集③

担当教員 宮本　融

基本文献の収集④

担当教員 宮本　融

基本文献の収集⑤

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第6回

論文等を検索収集しながら、読
み込むべき文献リストを作成す
る。（90分）

収集した論文等を読み、さらなる
調査研究の資料をリストアップす
る。（90分）

第7回

論文等を検索収集しながら、読
み込むべき文献リストを作成す
る。（90分）

収集した論文等を読み、さらなる
調査研究の資料をリストアップす
る。（90分）

第8回

論文等を検索収集しながら、読
み込むべき文献リストを作成す
る。（90分）

収集した論文等を読み、さらなる
調査研究の資料をリストアップす
る。（90分）

第9回

論文等を検索収集しながら、読
み込むべき文献リストを作成す
る。（90分）

収集した論文等を読み、さらなる
調査研究の資料をリストアップす
る。（90分）

第10回

Reading Listの提示① 収集した論文等を論理的に論
文のアウトラインを念頭に整理し
た形でまとめる。（90分）

収集した論文を読み、教員との
議論を踏まえReading Listを修
正する。（90分）
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北海道文教大学 国際学部　国際教養学科

書評論文を書いてみる ①

担当教員 宮本　融

書評論文を書いてみる ②

担当教員 宮本　融

書評論文を書いてみる ③

担当教員 宮本　融

書評論文を書いてみる ④

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第11回

収集した論文の１つを取り上げ、
書評論文を書く。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第12回

①とは別の収集した論文の１つ
を取り上げ、書評論文を書く。
（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第13回

①及び②とは別の収集した論文
の１つを取り上げ、書評論文を
書く。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第14回

①、②及び③とは別の収集した
論文の１つを取り上げ、書評論
文を書く。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第15回

Review Articleを書いてみる ①ー１ 収集した論文のうち、１つのテー
マを設定し、それに関する論文
を５つ程度選び、それらの論点
をまとめる。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）
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担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

担当教員 宮本　融

第16回

Review Articleを書いてみる ①ー２ 整理された論点を見ながら、論
文同士の意見の対立を鮮明に
する形で書評論文を書く。（90分
）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第17回

Review Articleを書いてみる ②ー１ ①とは別の論点について、１つ
のテーマを設定し、それに関す
る論文を５つ程度選び、それら
の論点をまとめる。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第18回

Review Articleを書いてみる ②ー２ 整理された論点を見ながら、論
文同士の意見の対立を鮮明に
する形で書評論文を書く。（90分
）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第19回

Review Articleを書いてみる ③ー１
①及び②とは別の論点について、テーマを設定し、それに
関する論文を５つ程度選び、それらの論点をまとめる。

テーマに基づき、それら論文の
論点をまとめる。（90分）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）

第20回

Review Articleを書いてみる ③ー２ 整理された論点を見ながら、論
文同士の意見の対立を鮮明に
する形で書評論文を書く。（90分
）

教員との議論及び指摘事項を
踏まえて修正する。（90分）
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研究のアウトラインの提示 ①

担当教員 宮本　融

研究のアウトラインの提示 ②

担当教員 宮本　融

補充文献やデータの収集 ①

担当教員 宮本　融

補充文献やデータの収集 ②

担当教員 宮本　融

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論 ①

担当教員 宮本　融

第21回

これまでの研究をまとめ、論文の
アウトラインをまとめる。（90分）

教員の指摘を踏まえ、修正点を
考察する。（90分）

第22回

①における指摘を踏まえ、修正
したアウトラインをまとめる。（90
分）

教員の指摘を踏まえ、修正点を
考察する。（90分）

第23回

補充すべき論点をまとめる。（90
分）

当該論点に係る文献やデータを
収集する。（90分）

第24回

補充すべき論点をまとめる。（90
分）

当該論点に係る文献やデータを
収集する。（90分）

第25回

論文を執筆する。（90分） 教員の指摘を踏まえ修正する。
（90分）
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研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論 ②

担当教員 宮本　融

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論 ③

担当教員 宮本　融

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論 ④

担当教員 宮本　融

研究プロジェクトの進捗状況の報告と議論 ⑤

担当教員 宮本　融

卒業論文を提出する。

担当教員 宮本　融

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験は実施しません。

第26回

論文を執筆する。（90分） 教員の指摘を踏まえ修正する。
（90分）

第27回

論文を執筆する。（90分） 教員の指摘を踏まえ修正する。
（90分）

第28回

論文を執筆する。（90分） 教員の指摘を踏まえ修正する。
（90分）

第29回

論文を執筆する。（90分） 教員の指摘を踏まえ修正する。
（90分）

第30回

卒業論文を執筆する。（90分） 教員の指摘事項を整理する（90
分）
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100

その他 0

教科書

指定しない。

参考文献

受講生の研究課題に合わせて適宜提示する。

履修条件・留意事項等

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

発表・課題・授業参加度等の評価 20％
卒業研究論文          80％
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学部・学科 国際学部　国際教養学科

区分 卒業研究　卒業研究

科目名 卒業研究プロジェクトⅡ（巫　靚） ナンバリング 4952

配当年次 開講学期 区分 演習 単位 2

担当教員 巫　靚

授業の位置づけ

授業の概要

到達目標

授業の方法

ＩＣＴ活用

実務経験のある教員の教育内容

該当なし。

2024　北海道文教大学 シラバス

4年 2024年度後期

この科目は、本学科ディプロマ・ポリシー「学術目的の言語使用に主眼をおいた英語及び日本語の高度な運用能力を身につける（知識・技能）」
ことを基本とし、「北海道、日本及び世界諸地域の課題に対応できる情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を身に
つける（思考・判断・表現）」とともに、「グローバル社会の中で、世界の人々と共生・協働することを可能とする国際性」を身につけることと特に関
係がある科目であり、その他すべてのディプロマ・ポリシーとも関係している。これまで学んだカリキュラムの集大成であるとともに、前期科目「卒
業研究プロジェクトⅠ」を承ける科目である。

この授業は、「卒業研究プロジェクトⅠ」に続き、各グループが収集した卒業研究のテーマとリンクした参考文献や資料等をまとめ、経過報告を
作成していく。見いだされた課題については、その背景についての分析ならびに問題解決に必要な方法等をグループ単位で報告する。グルー
プ単位での調査・研究などに加えて、外部の専門家を招いてのグループ学習や、学外での学び・活動・フィールドワークなども取り入れ、総合的
なプロジェクトとしてその成果の発表会や成果物の出版なども行なっていく。授業は主に、各グループが選んだテーマの経過報告的なレポート
を軸に展開され、適宜プレゼンテーションを行う。教員はプロジェクトの構成見直しのほか、データ処理の仕方、図表へのまとめ方など技術的な
補足指導も行う。

1. 少人数グループ内等での調査・研究、および学外での活動に協調しながら参加し、その成果について討議することができる。
2. 問題解決に至る適切な方法を自ら発見し、仮説を立てたり一般化したりしながら研究を進めることができる。
3. 総合的なプロジェクトとしての成果を発表することができる。

情報処理や分析の能力、論理的・批判的な思考や判断をする能力を育成するために、グループプレゼンテーションやディスカッションの形式で
授業を進める。なお、受講者の学習状況に合わせて、各回の講義内容を微調整する場合がある。

Google Classroomを用いる双方向授業を取り入れる。
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課題に対するフィードバックの方法

授業計画 学習内容

ガイダンス

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

毎回の授業目標に掲げた内容の達成度に応じて、次回の授業で微調整を行う。プレゼンテーションの完成度・問題点について、学生にアドバ
イスする。

準備学習の内容および時間(分) 事後学習の内容および時間(分)

第1回

学習予定の部分を予習する（90
分）。

授業のガイダンスの内容を理解
する（90分）。

第2回

研究書を読む①（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』はじ
めに）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第3回

研究書を読む②（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第1
章 戸籍とは何か）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第4回

研究書を読む③（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第2
章 国籍という「国民」の資格）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第5回

研究書を読む④（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第3
章 近代日本と戸籍）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。
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担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

書評を書く

担当教員 巫　靚

第6回

研究書を読む⑤（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第4
章 植民地と「日本人」）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第7回

研究書を読む⑥（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第5
章 戦後「日本人の再編」）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第8回

研究書を読む⑦（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』第6
章 戸籍と現実のねじれ）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第9回

研究書を読む⑧（遠藤正敬『戸籍と国籍の近現代史』おわ
りに）

学習予定の部分を予習する（90
分）。

学習した内容を復習し、まとめる
（90分）。

第10回

予習としてまず自分なりに書評
を書いてみる（90分）。

学習した内容を復習し、書評を
修正し、提出する（90分）。
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卒業研究制作の基本的事項

担当教員 巫　靚

卒業研究を基にした紀要論文①

担当教員 巫　靚

卒業研究を基にした紀要論文②

担当教員 巫　靚

卒業研究を基にした紀要論文③

担当教員 巫　靚

卒業研究に向けての検討

担当教員 巫　靚

第11回

学習予定の内容を予習する（90
分）。

学習した内容を復習する（90分）
。

第12回

学習予定の内容を予習する（90
分）。

学習した内容を復習する（90分）
。

第13回

学習予定の内容を予習する（90
分）。

学習した内容を復習する（90分）
。

第14回

学習予定の内容を予習する（90
分）。

学習した内容を復習する（90分）
。

第15回

自分の研究関心について整理
する（90分）。

検討した内容をまとめる（90分）
。
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（卒業研究）に関する説明、卒業研究テーマの相談

担当教員 巫　靚

研究論文の探し方、読み方、論文の書き方に関する説明

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

第16回

自分の研究テーマを整理する
（90分）。

検討した内容をまとめる（90分）
。

第17回

自分の関心のある研究テーマに
ついて資料を探してみる（90分）
。

学習した内容を復習し、それに
基づき、自分の研究テーマに関
連する資料を収集する（90分）。

第18回

卒業研究構想の報告①（卒業研究テーマ、先行研究、資
料の見通し）。

研究テーマ、先行研究、資料に
ついて収集し、準備する（90分）
。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第19回

卒業研究構想の報告②（卒論テーマ、先行研究、資料の
見通し）。

前回に続き、研究テーマ、先行
研究、資料について収集し、準
備する（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第20回

先行研究整理の報告①（先行研究の目録、概要、卒業研
究内の位置づけ）。

先行研究を収集し、目録、概要
をまとめる（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。
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担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

担当教員 巫　靚

執筆構想の報告①（章立て、各章の概要）。

担当教員 巫　靚

執筆構想の報告②（章立て、各章の概要）。

担当教員 巫　靚

第21回

先行研究整理の報告②（先行研究の目録、概要、卒業研
究内の位置づけ）。

前回に続き、先行研究を収集し
、目録、概要をまとめる（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第22回

収集した資料の報告①（資料の目録、概要、卒業研究内の
位置づけ）。

資料を収集し、目録、概要を作
成する（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第23回

収集した資料の報告②（資料の目録、概要、卒業研究内の
位置づけ）。

前回に続き、資料を収集し、目
録、概要を作成する（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第24回

卒業研究の章立て、各章の概
要を作成する（90分）。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。

第25回

前回に続き、卒業研究の章立て
、各章の概要を作成する（90分）
。

検討した内容に基づき、内容を
整理する（90分）。
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進捗状況報告①

担当教員 巫　靚

進捗状況報告②

担当教員 巫　靚

進捗状況報告③

担当教員 巫　靚

原稿修正（１）

担当教員 巫　靚

原稿修正（２）

担当教員 巫　靚

成績評価の方法

区分 割合（％） 内容

定期試験 0 定期試験の実施はない。

第26回

卒業研究の執筆（90分）。 検討した内容に基づき、内容を
修正する（90分）。

第27回

卒業研究の執筆（90分）。 検討した内容に基づき、内容を
修正する（90分）。

第28回

卒業研究の執筆（90分）。 検討した内容に基づき、内容を
修正する（90分）。

第29回

卒業研究の執筆（90分）。 検討した内容に基づき、内容を
修正する（90分）。

第30回

卒業研究の執筆（90分）。 検討した内容に基づき、内容を
修正し、完成する（90分）。
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100

その他 0

教科書

参考文献

なし。

履修条件・留意事項等

無断欠席は必ず減点要素になる。

備考欄

定期試以外(授業内容の課題・
参加度・出席態度等)

授業の参加度（予習、復習、プレゼンテーション、ディスカッション、卒業研究の執筆）100％

『戸籍と国籍の近現代史：民族・血統・日本人』遠藤正敬、明石書店、2013年。
その他、授業中に適宜配布する。
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